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はじめに 

 せせらぎと花と緑あふれる三島の街は、人流と温かな地域コミュ

ニティを生み出し、にぎわいのある誇り高き街へと発展し続けてま

いりました。 

 しかしながら、私が市長に就任してちょうど 10 年目の節目とな

る 2020 年に、新型コロナウイルスという未知なるウイルスに全世

界が驚愕することとなりました。同年 1 月に日本で初めての感染者

が確認されて以来、瞬く間に国内に蔓延した新型コロナウイルス感

染症は、本市におきましても市民生活において大きな不安と脅威を

もたらしました。 

 地域コミュニティを重視してまいりました本市にとって、三密（密閉・密集・密接）を

避けるという政府の方針は、人と人との接触や移動の制限などあらゆる場面で行動の自

粛をお願いしなければならず、苦渋の決断ではございましたが、何よりも尊い市民の命を

守るため、ホームページ等あらゆる手段を活用するとともに、ビデオメッセージで必死に

呼びかけたことが、つい昨日のことのように思い出されます。 

 国の対策が定まらない中で、様々な情報が錯綜し、何をどのようにして行ったらよいの

か全くわからず、手探りの状況ではございましたが、立ち止まって熟考している時間はな

く、早急な判断が求められました。そこで、速やかに新型コロナウイルス感染症対策本部

を立ち上げるとともに、「感染症予防対策」「生活安定対策」「経済対策」「新たな生活様式

に対応した対策」を市の対策４本柱（令和 5 年 3 月 31 日現在 およそ 210 億円）とし

て、迅速かつ確実に市民生活の安心・安定に反映できるよう市職員一丸となって取組んで

まいりました。 

 様々な対策を間断なく打ち出すなか、市独自のシステムによる特別定額給付金の申請

や、「三島モデル」によるワクチン接種といった先進的なアイデアも生まれ、全国的に注

目を集めたこともございました。 

 新型コロナウイルスは大規模災害にも匹敵する大きな弊害をもたらしましたが、近い

将来再び、未知のウイルスに見舞われないとも限りません。これまでの新型コロナウイル

スとの本市の奮闘を記録に残すことにより、今後起こりうる未曽有の事態にも迅速に対

応していくことができるよう、未来の三島市へのエールとして本冊子「新型コロナウイル

ス感染症と三島市の奮闘の記録」を作成いたしました。本市におきましてはこの冊子とと

もに、三島市医師会と共同で作成した「新型コロナウイルス感染症と予防接種への対応記

録」の冊子を併せて保管し、後世に残してまいります。 

 結びに、これまでコロナ禍において共に闘い、乗り越えてまいりました医師会はじめエ

ッセンシャルワーカーの皆様や事業所、地域関係団体の皆様、市職員、そして何よりも三

島市民の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

令和５年７月 

 三島市長 豊岡 武士  
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第１章 序論 

 

１ 記録の目的 

  新型コロナウイルス感染症の出現は、市民生活に大きな不安と恐怖をもたらすとと

もに、市政においても、感染症対策を念頭においた運営を余儀なくされた。 

  今後、再び新興感染症に遭遇した際に、今回の経験を踏まえた迅速な対応ができる

よう、本市における新型コロナウイルス感染症との奮闘を記録に残し、後世に伝えてい

く。 

     

２ 記録の期間 

  2020(令和２)年 1 月～2023(令和５)年５月 10 日 

 

３ 時系列による感染状況と市・県・国の動き 

2020（令和 2）年 1 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

16

日 

・国内初感染者判

明（中国から帰国

の神奈川県在住中

国籍男性） 

  

26

日 

  ・中国武漢滞在の日本人帰国希望者全員の対

応方針を首相表明 

28

日 

 ・市ホームページ「新型コロナウイルスに関

する情報」掲示 

・MIS 全庁掲示板「新型コロナウイルス感染

症に備えて」周知 

・政府：マスク販売の個数制限及びマスク生

産会社の生産態勢強化を指示 

・厚生労働省（以下、厚労省）新型コロナウ

イルスに関する電話相談窓口設置 

29

日 

 ・最新情報を把握し感染予防に努めるよう市

内宿泊施設等へ周知 

・中国武漢からのチャーター機第 1 便が羽田

到着（～2/17 第 5 便まで） 

・チャーター機帰国者のうち症状なしの 192

人は千葉県勝浦市ホテルへ 

30

日 

  ・WHO「国際的に懸念される公衆衛生上の緊

急事態」宣言 

・政府が対策本部設置（総理大臣を本部長と

し、メンバーは全閣僚） 

31

日 

 ・市ＡＩチャットボット「新型コロナウイル

スに関する質疑応答」追加 

・MIS 全庁掲示板「新型コロナウイルス感染

症予防について」周知（各施設の感染予防に

努める） 

・外務省：中国全土の危険レベル「2」へ引上

げ、不要不急渡航は中止 

・観光庁：ホテル旅館等宿泊事業者の相談窓

口設置。 

・「雇用調整助成金」等を紹介 

 

2020（令和 2）年 2 月 

１

日 

  ・感染症法「指定感染症」、検疫法「検疫感染

症」指定の政令施行 

・厚労省：差別誹謗中傷やデマに対し、「デマ

に惑わされず冷静な対応を」呼びかけ 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

3

日 

・横浜港入港「ダ

イヤモンドプリン

セス号」乗客の感

染確認 

・市民メール、LINE、Facebook、Twitter に

て「新型コロナウイルスに関する情報」周知 

 

4

日 

 ・新型コロナウイルスに関する庁内対策会議

（第１回）※出席者：梅原副市長、環境市民

部長、健康推進部長、健康推進部技監、国際

交流室長、危機管理課、健康づくり課 

 

5

日 

 ・「新型コロナウイルスの感染予防に伴う手

洗い、咳エチケットポスター」市公共施設等

に掲示依頼 

※手洗いで感染症予防（消毒液設置場所用）、

正しい手の洗い方（トイレ手洗い場用）、咳エ

チケットで感染予防（市民出入口用）を配布 

 

6

日 

 ・本庁舎入口「新型コロナウイルス情報につ

いて」掲示板設置 

 

7

日 

 ・3 月の麗水市中高生派遣の研修事業中止及

び防護服 100 着送付を決定 

 

10

日 

 ・新型コロナウイルスに関する庁内対策会議

（第２回）※出席者：梅原副市長、環境市民

部長、健康推進部長、健康推進部技監、国際

交流室長、危機管理課 

・静岡県「帰国者・接触者相談センター」開

設 

13

日 

・国内においてコ

ロナ感染による初

の死者 

  

15

日 

 ・大人の“なりわい”体験プログラム「みしま

ko･to･ri」中止 

 

17

日 

  ・静岡県「新型コロナウイルス感染症対策本

部」設置 

20

日 

  ・新型コロナウイルス感染症対策専門家会議

（以下、専門家会議）「クルーズ船の感染制御

策について」公表 

23

日 

・国内感染者 

100 人超える 

  

24

日 

  ・専門家会議「感染症対策の基本方針の具体

化に向けた専門家の見解」公表 

25

日 

 ・三島市議会公明党会派の緊急要望①国県と

連携の情報発信と正確な周知②相談窓口体制

の明確化③中小規模事業所や旅館業の早急な

調査④相談支援体制の充実 

 

27

日 

 ・新型コロナウイルス感染症対策本部（任意

本部）設置 

・「第 1 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・「第 2 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

28

日 

・県内初感染者確

認（静岡市 60 代男

性） 

・「第 3 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・「新型コロナウイルス感染拡大防止に係る

対応方針について」副市長通知（初版） 

・新型コロナウイルスに係る職員出勤状況調

査 

・国際交流室外国人に向けた「しんがたコロ

ナウイルス(COVID-19）について」周知 

 

29

日 

 ・「箱根八里」フォーラム中止（日本橋）  
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2020（令和 2）年 3 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

 ・婚活イベント「マッチングパーティー～あ

なたの出逢い～」中止 

 

2

日 

 ・感染症対策にともなう三島市立学校におけ

る臨時休業（～3/18 まで） 

・時差勤務制度の導入 

・「専門家会議の見解（クラスター対策）」公

表 

5

日 

 ・市民税・県民税申告期限の延長 

・市内放課後児童クラブの新規受け入れを前

倒しで開始。各クラス 20 人までに抑える 

 

9

日 

  ・専門家会議「新型コロナウイルス感染症対

策の見解」公表 

10

日 

・国内感染者 

５00 人超える 

  

11

日 

 ・「第 4 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

15

日 

 ・「A・RU・KU～三島せせらぎ散策と楽寿園

～」中止 

 

16

日 

 ・市県民税申告期限の 1 か月間期限延長（～

4 月 16 日） 

 

17

日 

  ・専門家会議から厚労省への要望（帰国者お

よび訪日外国人対応が必要ほか）提出 

19

日 

 ・【市立小学校】修了式・卒業式の規模縮小及

び時間短縮 

・新型コロナウイルス感染症対策専門家会議

「感染症対策の状況分析・提言」公表 

20

日 

 ・【市立中学校】修了式・卒業式の規模縮小及

び時間短縮 

・ニュープリマス市及び麗水市派遣研修生事

業（～27 日）中止 

 

21

日 

・国内感染者 

1,000 人超える 

  

23

日 

 ・「戦略的経済対策本部会議」開催。新型コロ

ナウイルスによる経済的損失と今後の展開を

議論 

 

24

日 

  ・東京五輪延期を正式発表 2021 年夏までに

開催する方針を示す 

26

日 

  ・文部科学省「感染症に対応した臨時休業の

実施に関するガイドライン」示す 

27

日 

 ・「第 5 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・課税課「新型コロナウイルス感染症の拡大

防止の観点からの三輪以上の軽自動車に対す

る軽自動車税（種別割）の申告期限等の延長」

周知 

・市立公園楽寿園「新型コロナウイルス感染

症予防についてのお知らせ」周知 

 

28

日 

 ・感染拡大の影響による子ども食堂の閉鎖に

より「ひ・まわり」「ありままの会」がひとり

親世帯に弁当を無料配布 

・農政課「里山時間～野草観察と青空ランチ

～」中止 

 

29

日 

・新型コロナウイ

ルスによる肺炎で

志村けんさん死去 

  

30

日 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響による公

共料金等の猶予を決定 
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2020（令和 2）年 4 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

 ・市税収納課「新型コロナウイルス感染症の

影響により納税が困難な方に対する市税にお

ける猶予制度」周知 

・感染症対策専門家会議「新型コロナウイル

ス感染症対策の状況分析・提言」公表 

3

日 

 ・自民党三島市支部が新型コロナウイルス感

染予防と経済対策の要望書を提出 

 

4

日 

 ・国立遺伝学研究所「一般公開 2020」中止  

5

日 

 ・三嶋大社にて「稚児健康祈願祭」開催。感

染症対策で稚児行列は中止 

 

6

日 

 ・「第 6 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・「第 7 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・7 日の小中学校の入学式、始業式は規模を

縮小し実施した上で 19 日まで休業 

 

7

日 

 ・特措法第 34 条第 1 項に基づく「三島市新

型コロナウイルス感染症対策本部」（法定本

部）設置 

・【市立小中学校】入学式・始業式の規模縮小

及び時間短縮 

・大場商工店会青年部が地区周辺の幼稚園保

育園 7 園に空気清浄機各 1 台と消毒液を寄贈 

・新型インフルエンザ等対策特別措置法（以

下特措法）第 32 条第 1 項に基づく「緊急事

態宣言」発出（～５/６）※対象：埼玉県、千

葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県、

福岡県 

・「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」

閣議決定 

8

日 

 ・「新型コロナウイルス感染症に伴う職員の

マスク着用の励行について（お願い）」 

・【市立小中学校】臨時休業延長（～4/19） 

・廃棄物対策課「家庭でのマスク等の捨て方」

周知 

・商工観光課「新型コロナウイルス感染症に

関する中小企業支援について」周知 

 

9

日 

・ 国 内 感 染 者

5,000 人超える 

・三島市長ビデオメッセージ「不要不急外出

を控えて」ほか 

・市民課「住民異動、証明書交付などについ

て感染予防の協力依頼」周知 

・商工観光課「新型コロナウイルス感染症に

関する中小企業の相談窓口」周知 

・みしま聖苑「新型コロナ感染者」の火葬に

限って感染症予防措置（告別室、待合室、収

骨室の利用不可） 

 

10

日 

 ・地域協働・安全課「新型コロナウイルスの

影響に伴う定期駐車券の取り扱い」周知 

・日大三島高及び中学校が iPad での「バーチ

ャルスクール」開始 

・新学期における臨時休業実施の静岡県内公

立学校（県内全 37 市町）～4/19 終了予定 

11

日 

 ・【市立図書館】新型コロナウイルス感染症対

策に伴うサービス縮小（～5/10） 

 

14

日 

 ・【稟議による決定】小中学校の休業期間を

5/6 まで延長決定 

 

15

日 

 ・教育総務課「新型コロナウイルス感染症対

策に伴う放課後児童クラブの対応」周知 

 

16

日 

 ・【市民温水プール】新型コロナウイルス感染

症対策に伴う臨時休館（～5/6） 

・NPO 法人「にじのかけ橋」が手作りマスク

の販売開始 

・「特定警戒都道府県」指定（13 都道府県）※

対象：北海道、茨城県、石川県、岐阜県、愛

知県、京都府＋緊急事態宣言 7 都府県 

・全都道府県を緊急事態措置対象（～5/6） 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

17

日 

 ・地域包括ケア推進課「新型コロナウイルス

感染症の感染予防編」（周知） 

 

18

日 

・国内感染者 

１万人超える 

  

19

日 

 ・【郷土資料館】コロナウイルス感染症対策に

伴う臨時休館（～5/7） 

 

20

日 

 ・「第 8 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・三島商工会議所青年部の「三島の食文化推

進委員会」がオンラインで受注し宅配「ラン

チ・デリバリーサービス」開始 

・「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

（変更）」閣議決定 

21

日 

 ・部長会議にて「新型コロナウイルス感染症

対策室」設置決定 

・特別定額給付金（仮称）事業の打合せ開催 

・総務省「特別定額給付金（仮称）事業に係

る説明会」開催 

22

日 

 ・三嶋大祭り実行委員会が「三嶋大祭り」戦

後初の中止を決定 

・人事課「新型コロナウイルス感染予防に向

けた職員の時差出勤等の実施」周知。庁舎全

体で職員数 2～3 割削減予定 

・感染症対策専門家会議「新型コロナウイル

ス感染症対策の状況分析・提言」公表 

23

日 

 ・三島市議会要望事項「①総合相談窓口設置

と情報提供②経済対策強化③学校休業への対

応④市職員感染防止と危機管理体制」を議長

から市長へ提出 

・市民生活相談センター「静岡県行政書士会

による新型コロナウイルス感染症相談窓口開

設」周知 

 

24

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「緊急経済対策」

ほか 

・特別定額給付金の給付事業に関する職員打

合せ 

・アミューズメント業「ジョイランド」が三

島市にマスク 1,000 枚寄贈 

・「静岡県新型コロナウイルス感染拡大防止

協力金」 

 

26

日 

 ・夏梅木町内会文化部の風間氏が手作りマス

クと作り方の型紙を住民に配布 

 

27

日 

 ・企画戦略部に「新型コロナウイルス感染症

対策室」設置（兼務職員 14 名） 

・新型コロナウイルス感染症対策室「第 1 回

打合せ」 

・特別定額給付金における給付対象基準日 

28

日 

 ・【市立小中学校】臨時休業期間再延長（～

5/31） 

・健幸政策戦略室「感染症対策に伴う健康二

次被害の防止について」周知 

・教育総務課「新型コロナウイルス感染症対

策に伴う放課後児童クラブの対応」周知 

 

29

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染拡大防止

協力金」開始による兼務職員 4 名増員 

・静岡県「来訪自粛」看板を箱根エコパーキ

ングに設置 

30

日 

 ・新型コロナウイルス感染症対策室「第 2 回

打合せ」 

・市民生活相談センター「新型コロナウイル

スに関連した詐欺等の注意情報」周知 

 

 

 

 



6 

2020（令和 2）年 5 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

 ・「特別定額給付金」電子申請受付の開始 

・三島市長ビデオメッセージ「特別定額給付

金について」ほか 

・「第 9 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・保険年金課「国民年金第１号被保険者の方

へ新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国

民年金保険料免除の特例利用」周知 

・市税収納課「新型コロナウイルス感染症の

影響により市税の納付が困難な方へ～徴収猶

予の「特例制度」の案内～」周知 

・水と緑の課「市内公園等における新型コロ

ナウイルス感染症への対応」周知 

・老人クラブ連合会錦田地区が三島市に手作

り布マスク 220 枚寄贈 

・感染症対策専門家会議「新型コロナウイル

ス感染症対策の状況分析・提言」公表 

・「新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金制度要綱」発出 

4

日 

  ・感染症対策専門家会議「新型コロナウイル

ス感染症対策の状況分析・提言」公表 

・全都道府県緊急事態措置の期限延長（～

5/31） 

5

日 

 ・「第 10 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・「春の大通り商店街まつり」が開始から 40

年間で初めて中止 

 

7

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「密閉・密集・

密接の「3 密」をつくらない感染拡大を予防

する対策」ほか 

・「三島市新型コロナウイルス感染拡大防止

協力金」申請受付開始 

・「第 11 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・保険年金課「感染症の影響に伴う国民年金

保険料免除の特例利用」周知 

・重症患者に対する治療薬（レムデシビル）

が特例承認を得る 

・「特措法に基づく緊急事態措置に係る静岡

県実施方針」（～5 月 31 日まで） 

・「静岡県新型コロナウイルス感染拡大防止

協力金」申請受付開始 

8

日 

 ・地域協働・安全課「市内運行路線バスの状

況」周知 

・建設会社代表渡辺晃司氏が富士山南東消防

組合に不織布マスク 5 千枚を２贈 

 

11

日 

 ・商工会議所主催による「地域飲食店応援ク

ラウドファンディングプログラム「みらい飯」

参加飲食店」募集 

・商工観光課「三島市新型コロナウイルス感

染症拡大防止協力金について」周知 

 

12

日 

 ・市教育委員会が徳倉小にて遠隔授業導入に

向けた勉強会を実施。全小中学校情報教育担

当の教諭 21 人出席 

 

13

日 

 ・清水町㈱万福が三島市に不織布マスク 1500

枚を寄贈。医療関係者、介護関係者へ 

・迅速診断用抗原検査キット承認 

14

日 

  ・特措法第 32 条第 3 項に基づき緊急事態措

置を実施すべき区域の変更※対象：北海道、

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、

大阪府、兵庫県 

・感染症対策専門家会議「新型コロナウイル

ス感染症対策の状況分析・提言」公表 

15

日 

 ・「特別定額給付金」初回振込完了（1,574 件

4,259 人分） 

・商工会議所主催「事前予約制ドライブスル

ー方式で「みしま応縁袋」第 1 弾販売開始 

・静岡県警戒レベル３（県内注意、県外警戒）

へ切り替わる 

・「緊急事態措置の指定区域除外に伴う静岡

県実施方針」発出 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

  ・「第 12 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

16

日 

 ・「みしまジュニアスポーツアカデミー」が

「Zoom」を活用した遠隔トレーニング講座

実施。受講生の小中学生 14 人の自宅をオン

ラインでつなぐ 

 

18

日 

 ・小中学校分散登校（再開準備）～5/22 

・放課後児童クラブ（特別開館：北、錦田、

中郷）～5/22 

・ボランティア団体「ふじのくに三島かがや

きネット」が市内医療関係者へ地元産蜂蜜瓶

詰 100 本を寄贈 

 

19

日 

 ・幼稚園半日程度の分散登園～5/29 

・廃棄物対策課「衣類拠点回収の一時休止」

周知 

・桜ケ丘こどもクリニックが自家製アルコー

ル消毒液 32ℓを三島市に寄贈 

 

20

日 

 ・子育て世帯への臨時特別給付金支給（対象

児童 1,030 人に対し 2 万円上乗せ） 

・健康づくり課「テイクアウト販売、出前等

による食中毒にご注意」周知 

・三島市が衛生資機材を市医師会、市歯科医

師会、市薬剤師会や民間福祉施設へ寄贈。医

療用マスク 66,600 枚、医療用手袋 175 箱、防

護服 100 枚、医療用ガウン 2,700 枚、フェイ

スシールド 58 箱など 

・夏の全国高校野球、戦後初の中止決定 

21

日 

  ・特措法第 32 条第 3 項に基づき実施すべき

区域を 5 都道府県へ変更 

・特措法第 32 条第 6 項に基づき基本的対処

方針変更 

22

日 

 ・麗水市からの支援物資（ 不織布マスク

45,000 枚、N95 マスク 2,000 枚、防護服 1,000

着）到着（報告会） 

・南二日町広場駐車場にて「みしま応縁袋」

ドライブスルー方式で引き渡し。約 930 セッ

トの注文 

・三島信用金庫本店営業部にて医療関係者ら

に感謝の意を伝える「ライト・イット・ブル

ー」のライトアップ取組み再開 

・小中学校の夏休みを 8 月 8 日～19 日の 12

日間の縮小発表 

 

23

日 

 ・第 8 回みしま花のまちフェア中止  

24

日 

・市内で初感染者

確認 

・三島市長ビデオメッセージ「厚労省公表の

「新しい生活様式」の実践」ほか 

・「第 13 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・新型コロナウイルス感染症対策室「市立幼

稚園及び小中学校などの対応」周知 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

25

日 

 ・市立小中学校全学年毎日分散登校（再開準

備）～5/29 

・全放課後児童クラブ開館（正午から午後 6

時）～5/29 

・「地域飲食店応援キャンペーン」の SNS 等

で情報拡散 

・健康づくり課「新型コロナウイルス感染症

に伴う新しい生活様式」周知 

・商工観光課「新型コロナの影響を受けてい

る市内宿泊事業者に対し給付金を支給」周知 

・加和太建設協和会が市内幼稚園、保育園等

38 園に「ノンアルコール除菌水」計 250 本を

寄贈 

・JA 三島函南女性部が三島市社会福祉協議会

に手作りマスク 210 枚寄贈 

・「緊急事態宣言」の解除（5 都道県）※対象：

北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

26

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染症対策本

部」任意本部に切り替え 

・㈱八木繊維から不織布マスク 10,000 枚、三

島市から不織布マスク 5,000 枚と保護用手袋

2,500 枚を市在宅ヘルパー連絡会へ寄贈 

・一社静岡県バス協会「新型コロナウイルス

の感染関連の支援要望」 

27

日 

 ・「第 14 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・伊豆総業（株）「感染発生時における三島市

市内対象地域情報の提供」要望 

・「三島市新型コロナウイルス感染症対策」改

訂 

・「市施設における感染防止ガイドライン」示

す 

・新型コロナウイルス感染症対策室「新型コ

ロナウイルスに関する相談・問い合わせ窓口」

周知 

・加和太建設㈱が市在宅ヘルパー連絡会に不

織布マスク 1 万枚寄贈 

 

28

日 

 ・「メガネの三島・こどもメガネ専門店 Jack-

o_o-」が感染予防のメガネ式フェイスシール

ド 100 枚を寄贈 

 

29

日 

 ・「三島市リスタート事業費補助金」郵送受付

開始 

・感染症対策専門家会議が「新型コロナウイ

ルス感染症対策の状況分析・提言」を公表 

30

日 

 ・「腰切不動尊」大祭が規模を縮小（地元住民

ら 15 人）して開催 

 

 

2020（令和 2）年 6 月 

1

日 

 ・市立幼稚園及び小中学校再開（小中学校は

給食実施） 

８・県飲食業生活衛生同業組合三島支部が不

織布マスク 2,000 枚寄贈 

 

3

日 

 ・健康づくり課「熱中症に気を付けて」周知  

４

日 

 ・東京電力労働組合静岡地区本部が不織布マ

スク 10,000 枚を市内医療機関に寄贈 

 

5

日 

 ・レマコム㈱が不織布マスク 10,000 枚を三

島市に寄贈 

 

8

日 

 ・ドミノピザ伊豆島田店が萩の「みしまケア

センターそよ風」にピザを贈る。コロナ禍に

よる外出機会や楽しみが減る高齢者へ 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

10

日 

 ・生活介護事業所「えがお」と「ミルキーウ

ェイ（沼津市）」が「Zoom」にて活動状況な

ど「ウェブ交流会」開催 

 

12

日 

 ・伊豆箱根バス（株）「新型コロナウイルスの

感染関連の支援」要請 

・介護保険課「新型コロナウイルス感染症拡

大防止に取り組む介護サービス事業者へ支援

金を交付」周知 

・佐野美術館が約 2 カ月ぶりの開館。企画展

の会期を 8 月 30 日まで延長 

 

15

日 

 ・カンボジアから手作りマスク 1,000 枚が届

く。市内在住の外国人や放課後児童クラブの

子どもに配布 

・健康づくり課「遅らせないで！子どもの予

防接種と乳幼児健診」周知 

・田方農業高校と錦田保育園がオンラインに

よるリモート交流。（同校でのジャガイモ堀り

の予定が新型コロナ感染により移動ができな

いため） 

 

16

日 

 ・西小にて新型コロナウイルス感染症を踏ま

えた「避難所開設訓練」実施。コロナ対策に

特化した初の訓練 

 

19

日 

 ・障がい福祉課「新型コロナウイルス感染症

拡大防止に取り組む障害福祉サービス事業者

へ支援金を交付」周知 

・高齢者にオンライン「Zoom」で運動指導開

始。講師は三島総合病院理学療法士の渡辺氏。

高齢者 10 人が参加 

・厚労省において新型コロナウイルス接触確

認アプリ（COCOA）リリース 

23

日 

 ・静岡コンサルタント㈱が三島市福祉分野へ

の事業費として 30 万円寄付 

 

24

日 

 ・「第 15 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・「三島市新型コロナウイルス感染症対策」改

訂 

・課税課「新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策における固定資産税・都市計画税の軽

減措置」周知 

・水と緑の課「公園等における新型コロナウ

イルス感染症への対応について」周知 

 

25

日 

 ・三島商工会議所青年部が支援を呼び掛ける

クラウドファンディング「みらい飯」の支援

金が 3,000 万円を超える。全国トップ（5 月

25 日から 6 月 12 日） 

 

30

日 

 ・中国麗水市呉市長と三島市長がオンライン

で初の「リモート会談」実施。防護服等の援

助を受けた呉市長「恩義は忘れない」 

・三嶋大社「夏越の大祓」コロナ禍のため一

般参列行わず、神職のみで実施 

 

 

2020（令和 2）年 7 月 

1

日 

 ・「三島市中小企業者等応援補助金」郵送受付

開始（～9/30） 

・介護保険課「新型コロナウイルス感染症の

影響による介護保険料の減免について」周知 

・福祉総務課「新型コロナウイルス感染症に

関連する法務大臣メッセージ」周知 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

4

日 

 ・生涯学習センターにて「シニアリーダース

クラブすくえあ」「ジュニアリーダースクラブ

わかば」が「七夕飾り・頑張れみしまっ子～

コロナに負けるな！天の川に願いを込めて」

イベント実施（～5 日）。約 3ｍの七夕飾り 2

本用意 

 

6

日 

 ・市観光協会ホームページに特集「三島、ど

うよ？みしまるくんが聞いてみた」公開。コ

ロナ感染拡大により、観光施設の予防対策や

お得なキャンペーンを紹介 

・市観光協会が「三嶋大祭り」に関する写真

とメッセージの募集を開始。8 月 1 日から 31

日に公式インスタグラムで公開 

 

7

日 

 ・JA 三島函南が小学生向け食農教育本「ちゃ

ぐりん」を教育委員会に寄贈。1 クラス 1 冊

ずつ。例年は各校に出向いて食育講座実施だ

がコロナの影響で縮小。 

・「日清プラザ」が、市内幼稚園・保育園に大

型絵本を寄贈。恒例の「七夕まつり」がコロ

ナ感染症による中止に対する代替事業 

・「第 68 回三島市美術展」中止 

 

8

日 

・国内感染者 

2 万人超える 

・JA 三島函南が市内小中学校に三島馬鈴薯

816 ㎏寄贈。向山小にて寄贈式。例年は JA 職

員との給食交流行うが今年はなし 

 

10

日 

 ・健幸政策戦略室「シニアに届ける元気便！

コロナに勝とうポイント事業」（～11/30） 

・大場駅にて三島南高ボランティア部が感染

拡大に伴う差別偏見の撲滅を呼び掛けるウチ

ワを配る 

・清水町非営利型㈱「キッズラボ」が児童養

護施設「静岡恵明学園」児童部にマスク 800

枚寄付 

 

13

日 

 ・㈱東平商会「接触冷感マスク」200 枚を三

島市に寄贈。公立保育園の保育士の熱中症対

策に活用 

・三島警察署が夏の交通安全県民運動に合わ

せ「出張！交通パトロール」を実施。感染予

防のため直接呼び掛けでなく事前録音メッセ

ージを流す 

 

15

日 

 ・市内 21 の全小中学校に感染防止用フェー

スガード配布。児童生徒、教職員に計 1 万個 

 

17

日 

・県内感染者 

100 人超える 

  

21

日 

 ・地域包括ケア推進課にて「新型コロナウイ

ルス感染症と熱中症の健康講座～医師からの

メッセージ」講座開催。講師は、田内内科医

院の田内院長 

・商工観光課「小規模事業者持続化補助金（コ

ロナ特別枠）に係る売上減少の証明書の発行

について」周知 

 

22

日 

 ・地域包括ケア推進課にて高齢者の「通いの

場」で活用するオンライン 会議システム

「Zoom」体験会を開催。つながりを願う 

・バイオリニスト鉛筆画家「高尾徳更」さん

が収益金 10 万円を三島市に寄付 

 

・政府観光支援事業「Go To トラベル」スタ

ート（東京都発着分除く） 

・静岡県警戒レベル３［県内注意（一部警戒）、

県外警戒］へ切り替わる 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

24

日 

 ・市立公園楽寿園「楽寿園の新型コロナウイ

ルス感染防止の取り組みについて」周知 

 

25

日 

 ・生涯学習センターにて「少年少女発明クラ

ブ」開講式 3 か月遅れで開催。例年より人数

を減らし、児童の間隔を離すコロナ対策 

 

26

日 

・国内感染者 

3 万人超える 

  

28

日 

 ・新型コロナウイルス感染拡大防止に係る対

応方針について（第８版）（副市長通知） 

・子育て支援課「新型コロナウイルス感染症

への対応に係る DV 被害者に対する相談窓口

の設置」周知 

・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

へ切り替わる 

29

日 

・感染ゼロ県岩手

県で初の感染者確

認 

  

 

2020（令和 2）年 8 月 

1

日 

・市内 2 例目感染

者確認 

・三島市長ビデオメッセージ「冷静な対応と

行動を心掛けて」ほか 

・「三島市新型コロナウイルス感染症対策」改

訂 

 

3

日 

 ・三島市長が語る「2020 三島」新型コロナウ

イルス感染症に対する三島市の支援策（ボイ

スキュー） 

・三島市地域外来検査センター開始（毎週火・

木～2021/9/30） 

・健幸政策戦略室「シニアに届ける元気便 コ

ロナに勝とう！ポイント事業」周知 

 

4

日 

・国内感染者 

4 万人超える 

・㈱BuildEast が日大三島中の全生徒にネッ

ククーラー200 個を贈呈 

 

5

日 

 ・令和 2 年度「みしまイングリッシュ・キャ

ンプ」中止 

・徳倉小の新入学児童対象の「防犯教室」新

型コロナウイルスの影響で 4 カ月遅れ開催 

 

6

日 

 ・三島商工会議所提出の「新型コロナウイル

スの感染予防と経済再生の両立などに向けた

施策」の要望書に「増額検討」を回答 

・市内中学生の「広島市平和祈念式への派遣」

取りやめ 

 

7

日 

 ・静岡県知事と市長との意見交換会（WEB 会

議）「軽症者の宿泊施設確保を早急に」 

 

9

日 

 ・発達障害児支援グループ「ありままの会」

と自立援助ホーム運営「ひ・まわり」がコロ

ナ禍で家計が苦しい家庭支援の「お宝交換会」

開催 

 

11

日 

 ・「みしま観光安全安心づくり運動推進事業」

実行委員会が安全対策を「自主宣言」する 162

店舗施設にステッカー配布 

・県総合健康センターにて文化庁「アートキ

ャラバン事業」「ライブ・ライブみしま ここ

ろの音楽会」開催。コロナ禍で制限を受ける

文化芸術活動の機運を盛り上げる 

 

12

日 

・国内感染者 

5 万人超える 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

13

日 

 ・地域包括ケア推進課「熱中症予防×コロナ

感染防止、適宜マスクをはずしましょう」周

知 

 

15

日 

 ・「三嶋大祭り」開催中止（戦後初）  

16

日 

 ・浅間芝岡神社にて芝本町子ども会による三

嶋大祭り中止に代わる「しゃぎり」披露会開

催。フェイスシールドを着け演奏。 

 

18

日 

 ・「特別定額給付金」受付終了（受付件数

49,313 件） 

 

19

日 

 ・健康づくり課「三島市新型コロナウイルス

地域外来・検査センター設置」周知 

 

20

日 

 ・三島スカイウォークが「ナイトスカイウォ

ーク」開催（～21 日）感染拡大防止のため入

場者を 1 日 1,500 人、観覧エリアは全席エリ

ア指定 

 

21

日 

 ・「ニューデルタ工業」が足踏み式の消毒液ス

プレースタンド 5 台を三島市に寄贈 

・静岡県市長会「新型コロナウイルス感染症

対策」テーマの緊急意見交換会ウェブ形式で

開催。20 人の市長と川勝県知事 

23

日 

 ・楽寿園にて「子ども縁日祭り」開催。手袋

着用や消毒徹底の感染対策 

 

25

日 

 ・三島市 PCR 検査センター（ドライブスルー

方式）開始 

・地域包括ケア推進課にて「Zoom」を活用し

た「介護予防講座」開催 

 

26

日 

  ・静岡県新型コロナウイルスに係る「STOP!

誹謗中傷」アクション推進チーム立ち上げ 

29

日 

 ・山田中「命を考える日」防災講座を開催。

生徒約 270 人対象。新型コロナウイルス感染

症対策に配慮した避難所入居訓練行う 

・農政課「里山時間「藍染め講座」」中止 

 

31

日 

 ・明治安田生命と三島市の健康づくりに関す

る協定締結式、寄附金受領式 

・学校教育課「新型コロナウイルス感染症に

よる偏見や差別をなくそう」周知 

・「特別定額給付金」専用電話終了 

 

 

2020（令和 2）年 9 月 

1

日 

 ・新型コロナウイルス感染症対策室「三島市

新型コロナウイルス感染症対策の改訂」周知 

・20%プレミアム付き商品券「あきんどくん

元気クーポン券」の予約受付開始 

 

2

日 

・市内 3 例目感染

者確認 

・学校教育課「市内居住者の新型コロナ感染

症患者発生に対する市立小学校及び市立中学

校などの対応」周知 

 

3

日 

 ・地域包括ケア推進課「居場所・サロンの活

動開始・継続を応援」周知 

 

4

日 

 ・山田小 5 年生の道徳授業において「新型コ

ロナウイルス感染者や医療従事者にどう接す

るべきか」考える 

 

9

日 

・県内感染者 

500 人超える 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

15

日 

 ・「小さな親切」運動県本部が三島南高及び同

校ボランティア部に実行章を贈呈。マスク

300 枚を地元老人ホーム等へ寄付。新型コロ

ナウイルス感染症に伴う差別、偏見の撲滅を

訴えるウチワ 1,000 枚を作成し、配布 

・厚労省「令和 2 年度新型コロナワクチン接

種体制確保事業費国庫補助金交付要綱」適用 

18

日 

 ・老人クラブ連合会「シニアクラブ三島」が

無料アプリ「LINE」を学ぶ研修を受講。外出

自粛ムードの中、仲間とつながる手段として

活用 

・静岡県（国警戒レベルⅡ相当）切り替わる 

19

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染症対策」改

訂 

 

20

日 

 ・楽寿園にて三島市子ども会連合会が「昔遊

びにチャレンジしよう」イベントを 4 カ月延

期で開催 

 

24

日 

 ・「特別定額給付金」振込最終終了（給付総件

数 49,313 件 109,056 人） 

 

25

日 

  ・静岡県（国警戒レベルⅠ相当）切り替わる 

29

日 

 ・課税課「新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策における固定資産税・都市計画税の軽

減措置」周知 

・市民生活相談センター「静岡県弁護士会に

よる新型コロナウイルス感染症に関する電話

無料相談の実施」周知 

・三島商工会議所にて飲食旅館業部会が「ウ

ィズ・コロナ時代の V 字回復ノウハウ」研修

会開催 

 

30

日 

 ・「三島市中小企業者等応援補助金」申請受付

終了（131 件給付決定） 

 

 

2020（令和 2）年 10 月 

1

日 

 ・NPO 法人グラウンドワーク三島がネパー

ルへマスク 11,273 枚、石けんや消毒液等の衛

生用品を送る 

・市民文化会館新装オープン 

・20%プレミアム付き商品券「あきんどくん

元気クーポン券」の販売利用開始 

・政府観光支援事業「Go To トラベル」東京

都追加、同時「地域共通クーポン」発行 

4

日 

 ・南二日町しゃぎり保存会は中止となった

「三嶋大祭り」に代わり、地域の子どもが町

内を巡ってしゃぎりを披露するイベントを開

催 

 

5

日 

 ・「木村鋳造所」と三島市が災害時における物

資の供給に関する協定を締結。有事の際に避

難所用の発泡スチロールのパーティションを

提供 

・三嶋大社にて「千歳飴」袋詰め作業。新型

コロナウイルスの影響で、例年 1 万袋用意を

7 千袋に減らす 

 

8

日 

 ・市議会から要望書（医療・検査体制に対す

る情報提供、施設内での感染者発生時の対応

等を定めたガイドラインの策定ほか） 

・三島商工会議所にて新しい生活様式「店舗

演出・空間の作り方」セミナー開催。新型コ

ロナウイルスの感染予防に配慮した新たな誘

客方法を学ぶ 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

13

日 

 ・生涯学習センターにて「環境美化推進大会」

感染症対策から規模を縮小して開催。1 団体

12 個人を表彰 

・「王子コンテナー富士工場」と三島市が大規

模災害時における物資の提供に関する協定を

締結。新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ための災害緊急時用段ボールベッド、シート

を供給 

 

15

日 

 ・日大生が新型コロナウイルス感染予防のた

めのオンライン授業など、一部授業料の減額

や返還を求める 790 人分の署名を日本大学へ

提出 

 

18

日 

 ・環境美化団体「松並木と一里塚を守る会」

錦田中生徒が半年ぶりに集まる 

 

19

日 

 ・「東部地域サミット」静岡県東部 6 市 4 町

の首長と川勝県知事によるウェブ会議開催。

東京一極集中脱却の好機と捉える。「東部地域

のサイクリング聖地化」提案 

・保険年金課「コロナ禍でも必要な受診を！」

周知 

 

22

日 

 ・徳倉小にて「とくら寺子屋」始まる。地元

住民、大学生が勉強のサポート。4 カ月遅れ

の開始 

 

23

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルスワクチン接種

体制確保事業の実施について」 

・新型コロナウイルス感染症対策分科会の提

言 

24

日 

 ・NPO 法人「地域活性スクランブルフォーラ

ム」が密を回避する“朝旅”イベント開催 

 

31

日 

・国内感染者 

10 万人超える 

  

 

2020（令和 2）年 11 月 

3

日 

 ・楽寿園にて三島産のバラ約 200 本来園者に

プレゼント。（地方創生臨時交付金活用） 

・大場商工店会青年部が子どもらが披露する

「しゃぎり」イベントを三島南高グランドで

開催。 

 

5

日 

  ・静岡県「地方公共団体における職員の年末

年始の休暇取得の促進について（依頼）」 

7

日 

 ・市民文化会館にて「三島フィルハーモニー

管弦楽団第 47 回定期演奏会」5 ヵ月延期で開

催 

 

8

日 

 ・三島スカイウォークにて「第 4 回しゃぎり

フェスティバル」開催。7 団体出演 

 

10

日 

 ・JA 三島函南の花卉園芸組合と三島市が伊豆

箱根鉄道三島駅構内に寄せ植えプランター

10 基飾る。（地方創生臨時交付金活用）市内

14 学校にも各 10 基贈る 

 

11

日 

 ・危機管理課「「年末年始」新型コロナにご注

意を！全国知事会からのメッセージ」周知 

 

13

日 

  ・静岡県（国警戒レベルⅡ相当）切り替わる 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

15

日 

 ・健康づくり課「「コロナに負けない免疫力Ｕ

Ｐ！おうちでおせち」in 鈴木学園」周知 

・三島南高ボランティア部が JRC 国際交流事

業に参加。21 の国や地域がテレビ会議。「コ

ロナ差別をなくすこと」をアピール 

 

19

日 

・県内感染者 

１千人超える 

・課税課「新型コロナウイルス感染症に伴う

イベントの中止等によるチケット払戻請求権

を放棄した場合の寄附金税額控除」周知 

・政府が「GoTo イート」利用を原則 4 人以

下の要請 

20

日 

  ・静岡県感染まん延期・前期から警戒レベル

4［県内警戒、県外警戒］切り替わる 

・静岡県「Go To Eat キャンペーン」感染防

止対策について（方針） 

23

日 

 ・三嶋大社にて「新嘗祭奉祝野菜宝船」奉納。 

 コロナ禍により「宝汁の振る舞い」「宝分け」

「宝船の展示」実施せず 

・伊豆箱根鉄道「ふれあいフェスタ」新型コ

ロナウイルス感染拡大防止を最優先に中止 

 

24

日 

 ・「新型コロナウイルス感染症対策関係課協

議」開催 

・健康づくり課「医療従事者、社会福祉施設

関係者等への温かい支援の御礼」周知 

・政府観光支援事業「Go To トラベル」一時

停止：一部（札幌市・大阪市） 

26

日 

 ・健康づくり課「新型コロナウイルス感染拡

大により不安を感じていらっしゃる方へ」周

知 

 

27

日 

・公立保育園関係

者コロナ感染判明 

・三島市長ビデオメッセージ「公立保育園関

係者感染判明、保育園休園措置」ほか 

・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

（静岡市・浜松市はレベル 5 相当） 

28

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「保育園におけ

る濃厚接触者全員が陰性結果」ほか 

 

 

2020（令和 2）年 12 月 

1

日 

 ・三島市 PCR 検査（社会的検査）業務の検討 

・「この冬の発熱者診療について、市民の皆様

へのお知らせ（三島市医師会）」HP 掲載 

・「第 16 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・静岡県「Go To Eat キャンペーン」事業の

食事券販売一時停止 

2

日 

・国内感染者 

15 万人超える 

・健康づくり課「妊婦・若者の皆様へ（新型

コロナウイルスに関する情報）」周知 

・健康づくり課「集団感染の予防に関する情

報」周知 

・三島市と JA 三島函南は茶農家支援でお茶

粉末スティックを市内幼稚園保育園に配布 

 

3

日 

 ・三島西小「西小祭り」開催。新型コロナウ

イルス対策で保護者の招待を見送り 

 

4

日 

  ・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

（静岡市・伊東市はレベル 5 相当） 

・静岡県新型コロナウイルス感染症対策本

部：第 15 回本部員会議の開催 

5

日 

  ・「第 21 回静岡県市町対抗駅伝競走大会」が

新型コロナ感染対策を講じて開催 

7

日 

 ・福祉総務課「新型コロナウイルス感染症の

影響により生活に困っている方に対する相談

窓口」周知 
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8

日 

・県内感染者 

2 千人超える 

・「新型コロナウイルスに関する庁舎消毒等

対応マニュアル」管財課作成 

 

9

日 

 ・JA 三島函南「農産物品評会」表彰式開催。

「農業祭」中止のため 

・V リーグ男子「東レアローズ」1 人コロナ

感染のため 11 日開幕の全日本選手権を辞退 

・予防接種法の一部改正「臨時接種に関する

特例」 

14

日 

  ・政府観光支援事業「Go To トラベル」全国

一時停止措置公表（12/28～1/11 まで） 

15

日 

 ・PCR 社会的検査を開始 

（～2021/3/31） 

 

16

日 

・市内感染者 

50 人超える 

・「東レ・アロー

ズ」クラスター発

生６人 

  

17

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引きについて」（初

版） 

18

日 

 ・女性活躍のスキルアップ講座「むすびサロ

ン」開講。新型コロナウイルスの影響で全 5

回をオンラインで実施 

・市内在住の外国人と支援団体、市の情報交

換会開催。コロナ禍での情報収集や経済的困

窮への対応求める 

・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］ 

・静岡県「Go To Eat」キャンペーン事業利用

自粛の呼びかけ 

・厚労省「第 1 回新型コロナワクチン接種体

制確保事業に関する自治体向け説明会」 

・ファイザー社「コロナワクチン」承認申請 

22

日 

・国内感染者 

20 万人超える 

  

25

日 

・入国者空港検疫

に て 男 女 5 人 

（変異株）日本初

アルファ株検出 

 ・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

（富士市はレベル 5 相当） 

28

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「年末年始の感

染症対策」ほか 

・「仕事納め式」なし、システム掲示板に掲載 

・政府観光支援事業「Go To トラベル」一時

停止：全国（～2021/1/11） 

 

2021（令和 3）年 1 月 

4

日 

 ・三嶋大社 3 が日初詣参拝者数 29.8 万人。

「分散参拝」で 4 日混雑 

・PCR 検査 65 歳以上受付開始 

 

7

日 

・県内感染者 

3 千人超える 

・「三島市新型コロナウイルス感染症対策本

部」（法定本部）立上げ 

・危機管理課「静岡県発表新型コロナウイル

ス感染症警戒レベル」周知 

・政府観光支援事業「Go To トラベル」全国

一時停止継続措置公表（～2/7）※その後も緊

急事態宣言が 3/21 まで延長により一時停止

続く） 

8

日 

・市内民間認定の

こども園関係者感

染（～11 日休園） 

・「第 17 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・新型コロナワクチン接種費用等 2 月補正予

算専決処分(補正予算 494,662 千円計上) 

・三島市長ビデオメッセージ「首都圏に発出

された緊急事態宣言を受けて」ほか 

・緊急事態宣言（～2/7）※対象：東京都、埼

玉県、千葉県、神奈川県 

10

日 

 ・令和 3 年三島市成人式代替事業 

・成人式記念駅伝大会開催（長伏狩野川河川

敷にて） 

・消防出初式（正副分団長のみで表彰伝達式

のみ、パレード中止） 

 

11

日 

・市内感染者 

100 人超える 

・PCR 検査の受付 1 週間で 20 人  
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12

日 

  ・静岡県警戒レベル５（特別警戒）〔国ステー

ジⅢ（対策を強化すべきレベル）相当〕 

13

日 

・国内感染者  

30 万人超える 

・三島市新型コロナウイルス感染拡大防止に

係る対応方針について（第 9 版）副市長通知 

・保険年金課「感染症の影響に伴う国民年金

保険料免除の特例利用」継続周知 

 

14

日 

 ・三島市総合教育会議開催「GIGA スクール

構想」子どもの視力、手書きのバランスを 

・緊急事態措置区域追加（計 11 都府県）※対

象：栃木県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪

府、兵庫県、福岡県 

15

日 

 ・NPO 法人「にじのかけ橋」トイレットペー

パー売上金 104,800 円を三島市に寄付 

・集団接種体制について三島市医師会と相

談・打合せ 

・「第 18 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・厚労省「新型コロナワクチン接種体制確保

事業に関する都道府県向け説明会」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き(第 1.1 版)」 

19

日 

・市内学生寮クラ

スター発生８人 

・集団接種実施の三島市医師会承認を得る 

・危機管理課「新型コロナウイルス感染防止

のための「６つの対策」をお願い」周知 

・静岡県「感染拡大緊急警報」発令 

20

日 

・市内学生寮 2 人

判明、計 10 人 

・三島市長ビデオメッセージ「県発令の感染

拡大緊急警報の発令を受けて」ほか 

・危機管理課「新型コロナウイルス感染防止

のための「8 つの重点対策」」周知 

 

21

日 

・市内学生寮 4 人

判明、計 14 人 

  

22

日 

・市内学生寮 1 人

判明、計 15 人 

・予防接種担当医師との打合せ実施 

・新型コロナウイルスのワクチン接種に関す

る補正予算を専決処分 

・静岡県警戒レベル５（特別警戒） 

25

日 

  ・厚労省「第 2 回新型コロナワクチン接種体

制確保事業に関する自治体向け説明会」 

27

日 

  ・静岡県「新型コロナウイルスワクチン接種

体制確保に係る市町説明会」（Zoom 開催） 

29

日 

 ・２年ぶり開催の「第 93 回選抜高校野球大

会」の 21 世紀枠に三島南高が選出 

・三島商工会議所女性会が食料 122 点を三島

市社会福祉協議会を通じて特定 NPO「フード

バンクふじのくに」へ寄贈 

 

31

日 

 ・楽寿園にて非接触型のスタンプラリー開催  

 

2021（令和 3）年 2 月 

1

日 

 ・地元企業 3 社と市による「みしま移住定住

研究会」発足 

・「新型コロナウイルス等職員陽性者発生時

初動マニュアル」危機管理課作成 

・新型コロナ感染症の急拡大による緊急要望

（日本共産党三島市委員会） 

・健康づくり課内に予防接種チーム設置 

 

2

日 

 ・三嶋大社「豆まき」を「豆配り」に変更  

3

日 

 ・㈱ITS が「サーマル AI カメラ」「専用スタ

ンド」8 組を三島市に寄贈 

 

・「新型インフルエンザ等対策特別措置法等

の一部を改正する法律」成立※まん延防止等

重点措置区域の創設ほか 

5

日 

・国内感染者  

40 万人超える 

・新型コロナ感染症対策についての要望（自

由民主党三島市支部長）事業者支援、生活困

窮者支援、ワクチン接種の万全な態勢等 
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8

日 

 ・三島市地域交通網形成協議会がアフターコ

ロナを見据え鉄道、バス、タクシーなどの利

用促進を目指す三島市公共交通マップを配布 

・新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金

を活用した特定事業者支援事業実施※対象：

三島市体育施設等指定管理者支援事業 

・緊急事態措置区域追加及び期間延長（～

3/7）※対象：埼玉県、千葉県、東京都、神奈

川県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、兵

庫県、福岡県 

・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］ 

9

日 

 ・連合静岡沼駿三田地域協議会と三島地区労

働者福祉協議会からの要望に回答。コロナ禍

での落ち込む経済対策に消費喚起施策、感染

予防実施店舗や施設への支援等 

・東芝テックが市内幼稚園や保育園、放課後

児童クラブ等に絵本 317 冊（50 万円相当）寄

贈 

・健康づくり課「マスクに関する情報」周知 

・新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金

を活用した特定事業者支援事業実施※対象：

三島市民文化会館自主文化事業開催支援事業 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き(第 1.2 版)」 

11

日 

 ・三島市陸上競技協会「三島クロスカントリ

ーリレー」中止 

 

12

日 

  ・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

国ステージⅢ相当 

16

日 

 ・令和 2 年分の確定申告、三島商工会議所に

てコロナ禍の感染防止対策を徹底し、入場整

理券を配布し対応 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 2 版）」 

17

日 

 ・市内飲食店等が新型コロナウイルスの影響

を受ける事業者に対する経済支援を求める

352 店の署名提出 

・地域協働・安全課「感染症対策公共交通事

業者緊急支援事業について」周知 

・厚労省「第 3 回新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保に係る自治体向け説明会」 

18

日 

 ・三島信用金庫が新型コロナウイルス感染症

対策のため 100 万円を三島市に寄付 

・県タクシー協会沼津三島支部が接種会場ま

での移動にタクシー利用を促す要望書を提出 

・JA 三島函南が市内医療従事者に感謝と労い

の気持ちを込め「箱根西麓牛弁当」等を市医

師会に寄贈 

 

19

日 

 ・㈱東陽社が不織布マスク 1,000 枚寄贈 ・静岡県警戒レベル 4［県内警戒、県外警戒］

国ステージⅡ相当 

・厚労省「医療従事者向け接種を実施するた

めの新型コロナワクチンの出荷（第 1 弾）に

ついて」 

21

日 

・県内感染者 

5 千人超える 

・第 39 回三島市民演劇祭の中止  

22

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染拡大防止

支援金の給付」受付開始 

・地域協働・安全課「新型コロナウイルス影

響下における総会の開催について」周知 

 

26

日 

 ・「明治安田生命保険相互会社」三島市への寄

付金受納式 

 

 

2021（令和 3）年 3 月 

4

日 

 ・ワクチン接種シミュレーション実施「三島

モデル」（三島市立錦田小体育館） 
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5

日 

  ・緊急事態措置期間延長の発出（～3/21）※

対象：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

12

日 

  ・厚労省「第 4 回新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保に係る自治体向け説明会」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き(第 2.1 版) 」 

19

日 

 ・商工観光課「三島市新型コロナウイルス感

染症拡大防止支援金（申請期間の延長）」周知 

 

21

日 

  ・緊急事態措置終了 

22

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染症対策本

部」（任意本部） 

 

26

日 

 ・三島市選挙管理委員会が「日清プラザ・イ

トーヨーカドー三島店」と新たな期日前投票

所設置の協定結ぶ 

・観光庁「地域観光事業支援の実施」（4/1～

5 月末宿泊分の地方自治体割引施策支援） 

27

日 

 ・「おたまちゃん食堂」が弁当約 100 個を市内

大学生に配る。コロナ禍での大学生の「食べ

る」を応援 

 

28

日 

・インドからの入

国者から空港検疫

にて変異株（デル

タ株）検出 

  

29

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染症拡大防

止支援金」申請期間終了 

 

31

日 

  ・厚労省「予防接種法施行令等の一部を改正

する政令の施行について（予防接種関係）」 

 

2021（令和 3）年 4 月 

2

日 

 ・危機管理課「静岡県発表新型コロナウイル

ス感染症警戒レベル」周知 

・静岡県「警戒レベル４（県内警戒、県外警

戒）」 

5

日 

  ・まん延防止等重点措置を実施（～5/5）※対

象：宮城県、大阪府、兵庫県 

10

日 

・国内感染者  

50 万人超える 

 ・まん延防止等重点措置区域を追加（～5/11）

※対象：東京都 

・まん延防止等重点措置区域を追加（～5/5）

※対象：京都府、沖縄県 

12

日 

  ・厚労省「第 5 回新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保に係る自治体向け説明会」 

15

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 2.2 版）」 

18

日 

 ・三島大通り商店街が「バーチャル三島大通

り商店街」オープン。経済産業省の「Go To 

商店街」を活用。加盟店約 100 店 

 

19

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「ワクチン接種

は、医療従事者、５月からは高齢者、基礎疾

患のある方など」ほか 

・コールセンター（予防接種問合せ）開設  

 

20

日 

  ・まん延防止等重点措置区域を追加（～5/11）

※対象：埼玉県、千葉県、神奈川県、愛知県 

22

日 

 ・高齢者施設での新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種説明会開催 
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23

日 

 ・「三島市新型コロナウイルス感染症対策本

部」（法定本部） 

・観光庁「地域観光事業支援」期間延長（12

月末まで）公表 

24

日 

 ・市内医療従事関係者（約 240 人）へのワク

チン接種「三島モデル」開始（長伏小） 

 

25

日 

  ・緊急事態宣言（～5/11）※対象：東京都、

京都府、大阪府、兵庫県 

・まん延防止等重点措置区域を追加（～5/11）

※対象：愛媛県 

・まん延防止等重点措置の期間変更（～5/11）

※対象：宮城県、沖縄県 

26

日 

 ・歯科医師によるワクチン接種のための筋肉

内注射の実習開催 

・接種券（クーポン券）の発送（65 歳以上対

象） 

 

27

日 

 ・三島市国際交流協会が「ニュースがわかる

世界知図」（昭文社）21 冊を三島市教育委員

会に寄贈。新型コロナのパンデミックを特集 

・内閣総理大臣及び防衛大臣からの自衛隊に

よる大規模接種センター設 置運営の指示

（5/24 開設目標） 

28

日 

 ・「第 19 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・三島市教育委員会が定例校長会議にタブレ

ット端末を導入 

 

30

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「ワクチン接種

の予約開始にあたり『お助け隊』を設置」ほ

か 

・地域包括ケア推進課「地域の『お助け隊』

にご相談ください～高齢者の新型コロナウイ

ルスワクチン接種に向けて～」周知 

・静岡県と国立遺伝学研究所にてコロナ変異

株のゲノム解析に関する覚書を締結 

 

2021（令和 3）年 5 月 

2

日 

 ・楽寿園にて「第 8 回やまだ港開運市」2 年

ぶりの開催（～5 日） 

 

3

日 

 ・健康づくり課「感染症に備えて～一人ひと

りができる対策を知っておこう～」周知 

 

5

日 

 ・三島大通り商店街 AR 導入チラシ「ストリ

ートニュース」2 年ぶりの発行。3 万部 

 

6

日 

 ・「お助け隊」サポート予約事前講習（本館第

3 会議室） 

・地域包括ケア推進課「コロナワクチン接種

開始に向けた『お助け隊』によるインターネ

ット予約支援」周知 

・山田中と麗水市景寧中の教員によるオンラ

イン懇談 

・高齢者施設でのワクチン接種開始 

 

7

日 

 ・ワクチン接種予約受付開始（65 歳以上対象） 

・「お助け隊」予約支援（本館第２・3 会議室）  

・商工観光課「中小企業経済変動特別対策資

金利子補給補助金（新型コロナウイルス感染

症対応枠）」周知 

 

8

日 

 ・「お助け隊」予約支援（中央町別館） 

・ワクチン接種予約の上限到達 

 

9

日 

 ・「第 41 回三島の川をきれいにする奉仕活

動」2 年ぶりの開催。20 自治会、14 協力団体

から約 1,800 人参加 

・まん延防止重点措置区域追加（～5/31） 

※対象：北海道、岐阜県、三重県 

・まん延防止重点措置期間延長（～5/31） 

※対象：埼玉県、千葉県、神奈川県、愛媛県、

沖縄県 
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10

日 

 ・ひとり親の子育て世帯を対象に子ども一人

当たり 5 万円の支給（関連費用は専決処分に

て計上） 

 

11

日 

  ・まん延防止重点措置区域から除外※対象：

宮城県 

12

日 

 ・「第 2 段接種予約準備のため接種予約シス

テム停止(5/13～5/24)」周知 

・緊急事態措置期間延長（～5/31）※対象：

東京都、京都府、大阪府、兵庫県 

・緊急事態措置区域追加（～5/31）※対象：

愛知県、福岡県 

14

日 

  ・静岡県感染まん延期の中期、警戒レベル 5

［特別警戒］国ステージⅢ相当 

15

日 

 ・三島地区環境保全推進協議会が小浜池周辺

清掃 200 人。昨年コロナの影響で中止、今回

の参加者は例年の半数 

 

16

日 

  ・まん延防止重点措置区域から除外※対象：

北海道 

・緊急事態措置区域追加（～5/31）※対象：

北海道、岡山県、広島県 

・まん延防止重点措置区域追加（～6/13）※

対象：群馬県、石川県、熊本県 

18

日 

  ・ワクチン接種体制構築にあたって医師会へ

の協力要請（総務大臣・厚労大臣） 

22

日 

 ・市内外国人に行政情報を伝えるボランティ

ア「みしまめっせんじゃー」に市民 6 人任命。

防災、行政手続き、ワクチン接種等の情報伝

達 

・静岡県県境を跨ぐ不要不急の移動制限 

23

日 

 ・『2021 年度特別巡回ラジオ体操・みんなの

体操会』開催中止 

・まん延防止重点措置区域から一部除外※対

象：愛媛県、沖縄県 

・緊急事態措置区域を追加（～6/20）※対象：

沖縄県 

24

日 

 ・ワクチン訪問接種開始（3 医療機関） ・自衛隊による大規模接種センター開設（東

京都、大阪府） 

25

日 

 ・セキトランスシステム社から三島市へ新型

コロナ対策用品の寄贈 

・厚労省「第 6 回新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保に係る自治体向け説明会」 

28

日 

  ・緊急事態措置期間延長（～6/20）※対象：

北海道、東京都、愛知県、京都府、大阪府、

兵庫県、岡山県、広島県、福岡県 

・まん延防止等重点措置の期間延長（～6/20）

※対象：埼玉県、千葉県、神奈川県、岐阜県、

三重県 

29

日 

 ・三島南高「函嶺祭・文化の部」2 年ぶり開

催。3 年生の一部保護者に限り 1 時間 15 分の

時間制限で一般公開 

 

31

日 

 ・㈱サンリッチ三島が、みしま聖苑へ非接触

自動水栓機器を寄附 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 3 版）」 

 

2021（令和 3）年 6 月 

2

日 

 ・集団接種（ファイザー）（向山、佐野、南、

北上小）開始 

 

3

日 

 ・集団接種（ファイザー）（錦田、坂、東、西、

沢地、長伏小）開始 
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4

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 3.1 版）」 

5

日 

 ・集団接種（ファイザー）（中郷小）開始   

6

日 

 ・集団接種（ファイザー）（山田、北小＆ドラ

イブスルー方式接種実施）開始 

 

7

日 

 ・生涯学習センターにて「歯と口の健康まつ

り」図画ポスターコンクール表彰式のみ実施 

 

8

日 

 ・個別接種開始（ファイザー：三島共立病院） 

・市議会 6 月定例会からインターネット配信

本会議ライブ中継映像に字幕を入れ、コロナ

禍に対応 

 

9

日 

 ・集団接種（ファイザー）（徳倉小）開始  

10

日 

・6/4～6/10 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「0.9」、静岡県

「6.8」 

・集団接種（ファイザー）（長伏小＆ドライブ

スルー方式接種実施） 

 

 

12

日 

 ・ドライブスルー方式接種実施（東小）  

13

日 

  ・まん延防止等重点措置終了※対象：群馬県、

石川県、熊本県 

14

日 

 ・個別接種開始（ファイザー：三島中央病院） 

・「三嶋大祭り」2 年連続中止を発表 

・厚労省及び環境省「ワクチン接種会場にお

ける熱中症対策の推進について」 

15

日 

 ・地域包括ケア推進課「新型コロナワクチン

接種に係る要配慮高齢者把握のための調査結

果とドライブスルー・バリアフリー接種、訪

問接種」周知 

・自衛隊大規模接種センターの予約対象の拡

大（18 歳以上） 

16

日 

 ・地域包括ケア推進課にて「要介護高齢者等

の新型コロナワクチン～訪問接種、ドライブ

スルー・バリアフリー会場接種について～」

周知 

 

17

日 

・6/11～6/17 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「3.7」、静岡県

「5.4」 

  

18

日 

 ・静岡県知事選挙の期日前投票所を「イトー

ヨーカドー三島店」に開設。有権者を分散し

て感染症対策につなげる 

 

19

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「64 歳以下の方

について接種券の送付、予約方法、接種会場・

時期」ほか 

 

20

日 

  ・緊急事態措置区域から除外※対象：北海道、

東京都、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、

岡山県、広島県、福岡県 

・緊急事態措置期間延長（～7/11）※対象：

沖縄県 

・まん延防止等重点措置終了※対象：岐阜県、

三重県 

21

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「ワクチン接種

『現状と今後の予約』について」ほか 

・個別接種開始（ファイザー：三島東海病院、

芹沢病院） 

・まん延防止重点措置区域追加（～7/11）※

対象：北海道、東京都、愛知県、京都府、大

阪府、兵庫県、福岡県 

・まん延防止等重点措置期間延長（～7/11）

※対象：埼玉県、千葉県、神奈川県 
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22

日 

 ・接種券（60 歳から 64 歳）発送開始 

・障がい福祉課「【障がいに係る手帳等をお持

ちの方へ】新型コロナワクチンの接種券の発

送」周知 

 

23

日 

・市内感染者 

200 人超える 

・医療機関向け個別接種の説明会開催 

・三島ロータリークラブ、日大三島高、知徳 

高インターアクトクラブが新型コロナウイル

ス感染者に対する差別防止を呼び掛ける「シ

トラスリボン」約 800 個を三島市に寄贈 

・加和太建設協和会が「みんなのえがお お

たまちゃん食堂」に 15 万円贈呈。子どもの孤

食防止支援 

 

24

日 

・6/18～6/24 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「0.9」、静岡県

「4.8」 

・「PayPay20%還元キャンペーン」1 か月前倒

し 6 月 30 日で終了を発表 

 

25

日 

・国立遺伝学研究

所においてゲノム

解析にてデルタ株

の感染判明 

・健康づくり課「接種 基礎疾患を有する方

の事前申請による接種券優先発送」周知 

・接種券（50 歳から 59 歳）発送開始 

・静岡県感染まん延期の前期、警戒レベル４

（県内警戒・県外警戒）国ステージⅡ相当 

・厚労省「ワクチン接種証明発行手続に関す

る第 1 回自治体向け説明会」 

28

日 

 ・ワクチン接種予約受付開始（対象 50 歳～） 

 

 

30

日 

 ・保険年金課「感染症の影響による後期高齢

者医療保険料の減免」周知 

・三嶋大社にて一般参列者約 250 人「夏越の

大祓」2 年ぶりの一般参列 

 

 

2021（令和 3）年 7 月 

1

日 

 ・個別接種開始（ファイザー：三島総合病院） 

・保険年金課「国民年金第１号被保険者の方

へ国民年金保険料免除の特例利用」の期間延

長周知 

・介護保険課「新型コロナウイルス感染症の

影響による介護保険料の減免について」周知 

・課税課「新型コロナウイルス感染症の影響

による国民健康保険税の減免」周知 

 

2

日 

 ・ワクチン供給量不透明による予約の一時停

止について（周知） 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 3.2 版）」 

７

日 

 ・障害者施設でのワクチン接種開始  

9

日 

 ・三嶋大社にて「富士登山道開山式」コロナ 

禍のため安全祈願の祈祷のみ 

・東京オリパラに合わせ三島駅南口にミスト

シャワー設置と英語表記の PR ウチワを配布 

・厚労省「ワクチン接種証明発行手続に関す

る第 2 回自治体向け説明会」 

10

日 

 ・バリアフリー接種開始（保健センター） 

 

 

11

日 

  ・まん延防止等重点措置区域の除外※対象：

北海道、東京都、愛知県、京都府、兵庫県、

福岡県 

12

日 

  ・緊急事態措置区域追加（～8/22）※対象：

東京都 

・緊急事態措置期間延長（～8/22）※対象：

沖縄県 

・まん延防止等重点措置期間延長（～8/22）

※対象：埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府 
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14

日 

 ・ワクチン接種予約の再開について（周知） 

・バレーボール男子米国代表が三島市到着

（～19 日）毎日 PCR 検査実施 

 

15

日 

 ・ワクチン接種予約の再開 

・坂小児童が福島県猪苗代町立翁島小とオン

ラインによる交流会を開催。コロナ収束後の

再会を約束 

 

16

日 

 ・東京五輪バレーボール男子米国代表が三島

での事前合宿での練習を報道陣に公開。館内

大型スクリーンに市内小学生、市民の応援メ

ッセージを映し出す 

 

21

日 

 ・静岡県東部 4 信金から三島市社会福祉協議 

会にコロナ禍での生活困窮者の食料支援 

 

22

日 

・県内感染者 

1 万人超える 

  

23

日 

 ・三島市状況連絡会開催：飲食店等に対する

時短要請に係る判断基準に関する状況 

 

26

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「三嶋大祭り中

止、オリンピックの自転車競技も直行直帰の

呼び掛け」ほか 

・地域包括ケア推進課「熱中症予防×コロナ

感染防止～適宜マスクを外しましょう」周知 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 3.3 版）」 

27

日 

・市内大学サーク

ル関係者クラスタ

ー７人 

  

29

日 

  ・静岡県感染まん延期の中期、警戒レベル 5

（特別警戒）国ステージⅢ相当 

30

日 

 ・ワクチン接種券発送状況について県へ報告 ・厚労省「第 7 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

31

日 

・市内民間保育園

関係者感染により

31 日休園 

  

 

2021（令和 3）年 8 月 

1

日 

 ・集団接種会場を小学校体育館から市内施設

（生涯・北上・中郷・保セ）に変更 

・「新型コロナウイルス等職員陽性者発生時

初動マニュアル」改訂 

・「新型コロナウイルスに関する庁舎消毒等

対応マニュアル」改訂（公共財産保全課） 

 

2

日 

 ・危機管理課「静岡県発表新型コロナウイル

ス感染症警戒レベル」周知 

・ワクチン接種予約受付開始（対象 45 歳～）  

 

・まん延防止等重点措置区域の除外※対象：

埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府 

・緊急事態措置区域追加（～8/31）※対象：

埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府 

・緊急事態措置期間延長（～8/31）※対象：

東京都、沖縄県 

・まん延防止等重点措置区域追加（～8/31）

※対象：北海道、石川県、京都府、兵庫県、

福岡県 

・静岡県感染まん延期の中期、警戒レベル 5

（特別警戒）国ステージⅢ相当 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 4 版）」 

3

日 

・市内の社会福祉

施設クラスター発

生５人 
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5

日 

 ・「第 20 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

6

日 

・国内感染者 

100 万人超える 

・「第 21 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

・楽寿園の 8 月イベント中止 

・静岡県感染まん延期の後期、警戒レベル 6

（厳重警戒）国ステージⅣ相当 

・静岡県「まん延防止等重点措置」政府へ要

請 

7

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「まん延防止等

重点措置、対象は静岡市・浜松市と三島市含

む県東部の市町」ほか 

・「第 22 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開始 

・12 歳以上の小児の小児科個別接種の予約方

法説明 

・市内中学校の部活動を 8 月 10 日から 31 日

まで中止を発表 

 

8

日 

 ・時短要請に係る店舗見回り実施（～8/13 三

島市実施、14 日～静岡県実施） 

・まん延防止等重点措置区域追加（～8/31）

※対象：福島県、茨城県、栃木県、群馬県、

静岡県、愛知県、滋賀県、熊本県 

10

日 

 ・小児ワクチン接種予約受付開始（対象 12～

18 歳） 

・イングリッシュキャンプに代わるオンライ

ン「英語ライブ授業」を発信。小学 3 年生か

ら中学 2 年生約 50 人参加 

 

12

日 

・市内学生寮クラ

スター発生５人 

 ・川勝静岡県知事「過去最も厳しく、最大の

危機」定例記者会見で述べる 

14

日 

・市内事業所クラ

スター発生５人 

  

15

日 

・市内事業所 2 人

判明、計 7 人 

  

16

日 

・市内事業所 1 人

判明、計 8 人 

・市内民間小規模

保育事業所関係者

の感染確認により

休園 

・三嶋大社にて東京パラリンピックの聖火リ

レーで使われる「三島の火」採火式典開催 

 

17

日 

・県内感染者 

1 万 5 千人超える 

・ワクチン接種予約受付開始（対象 40 歳～） ・緊急事態宣言期間延長及び区域変更発出 

18

日 

・市内感染者 

500 人超える 

・三島、裾野、長泉の 2 市 1 町「富士山南東

スマートフロンティア推進協議会」発足。「ア

フターコロナに向け、魅力活力あるエリアに」 

・「新型コロナウイルス感染予防の徹底につ

いて」三島市副市長通知 

 

19

日 

 ・12 歳～中学生個別接種開始（1 病院、7 医

院・クリニック） 

・「第 23 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議開催」 

・商工観光課「まん延防止等重点措置に係る

営業時間の短縮要請」周知 

・住宅政策課「新型コロナウイルス感染症の

予防に配慮した建築基準法等に基づく窓口業

務の実施」周知 

・「第 21 回平和のための戦争展」中止 

 

20

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「静岡県含む 7

府県が緊急事態宣言対象に追加。昨年 4 月以

来の 2 回目」ほか 

・健康づくり課「PCR 社会的検査を拡充（全 

・緊急事態措置期間延長（～9/12）※対象：

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、

沖縄県 

・まん延防止等重点措置区域の除外※対象：  
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  年齢対象）」周知 

・市老人福祉センター休館 

・街中ほっとサロン、北上高齢者すこやかセ

ンター、小学校の生きがい教室閉館 

・体育施設は利用者数限定、大会、試合、合

同練習の貸出休止 

・楽寿園、郷土資料館、三嶋暦師の館、山中

城址案内所は休館 

茨城県、栃木県、群馬県、静岡県、京都府、

兵庫県、福岡県 

・緊急事態措置区域追加（～9/12）※対象：

茨城県、栃木県、群馬県、静岡県、京都府、

兵庫県、福岡県 

・まん延防止等重点措置期間延長（～9/12）

※対象：北海道、福島県、石川県、愛知県、

滋賀県、熊本県 

・まん延防止等重点措置区域を追加（～9/12）

※対象：宮城県、富山県、山梨県、岐阜県、

三重県、岡山県、広島県、⾹川県、愛媛県、

⿅児島県 

・静岡県警戒レベル 6（厳重警戒）国ステー

ジⅣ相当 

・静岡県境を跨ぐ不要不急の移動・往来制限 

21

日 

 ・妊婦とその同居家族の優先接種の予約開始  

22

日 

 ・「街中だがしや楽校」新型コロナ感染拡大防

止のため中止 

 

23

日 

 ・課税課「【感染症予防】各種税証明の郵送請

求やコンビニ交付の利用」周知 

・三島商工会議所女性会が食品、日用品を三

島市社会福祉協議会に寄付 

 

24

日 

 ・ワクチン接種予約受付開始（対象 35 歳～） 

・生涯学習センターでの「仕事相談会」中止 

 

25

日 

・市内事業所クラ

スター発生６人 

・60 歳以上優先ワクチン接種について  

26

日 

・県内感染者 

2 万人超える 

・三島市観光協会が動画チャンネル「みしま

めぐり」開設。コロナ後の賑わい創出狙う 

・一番町「スライダーハウスリパブリュー三

島」がクラフトビールの自販機設置。クラフ

トビールが非接触で購入可能 

 

27

日 

・市内スポーツジ

ムクラスター発生

5 人 

 ・まん延防止等重点措置区域の除外※対象：

北海道、宮城県、岐阜県、愛知県、三重県、

滋賀県、岡山県、広島県 

・緊急事態措置区域追加（～9/12）※対象：

北海道、宮城県、岐阜県、愛知県、三重県、

滋賀県、岡山県、広島県 

・まん延防止等重点措置区域追加（～9/12）

※対象：高知県、佐賀県、長崎県、宮崎県 

30

日 

・市内スポーツジ

ム 2 人、計 7 人 

  

31

日 

 ・ワクチン接種予約受付開始（対象 30 歳～）  

 

2021（令和 3）年 9 月 

1

日 

・国内感染者 

150 万人超える 

・市内スポーツジ

ム 1 人判明、計 8

人 

・市内小学校 1 校

複数児童が感染学

年閉鎖（2 日～6

日） 

 

・PCR 検査の年齢制限受付廃止（検査費用

10,900 円公費、5,000 円自己負担） 
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3

日 

・市立保育園感染

確認 4 日から臨時

休園 

・三嶋大祭り実行委員会「頑張れ！三島っ子 

子供シャギリ発表会（11 月 23 日）」の中止決

定。子どもや関係者の安全優先 

 

6

日 

 ・ワクチン接種予約受付開始（対象 19 歳～）  

12

日 

  ・緊急事態措置期間延長（～9/30）※対象：

北海道、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、静岡県、

愛知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、

兵庫県、広島県、福岡県、沖縄県 

・緊急事態措置区域から除外※対象：宮城県、

岡山県 

・まん延防止等重点措置終了※対象：富山県、

山梨県、愛媛県、高知県、佐賀県、長崎県 

13

日 

 ・商工観光課「緊急事態宣言の発令に伴う県

からの協力要請について（延長）」周知 

 

・まん延防止等重点措置区域追加（～9/30）

※対象：宮城県、岡山県 

・まん延防止等重点措置の期間延長（～9/30）

※対象：福島県、石川県、⾹川県、熊本県、

宮崎県、⿅児島県 

14

日 

 ・三島市長メッセージ「緊急事態宣言、19 都

道府県で 9 月 30 日まで延長」ほか 

 

15

日 

・9/9～9/15 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「35.0」、静岡県

「25.6」 

・緊急事態宣言延長により生涯学習センター

の利用者の登録受付を休止 

 

16

日 

 ・三島商工会議所にて三島、沼津、長泉、清 

水の 2 市 2 町観光関係者が今後の打開策、ウ

ィズコロナにおける観光のあり方を模索 

 

21

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 4.1 版）」 

22

日 

・9/16～9/22 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「10.1」、静岡県

「13.4」 

・新規ワクチン接種の予約について（周知） ・厚労省「第 8 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

24

日 

  ・静岡県警戒レベル 5（特別警戒）国ステー

ジⅢ相当 

・厚労省「ワクチン接種証明発行手続に関す

る第３回自治体向け説明会」 

27

日 

 ・来年度保育所の入園受付日時の予約開始。

117 件中 111 件が「LINE」利用 

 

29

日 

・9/23～9/29 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「7.4」、静岡県

「6.6」 

・三島商工会議所にて「動画活用で商売繁盛

セミナー」開催。ウィズコロナ時代にも対応

した「非接触型の販路拡大」動画の有用性 

 

30

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「マスク着用、

三密回避等の基本的な感染対策、不要不急の

外出などの取り組み協力に御礼」ほか 

・緊急事態措置終了※対象：北海道、茨城県、

栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、広島県、

福岡県、沖縄県 

・まん延防止等重点措置の終了※対象：宮城

県、福島県、石川県、岡山県、⾹川県、熊本

県、宮崎県、⿅児島県 
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1

日 

 ・選挙管理委員会事務局「【参議院静岡県選出

議員補欠選挙】新型コロナウイルス感染症で

宿泊・自宅療養等されている人の特例郵便等

投票について」周知 

・「三島スカイウォーク」が新型コロナワクチ

ン接種割引キャンペーン開始 

・静岡県警戒レベル４（県内警戒・県外警戒）

国ステージⅡ相当 

2

日 

 ・集団接種会場変更（生涯・北上・中郷・保

セ、南小、長伏小、北小、東小を使用） 

・12 歳～中学生の集団接種開始（長伏小） 

 

5

日 

 ・三島青年会議所が創立 60 周年記念で 6 万

球 LED のイルミネーションを愛染院跡地に

設置。コロナ禍の街を明るく盛り上げる。 

 

7

日 

  ・自衛隊大規模接種センターの接種対象者年

齢の引き下げ（16 歳及び 17 歳） 

9

日 

 ・市民文化会館にて「2021IZU アロハライブ」

開催。コロナ禍で入場者を 150 人に限定 

 

13

日 

 ・健康づくり課「新型コロナウイルスワクチ

ン接種における予防接種済証について」周知 

 

15

日 

 ・選挙管理委員会事務局「【衆議院議員総選

挙】新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅

療養等されている人の特例郵便等投票につい

て」周知 

・静岡県警戒レベル 3（県内注意・県外一部

警戒）国ステージⅠ相当 

16

日 

 ・12 歳～中学生集団接種開始（南小） 

・市民文化会館にて市制 80 周年記念「没後

40 年五所平之助監督作品上映会」開催 

 

22

日 

  ・静岡県警戒レベル 2（県内注意・県外注意）

国ステージⅠ相当 

23

日 

 ・三島市本町に職住一体コワーキングスペー 

ス「三島クロケット」オープン 

 

28

日 

・ 10/22 ～ 10/28

人口 10 万人当た

り新規陽性者数：

三島市「0.0」、静岡

県「0.16」 

  

30

日 

 ・楽寿園にて「第 69 回菊まつり」コロナ禍収

束を願う 10 分の 1 盆景「東大寺大仏殿」、「南

大門」（～11 月 30 日） 

 

 

2021（令和 3）年 11 月 

1

日 

 ・居酒屋「風土」にて新型コロナの影響で低

稼働の宴会場の一部を改装して「あひる図書

館」を開設 

 

2

日 

  ・静岡県医師会紀平会長が川勝知事に新興感

染症に対応する専門施設の設置要望 

3

日 

 ・市民文化会館にて「市制 80 周年記念式典」

開催。功労者表彰のほか新型コロナウイルス

感染症予防貢献 12 団体に感謝状贈呈 

 

4

日 

・10/29～11/4 人

口 10 万人当たり

新規陽性者数：三

島市「0.0」、静岡県

「0.44」 
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11

日 

・11/5～11/11 人

口 10 万人当たり

新規陽性者数：三

島市「0.0」、静岡県

「0.30」 

  

16

日 

  ・堀内ワクチン接種推進担当大臣記者会見

「接種間隔は 2 回接種完了から原則 8 ヶ月以

上が決定」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 5 版）」 

17

日 

 ・市制 80 周年企画：10 年後の自分に手紙を

書く「未来レター」5,000 部配布（～2 月 4 日）

コロナ禍現在の記録も未来へ 

・厚労省「第 9 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

19

日 

 ・市内を巡る観光バスツアーの旅行事業者を

助成する「誘客促進キャンペーン」観光協会

にて申請受付開始 

・「三島フードフェスキャンペーン」29 店舗

開始（～28 日）。屋外グルメイベント「フー

ドフェスティバル」のコロナ感染予防による

中止の代替 

・「基本的対処方針」発表、「ワクチン・検査

パッケージ制度要綱」（対策本部） 

・内閣官房「ワクチン・検査パッケージ制度

における抗原定性検査の実施要綱」 

23

日 

 ・三嶋大社「新嘗祭」で野菜奉納。芸能殿に

「野菜の宝船」展示。「宝分け」は、新型コロ

ナウイルス感染予防のため中止 

 

24

日 

  ・厚労省「ワクチン接種証明発行手続に関す

る第 4 回自治体向け説明会」 

26

日 

 ・危機管理課「静岡県発表新型コロナウイル

ス感染症警戒レベル」周知 

・静岡県警戒レベル２（県内注意・県外注意）

国ステージⅠ相当（維持すべきレベル） 

28

日 

 ・三島商工会議所 TMO ホールにて静岡県建

築士会東部ブロック「ケン チクフェスタ

2021」2 年ぶり 5 回目の開催 

 

30

日 

・オミクロン株感

染者の日本初確認

（ナミビアからの

入国者） 

  

 

2021（令和 3）年 12 月 

2

日 

 ・イトーヨーカドー三島店にて障害者支援事

業所の製品展示即売会と古紙交換会開催（～

3 日） 

 

5

日 

 ・「地域防災の日」コロナ対策の上、34 団体

700 人参加（主会場：市役所駐車場） 

 

6

日 

 ・ハローワーク三島「ミニ面接会」開催。東

部 4 事業所参加。コロナ禍で管内有効求人倍

率が 1 を割る中の就職支援策 

 

8

日 

 ・三島商工会議所「事業継続力強化計画策定

セミナー」開催。新型コロナウイルスや自然

災害を想定した計画の重要性、認定の必要性

説明 

 

16

日 

 ・日赤有功会三島市支会が市内特別養護老人

ホーム「あかなすの里」、「いづテラス」に車

椅子各 1 基寄贈 

 

17

日 

 ・三島市長ビデオメッセージ「子育て給付金

10 万円の一括給付を 12/24 に振込み」ほか 

・グラウンドワーク三島がネパールへマスク

55,000 枚発送 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 6 版）」 
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18

日 

 ・PCR 検査センター三島開設（医療法人社団

R&O）県内 3 カ所目 

 

19

日 

 ・SBS マイホームセンターにて「アフラック

沼津アソシエイツ会」が、子ども食堂「みん

なのえがお おたまちゃん食堂」に毎月豚肉

2.4 ㎏を 1 年間提供の目録を贈呈 

 

20

日 

  ・新型コロナワクチン接種証明書のデジタル

化開始 

21

日 

 ・連合静岡沼駿三田地域協議会、三島地区労

働者福祉協議会の要望に回答（新型コロナワ

クチン非接種者、感染者及び濃厚接触者の差

別をなくす積極的な啓発活動推進等） 

 

23

日 

  ・静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門

会議の新興感染症対策検討部会において「静

岡版 CDC（疾病対策センター）」、設置場所は、

三島市の県総合健康センターで異論なし 

24

日 

  ・厚労省「第 10 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

27

日 

・ 12/21 ～ 12/27

人口 10 万人当た

り新規陽性者数：

三島市「0.0」、静岡

県「0.30」 

・3 回目ワクチンの新規接種予約について（周

知） 

・「春の七草」収穫作業に新型コロナの影響で

大学生が集まらず、福祉事業所利用者の応援 

 

28

日 

 ・日大国際関係学部矢嶋ゼミ生「お散歩マッ

プ」「E-BIKE マップ」お披露目。コロナ後見

据えて英語版用意 

・米国バレーボール協会が大会用カップを五

輪キャンプ地「三島」に贈呈 

・仕事納め式の開催見送り（新型コロナ対策

により庁内システム掲示板対応） 

・静岡県新型コロナウイルス感染症検査無料

化事業：無料検査開始（ウエルシアほか） 

31

日 

 ・三嶋大社コロナ対策として「初詣参拝経路

規制」「分散参拝」「境内飲食禁止」を呼びか

け（～1 月 3 日）。大鳥居前の歩行者天国なし 

 

 

2022（令和 4）年 1 月 

3

日 

・12/28～1/3 人口

10 万人当たり新

規陽性者数：三島

市「0.0」、静岡県

「0.66」 

  

4

日 

 ・三嶋大社 3 が日初詣参拝者数 50 万人  

5

日 

 ・3 回目接種の新規予約開始  

7

日 

 ・危機管理課「静岡県の新型コロナウイルス

の感染状況や医療ひっ迫状況等」周知 

 

9

日 

 ・市民文化会館にて出身中学別 2 部制時間短

縮にて「成人式」2 年ぶり開催。822 人出席 

・まん延防止等重点措置実施（～1/31）※対

象：広島県、山口県、沖縄県 

10

日 

・市内知人の集ま

りクラスター発生

8 人 

・1/4～1/10 人口

10 万人当たり新 
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 規陽性者数：三島

市「18.4」、 静岡

県「13.72」 

  

11

日 

 ・みしまプラザホテルにて三島商工会議所女

性会青年部「新春懇談会」開催。約 100 人出

席。“コロナ禍に負けない新年の飛躍を” 

・国評価レベル 2（警戒を強化すべきレベル） 

・静岡県新型コロナウイルス感染症検査無料

化事業：無料検査開始（PCR 検査センター三

島ほか） 

12

日 

・市内知人の集ま

り 2 人判明、クラ

スター計 10 人に 

  

13

日 

・市内私立認定こ

ども園感染者確認

14 日から休園 

・「第 24 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

14

日 

・市内学校部活動

クラスター発生 

5 人 

 

・三島市長ビデオメッセージ「市民、事業者

の皆様に、改めて一層の感染対策を願う」ほ

か 

・「新型コロナウイルス感染予防の徹底につ

いて」三島市副市長通知 

 

15

日 

・市内学校部活動

1 人判明、計 6 人 

  

16

日 

・市内学校部活動

2 人判明、計 8 人 

・市内学校部活動

3 人判明、計 9 人 

  

17

日 

・県内感染者 

３万人超える 

・市内学校部活動

1 人判明、計 10 人 

・三島市における

感染発生届取り下

げ 1 件 

・三島市地域公共交通網形成協議会開催にお

いて市内循環バス「せせらぎ号」コロナ禍の

緊急事態宣言等の影響を受けた旨を報告 

 

19

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

5 人 

 ・川勝静岡県知事「社会総掛かりで取り組む

ことが重要」コメント発表 

20

日 

・国内感染者 

200 万人超える 

・市内高齢者施設

1 人判明、計 6 人 

  

21

日 

・市内感染者 

1 千人超える 

・市内学校部活動

クラスター発生 

5 人 

・危機管理課「静岡県の新型コロナウイルス

の感染状況や医療ひっ迫状況等」周知 

・3 回目ワクチン接種券を順次発送 

・まん延防止等重点措置区域追加（～2/13）

※対象：群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、岐阜県、愛知県、三重県、

⾹川県、長崎県、熊本県、宮崎県 

・オミクロン株感染拡大への厳重な警戒 

・国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル） 

23

日 

 ・3 回目個別接種開始（ファイザー社ワクチ

ン：三島共立病院、三島中央病院） 

 

24

日 

・市内小学校 1 校

で 複 数 児 童 感 染

（１学級の閉鎖は

25 日～27 日） 

・「第 25 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催 

 

25

日 

 ・3 回目接種予約開始（インターネット、電

話） 
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26

日 

・市内小学校 2 校

各 1 学級で複数児

童感染（学級閉鎖

は 27 日～31 日、

27 日～28 日） 

・3 回目個別接種開始（ファイザー社ワクチ

ン：三島総合病院） 

・商工観光課「まん延防止等重点措置に伴う

市内飲食店への営業時間短縮要請」周知 

・三島商工会議所女性会が食料品やタオル等

229 点を社会福祉協議会に寄贈 

 

27

日 

・国内感染者 

250 万人超える 

・三島市長ビデオメッセージ「まん延防止等

重点措置が、静岡県にも適用」ほか 

・「感染予防の更なる徹底」三島市副市長通知 

・楽寿園：飲食を伴うイベント、ガイドツア

ー中止 

・箱根の里：主催イベント中止、新規予約受

付停止 

・図書館：視聴覚資料の利用休止 

・市内小中学校等体育施設：人数制限 

・公民館：利用定員を縮小 

・公園施設：飲食伴うイベント貸出中止 

・まん延防止等重点措置期間延長（～2/20）

※対象：広島県、山口県、沖縄県 

・まん延防止等重点措置区域追加（～2/20）

※対象：北海道、青森県、山形県、福島県、

茨城県、栃木県、石川県、長野県、静岡県、

京都府、大阪府、兵庫県、島根県、岡山県、

福岡県、佐賀県、大分県、⿅児島県 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 6.1 版）」 

28

日 

 ・市議会「改革みしま」より新型コロナウイ

ルス感染症に対しての要望書 

・厚労省「第 11 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

31

日 

 ・NPO 法人にじのかけ橋「トイレ紙チャリテ

ィ販売」売上金 47,107 円を三島市に寄付 

・静岡県大規模接種会場（もくせい会館）に

てワクチン接種開始 

 

2022（令和 4）年 2 月 

1

日 

 ・市内 5 病院（ファイザー）、33 医院・クリニッ

ク（モデルナ）にて個別接種を開始 

・3 回目接種予約開始（窓口） 

・3 回目個別接種開始（ファイザー社ワクチン：三

島東海病院、芹沢病院） 

 

2

日 

・国内感染者 

300 万人超える 

・県内感染者 

５万人超える  

  

3

日 

 ・三嶋大社にて「節分祭」新型コロナ感染対策の

ため豆まき中止し、約 5 千袋を配る 

 

5

日 

 ・3 回目個別接種開始（モデルナ社ワクチン：三島

共立病院） 

・まん延防止等重点措置区域追加（～

2/27）※対象：和歌山県 

6

日 

・ 市 内 障 害 者

(児)施設クラス

ター発生 6 人 

・3 回目個別接種開始（モデルナ社ワクチン：三島

中央病院） 

・NPO 法人三島市スポーツ協会「第 40 回三島か

の川健康マラソン」新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止 

 

7

日 

 ・健康づくり課「新型コロナワクチンの有効期限

延長について」周知 

 

8

日 

・市内高齢者施

設クラスター発

生 9 人 

  

9

日 

・市内社会福祉

施設クラスター

発生 5 人 

  

10

日 

 ・「東芝テック㈱」三島市の保育園や幼稚園、放課

後児童クラブ等に 50 万円相当の絵本・遊具を寄

贈 

・静岡県：医療提供体制は国評価レベル３

と同等 
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12

日 

  ・まん延防止等重点措置期間延長（～3/6）

※対象：群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、岐阜県、愛知県、三重

県、⾹川県、長崎県、熊本県、宮崎県 

・まん延防止等重点措置区域追加（～3/6）

※対象：高知県 

13

日 

 ・3 回目集団接種開始（ファイザー社ワクチ

ン：北プラ・中プラ・生涯学習・保健センター）  

 

14

日 

・市内高齢者施

設クラスター発

生８人 

  

15

日 

・国内感染者 

400 万人超える 

・「第 26 回新型コロナウイルス感染症対策本部会

議」開催 

・「新型コロナウイルス等職員陽性者発生時初動

マニュアル」改訂 

・「市職員が陽性となった場合の公表基準」改訂 

・静岡県内全域「まん延防止等重点措置延

長」国へ要請 

16

日 

 ・危機管理課「市職員等の新型コロナウイルス感

染に関する公表の見直し」周知 

 

20

日 

 ・第 40 回三島市民演劇祭の中止 ・まん延防止等重点措置終了※対象：山形

県、島根県、山口県、大分県、沖縄県 

・まん延防止等重点措置期間延長（～3/6）

※対象：北海道、青森県、福島県、茨城県、

栃木県、石川県、長野県、静岡県、京都府、

大阪府、兵庫県、和歌山県、岡山県、広島

県、福岡県、佐賀県、⿅児島県 

21

日 

・市内感染者 

2 千人超える 

・三島市長ビデオメッセージ「まん延防止等重点

措置の延長」ほか 

 

22

日 

・ 市 内 障 害 者

(児)施設クラス

ター発生 6 人 

  

28

日 

 ・新型コロナワクチンの小児接種（5～11 歳）の

接種券発送（6,331 人） 

 

 

2022（令和 4）年 3 月 

1

日 

・市内事業所クラ

スター発生 6 人 

  

2

日 

・国内感染者 

500 万人超える 

  

3

日 

 ・市内生活情報をオンラインで随時配信する

アプリ「LINE」の登録サポート開始 

 

4

日 

  ・静岡県「まん延防止等重点措置」3/21 まで

再延長を要請 

6

日 

 ・NPO 法人みしまびと「みしま未来研究所」

大学 4 年生 3 人の卒業式。コロナ禍で出会っ

た仲間を祝福 

・NPO 法人地域活性スクランブルフォーラ

ムが「朝の街」発信。朝食メニューの試食プ

ロモーション会開催 

・まん延防止等重点措置終了※対象：福島県、

新潟県、長野県、三重県、和歌山県、岡山県、

広島県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、

宮崎県、⿅児島県 

・まん延防止等重点措置期間延長（～3/21）

※対象：北海道、青森県、茨城県、栃木県、

群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

石川県、岐阜県、静岡県、愛知県、京都府、

大阪府、兵庫県、⾹川県、熊本県 

8

日 

・市内障害者(児)

施設クラスター発

生 6 人 

・市内保育園クラ

スター発生６人 
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9

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

９人 

・市内の保育園ク

ラスター発生 

13 人 

  

10

日 

・市内の学校クラ

スター発生７人 

・新型コロナワクチンの小児接種（5～11 歳）

の予約受付開始 

 

12

日 

・県内感染者  

10 万人超える 

  

13

日 

 ・「三島バル」実行委員会がコロナ禍のため

“食べ歩き”を自宅で楽しんでもらう市内 8 店

舗の料理詰め合わせを 200 セット限定販売 

 

15

日 

・市内事業所クラ

スター発生 5 人 

・水道課「新型コロナウイルス感染症の影響

により水道料金・下水道料金のお支払いが困

難な方へ」周知 

 

16

日 

・市内高齢者施設

ク ラ ス タ ー 発 生

15 人 

  

17

日 

 ・5～11 歳の個別接種開始（1 病院、7 医院・

クリニック） 

 

18

日 

 ・三ツ谷工業団地の最終区画に感染症迅速診

断キット製造の「タウンズ」が進出 

 

21

日 

 ・第 94 回選抜高校野球大会において日大三

島高初戦で涙。アルプススタンド 1,500 人の

応援団。応援はマスク着用、声出さず、ステ

ィックバルーン、メガホン打ち鳴らして感染

防止対策。学校ではパブリックビューイング

100 人参加。 

・まん延防止等重点措置終了※対象：北海道、

青森県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、石川県、岐阜県、

静岡県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、

⾹川県、熊本県 

22

日 

 ・危機管理課「静岡県の新型コロナウイルス

の感染状況や医療ひっ迫状況等」周知 

 

23

日 

・国内感染者 

600 万人超える 

  

25

日 

  ・厚労省「第 12 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 7.1 版）」 

26

日 

・市内感染者 

3 千人超える 

・市内の学校クラ

スター発生９人 

  

30

日 

  ・静岡県「ふじのくに感染症管理センター（仮

称）」の基本構想を公表。2023 年 4 月開設目

標 

31

日 

  ・静岡県：感染拡大傾向時の一般検査の要請

期間延長（～4/30） 

 

2022（令和 4）年 4 月 

1

日 

 ・三島市観光協会「三嶋大社桜の開花状況」

ウエブサイト発信に続き、市内飲食店でサー

ビスが受けられる「デジタルクーポン」の配

信開始 

 

2

日 

 ・「三島市ふるさとガイドの会」予約なしの無 

料“キャッチガイド”開始（～5 月 5 日）コロ

ナ禍で予約数 3 分の 1 に減少 
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4

日 

  ・静岡県大規模接種会場にて予約なし接種開

始（モデルナ社ワクチン） 

14

日 

・国内感染者 

700 万人超える 

  

15

日 

 ・美しい伊豆創造センターと包括連携協定を

結んだ「KKday ジャパン」CEO が三島スカイ

ウォークで豊岡会長と今後の観光発展に向け

た協力と交流を確認 

 

16

日 

 ・5～11 歳の集団接種開始（北小）  

19

日 

 ・商工観光課「中小企業経済変動特別対策資

金利子補給補助金（新型コロナ感染症対応

枠）」周知 

 

24

日 

 ・市民文化会館にて「三島フィルハーモニー

管弦楽団」1 年半ぶり定期演奏会開催 

 

25

日 

 ・三嶋大祭り実行委員会「三嶋大祭り」3 年

ぶり開催決定 

 

26

日 

 ・市民文化会館にて「インバウンドガイド養

成講座」開催（～5 月末）外国人観光客の需要

回復見据える（三島市観光協会主催） 

 

28

日 

 ・三島西ロータリークラブがオンライン交流

関連機材 10 点を三島市国際交流協会に贈呈 

・厚労省「第 13 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

・厚労省「ワクチン接種証明発行手続に関す

る第 5 回自治体向け説明会」 

 

2022（令和 4）年 5 月 

1

日 

 ・錦田中相撲場にて「わんぱく相撲三島場所」

3 年ぶりに開催 

 

8

日 

 ・「第 42 回三島の川をきれいにする奉仕活

動」新型コロナの影響で昨年比約 300 人減 

 

12

日 

・国内感染者 

８00 万人超える 

  

13

日 

・市内感染者 

4 千人超える 

  

14

日 

・県内感染者  

15 万人超える 

  

15

日 

 ・市民文化会館にて三島北高同窓会「紫苑会」

開催（新型コロナの影響により開催スタイル

変更） 

 

18

日 

・市内の保育園ク

ラスター発生 

12 人 

・生涯学習センターにて三島美術協会「第 66

回」作品展 3 年ぶりの開催 

 

24

日 

 ・市議会「コロナ禍における物価高騰に伴う

要望書」提出 

・使用期限切れモデルナ社製ワクチン 96 本

（1440 回分）廃棄 

・市民文化会館にて「民生委員児童委員協議

会 2022 年度総会」3 年ぶり会場開催 

 

25

日 

 ・三嶋大社にて全国 116 市区町村加盟の「ス

マートウエルネスシティー首長研究会」ハイ

ブリッド方式で開催（～26 日） 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 8 版）」 

・川勝静岡県知事「2021 年度県内移住者 1868

人」過去最多更新を発表（三島市 171 人：県

内最多） 

28

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

9 人 

・「腰切不動尊」の大祭開催（しゃぎり 3 年ぶ

り披露） 
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2022（令和 4）年 6 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

 ・新型コロナワクチン 4 回目の予約受付開始 

・市内結婚式会場で挙式カップルに最大 10

万円補助。（申請は 10 月 11 日まで） 

 

9

日 

 ・㈱明日⾹、㈱UPDATER、三島市の共同で

“空気の見える化”実証実験協定を締結（錦田

こども園） 

 

10

日 

 ・武田社ノババックスワクチン接種予約の受

付開始 

・国評価レベル 1（維持すべきレベル）に下

げる 

13

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 8.1 版）」 

14

日 

 ・地域協働・安全課「感染症対策公共交通事

業者緊急支援事業について」周知 

・選挙管理委員会事務局「【参議院議員通常選

挙】新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅

療養等されている人の特例郵便等投票につい

て」周知 

 

17

日 

  ・静岡県：大規模接種会場でのノババックス

ワクチン接種実施 

19

日 

 ・市民文化会館にて「第 67 回県民合唱祭」3

年ぶりの開催 

 

23

日 

  ・静岡県：ワクチン検査パッケージ・対象者

全員検査等定着促進事業延長（6/30→8/31） 

28

日 

・国内感染者 

900 万人超える 

  

30

日 

  ・静岡県：感染拡大傾向時の一般検査事業終

了 

・厚労省「ワクチン接種に係る人材確保に関

する自治体向け説明会」 

 

2022（令和 4）年 7 月 

2

日 

 ・武田社ノババックスワクチン接種開始   

6

日 

 ・錦田こども園に「錦田幼稚園」「錦田保育園」

「にこパル」合同の七夕飾り設置 

 

7

日 

 ・保険年金課「新型コロナウイルス感染症に

伴う国民健康保険及び後期高齢者医療制度の

傷病手当金の支給」期間延長周知 

 

8

日 

・市内民間保育園

2 クラス閉鎖 

・三嶋大社にて「富士登山道開山式」開催（コ

ロナ感染対策を含めた安全対策） 

 

12

日 

  ・国評価レベルを 1 から 2（警戒を強化すべ

きレベル）に引き上げ 

13

日 

 ・東横イン富士山三島駅にて「不審な外国人

宿泊客に対するロールプレイング型訓練」三

島警察署が実施 

 

15

日 

・市立公園楽寿園

職員 5 人感染公表 

・「三嶋大祭り実行委員会全体会議」開催。ま

ん延防止措置発令時は中止。歩行者専用道路

での飲食禁止。大通りは左側通行。消毒液、

検温器は各所に設置。露店数は従来の 3 分の

2 以下に減。事前場所取り禁止。沿道からの

声援禁止等を確認 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

16

日 

・市内感染者 

5 千人超える 

・「大場神社祭典」3 年ぶり開催（～17 日）  

17

日 

・国内感染者  

1 千万人超える 

・「みしまエコツーリズム」学生企画の旅行プ

ランが 2 年ぶりの実現 

 

19

日 

 ・健康づくり課「静岡県新型コロナウイルス

無料検査の案内」周知 

 

21

日 

・県内感染者 

20 万人超える 

  

22

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 8.2 版）」 

・厚労省「オミクロン株の BA.5 系統への置

き換わりを見据えた感染拡大に対応するため

の医療機関・保健所の負担軽減等について」 

23

日 

・市内 1 日感染者

最大 237 人 

（2022/9/2 まで） 

  

25

日 

・市内感染者 

6 千人超える 

  

26

日 

  ・厚労省「第 14 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

28

日 

・市内障害者(児)

施設クラスター発

生 10 人 

  

29

日 

  ・静岡県：医療提供体制は国評価レベル３と

同等であり「医療ひっ迫警報」発令。行動制

限は実施せず 

 

2022（令和 4）年 8 月 

1

日 

・市内感染者 

7 千人超える 

・健康づくり課「お盆休みを利用した夏季特別

接種を実施～３回目集団接種～」周知 

・水と緑の課「市内公園等における新型コロナ

ウイルス感染症への対応について」周知 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 8.3 版）」 

2

日 

 ・商工観光課「新型コロナウイルス感染症対応

伴走支援特別貸付」周知 

・静岡県総合健康センター内に「新型コロナ

療養者支援センター」開所 

5

日 

 ・三島北高郷土研究部「全国高校社会科学・郷

土研究発表大会」で優秀賞を受賞（新型コロナ

ウイルスの影響で 3 年生 2 名が参加できず）  

 

6

日 

・市内感染者 

8 千人超える 

  

9

日 

・県内感染者 

30 万人超える 

 ・静岡県内全域「BA.5 対策強化地域」（～

8/31） 

・厚労省「第 15 回新型コロナウイルスワク

チンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

10

日 

 ・保健センターにて無料抗原定性検査キットを

ドライブスルー方式で配布開始（初回 544 セッ

ト配布） 

 

12

日 

・国内感染者 

1,500 万人超える 

  

13

日 

・市内感染者 

9 千人超える 

・保健センター「お盆休みを利用した夏季特別

接種」実施（新型コロナワクチン３回目集団接

種、ノババックス使用） 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

15

日 

 ・「三嶋大祭り」～17 日 3 年ぶり開催  

18

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

9 人 

  

19

日 

・国内 1 日の感染

者数最大 261,004

人（2023/3/31 ま

で） 

・市内感染者 

1 万人超える 

  

21

日 

 ・三島大社にて「街中だがしや楽校」3 年ぶり

開催 

 

26

日 

 ・大場商工店会主催「大場ふれあい広場」3 年

ぶり開催 

・静岡県内全域「BA.5 対策強化地域」（9/30

まで延長） 

27

日 

・県内感染者  

40 万人超える 

  

31

日 

  ・新型コロナウイルスの抗原検査キットの

インターネット販売開始 

 

2022（令和 4）年 9 月 

3

日 

 ・中郷中にて「ふじのくにジュニア防災士」

養成講座開催（コロナ感染者がいる場合の対

応等を考える） 

 

5

日 

 ・三島商工会議所女性会が食料やタオル等の

日用品を社会福祉協議会に寄贈 

 

6

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 9 版）」 

・厚労省「第 16 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

・5～11 歳の新型コロナワクチン接種が予防

接種法上の「努力義務」適用 

・岸田総理が感染者の療養期間について有症

状者は原則 10 日間から 7 日間に、無症状者

は 7 日間から 5 日間に短縮する方針を表明 

7

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

７人 

・水道課「「コロナ禍における原油価格・物価

高騰対応」として、水道料金 2 カ月分の基本

料金を免除」周知 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症の患者

に対する療養期間等の見直しについて」 

12

日 

  ・厚労省：ファイザー社及びモデルナ社のオ

ミクロン BA.１対応 2 価ワクチンを特例承認 

13

日 

・国内感染者 

2 千万人超える 

・福祉総務課「新型コロナウイルス感染症生

活困窮者自立支援金」延長周知 

・三島商工会議所「メンタルヘルスセミナー」

を開催。講師は健康づくり課保健師 

・厚労省：接触確認アプリ（COCOA）機能停

止する方針発表 

・ファイザー社オミクロン株対応（BA.4/5）

2 価ワクチン承認申請 

14

日 

 ・小児追加接種（3 回目）の接種券発送 ・厚労省「With コロナの新たな段階への移行

に向けた全数届出の見直しについて」 

・オミクロン株対応ワクチン接種を「臨時接

種」に位置付け 

15

日 

  ・静岡県「第 24 回新型コロナウイルス感染症

対策専門家会議」 

16

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 10 版）」 

・厚労省「第 17 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

20

日 

 ・オミクロン株（BA.1）対応 2 価ワクチン到

着  

 

21

日 

  ・静岡県「新型コロナウイルス感染症の発生

届の対象者限定化等に関する説明会」 

22

日 

・市内高齢者施設

クラスター発生 

8 人 

  

26

日 

 ・オミクロン株対応（BA.1）2 価ワクチン接

種開始 

・新型コロナ感染者の全数把握簡略化（市町

別感染者数公表取りやめ） 

27

日 

  ・感染クラスター公表の一時中止  

 

2022（令和 4）年 10 月 

4

日 

 ・保険年金課「感染症に伴う国民健康保険及

び後期高齢者医療制度の傷病手当金の支給延

長」周知 

 

5

日 

  ・ファイザー社オミクロン株対応（BA.4/5）

2 価ワクチン承認 

6

日 

 ・2023 年度から 5 ヵ年のコロナ後見据えた

観光戦略アクションプラン策定会議の開催 

 

7

日 

 ・日本橋―三島で「御宿場印」展開。エリア

の信用金庫と観光協会が連携し、地域経済の

活性化を図る 

 

9

日 

 ・3 市 1 町のライオンズクラブ 10 団体がフー

ドドライブ事業として食料を持ち寄る 

 

12

日 

 ・三島警察署と伊豆箱根鉄道が合同で大場駅

にてテロ対策訓練を 3 年ぶりに実施 

・厚労省「第 18 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

13

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 11 版）」 

・厚労省「第１回新型コロナ・インフル同時

流行対策タスクフォース」開催 

・5 歳から 11 歳対象のファイザー社オミクロ

ン株対応（BA.4/5）ワクチンの承認申請 

17

日 

 ・みしま聖苑：新型コロナウイルス感染症が

原因の人の火葬を通常に戻す 

 

18

日 

 ・生涯学習センターにて「第 15 回東部朗読交

流会」が 3 年ぶりに開催 

・厚労省「第 2 回新型コロナ・インフル同時

流行対策タスクフォース」開催 

19

日 

 ・三島南小にて「粉末茶スティック」の贈呈

式開催（市内 14 小学校全児童に配布） 

・12 歳以上の 3 回目以降のワクチン接種の間

隔を「5 か月以上」から「3 か月」短縮を厚労

省決定 

20

日 

・県内感染者 

50 万人超える 

・JA ふじ伊豆の三島函南甘藷部会が「三嶋甘

藷サポーター」企業対象の収穫体験実施 

 

21

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 12 版）」 

23

日 

 ・大通り商店街にて「ハロウィン・パレード

in みしま 2022」3 年ぶりに開催 

 

24

日 

  ・厚労省「第 19 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

27

日 

  ・静岡県「新型コロナ感染症とインフルエン

ザの同時流行に備えた対応に関する市町担当

会議の開催」 

29

日 

 ・日大国際関係学部が学園祭「富桜祭」を 3

年ぶり対面開催 

 

 



40 

2022（令和 4）年 11 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

 ・ファイザー社オミクロン株対応（BA.4/5）

2 価ワクチン接種開始 

 

2

日 

 ・新型コロナウイルスワクチン乳幼児接種

（生後６か月～４歳の方）（周知） 

 

7

日 

  ・厚労省がモデルナ社「BA.5」対応のワクチ

ンの国内での使用を承認 

8

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 13 版）」 

9

日 

 ・生涯学習センターにて「三島地区書展」開

催（～11 日） 

 

13

日 

 ・三島南高野球部 OB 会「創部 100 周年記念

式典」開催（コロナによる 1 年延期） 

 

16

日 

 ・抗原定性検査キットを発熱外来等対応医療

機関に配布（8,800 セット） 

 

17

日 

  ・接触確認アプリ（COCOA）の運用終了 

機能停止版アプリの配信を開始 

18

日 

  ・厚労省「第 3 回新型コロナ・インフル同時

流行対策タスクフォース」開催 

22

日 

 ・抗原定性検査キットを保育園等に配布（820

セット：41 カ所×20 園） 

・厚労省「第 20 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

23

日 

 ・三嶋大社にて新嘗祭の野菜宝船展示及び宝

分け開催（宝分けは 3 年ぶり） 

・市民文化会館にて市制 80 周年及び文化会

館開館 30 周年記念の「第九演奏会」1 年延期

期間経て開催 

 

 

24

日 

 ・MY グループが市内障害者施設 9 施設に 19

万円寄付 

 

25

日 

 ・抗原定性検査キットを三島メディカルセン

ターに配布（200 セット） 

 

27

日 

 ・伊豆箱根鉄道本社にて「いずはこね ふれ

あいフェスタ」3 年ぶりに開催 

・政府対策本部が新型コロナの感染症法上の

位置づけを 5 月 8 日に「2 類相当」から「5

類」に移行の方針を決定 

28

日 

 ・選挙管理委員会事務局「【三島市長選挙】新

型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養等

されている人の特例郵便等投票について」周

知 

 

・厚労省が新型コロナとインフルエンザの同

時検査キットの一般販売解禁を決定 

 

2022（令和 4）年 12 月 

1

日 

 ・「PCR 検査センター三島」にて新型コロナ

とインフルエンザの同時検査開始 

 

 

8

日 

  ・モデルナ社ワクチン 3 回目以降の追加接種

ができる対象年齢を 18 歳以上から 12 歳以上

に引き下げ 

 

9

日 

 ・健康づくり課「新型コロナとインフルエン

ザの同時流行に備える」（周知） 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 13.1 版）」 

13

日 

・県内感染者  

60 万人超える 
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 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

16

日 

  ・厚労省「第 21 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 13.2 版）」 

・厚労省「ファイザー社ワクチン及びモデル

ナ社ワクチンの有効期限の取扱いについて」 

23

日 

  ・厚労省「第 4 回新型コロナ・インフル同時

流行対策タスクフォース」開催 

・静岡県新型コロナウイルス評価レベルを「2

（感染拡大初期）」→「3（医療負荷増大期）」

へ引上げ。「医療ひっ迫警報」発令 

24

日 

 ・日本語支援団体「のびっこクラブみしま」

が感染対策を図りクリスマス会開催 

 

26

日 

 ・障害者福祉事業所応援の A3 版チラシ「み

しま福産品コレクション」5 万部作成 

 

30

日 

 ・保健センターにて年末年始対応の抗原定性

検査キットを配布（～1 月 3 日） 

 

 

2023（令和 5）年 1 月 

4

日 

・県内感染者 

70 万人超える 

・三嶋大社 3 が日初詣参拝者数 53 万人（前年

比 3 万人増） 

 

6

日 

 ・危機管理課「静岡県の新型コロナウイルスの

感染状況」周知 

・厚労省と経産省において新型コロナ感染症

の葬儀などに関するガイドラインの見直し

（最後の別れができる）を公表 

7

日 

・県内 1 日感染者

最 大 5,457 人

（2023/3/3 まで） 

・国内感染者 

3 千万人超える 

  

8

日 

 ・市民文化会館にて「二十歳を祝う式典」開催

（814 人参加） 

 

10

日 

  ・「全国旅行支援」再開（割引率 20%引き下

げ） 

12

日 

 ・JA ふじ伊豆が伊豆箱根鉄道三島駅にて「1 日

コップ 1 杯」の牛乳“愛飲運動”呼び掛け 

 

18

日 

 ・連合静岡沼駿三田地域協議会及び三島地区

労働者福祉協議会から寄せられた要望に回答

「コロナで落ち込む消費の喚起を求める」 

 

21

日 

 ・市民体育館「ボールゲームフェスタ in 三島」

2 年ぶりに開催 

 

22

日 

・県内感染者 

80 万人超える 

  

27

日 

  ・「新型コロナウイルス感染症の感染症法上

の位置づけの変更等に関する対応方針につい

て」 

30

日 

  ・厚労省「第 22 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 
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2023（令和 5）年 2 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

3

日 

 ・三嶋大社にて「豆まき」開催（3 年ぶり）  

8

日 

 ・沼津信用金庫より感染拡大防止の支援活動

として 100 万円寄付（令和３年度 10 月、2 月

に続き） 

・厚労省専門家部会において「秋から冬に次

の接種」基本方針まとまる 

10

日 

  ・厚労省「第 23 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 14 版）」 

12

日 

 ・市民文化会館「三島せせらぎ音楽祭」コン

サート開催 

 

17

日 

  ・ デ ジ タ ル 庁 と 厚 労 省 が 非 接 触 ア プ リ

「COCOA」の報告書“課題があった”と公表 

24

日 

  ・厚労省「第 24 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

27

日 

  ・厚労省専門部会においてオミクロン株対応

ワクチン 5 歳～11 歳も対象に加えることを

了承 

 

2023（令和 5）年 3 月 

1

日 

 ・「第 27 回新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」開催（3 月 13 日以降の市施設来館者

に「マスク着用求めない」決定） 

 

7

日 

  ・厚労省が重症化リスクの高い高齢者などに

5 月 8 日から無料で接種開始を決定 

8

日 

  ・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 15 版）」 

9

日 

  ・厚労省「第 25 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

10

日 

  ・静岡県「ワクチン接種体制確保に係る市町

担当者会議」 

・厚労省専門部会にてワクチン接種後の死亡

を初の認定 

13

日 

  ・政府がマスク着用を個人判断に委ねる。 

20

日 

 ・「第 93 回三島みどりまつり」4 年ぶりの開 

催決定（今回をもって終了） 

・三島市医師会と三島市が共同作成した「新

型コロナウイルス感染症と予防接種への対応

記録」公開 

 

25

日 

 ・三島信用金庫が食料品 222.7 ㎏を社会福祉

協議会に寄贈 

・自衛隊による大規模接種（東京・大阪）終

了 

27

日 

  ・厚労省「第 26 回新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保に係る自治体説明会」 

28

日 

  ・WHO「医療従事者、高齢者、基礎疾患があ

る人、妊婦」に対し定期的な接種を推奨 

 



43 

2023（令和 5）年 4 月 

 感染等状況 三島市の対応・出来事 国・県等の対応ほか 

1

日 

  ・文科省が学校教育現場での「マスク着用」

を求めない通知 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 16 版）」 

8

日 

 ・「第 93 回三島みどりまつり」4 年ぶりの開

催～9 日（今回で終了） 

・国立遺伝学研究所 4 年ぶり一般公開 

 

9

日 

 ・三島市消防団「入退団式」4 年ぶり全体開

催 

 

29

日 

  ・政府「新型コロナウイルス水際対策」終了 

 

2023（令和 5）年 5 月 

５

日 

 ・「春の大通り商店街まつり」開催。コロナ禍

前の賑わい戻る 

・WHO「公衆衛生上の緊急事態の宣言終了」

発表 

8

日 

 ・令和 5 年春開始接種（高齢者、医療・介護

従事者、基礎疾患を有する方等）の開始 

・新型コロナウイルスの感染症法上の位置づ

けが「2 類」から「5 類」に移行 

・政府「新型コロナウイルス感染症対策本部」

廃止 

・厚労省「新型コロナウイルス感染症に係る

予防接種の実施に関する手引き（第 17 版）」 

10

日 

 ・三島市新型コロナウイルス感染症対策
本部を廃止 
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 第２章 体制整備 

１ 新型コロナウイルス感染症対策本部の設置 

 (1) 設置経過 

 ① 設置根拠   

    新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号）により設置 

 ② 設置経過 

 （任意本部） 令和 2 年 2 月 27 日（同日開催の部長会議において決定） 

 （法定本部） 令和 2 年 4 月 7 日（同日の緊急事態宣言発令を受け、新型インフル 

        エンザ等対策特別措置法第 34 条第 1 項の規定に基づき法定本部に改 

        組） 

 （任意本部） 令和 2 年 5 月 26 日（5 月 25 日の緊急事態宣言解除を受け任意本部に 

        改組） 

 （法定本部） 令和 3 年 1 月 7 日（同日の緊急事態宣言を受け法定本部に改組） 

 （任意本部） 令和 3 年 3 月 22 日（3 月 21 日の緊急事態宣言解除を受け任意本部に 

        改組） 

 （法定本部） 令和 3 年 4 月 23 日（同日の緊急事態宣言を受け法定本部に改組） 

 ③ 本部の廃止 令和５年５月８日から５類感染症に位置付けられたことに伴い、令和   

        ５年５月 10 日実施の第 28 回本部会議をもって廃止となった。 

 (2) 体制図（発足当時） 

 

連携 連携 連携 連携

新型コロナ
ウイルス感染症

対策室
健康づくり課 商工観光課

教育委員会／
子ども保育課

商工会議所 民間保育園

生活支援対策
担当

感染症対策担当
中小・小規模

事業者支援担当

小中学校・教育施設
／

保育園・幼稚園担当

新型コロナウイルス感染症対策本部体制図

各担当課

・社会福祉協議会
・生活支援センター

新型コロナウイルス感染症対策本部
（本部会議）

（総合相談窓口）

辞令に基づき当室を中心
に本部を運営,必要に応じ
て応援職員も配置する

・県、保健所
・医師会

個別支援施策

新型コロナウイルス感染症対策室
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(3) 本部会議開催経過 

 

回 開催日 内   容 

1 R2.2.27 〇新型コロナウイルス感染症対策（案） 

2 R2.2.27 

〇新型コロナウイルス感染症対策本部の基本方針（案） 

〇新型コロナウイルス感染症対策（案） 

・本部員からの意見を反映し決定 

3 R2.2.28 

○市主催のイベント・会議等の実施（中止）予定 

○教育施設（小中学校）の休業等の対応 

○市民利用施設の対応 

4 R2.3.11 

〇感染症対策の改訂 

・期限を 3/15 から 3/31 に延長 

○国内の感染状況 

○3/9 発表国の専門家会議の意見 

○庁内のイベント等の中止・延期と施設の休止等の状況 

5 R2.3.27 

〇感染症対策の改訂 

 ・「イベント・会議等における感染予防対策ガイドライン」を策定 

 ・期限を 3/31 から 4/30 に延長 

○国内の感染拡大の状況 

○3/19 発表国の専門家会議の提言 

○経済的支援策 

○高齢者関連施設の条件付き再開 

6 R2.4.6 
〇小中学校の休業 

 ・4/8 から 4/19 までの期間を休業とする 

7 R2.4.6 ○各部の対応 

－ R2.4.14 
【稟議による決定】 

 ・小中学校の休業期間を 5/6 まで延長する 

8 R2.4.20 

〇感染症対策の改訂 

 ・期限を 4/30 から 5/6 に延長 

 ・ガイドラインについて、感染拡大リスクの高い３つの条件を国の通知（密閉・

密集・密接）に変更 

○各部の対応 

○市の対策本部室（相談窓口）の設置 

○経済的支援策 

－ R2.4.21 部長会議において「新型コロナウイルス感染症対策室」の設置を決定 
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9 R2.5.1 

〇感染症対策の改訂 

 ・期限を 5/6 から 5/31 に延長 

〇公共施設の状況 

 ・休館・休止期間を 5/31 まで延長 

 ・楽寿園については次回会議で判断 

○5/7 以降の小中学校、放課後児童クラブ、公立幼稚園の休業の取り扱い 

 ※連休前に本部員会議を開催する時間がなかったため、個別に本部員には了承を

得て会議で報告 

○保育園の対応 

○公共施設の状況 

○市内感染者発生時の対応 

○特別定額給付金 

○休業協力金 

10 R2.5.5 

〇感染症対策の改訂 

 ・緊急事態宣言の延長を受けた改訂は行わないことを確認 

〇公共施設の対応 

 ・施設の再開に向け、施設ごとの運営方針を作成する 

 ・楽寿園の休園期間は 5/31 まで延長するが、今後の状況により段階的な開園を

含め休園期間の短縮を検討 

〇5/7 以降の休業要請（協力金）の取り扱い 

 ・休業要請の期間は延長しない方針であるが、商工会議所の意向を確認の上で決

定する 

 ※会議後、商工会議所の意向を確認し、休業要請期間は延長しないことを決定 

○緊急事態宣言の延長 

○特別定額給付金の対応状況 

○保育園の対応 

11 R2.5.7 

〇地方創生臨時交付金の活用 

 ・全庁的にアイデアを募集し、次回会議で検討 

○緊急事態宣言の延長に伴う県内の対応 

○県内の感染者の状況 

○特別定額給付金事務における職員流動 

○休業協力金 

○特別定額給付金 

○小中学校、幼稚園、保育園の今後の見込み 

12 R2.5.15 

〇市立幼稚園・小中学校の再開 

 ・6/1 から再開 

 ・5/31 までの臨時休業期間は再開までの準備期間とし、分散登校（園）を実施 

〇放課後児童クラブの対応 

 ・5/22 まで特別開館クラブで受入れ、5/25 から 5/29 まですべてのクラブを正

午から午後 6 時まで開館 
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〇感染症対策の改訂 

 ・政府の基本的対処方針の変更に準じた内容に改訂 

 ・「市施設における感染防止ガイドライン」を策定 

○緊急事態宣言の解除 

○公共施設の対応 

○特別定額給付金の対応状況 

○休業協力金の対応状況 

○マスクの配布・物品寄贈 

〇地方創生臨時交付金の活用 

 ・候補事業については、6 月補正予算を要求した上で、予算査定を経て決定 

○生活困窮者への対応状況 

13 R2.5.24 

◎市内在住者の新型コロナウイルス陽性確認を受け開催 

〇公共施設の利用制限拡大 

 ・5/27 の本部会議で各部所管施設の対応を確認する 

〇小中学校等の対応 

 ・5/25 からの分散登校等について、予定どおり実施とするが、感染防止対策等

注意するように指示 

○患者概要 

14 R2.5.27 

〇対策本部の任意本部への移行 

・5 月 26 日の緊急事態宣言解除を受け、法定本部から任意本部への改組 

〇公共施設の再開 

・基本的に三密を避けられる施設は、利用制限（利用者数を定員の 1/2 等）をつ

け開放 

〇定例的イベント等の再開 

〇市の感染症対策の改訂 

・県警戒レベル 3 で県内「注意」、県外「警戒」 

〇地方創生臨時交付金（228,011 千円）の活用 

・公共交通事業者感染拡大対策支援事業（5,870 千円） 

・障がい福祉事業所感染拡大対策支援事業（5,200 千円） 

・高齢者介護事業所感染拡大対策支援事業（9,100 千円） 

・事業継続支援給付金（250,200 千円） 

〇特別定額給付金の対応状況 

・5 月末の土日、各部 2 名の流動依頼 

・申請は、5 月 26 日現在、67.76％ 

〇休業協力金の対応状況 

・現在、予算同等額の申請、審査中の 14 件は、予備費対応 

・事業者の申請忘れないよう、アナウンスを要請 

〇その他 

・職員の時差出勤は 6 月末まで継続 

・特別警戒都道府県であった地域への出張命令は原則発しない 
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15 R2.6.24 

〇市の感染症対策の改訂 

・「イベント・会議等における感染予防対策ガイドライン」一部改訂 

〇今年度のイベント等の実施見込み 

〇地方創生臨時交付金の活用について 

・国の 2 次補正分として、641,157 千円を交付限度額として交付決定 

〇特別定額給付金の対応状況について 

〇事業者支援について 

(1)休業協力金の対応状況 

(2)リスタート事業費補助金の対応状況 

・申請が低調なため、商工会議所を通じて周知を図る 

(3)中小企業者等応援補助金の概要 

・2,500 件の申請見込み。職員の応援を 

〇その他 

・職員時差出勤は 7 月末まで継続 

・出張については必要性、出張先の状況を踏まえて各所属での判断 

－ R2.11.24 

「新型コロナウイルス感染症対策」関係課協議 

１ 新型コロナウイルス感染症の状況 

２ 庁内対応マニュアル等の確認 

３ 感染拡大に伴う対策範囲 

・庁内危機管理体制の確認 

・広報、啓発活動 

・経済対策 

16 R2.12.1 

〇市内における新型コロナウイルス感染症陽性患者の発生状況 

・感染経路が概ね判明 

〇公立保育園における陽性患者の発生及びその対応 

・濃厚接触者の絞り込み(行動調査)は、条件(マスク無し 15 分間、1ｍ未満で会話)

に当てはまる者を該当保育園でリストアップした。保健所とは電話でのやり取り

のみ。 

・消毒作業は業者に依頼し、11 月 27 日(金)夜に実施。 

・検査結果としては全員陰性のため、30 日(月)から開園。 

・感染者(配偶者)の検査結果が出る前に、当該職員が休みを取った(症状がないに

も関わらず)ことが、対応として非常に良かった。 

〇職員陽性（濃厚接触）判明時の連絡体制 

・家族に感染者及び濃厚接触者が出た場合、決められたルートにて報告 

〇職員が新型コロナウイルスに感染した場合等の対応基準 

・発熱は 37.5 度以上とし、その他症状として下痢、頭痛、咳も含む 

・会計年度任用職員が年休を取るのに躊躇しないよう特別休暇等の対応 

・発熱ありきではなく、その他の症状が本人及び家族に出た場合は、必ず病院を

受診し医師の判断を仰ぐこと。 

〇ＰＣＲ検査の拡充 

・社会福祉施設等従事職員、65 歳以上三島市民など PCR 検査（社会的検査）業

務の実施（令和 3 年 1 月頃開始予定） 
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－ R3.1.7 

健康づくり課内に予防接種チームを設置 

・システム改修、コールセンター設置、接種会場等確保、接種券等の印刷郵送、

職員の動員 

17 R3.1.8 

〇市内における新型コロナウイルス感染症陽性患者の発生状況 

・生徒園児への影響 

・市内において現時点でのクラスター発生は、なし 

〇緊急事態宣言の発出及び県の動向等 

〇対策本部の法定本部への移行 

〇３連休中の行事 

・成人式中止…市長からのお祝いメッセージ市ホームページ、SNS 利用ほか 

・成人式代替事業…楽寿園フォトスポット設置など 

・出初式…分団長、副分団長のみ出席、屋外にて表彰伝達式のみ 

〇その他 

・保護者向けに家庭内の感染予防呼びかけ 

・企業向けには、商工会議所と検討 

・市長動画メッセージの公開 

・家族の体調不良等の場合には休むよう、人事課の通知を再掲 

18 R3.1.15 

〇市内における新型コロナウイルス感染症陽性患者の発生状況及び県内の年末年始

の感染経路等の分析 

・10 万人あたりの感染者数が 25 人超。（国のステージⅣの基準） 

〇県の実施方針及び対応方針 

〇市職員が陽性となった場合の公表基準（案）について 

・公表はいずれの場合も課名まで 

・併せ対処状況なども公表 

・小中学校幼保の場合は名前を出さず 

〇新型コロナウイルスワクチンの接種体制 

・接種順位及び接種スケジュール（予定） 

2 月下旬～医療従事者（県対応） 

3 月下旬～65 才以上の高齢者 

4 月下旬～高齢者以外の基礎疾患を有する者等 

19 R3.4.28 

〇緊急事態宣言発出に伴う対応 

 ・対象地域外でも法定の対策本部を設置の必要あり 

〇ゴールデンウィーク期間中におけるイベント等の開催等 

 ・楽寿園のイベント及び大通り商店街まつりの感染対策 

 ・川をきれいにする奉仕活動参加者には感染防止対策の徹底を呼び掛け 

〇ワクチン接種 

〇市内における新型コロナウイルス感染症陽性患者の発生状況 

〇その他 

 ・宿泊業団体及び飲食業団体に改めて感染防止対策の徹底を周知 

20 R3.8.5 

〇まん延防止等重点措置区域の指定 

〇関係企業、団体等への呼びかけ 

〇所管施設の対応 
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21 R3.8.6 

〇まん延防止等重点措置の概要（県本部会議資料） 

(1)感染者発生・入院等の状況 

(2)静岡県専門家会議からの提言 

・重症病床の確保 

・入院患者の受入促進 

・疑い患者用の病床 

・退院可能者の後方支援病院への転院・宿泊施設・自宅での療養促進 

・療養体制の強化 

・宿泊療養施設未設置の医療圏域への新規設置の検討 

・地域診療所による自宅療養者の診療体制充実 

(3)医療提供体制の確保及び感染対策に向けた取組 

・病床確保、病床の回転率の向上 

・自宅及び宿泊療養者への診療体制の確立 

・新規の宿泊療養施設の設置検討 

・クラスター発生の抑制 

・保健所機能の維持 

・デルタ株主流の中の感染対策呼びかけ 

(4)警戒レベルの引上げ 

・8 月 6 日現在、「警戒レベル 6（厳重警戒）」、「まん延防止等重点措置」 

・まん延防止等重点措置は 8 月 8 日 0 時から 8 月 31 日 24 時までの期間で県東

部・賀茂地域、静岡市、浜松市を措置区域。飲食店等及び大規模集客施設等へ

の営業時間の短縮要請 

(5)まん延防止等重点措置を踏まえた今後の対応方針 

・まん延防止等重点措置期間は、8 月 8 日 0 時から 8 月 31 日 24 時まで 

・措置区域は、県東部・賀茂地域、静岡市及び浜松市 

・飲食店等及び大規模集客施設等への営業時間の短縮要請 

〇協力金支給に関する市の事務 

・事業者への周知、協力依頼…全日数（24 日間協力店のみ対象とする） 

・協力金支給事務 

・店舗の見回り 

〇公共施設の対応 

・公共施設の利用時間短縮等 

〇営業時間短縮要請に係る県からの協力依頼 

(1)事業者への周知 

・業界団体等を通じた周知…商工会議所、観光協会、飲食店組合、食品衛生協

会に対し、8 月 6 日付けで商工観光課から周知済。紙媒体を 2,000 部。短縮要

請期間は、8 月 8 日 0 時から 8 月 31 日 24 時までの 24 日間。対象施設は、飲

食店、1,000 ㎡超の大規模集客施設。自粛時間は、20 時から翌朝 5 時まで（※

酒類提供は終日行わない）。協力金の詳細、申請方法は後日 

・市ホームページへの掲載：まん延防止等重点措置に係る静岡県の対応方針 

(2)店舗の見回り 

・（県）見回り調査要領及び日報：24 日間に約 800 店舗を一周。20 時以降に外 
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22 R3.8.7 

    観から開店している店舗数、閉店している店舗数を報告。見回った件数を翌日

午前に報告。 

・見回り調査の方法：1 日の調査件数の目安は、約 33 件。 8 月 8 日から 1 週

間程度（以降は、県の委託業者が実施）。午後 8 時から 9 時までの 1 時間程度。

調査人数は、1 日 2 名。調査職員は 8 月 10 日から 14 日までコロナ室職員で対

応。 

(3)協力金支給事務 

・県が外部委託により実施 

23 R3.8.19 

〇緊急事態措置区域に静岡県が追加 

・静岡県の対応方針（8 月 20 日から 9 月 12 日まで） 

〇飲食店等への周知 

〇公共施設の対応 

 ・閉館、貸出中止、自粛要請、人数制限ほか 

 ・市庁舎の人流抑制対策 

〇市主催事業・共催事業の対応 

 ・原則、中止または見直し 

〇学校・幼稚園・保育園の対応 

 ・8 月 26 日から通常登校（オンライン授業対応あり） 

 ・給食は 8 月 31 日まで無し。以降は簡易給食を予定 

 ・幼稚園・保育園は 9 月１日から通常開園（ただしイベントは中止または延期） 

〇職員の出勤等への対応 

 ・積極的に休暇取得を呼びかけ 

〇市民への広報 

 ・市長メッセージを配信 

24 R4.1.13 

〇市内における陽性患者の発生状況 

 ・1 月 7 日から増加傾向にある 

〇感染拡大に伴う市の対応 

⑴市民への広報 

 ・オミクロン株対応の呼び掛け（市長メッセージ） 

 ・早期検査・早期受診 

⑵公共施設の対応 

 ・窓口職員へガイドラインに沿った対応 

⑶イベント等の対応 

〇ワクチン３回目接種 

 ・１月 21 日から順次 3 回目接種券を発送 

 ・接種開始は、2 月 1 日から（5 病院、33 医院・クリニックで順次開始） 
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25 R4.1.24 

〇市内における陽性者の発生状況（1 月 24 日時点） 

・累計陽性者数：1,065 人（令和 4 年 1 月：249 人） 

・直近 1 週間 新規陽性者数：163 人 人口 10 万人当たり：150.32 人 

〇まん延防止等重点措置の内容 

 ・静岡県全域、1 月 27 日から 2 月 16 日まで 

 ・飲食店への時短要請 

〇まん延防止等重点措置適用に伴う市の対応 

⑴市民への広報 

⑵公共施設の対応 

 ・人数制限、イベント中止、自粛要請ほか 

⑶飲食店への周知、協力依頼 

 ・前回同様の形。ふじのくに認証店：497 店 

26 R4.2.15 

〇まん延防止等重点措置の延長 

 ・2 月 15 日県から国に対し静岡県全域を「まん延防止等重点措置の延長」要請 

〇「市職員が陽性となった場合の公表基準」の見直し 

27 R5.3.1 

〇三島市新型コロナウイルス感染症対策の見直し 

・三島市新型コロナウイルス感染症対策（改訂案） 

・市施設における感染防止ガイドライン（改訂案） 

・市施設におけるマスク着用の考え方について 

〇各種マニュアル 

・新型コロナウイルス感染症が「感染症法」上の５類感染症に位置づけられた時

点（令和 5 年 5 月 8 日予定）で、以下のマニュアルの運用を停止。 

・新型コロナウイルス等発生時初動マニュアル 

・新型コロナウイルス等職員陽性者発生時初動マニュアル（庁舎の消毒に関する

部分を除く） 

 

28 R5.5.10 

〇新型コロナウイルス感染症５類感染症移行後の対応について 

 ・職場（施設）における対応方針（マスクの着用、飛沫防止カーテン・パーティシ 

 ョン等について） 

〇新型コロナウイルス感染症対策本部の廃止について 

 ・5 月 10 日をもって、新型コロナウイルス感染症対策本部を廃止 

 今後は部長会議で市の対応方針等を検討 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対策室の設置 

 (1) 設置経過 

    ・令和 2 年 4 月 27 日 発足 

       14 名にて運用開始したが、中小企業応援補助金の対応強化のため 3 名増員 

    ・令和 3 年 1 月 7 日 

        新型コロナウイルスワクチン対応のため、ワクチン班を設置し増員 
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 (2) 機構

 

令 和 2 年 度　　　三　島　市　行　政　機　構　図

環 境 市 民 部 環 境 政 策 課 環 境 企 画 係 環 境 保 全 係

清 掃 セ ン タ ー

ごみ処理施設整備推進室

市 民 課 住 民 記 録 係

廃 棄 物 対 策 課 業 務 係 収 集 係 施 設 係

きずなづくり推進室

市民 活動セ ンタ ー

国 際 交 流 室

健 幸 政 策 戦 略 室

戸 籍 係

市民サービスコーナー（中郷・北上）

地 域 協 働 ・ 安 全 課 防 犯 ・ 交 通 係

健 康 づ く り 課 食育・健康推進係 成 人 保 健 係

健 康 推 進 部 保 険 年 金 課 国 保 係

母 子 保 健 係

保 健 セ ン タ ー

ス ポ ー ツ 推 進 課 スポーツ推進係

国 民 年 金 係 高 齢 者 医 療 係

高齢者いきがいセンター　　　北上高齢者すこやかセンター   

介 護 保 険 課 介 護 保 険 係 介 護 認 定 係

市 民 体 育 館 市民温水プール

地域 包 括ケア 推 進課 いきがい推進係 地域包括支援係

保 護 係

福 祉 事 務 所 老 人 ホ ー ム

社 会 福 祉 会 館

社 会 福 祉 部 福 祉 総 務 課 福 祉 総 務 係

放課後児童クラブ（24施設） (※1)教育総務課（教育委員会）の職員が補助執行する。

老人福祉センター

子 育 て 支 援 課 子 ど も 家 庭 係

副 市 長 子ども子育て応援室 本町子育て支援センター

障 が い 福 祉 課 障 が い 福 祉 係 支 援 係

子 ど も 保 育 課 子 ど も 保 育 係

保育所（ 6園）

発達支援センター　　児童発達支援事業所　

財 政 経 営 部 財 政 課 財 政 係

佐野あゆみの里

発 達 支 援 課 発 達 支 援 係

検 査 室

課 税 課 庶 務 係 市 民 税 係

管 財 課 公共財産保全係 契 約 係

資 産 税 係

市 税 収 納 課 庶 務 係 収 納 係

住むなら三島戦略室

行 政 改 革 推 進 室

広 聴 文 書 課 文 書 法 規 係 ※情報公開コーナー

企 画 戦 略 部 政 策 企 画 課 政 策 推 進 係

市 長 秘 書 課 秘 書 係

市 民 生 活 相 談 セ ン タ ー

人 事 課 人 事 係

（三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会）

危 機 管 理 課 危 機 対 応 係 危 機 管 理 係

広 報 情 報 課 広 報 係 情報システム係

デ ジ タ ル 戦 略 室

消 防 連 携 係

産 業 文 化 部 農 政 課 農 政 振 興 係 土 地 改 良 係

新型コロナウイルス感染症対策室

商 工 観 光 課 商 工 労 政 係 観 光 政 策 係

副 市 長 市 民 文 化 会 館

地域ブランド創造室

オリンピック・パラリンピック誘客対策室

楽 寿 園 管 理 係

計 画 ま ち づ く り 部 都 市 計 画 課 歴史・まちづくり係

文 化 振 興 課 文 化 振 興 係

三 島 住 ま い 推 進 室

土 地 対 策 係

都 市 政 策 室

建 築 住 宅 課 設 備 係 営 繕 係

水 と 緑 の 課 水 と 緑 の 係

ガーデンシティ推進室

建 築 指 導 係

都 市 基 盤 部 都 市 整 備 課 用地・区画整理係

三島駅周辺整備推進課 推 進 係

企 業 立 地 推 進 課 推 進 係

市道・河川整備推進室

水 道 課 営 業 係

街 路 係

土 木 課 管 理 係 維 持 係

工 務 係 管 理 係

下 水 道 課 経 営 係 普及推進・施設係

会 計 管 理 者 会 計 課 会 計 係

整 備 係

浄 化 セ ン タ ー

生 活 排 水 対 策 室

教 育 政 策 室

学 校 教 育 課 学 務 係

審 査 係

教 育 総 務 課 総 務 係 施 設 係

教 育 委 員 会 幼 稚 園 (11 園 ) (※2) 職員の任免に関する事務を除き、子ども保育課（市長部局）の職員が補助執行する。

小 学 校 (14 校 )

指 導 係 給 食 指 導 係

学校給食共同調理場（3ヶ所）

女 性 青 少 年 係

公　民　館（中郷・坂・北上・錦田）

箱 根 の 里

教 育 長 教 育 推 進 部 中学 校 ( 7 校 )

生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 係

中 郷 分 館

文 化 財 課 保 存 活 用 係

郷 土 資 料 館

図 書 館 事 務 係 図 書 係

農 業 委 員 会 事 務 局

固定資産評価審査委員会

（三島市外４組合公平委員会）

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

監 査 委 員 事 務 局

議 会 事 務 局 庶 務 係 議 事 調 査 係
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第３章 市民生活への影響  

 

１ 地域経済や産業振興への影響 

 

① 観光事業について 

三島市最大のイベント「三嶋大祭り」が、令和２年、３年と新型コロナウイルス感染症

の影響により 2 か年連続中止となり、観光交流客数や域内消費が減少した。 

三島市ふるさとガイドの会では、イベントの中止や観光客の減少、ガイドの活動の自粛

により、市内各所のガイド案内の件数が大幅に減少した。 

NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」を契機とした三島市の観光 PR となる三嶋大社の

節分祭イベントや、スカイウォークでのブース出展は中止となった。 

また、「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」における米国男子バレーボール代

表との市民交流や聖火リレーミニセレブレーションの一般観覧等の中止により、市民が

オリンピック・パラリンピックに親しむ機会が減少した。静岡県東部地区・伊豆地区で行

われた「ロードレース」や「自転車競技」においては、観戦客には、直行直帰が呼びかけ

られた。 

また、観光客の減少、テレワークの浸透や外出機会の減少等により公共交通（鉄道・バ

ス・タクシー）利用者が大幅に減少し、公共交通業者は、大きな痛手を受けた。三島と羽

田を結ぶ予定であった高速乗合バス「三島羽田シャトル」は、運行が延期された（令和５

年 7 月 21 日から運行開始予定）。 

楽寿園においては、「まん延防止等重点措置」や「緊急事態宣言」発令により、楽寿館

ガイドツアーや動物ふれあい、乗馬体験等、例年実施していたイベントの多くが中止また

は縮小されたことから、年間入園者数は、令和元年度から令和３年度にかけて大幅に減少

し、それに合わせ、入園料収入、大型遊具使用料収入、自動遊具使用料収入、駐車場使用

料収入及び物品売払収入も大幅に減少となった。 

 

② 街中がせせらぎ事業について 

毎月第１土曜日に開催の「ゴミ拾いツアー」は、外出自粛等により、軒並み中止となり

参加者が減少した。 

 

③ 商工業振興について 

コロナ禍以降、例年商店街などが実施するイベントの多くが、中止または縮小されたこ

とに伴い、補助金額が減少傾向となった。 

 

④ 労働諸事業について 

地元高校生の職業意識の形成と地元企業の人材確保を推進するため、例年２回実施し

ていた高校生の地元企業見学会が中止または縮小となり、地元企業の情報収集の機会が

減少した。 
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２ 地域交流、絆づくりへの影響 

 

① 自治会や団体等の活動について 

  人が集まることによる感染拡大への恐れから、各自治会での会議が書面決議により開

催されたり、地域の運動会などのイベントが中止になったりするなど、地域における交流

場面が大幅に減少し、地域のつながりが薄れてしまった。子ども会等による資源ごみの回

収量が大幅に減り、このコロナ禍に合わせ資源ごみ回収を廃止した団体も発生した。 

地域学校協働本部事業においては、地域の方々と子どもとが関わる活動が中止され、以

前から参加している方の活動意欲の低下に拍車がかかってしまった。 

養護老人ホームにおいては、地域のイベントへの参加や近隣の皆さんを養護老人ホー

ムに招くことなどを取りやめた。 

そのほかにも、令和 2 年度、3 年度については、三嶋大祭りの中止により、「なかよし

サンバ隊」の実施ができず、また、令和 2 年度については、「障がい者スポーツ大会」を

中止し、事業所間の交流やスポーツ参加の機会が制限された。（令和 3 年度、4 年度につ

いては、「障がい者スポーツ記録会」として事業所ごとに実施） 

佐野あゆみの里では、令和２年度から令和４年度までの間、「佐野あゆみの里まつり」

（令和４年度は施設関係者のみで実施）、「花笑み（新谷老人会）」との交流会や新谷自治

会との避難訓練が見合わせとなり、地域交流や障がいのある人の福祉についての啓発が

行えなかった。 

老人憩いの家では、感染対策実施のため令和 2 年はほぼ閉鎖状態、令和 3 年において

も 10 月まで閉鎖や使用制限を設けたため、利用者が減少した。 

ボランティア団体、福祉施設や NPO 団体が参加して活動の展示や製品の販売を行う

「市民すこやかふれあいまつり」の開催をとりやめたため、団体間の親交を深めることが

できなかった。 

 

３ 健康、医療、福祉への影響 

 

① 健康診査事業 

国民健康保険被保険者や後期高齢者医療制度被保険者の特定健診や人間ドックにおい

て受診控えがおこり、受診率の低下により精密検査が必要な人の受診につながらないこ

とが危惧された。 

 

② スマートウエルネスみしま推進事業 

人数制限を設けてのイベントや運動教室を実施したが、緊急事態宣言中は、「みしまタ

ニタ健康くらぶ」会員の歩数が全体的に減少したことから、健康二次被害が懸念された。 

 健康とスポーツ推進事業においては、屋内で行う運動教室を少人数で回数を増やした

事業設計としたが、全体的に参加人数は伸び悩んだ。 
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③ 『2021 年度特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会』 

令和 3 年 5 月三島市立北小学校において NHK ラジオ第 1 で全国に生放送される予定

であった『2021 年度特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会』開催が新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中止となった。 

 

④ 国民健康保険事業 

企業の経営状況の悪化を受け、会社を退職するなどした国保加入者が増加し、反対に会

社に就職するなどの国保からの脱退者が減少したため、コロナ前までの被保険者数の減

少傾向が鈍化した。 

 また、出産育児一時金の支給が増加したが、妊娠出産に伴いコロナ禍による会社等の状

況により社会保険の資格を喪失せざるを得なくなった女性が増えた可能性も考えられる。 

 なお、療養諸費・高額療養費・移送費については、緊急事態宣言等の発令時における医

療機関の受診控えが起こり、毎年増加傾向にあった１人当たり医療費が令和 2 年度には

減少に転じた。しかし、令和 3 年度には受診控えの反動もあり、１人当たり医療費が大幅

に増加した。 

 

⑤ 介護保険・介護予防事業、高齢者の生きがいづくり 

介護施設の外部訪問制限が続いたため、介護サービス相談員の派遣について訪問回数

が激減し、相談業務が停滞した。また、高齢者の増加に伴い介護給付全体で５％強の伸び

がみられている中、感染リスクへの懸念が予想されるが、介護保険サービスにおける通所

サービスや短期入所サービス等で利用者が伸び悩むサービスがあった。 

認知症サポーター等養成講座（認知症高齢者見守り事業）においては、事業の一部中止

や人数を制限しての開催となり、認知症サポーター養成者数が減少した。 

認知症カフェ事業及び老人クラブ事業では一部事業の中止や個別対応による開催とな

り実施回数や参加者が減少し、生きがい教室及び北上高齢者すこやかセンターでは状況

に応じて休館や人数制限を行ったため、利用者数が減少した。 

また、高齢者くらし相談室（街中ほっとサロン）では、密集を避けるため、来場者の滞

在時間や人数を制限して事業を行い、緊急事態宣言の期間中は休館とした。 

 

⑥ 生活保護事業 

コロナの影響により、仕事を失うなど生活保護における相談・申請・決定の全ての件数

が増加した。 

 

⑦ 高齢者バス等利用助成事業 

 コロナ禍前と比較し、バス利用助成券の使用枚数が減少の状況となった。高齢者の行動

控えが顕著となった。 
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⑧ 障がい福祉 

 令和３年８月、９月及び令和４年２月、３月は、身体・知的・精神の各障がいの当事者

団体が実施している月１回の相談会が、緊急事態宣言やまん延防止措置等の影響により

中止となったほか、令和４年１月 26 日から３月末までの間、毎週水曜日に市役所玄関ロ

ビーで開催している障害福祉サービス事業所による「あったか手作り販売会」が、まん延

防止措置の影響により中止となり、福産品販売の機会が減少した。 

 

４ 子育て（未就学児）への影響 

 

① 幼稚園及び保育園、児童発達支援事業所 

子どもの園での生活においては、マスクの着用や昼食時における黙食が実施された。ま

た、プール遊びや外部団体等の行うイベント、交流会が縮小、中止になる等、制限があっ

た。保護者については、参観会や運動会、卒園式等のイベントで時間の短縮、出席人数の

制限や、登園前の親子の検温実施に協力をいただいた。 

園の運営においては、親子の検温の確認や消毒の実施等新型コロナへの対応のため、職

員の負担が増加した。特に、家庭において保育ができない子どもに保育を提供するという

役割を持つ保育園においては、保育園の開所と休園によらない感染拡大の防止の両立を

求められた。また、地域の未就園児向けに実施している園庭開放について、縮小あるいは

中止とし、見学希望者には個別での対応を行った。 

 

５ 教育、文化への影響 

 

① みしまイングリッシュ・ライブ 

 新型コロナウイルスの影響で中止になった「みしまイングリッシュ・キャンプ」に代わ

り、児童生徒は貸与されている１人１台端末で自宅から参加し、外国語指導助手（ALT）

の英語指導を受けた。発信拠点の小学校と各家庭をオンラインでつなぎ英語を活用した

コミュニケーションで交流した。 

 

② 児童・生徒の状況 

児童センターでは主催講座の多くが中止・縮小となったほか、通常利用においても感染

症対策として時間や人数の制限を行ったことで、児童が遊びを通して健全な心身を育む

機会が大幅に減少した。 

クリエイティブシティ推進事業においては、小学校での絵本の読み聞かせが一部中止

となり、子どもたちがクリエイティブ（創造的な）教育を受ける機会が減少した。 

市内小中学校における自然教室や修学旅行等の集団宿泊的活動においては、中止や行

先の変更、泊を伴う活動を日帰りに変更する等の影響があり、児童生徒が見聞を広め、自

然や文化等に親しんだり、よりよい人間関係を築いたりする機会が減少した。 

 「しずおか寺子屋（みしま寺子屋）」事業においては、外部からの講師の学校訪問を控

えるため、放課後学習支援の中止や縮小しての実施になった。 
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次世代リーダー育成事業では、幼児環境教育推進プロジェクト園児参加型プログラム

の中止(令和２年度は１２回中４回中止、令和３年度以降はコロナ影響なし)、令和２年度

から令和４年度の中学生環境リーダー研修の開催を中止した。小学生対象の環境探偵団

事業については、令和２年度は中止し、令和３年度以降開催方法を変更したが、令和３年

度は縮小（４回中２回中止、令和４年度以降はコロナ影響なし）となった。 

青少年育成事業においては、関係の講座が中止になるなど、小中高生への社会教育活動

の場が大幅に減少し、青少年育成に影響を及ぼした。 

箱根の里においては、感染拡大初期には、約４カ月間宿泊受入れを中止し、それ以降の

期間についても受入れ可能人数を半数にしたほか、利用者を県内在住者等に限る等の対

応をした。併せて、企画した主催イベントの多くを中止、もしくは規模を縮小したため、

自然に触れ合う野外活動の体験機会を大幅に失った。 

発達支援相談事業では、感染対策を徹底した上で小中学生やその保護者の相談業務を

継続した。対面ではない相談を望む方には、電話での対応を行った。 

 

③図書館事業 

 コロナウイルス感染拡大防止のため、図書館の利用は事前に予約した図書・雑誌・視聴

覚資料の貸出・返却のみとし、本館２階の学習室や、一部施設への移動図書館（愛称：ジ

ンタ号）の巡回を休止した期間があった。また、「おはなし会」や「図書館講座」など、

主催事業の多くを中止したことで、読書推進の機会が減少した。 

 

④ 各種文化事業 

  東京オリパラプログラム推進事業においては、市内在住アーティストによるワークシ

ョップが中止となり、地域の文化振興の機会が減少。また、名誉市民大岡信氏の業績を次

世代へ引き継ぐ事業の中止により、地域の文化振興の機会が減少した。 

 さらに市民合唱祭や市民演劇祭の中止により、合唱や演劇団体が練習の成果を発揮す

る機会、市民が音楽や演劇を鑑賞する機会が減少した。 

地域環境づくり推進事業においては、各地区のエコリーダーが実施する環境保全活動・

環境講座・自然観察会等の中で、ちゃんかけ拾い＆アート、環境パトロール、野鳥観察会

の開催中止、ストップ温暖化推進協議会主催のキャンドルナイトみしまや富士山の日記

念講演会が中止となり環境活動が停滞した。 

 

⑤ 国際交流・多文化共生 

姉妹都市交流推進事業においては、海外渡航ができないことから、パサディナ市やニュ

ープリマス市、麗水市の姉妹・友好都市と研修生の派遣や受入ができず、市内青少年や教

員の国際理解や多文化に触れる機会が減少した。また、三島市国際交流協会においては、

事業を縮小または中止せざるを得ず、外国人住民同士や外国人住民と日本人が交流する

機会が減少し、外国人住民が繋がりを感じ難くなった。 
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６ その他の事業等への影響 

 

① 生涯学習センター管理事業 

コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用人数の制限や臨時休館により、施設利用

数が減少した。 

 

② 消防団運営事業 

消防団行事や各種訓練の中止・人数制限等により、出動回数が減少した。 

各分団において勧誘活動をする機会が少なくなり、新入団員数が減少した。 

 

③ 環境保全推進事業 

三島地区環境保全推進協議会、狩野川水系水質保全協議会は、感染状況により会議を

ZOOM や書面決議で開催した。また、講演会や小学生を対象とした「水生生物観察会」

など各種事業について、令和２年度は中止し、令和３年度は感染対策を講じて実施した。 

 

④ 消費対策事業 

三島市消費者連絡協議会において、視察研修やイベント等が中止となり、地域への情報

発信ができなかった。 

 

⑤ 佐野あゆみの里管理運営事業 

令和２年度から令和４年度までの間、「佐野あゆみの里まつり」、「花笑み（新谷老人会）」

との交流会や新谷自治会との避難訓練が実施できず、地域交流や障がいのある人の福祉

についての啓発が行えなかった。 

「佐野あゆみの里まつり」は、令和４年度、施設利用者とその家族等の関係者のみで実

施し、関係者間の交流は図られたものの、近隣住民との地域交流等は行えなかった。 

 

⑥ 防災関係普及啓発、教育事業 

 出前講座の申請件数の減少や中止、オンライン化等により、地域の防災訓練実施件数及

び参加人数が減少した。 

 

⑦ 駐輪対策事業 

 市営駐輪場の収入は新型コロナウイルスの感染拡大による外出機会の減少、学校のオ

ンライン授業の導入、テレワークの普及などにより減少した。令和 2 年では、定期券の解

約者が相次いだ。 

 

⑧ 市民相談事業 

年間 84 回計画している専門相談（市民法律相談、相続・登記相談、不動産相談）を数

回、中止したことにより市民の相談機会（面談）が減少した。 

  



60 

⑨ 廃棄物対策事業 

 自治会等からの依頼により実施するごみに関する出前講座の開催件数が激減した。 

新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、令和２年度の「三島の川をきれいに

する奉仕活動」が中止となった。また、町内清掃を実施する自治会等が減少した。  
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第４章 対策４本柱 ※担当部署名は実施当時 

１ 感染症予防対策 

(1) 新型コロナウイルスワクチン接種【新型コロナウイルス感染症対策室】 

① 集団接種（三島モデル、ドライブスルー）と個別接種 

 新型コロナウイルスワクチン接種は、三島市医師会の協力がなければ成し得ない事業

であった。 

ワクチン接種については、令和 3 年 1 月に健康づくり課内に予防接種チームを設置し、

集団接種体制について三島市医師会と相談、打合せを行い、集団接種実施について三島市

医師会から承認を得た。その後、三島市医師会の予防接種担当医師との打合せを行い、集

団接種を実施するには、多数の被接種者及び自家用車を受け入れることが可能な場所が

必要となった。 

打合せ当初は、広さと駐車場に優れた三島市民体育館や中郷・北上・錦田・坂等の公民

館、また、静岡県総合健康センターが集団接種候補地に挙がった。しかし、三島市民体育

館は指定管理者による運営であり、既にかなり先までの予約や行事が入っているため困

難との回答、市民文化会館及び生涯学習センターについては、駐車場の確保が困難、中

郷・北上・錦田・坂等の公民館は、既に各地域における行事や教室等の予約が入り難しい、

さらに静岡県総合健康センターについては、三島市の施設でなく静岡県の施設であるた

め三島市だけの貸し出しはできないとの回答が返ってきた。 

そこで、１・２回目の接種場所について、広さと駐車場が確保でき市民の誰もがわかる

市内小中学校の案が出され教育長へ要請したところ、中学校は部活動があるため困難で

あるが、市内全小学校の 14 校の使用を認められ、小学校の体育館と駐車場として運動場

の提供が得られた。さらに、土日だけでなく、平日の授業がある時間帯についても使用許

可がなされ、接種可能人数や駐車場の確保を気にすることなく、接種人数を増やすことが

でき、短期間で集中した接種体制とすることができた。市民も遠方での接種でなく、近隣

の小学校で接種ができたことはメリットであった。 

接種会場でのプライバシー確保とスムーズな動線を確保することが課題であったが、

第一段ボール株式会社様より段ボールとターンクリップを使用した簡易的な個別ブース

を設置する提案をいただき、体育館内での集団接種に対応することができた。被接種者が

個別ブース内で着席し、移動することなく問診から経過観察までを可能としたワクチン

接種方法を「三島モデル」と名付け、令和 3 年 3 月 4 日に「シニアクラブ三島」の皆さ

まに協力いただき錦田小体育館においてシミュレーションを実施した。集団接種ながら

個別ブースがあることでプライバシーが守られ、また、着席したままで終了することなど

から好評を得ることができた。 

令和 3 年 4 月 24 日に市内医療従事者（約 240 人）関係者へのワクチン接種を「三島モ

デル」を用いて長伏小学校体育館にて実施した。 

市民を対象とした集団接種は、令和 3 年 6 月より市内各小学校体育館において 60 の個

別ブースを設け「三島モデル」を実施した。問診及び接種していただく医師および看護師
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が各ブース間を移動することとなったため、熱い中大変な負担をおかけしたが、そのご尽

力のおかげで、高齢者の市民の負担は少なく接種をすることができた。 

また、接種対象者の増加に伴い小学校での集団接種だけでは追いつかず、市内 5 病院

（三島総合病院、三島中央病院、三島東海病院、芹沢病院、三島共立病院）での個別接種

も開始した。 

8 月、小学校体育館では熱中症の危険性が潜んでいたため、集団接種会場を冷房設備の

ある生涯学習センター、中郷・北上文化プラザ及び保健センターに変更してワクチン接種

を実施した。 

3 回目接種は 5 病院、40 以上の医療機関の協力をいただき、個別接種をメインとして

実施した。なお、冬季であったため、小学校体育館の利用は行わず、生涯学習センター、

中郷・北上文化プラザ及び保健センターにおいて暖房設備を使い実施したが、若年層の接

種希望者が予想を下回る数であったため、中止する集団接種会場も存在した。 

令和４年 6 月より始まった 4 回目接種は、初めて対象者が限定され、高齢者及び医療

従事者等となった。また、６４歳以下の基礎疾患のある方も対象となったため、対象とな

る方については申請方式で接種券を発行した。しかし、9 月よりオミクロン株対応 2 価ワ

クチンが用意され、対象者も 12 歳以上となり、その後、高齢者等も 5 回目接種として接

種をすることとなり、１2 歳以上の人は一人 1 回、オミクロン株対応 2 価ワクチンを接種

することとなった。新型コロナウイルス感染者が増加したことにより接種希望者が増加

したが、5 病院、40 以上の医療機関の協力をいただき個別接種にて対応することができ

た。 

なお、初回接種等を逃していた市民には、毎月第 1 土曜日午後に保健センターにて枠

を設け、医師 2 名に協力をいただき対応した。 

また、自力歩行が難しい方や精神疾患を有する方を対象としたドライブスルー方式に

よる接種は、駐車場と雨除けが利用できる小学校（北・東・長伏）を利用し実施した。 

保健センターにおいてもドライブスルー方式を実施したが、当日雨天の場合は、隣接の

山本建設様の駐車場借用をお願いした。 

 

○新型コロナワクチン接種の予約システムにおける予約登録数 

年 月 接種予約数 備考 

令和 3 年 4 月 0  

5 月 0  

6 月 26,171 集団接種開始 

7 月 30,456  

8 月 22,286 12 歳～中学生の個別接種開始 

9 月 26,077  

10 月 22,501 12 歳～中学生の集団接種開始 

11 月 5,260  

12 月 759  

令和 4 年 1 月 1,195 3 回目個別接種開始 

2 月 19,368  
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3 月 18,176 5～11 歳の小児の個別接種開始 

4 月 11,132 5～11 歳の小児の集団接種開始 

5 月 5,869  

6 月 2,322 4 回目個別接種開始 

7 月 13,570 ノババックスワクチン接種開始 

8 月 12,713  

9 月 2,859 オミクロン株対応（BA.1）2 価ワクチン接種開始 

10 月 3,730  

11 月 14,672 秋開始接種（オミクロン株対応（BA.4/5）2 価ワクチン） 

生後６か月～４歳の乳幼児の個別接種開始 

12 月 16,127  

令和 5 年 1 月 5,852  

2 月 1,115  

3 月 663  

4 月 280  

5 月 8,866 春開始接種（オミクロン株対応（BA1）2 価ワクチン） 

 

○新型コロナワクチンの接種状況 

年月 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 総 計 

令和 3 年 4 月 2,139 508    2,647 

5 月 2,608 2,813    5,421 

6 月 25,758 5,297    31,055 

7 月 12,126 25,635    37,761 

8 月 16,878 13,115    29,993 

9 月 16,344 17,638    33,982 

10 月 10,254 16,664    26,918 

11 月 629 4,854    5,483 

12 月 446 356 271   1,073 

令和 4 年 1 月 267 354 3,704   4,325 

2 月 235 284 23,982   24,501 

3 月 987 230 21,763   22,980 

4 月 556 1,134 11,518   13,208 

5 月 244 361 6,160   6,765 

6 月 121 194 2,385 240  2,940 

7 月 192 150 1,614 14,620  16,576 

8 月 178 176 1,738 14,289  16,381 

9 月 104 169 563 3,313  4,149 

10 月 51 66 859 3,268 8 4,252 

11 月 129 39 681 8,027 10,052 18,928 

12 月 166 137 654 6,070 13,212 20,239 

令和 5 年 1 月 76 134 473 2,563 3,870 7,116 

2 月 50 65 286 513 487 1,401 
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3 月 31 46 238 296 147 758 

4 月 7 25 74 163 40 309 

計 90,576 90,444 76,963 53,362 27,816 339,161 

 

② コールセンターの設置 

コールセンター設置については、「0570」で始まるナビダイヤルの利用を選択したこと

から、携帯電話からの架電では、高額の負担となるデメリットが存在し、一部の市民の方

からお叱りも受けたが、接種券送付やワクチン接種の予約を途切れさせることができな

かったため、現在も継続して利用している。コールセンター設置の導入当初に「0120」の

着信側負担のフリーダイヤルの検討も必要であった。 

ワクチン接種予約の当初においてインターネットを利用しての予約も可能とし、コー

ルセンターの席数も十分と考えていたが、対象が高齢者であり、予約のために接種券を開

封して接種券番号を伝えること、希望する接種場所及び日時を伝えることなど、1 件当た

りの会話における時間を相当必要としたため、コールセンターにつながらず、保健センタ

ーや市役所内各部署に苦情等、多くのご意見が寄せられた。 

 

○コールセンターの入電受付数（予約、問合せ等） 

コールセンター設置 席数 月 受付数 備考 

令和 3 年 

4 月 19 日～ 

10 席 4 月 1,367 接種券発送（65 歳以上対象） 

5 月 7,822 高齢者（65 歳以上）の 1・2 回目予約開始 

接種予約受付開始（対象：65 歳以上） 

令和 3 年 

6 月 14 日～ 

13 席 6 月 12,494 接種券発送（60～64 歳）続（50～59 歳） 

接種予約受付開始（対象：50 歳～） 

7 月 5,900 接種券発送（49 歳以下） 

令和 3 年 

8 月 1 日～ 

10 席 8 月 8,690 接種予約受付開始（対象：45 歳～） 

小児接種予約受付開始（12～18 歳） 

接種予約受付開始（対象：40 歳～） 

妊婦とその同居家族の優先接種の予約開始 

接種予約受付開始（対象：35 歳～） 

接種予約受付開始（対象：30 歳～） 

9 月 4,824 接種予約受付開始（対象：19 歳～） 

令和 3 年 

10 月 1 日～ 

8 席 10 月 2,155  

11 月 1,069  

令和 3 年 

12 月 1 日～ 

5 席 12 月 758  

1 月 2,517 3 回目接種予約受付開始 

3 回目接種券発送（順次） 

令和 4 年 

2 月 1 日～ 

15 席 2 月 11,178  

3 月 4,883  

令和 4 年 

4 月 1 日～ 

5 席 4 月 2,561  

5 月 1,146  
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令和 4 年 

6 月 20 日～ 

10 席 6 月 3,293 ４回目接種予約受付開始 

7 月 7,860  

令和 4 年 

8 月 1 日～ 

5 席 8 月 3,073  

9 月 1,165  

令和 4 年 

10 月 20 日～ 

10 席 10 月 5,222 5 回目接種予約受付開始 

令和 4 年 

11 月 20 日～ 

5 席 11 月 8,848  

12 月 2,869  

令和 5 年 

1 月 1 日～ 

3 席 1 月 1,262  

2 月 352  

3 月 212  

4 月 788  

 

③ 高齢者タクシー券の送付 

 75 歳以上の方を対象に、自宅と接種会場を往復するタクシー券を交付し、移動を支援

した。(１～４回目接種)  

 1 回につき、初乗り（1.2km まで）600 円を上限とし、４回目接種までに８回分を交付

した。 

  なお、5 回目以降については、かかりつけ医の個別接種での対応を主としたため、タク
シー券交付は終了とした。 
 
 〇 利用状況 
 ・初回接種（１、２回目接種）では、約 18,000 人に送付し、利用者は約 3,000 人 

（1 回目 1,500 人、2 回目 1,500 人） 
 ・３、４回目接種での利用者は、約 2,500 人（3 回目 1,300 人、4 回目 1,200 人） 

 
 〇 タクシー会社 
 「静岡県タクシー協会沼津三島支部」及び「沼津市個人タクシー協同組合」「株式会社  
  風」、「特定非営利活動法人 ひとみ」、「福祉サービス・エンゼルランプ合同会社」 

 

④ 「お助け隊」の設置 

「ワクチン接種券が送られてきたがどのようにすればよいかわからない」、「スマート

フォンは持っているが、予約の仕方がわからない」等の方を対象に、スマホタブレットア

ドバイザー等による支援体制（「お助け隊」）を令和 3 年 5 月 6 日から設置し、インター

ネットによるワクチン接種の予約について、スマートフォン等の操作方法の説明や予約

の支援を行った。当初は、市役所本館の会議室で支援していたが、大勢の人が集まり「密」

の状態になる恐れがあったため、急遽、中央町別館に場所を移し、相談・支援活動を実施

した。 

また、市役所に来庁できない外出が困難な高齢者に対しては、「お助け隊」に所属する

民生児童委員、地域包括支援センターの職員、介護支援専門員（ケアマネジャー）等の皆

様にご協力いただき訪問等の際にワクチン予約の支援を行った。 

「予約窓口の設置」については、先に述べたコールセンターがつながりにくい状況が発
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生したことによる予約時の混乱防止のため、予約通知はがきを年齢の高い順に発送し、窓

口にて予約を受け付ける体制を準備した。予約窓口は、中郷・北上文化プラザ、社会福祉

会館及び保健センターに日時を指定のうえ設置し、接種予約の援助を行った。 

 

（2）新型コロナウイルス地域外来・検査センターの設置【健康づくり課】 

  令和 2 年 8 月、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備え、三島市医師会の協力の

もと、「三島市新型コロナウイルス地域外来・検査センター」を設置し、ドライブスルー

方式によるＰＣＲ等検査を実施した。さらに、翌年 1 月からは、「65 歳以上の市民」及び

「市内社会福祉施設従事者」を対象に PCR 社会的検査を実施、同年 9 月実施分から年齢

要件を廃止し、検査対象者を全年齢に拡充した。 

 

 (3) 新型コロナ感染症対策用の消耗品等の購入【健康づくり課・危機管理課】 

非接触式体温計、医療用 N95 マスク、使い捨て医療用エプロン、フェイスシールド及

び体温計測カメラ、消毒液等を購入し、ワクチン接種会場や各公共施設で 使用し、感染

対策を行った。感染症発生当時はこれらの物品は品薄となり、値段が高騰した。 

 

≪医療従事者、社会福祉施設関係者等への温かい支援≫ 

  国内においてマスクや消毒液の不足、政府が打ち出した 1 世帯に 2 枚の布マスクが届

かない等の状況の中、多数の事業所や団体からマスクや消毒用アルコール等の寄贈を受

け、医療従事者、社会福祉施設関係者等への温かい支援をいただいた。 

 

 (4) 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金【商工観光課】 

三島市からの休業協力要請や静岡県からの休業要請に応じた対象事業者に協力金を給

付し、感染拡大防止を図った。 

 「静岡県新型コロナウイルス感染拡大防止協力金」は、県の休業要請に応じたキャバレ

ー、ナイトクラブ等に対し、協力金を給付した。また、県の休業要請対象施設以外で市町

が独自に休業要請を行った場合、市町が事業者に交付した経費の一部を県が負担した。支

給条件を満たした店舗は 741 店、給付額は 299,200 千円であった。 

 

 (5) その他、各課や施設における感染対策 

  各課や公共施設においては、感染拡大防止のため、イベントや施設利用等の中止、制限

を実施する他、オンラインを活用した会議の実施等、様々な感染対策に取組んだ。 

 主な取組みについて下記に掲載する。 

 

① 避難所等における対策【危機管理課】 

「いつ何時、災害が発生するか、わからない」ため、避難所における新型コロナウイル

ス対策用の衛生用品等（不織布マスク、袖付きガウン、防護服、非接触式体温計、ワンタ

ッチパーティション）を購入した。 
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 また、避難所となる小中学校体育館において換気機能の向上及び平時における学校児

童等の熱中症対策のため、スポットクーラーを購入して対策準備を進めた。 

さらに、災害時等の活動拠点となる消防団詰所において換気機能の向上を図るため、エ

アコン修繕や空気清浄機の導入を行った。 

 

② 保育園・幼稚園・子育て支援施設等における対策【子ども保育課・子育て支援課】 

 保育園、幼稚園や地域子育て支援センター等子育て支援施設に対し、不織布マスクや消

毒液等の新型コロナ対策のための消耗品や備品等の購入の支援を行った。 

また、保育園、幼稚園での新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、抗原検査簡易キ

ットを配布した。 

さらに、幼稚園での換気機能の向上と平時における熱中症対策のため、市立北幼稚園で

は空調設備の改修を行った。 

 

③ 小中学校等における対策【教育総務課】 

  小中学校や放課後児童クラブに、フェイスシールドや消毒液等をはじめとした感染症

対策の消耗品・備品等を購入したほか、換気をしたうえでの授業や児童クラブの運営とな

ることから、子どもたちが体調を崩さないよう、熱中症対策のための教室等へのエアコン

の設置や、効果的な換気を行うための扇風機の設置等を行った。 

 さらに、学校内での新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐための、抗原検査簡易キット

を配布した。 

 

④ 公共交通における対策【地域協働・安全課】 

  公共交通機関においての感染リスクの低減や利用者の利便性向上を目的として、市内

で運行している路線バスの交通系 IC カード決済機器やバスロケーションシステムの整備

を支援した。（路線バス IT 化整備事業費補助金） 

 ・交通系 IC カード決済機器の導入：交通事業者２社 

 ・バスロケーションシステムの導入：交通事業者１社及び市自主運行バス路線２路線 

 

⑤ 自治会・町内会活動における対策【地域協働・安全課】 

  活動を再開しようとしている自治会や町内会等に対し、新型コロナウイルスの感染拡

大防止を目的に非接触式温度計を購入して配布や貸出しを行った。 

 

⑥ 窓口業務のデジタル化【広報情報課】 

  行政窓口における密集や密接を回避するため、出来る限り ICT 化することにより、混

雑の要因となる住民異動手続き等の来庁者に対し、待ち時間や滞在時間の削減および書

類記入の負担軽減を図った。 

 

⑦ 情報発信【広報情報課】 

  新型コロナウイルスの感染防止に関する情報、ワクチン接種に関する情報、アフターコ
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ロナに向けた三島市の取り組みや支援情報等についてコミュニティ FM ラジオ（VOICE 

CUE）やホームページ、デジタルサイネージ等、あらゆる情報ツールを活用して市民に発

信した。 

 

⑧ 介護サービス事業者の支援【介護保険課】 

新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高い中で、介護サービス事業者がサービス

を維持していくことに対して、予防及び感染拡大防止に係る支援金を支給するとともに、

衛生用品を提供した。 

・支援金支給について 

   ・10 万円×25 法人（市内に 1 事業所） 

   ・20 万円×33 法人（市内に 2 事業所以上） 

 

 ・衛生用品の提供について  

     配布内容 

  

⑨ 高齢者介護予防支援【健幸政策戦略室・地域包括ケア推進課】 

65 歳以上の高齢者を対象とした、健康二次被害防止のため、日々の運動不足やフレイ

ル予防に向けた健幸マイレージ事業として「コロナに勝とう！」ポイント事業を実施し

た。応募数は、延べ 7,035 枚であった。 

【ポイントの対象となる取り組み】 

コ → 口腔ケア 

ロ → ロコトレ 

ナ → 仲間と連絡をとる 

ニ → 日記をつける等認知症予防を意識する 

カ → 感染予防をする 

ト → とにかく筋肉・骨を減らさない 

年月日 内容 数量 対象 

R2.3.6 サージカルマスク 
300 
枚 

県の調査結果から、マスク在庫の残日数が 7 日
未満の高齢者施設 

R2.4.3 
不 織 布 マ ス ク (県 備
蓄) 

2,100 
枚 

県の調査結果から、マスク在庫の残日数が 60 日
未満の高齢者施設 

R2.5.14 
不織布マスク 
(危機管理課購入) 

7,200 
枚 

市内訪問系・通所系介護保険事業所 

R2.5.19 
不織布マスク(寄附採
納) 

10,000 
枚 

訪問介護事業所（在宅ヘルパー連絡会を通じて
配布） 

R2.5.26 
不織布マスク 
(麗水市寄贈) 

15,000 
枚 

市内介護保険施設、訪問系・通所系介護保険事業所、
福祉用具貸与・販売事業所、軽費老人ホーム、有料
老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅 

R2.6.5 
不織布マスク(寄附採
納) 

10,000 
枚 

マスクが不足している市内介護保険事業所・高
齢者施設 

R2.6.5 
エプロン 
(健康づくり課購入) 

120 
枚 

市内訪問看護事務所（医師会除く）6 事業所 
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ウ → ウオーキングをする 

！ → 刺激をみつける 

 

   （応募受付期間：令和 2 年 7 月 15 日～令和 2 年 11 月末） 

 

⑩ 居場所・地域サロンへの支援【地域包括ケア推進課】  

市内で活動する居場所・サロンなど、住民主体の通いの場に対し、活動再開及び運営継

続のための衛生管理に要する費用の一部を支援した。 

   ・5 万円×110 団体 

 

⑪ 高齢者いきがいセンターエアコン改修【地域包括ケア推進課】 

 高齢者いきがいセンター研修室の空気環境を衛生に保つために空気清浄機能付きエア

コンの改修を実施した。 

 

⑫ 三島市スポーツ少年団への支援【スポーツ推進課】 

新型コロナ感染症の拡大防止に係る経費として市内スポーツ少年団 1 団体につき 5 万

円を交付して支援を行った。 

   ・5 万円×34 団体 

 

⑬ 市民体育館・温水プール等の対策【スポーツ推進課】 

 換気設備の修繕やサーマルカメラ、パーティション（体育館トレーニングルーム用）、

消毒液などを購入して感染対策を行った。また、学校体育施設開放事業においては、利用

者用として消毒液等を購入して感染対策を行った。 

 

⑭ 障害福祉サービス事業者への支援【障がい福祉課】 

新型コロナウイルス感染症の予防と感染症拡大防止策に取組み、感染リスクが高い状

況下において引き続き事業を実施している障害福祉サービス事業者に対して、支援金を 

支給した。 

   ・10 万円×29 法人（市内に 1 事業所） 

   ・20 万円×10 法人（市内に 2 事業所以上） 

 

⑮ 対面受付から郵送申請への変更【障がい福祉課】 

窓口等で対面にて集中受付を行っていた障がい福祉に関する事業について、感染拡大

防止のため料金受取人払郵便を活用して、申請書を送付する際に返信用封筒を同封し、郵

送による申請に変更した。 

（対象事業 重度心身障害者援護金、重度心身障害児・者医療費助成金） 

 

⑯ 選挙における対策【選挙管理委員会事務局】 

  選挙開票事務において人員を削減することで開票所における密集状態を緩和すること
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を目的として、自動読取分類機を導入した。 

また、選挙執行に当たり、期日前投票所及び投開票所における新型コロナウイルス感染

症のまん延を防ぐため、消毒液等を購入して対応した。 

  対象とした選挙は、 

   ・令和 3 年 6 月 20 日実施 第 20 回静岡県知事選挙 

   ・令和 3 年 10 月 24 日実施  参議院静岡県選出議員補欠選挙 

   ・令和 3 年 10 月 31 日実施  第 49 回衆議院議員総選挙 

   ・令和 4 年 7 月 10 日実施  第 26 回参議院議員通常選挙 

  ・令和４年 12 月 18 日実施  第 21 回三島市長選挙 

  ・令和 5 年 4 月 23 日実施   第 20 回三島市議会議員選挙 

  ※令和 5 年 4 月 9 日実施の第 20 回静岡県三島市県議会議員選挙は無投票 

 

⑰ 青少年団体活動への支援【生涯学習課】 

市内で青少年を対象に社会活動を行う団体に対し、感染拡大防止対策を講ずる経費と

して支援金を交付した。 

   ・ボーイスカウトや子ども会等 5 万円×77 団体 

 

⑱ 生涯学習センター及び市内公民館等における対策【生涯学習課】 

  生涯学習センター空調フィルターやサーモカメラ等を購入し、感染症対策を行った。 

  また、生涯学習推進イベント用感染症対策のアルコール消毒液等を購入、坂公民館にお

いてコロナウイルス感染拡大防止のため空調設備の改修実施、中郷文化プラザ空調フィ

ルター・サーモカメラ等購入、北上文化プラザ管理用感染症対策消耗品購入、錦田・坂公

民館利用者・来館者感染症対策消耗品購入、児童センター及び生涯学習センター料理講習

室にアクリル板パーティションを購入した。 

 

⑲ 図書館における対策【図書館】 

  図書館において感染症拡大防止対策のための手指消毒用アルコール、飛沫防止パーテ

ィション、書籍除菌機用の紫外線ランプなどを購入し対策を図った。 

 

⑳ 市民文化会館における対策【文化振興課】  

  市民文化会館において感染症拡大防止対策のための消毒液等の消耗品、パーティショ

ン及び体温計測カメラを購入し対策を図った。 

 

㉑ 楽寿園における対策【楽寿園】 

 楽寿園正門及び駅前口の 2 か所にサーマルカメラを設置した。また、手指用消毒スプ

レー及び不織布マスクを購入して入園者に協力をいただいた。 

 

㉒ 市役所庁舎内等における対策【公共財産保全課・危機管理課・人事課】  

庁舎内における感染症拡大防止のため、サーマルカメラや空気清浄機、CO2 濃度測定
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器を庁舎内の各所に設置したほか、手指消毒用アルコール、飛沫防止用ビニールシート等

の消耗品を購入した。また、庁舎内コンタクトポイントの消毒を重点的に行った。 

市ホームページを利用して新型コロナウイルス感染予防に向けた職員の時差勤務等の

実施や市職員の新型コロナウイルス感染の情報について周知した。 

職員採用試験や職員研修における感染症拡大防止のため必要なパーティション等の物

品を購入した。 

なお、職員採用試験等については、感染症拡大防止を図り実施した。 

 

㉓ 発達支援センターにおける対策【発達支援課】 

倉庫にエアコンを設置し、相談室を増室した。相談室が増えたことにより各相談室の使

用頻度を分散するとともに使用後の消毒を徹底することができた。また、飛沫防止のた

め、相談室にパーティションを設置して、感染症拡大防止対策を行った。 

 

㉔ 相談業務における感染症拡大防止対策【広聴文書課・地域包括ケア推進課】 

 飛沫防止と換気のため、相談室及び窓口にパーティション、サーキュレーター、空気清

浄器等を設置して感染症拡大防止対策を行った。また、地域包括ケア推進課では、家庭訪

問等において個別支援を継続するため、防護服セット、消毒、衛生用品や清掃関連用品等

を購入し、感染症対策を徹底して介護サービス提供支援を行えるよう環境整備を行った。 

 

㉕ 申告、納税相談等における対策【課税課・市税収納課】 

税務関係証明発行、納税義務者窓口対応、住民税申告受付時や納税相談等においての 

感染症拡大防止のため消毒用アルコール、飛沫防止用ビニールなどを購入した。 

  

㉖ コンビニ交付での証明書発行【市民課】 

市民課ロビーにおける密を避けるよう、令和４年度に、コンビニ交付が可能となる証明

書を増やすとともに、窓口交付と比較して交付手数料を減額した。 

 

２ 生活安定対策 

（1） 特別定額給付金給付事業【新型コロナウイルス感染症対策室】 

「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和 2 年 4 月 20 日閣議決定）において

感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行うことと

なった。給付対象者は、全国統一の基準日である令和 2 年 4 月 27 日において住民基本台

帳に記録されている者とした。 

申請方法については、感染拡大防止の観点から、国が「Ⅰ 郵送申請方式」、「Ⅱ オンラ

イン申請方式」を示し、オンライン申請方式については、国がマイナンバーカードを使用

するマイナポータルを拡充し、整備を行ったが申請の操作が複雑なため、より簡易な電子

申請「しずおか電子申請サービス」を市独自に整備し、併せて申請受付を実施した。 

なお、原則、窓口受付は感染拡大防止のため行わないこととした。 
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  ・対象者 1 人につき 100,000 円の特別定額給付金を給付 

  ・しずおか電子申請受付件数：7,027 件  

  ・ぴったりサービス受付件数：1,397 件  

  ・給付者数：109,056 人（99.8％） 

 

（2）子育て支援 

① 特別給付金【子育て支援課】 

 子育て世帯に対し、子育て負担の増加や収入減少に対する支援として給付金を給付し

た。 

 ・【R2 年度実施】子育て世帯臨時特別給付金 

中学生以下の児童 1 人につき 1 万円 

対象児童 12,748 人 

 ・【R2 年度実施】児童扶養手当受給者に対する臨時特別給付金 

児童扶養手当受給者高校生以下の児童 1 名につき 2 万円 

対象児童 988 人 

・【R2 年度実施】ひとり親世帯臨時特別給付金 

児童扶養手当受給者等高校生以下の児童 1 人目 5 万円、2 子以降 3 万円 

  ［基本給付］ 

児童扶養手当受給者 664 世帯× 5 万円＋339 人×3 万円(第二子以降分) 

公的年金等受給者 20 世帯×5 万円＋14 人×3 万円(第二子以降分) 

家計急変者 49 世帯×5 万円＋26 人×3 万円(第二子以降分) 

    ［追加給付］ 

児童扶養手当受給者、公的年金等受給者で収入減少の者 331 世帯×5 万円 

 ・【R2 年度実施】ひとり親世帯臨時特別給付金（再支給） 

児童扶養手当受給者等高校生以下の児童 1 人目 5 万円、2 子以降 3 万円 

   ［基本給付］ 

児童扶養手当受給者 664 世帯× 5 万円＋339 人×3 万円(第二子以降分) 

公的年金等受給者 20 世帯×5 万円＋14 人×3 万円(第二子以降分) 

家計急変者 49 世帯×5 万円＋26 人×3 万円(第二子以降分) 

  ・【R3 年度実施】子育て世帯生活支援特別給付金 

    児童扶養手当受給者等（ひとり親世帯分） 

    児童 1 人につき 5 万円×990 人 

    住民税非課税世帯等であって高校生以下の児童の養育者（ひとり親以外の世帯分） 

    児童 1 人につき 5 万円×789 人 

  ・【R3 年度実施】子育て世帯臨時特別給付金 

    高校生以下児童 1 人につき 5 万＋5 万の 10 万円×14,269 人 

・【R4 年度実施】子育て世帯生活支援特別給付金 

    児童扶養手当受給者等（ひとり親世帯分） 

    児童 1 人につき 5 万円×923 人 
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    住民税非課税世帯等であって高校生以下の児童の養育者（ひとり親以外の世帯分） 

    児童 1 人につき 5 万円×825 人 

  ・【R4 年度実施】子育て世帯臨時特別給付金（繰越分） 

   高校生以下児童 1 人につき 5 万＋5 万の 10 万円×428 人 

・【R4 年度実施】子育て世帯物価高騰特別給付金 

 中学生以下児童 1 人につき 1 万 2 千円×13,327 人 

 

② 出産祝金支給【子育て支援課】 

出産時に祝金を支給した。第 1 子の場合は 1 万円、第 2 子の場合は 5 万円、第 3 子以

降の場合は 15 万円 

 

③ 妊産婦支援【健康づくり課】 

  感染症が拡大する中、不安を抱える妊産婦の心労を見舞い安心して産前産後を過ごし

てもらう一助として支援金を給付した。(事業期間：令和 2 年 7 月 29 日～令和 3 年 3 月

31 日) 

 ・妊婦特別支援給付金：対象者 1 人につき 5 万円 → 454 人に給付 

      1） 令和 2 年 4 月 28 日時点で妊娠している市民 

        2)  令和 2 年 7 月 1 日までに母子健康手帳交付を受けている市民 

 

④ 子ども配食支援事業【子育て支援課】 

子どもへの配食を業者へ委託し、委託料を支払う。（自己負担 200 円、市負担 400 円） 

 

⑤ 放課後児童クラブ使用料減免事業【教育総務課】  

 令和 2 年 4 月及び 5 月の学校一斉休業に伴い休所とした期間に応じて、放課後児童ク

ラブの使用料の減免を行った。 

 

⑥ 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料の還付【子ども保育課】 

感染拡大防止のため休園及び登園回避を行った日数に応じ、保育料を還付した。 

  また、施設にて保護者から保育料を徴収する認定こども園及び小規模保育事業所につ

いても、保護者へ保育料の還付を行い、施設の保育料の減収分を市から補填した。 

 

（3） 生活困窮者等への支援【福祉総務課】 

① 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 

  新型コロナウイルス感染症の長期化により生活が逼迫する住民税非課税世帯等に 1 世

帯あたり 10 万円を給付した。 

  ・令和３年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金 

基準日（令和 3 年 12 月 10 日）において世帯全員の令和 3 年度分の住民税均等割

が非課税である世帯又は新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 3 年 1 月以

降に家計が急変し、非課税世帯と同様の事情にあると認められる世帯 
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・令和４年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金 

基準日（令和４年６月１日）において世帯全員の令和４年度分の住民税均等割が

非課税である世帯又は新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年 1 月以降

に家計が急変し、非課税世帯と同様の事情にあると認められる世帯 

 

② 住居確保給付金給付事業 

コロナ禍における生活安定支援対策として、事業経営の悪化、就労機会の減少等により

収入が減少し、住居の喪失又はその恐れのある人に対して家賃支援を行った。 

 

③ 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業 

総合支援資金の再貸付が終了するなどにより特例貸付を利用できない世帯に支援金を

支給し、就労による自立や円滑な生活保護の受給につなげた。 

 

④ 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業 

  物価高騰による負担増をふまえ、基準日（令和４年９月 30 日）において世帯全員の令

和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯又は物価高騰の影響により、令和４年 1 月

以降に家計が急変し、非課税世帯と同様の事情にあると認められる世帯を対象に１世帯

あたり 5 万円の給付を実施した。 

 

（4） 緊急食料支援事業【福祉総務課】 

令和 3 年から、利用者の安否確認に資することを目的として、新型コロナウイルス感

染症の陽性者になり自宅で療養された方のうち、有症状で自宅に食料がなく、親族や周り

の方の支援も困難な方に対し、食料支援を実施した。内容は、弁当の宅配により朝・昼・

夕食の提供及び安否の確認を行った。なお、静岡県の行っている食料支援との併用は不可

とした。 

 

（5） 水道料金支援事業【水道課】 

 コロナ禍における原油価格や物価高騰に対する市民生活の負担軽減の緊急対策として、

水道の基本料金を 2 カ月分免除した。（対象：令和 4 年 11 月、12 月検針分） 

 

（6） 市税の減免や軽減措置等の対応【課税課】 

各市税において、減免や軽減措置等の対応を行った。 

 

① 国民健康保険税 

  令和 2 年度から令和４年度の国民健康保険税について、世帯の生計維持者が死亡又は

重篤な傷病を負った世帯については全額免除としたほか、各年の事業収入等の減少が前

年と比較して 30％以上見込まれる世帯の方については保険税の一部（20％から全額）を

免除した。 
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② 固定資産税・都市計画税 

  令和 2 年 2 月～10 月までの任意の期間の連続する 3 か月の期間の事業収入の合計が 

前年同期と比較して 30％以上減少している中小事業者にあっては、当該減少の度合いに 

応じ当該所有する償却資産及び事業用家屋に対する令和 3 年度固定資産税・都市計画税 

について一定割合（1/2、全額）を軽減した。 

 

③ 固定資産税・都市計画税 

  令和 3 年度については、負担調整措置等により課税標準額が増加する全ての土地にお 

いて前年度の課税標準額を据え置く措置を講じ、また令和 4 年度については、負担調整 

措置等により課税標準額が増加する土地の内、商業地に限り、課税標準額の上昇幅を 

2.5％（現行 5％）とする特別な措置を講じた。 

 

④ 軽自動車税 

  新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から 3 月末に窓口での申請手続が集中す

ることを回避するため、申請の根拠となる事由が 3 月中に発生したと確認でき、かつ、軽

自動車検査協会への届出が 15 日以内に行われた場合、届出日が賦課期日の 4 月 1 日を過

ぎていても３月に手続きをしたものとして、軽自動車税（種別割）課税処理に反映させた。 

 

⑤ 市県民税 

  新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となった文化芸術イベント等の

チケットの払戻しを受けないことを選択された方は、その金額分を「寄附」とみなし、寄

附金控除を受けられる措置を講じた。 

法人税において、新型コロナウイルス感染症の影響により、期限までに申告等が困難な

法人に対して申告納付期限の延長が認められたことに伴い、法人市民税においても同様

の措置を講じた。 

また、確定申告の申告期間及び納付期限が延長されたことに伴い、コロナ禍での外出や 

接触を防ぐ観点から市県民税の申告期間を 1 か月間延長した。延長期間中は原則郵送で

の申告受付とした。 

 なお、個人市民税については、令和 2 年中の個人所得の減少により、令和 3 年度個人

市民税に係る調定額の減少、法人市民税については、法人の減収・減益（決算、見込み）

により、令和 3 年度法人市民税に係る調定額の減少となった。 

 

（7） その他、各課における支援 

① 地方税の納付を猶予する特例【市税収納課】 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、収入に相当の減少があった個人・法人の地  

方税について、無担保かつ延滞金なしで１年間、納付を猶予する特例が地方税法の改正に

より設けられた。「令和 2 年 2 月 1 日～令和 3 年 2 月 1 日」に納期限を迎える税目を対象

とし、適用件数は 152 件であった。 
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② 介護保険料の減免【介護保険課】 

介護保険料の減免をうけられる制度を市ホームページなどで周知し、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により収入の減少等があった 65 歳以上の被保険者や、世帯の主たる生

計維持者が死亡、または重篤な傷病を負ったなどの被保険者の介護保険料を減免した。 

 

③ 後期高齢者医療保険料の減免【保険年金課】 

後期高齢者医療保険料の減免をうけられる制度を静岡県後期高齢者医療広域連合や市

ホームページなどで周知し、新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少等があ

った 75 歳以上の被保険者等や、世帯の主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負

ったなどの被保険者の後期高齢者医療保険料を減免した。 

 

④ 傷病手当金支給事業【保険年金課】 

国保の被保険者で被用者であり、新型コロナウイルス感染症に感染するなどしたため

に労務に服することができず給与等の全部または一部を受けられなくなった者に対して、

傷病手当金を支給した。 

 

⑤ 物価高騰による給食費緊急支援事業【学校教育課】 

コロナ禍における物価高騰等による給食食材費の値上げに伴う、給食費の保護者負担

増を抑制し、従来通りの栄養価、質、量を保ち、安定的な給食提供を実施した。 

 

３ 経済対策 

（１） 商工観光課 各種支援事業 

 コロナ禍以降、例年商店街などが実施するイベントの多くが中止または縮小されたこ

とに伴い、補助金額等が減少傾向となった。また、中小企業者が中小企業庁セーフティネ

ット保証制度・危機関連保証制度を利用する際に必要な認定証の発行件数増加、及びコロ

ナ禍により資金繰りに苦慮する中小企業者を支援するための融資制度が新設されたこと

に伴い、利子補給件数が増加した。 

  経済対策及び事業者支援としては、市ホームページや商工会議所の協力を得ながら中

小企業者等に周知した。 

 

【令和２年度実施事業】 

① 中小企業者応援補助金 

 売上げが一定程度減少しつつも、国の持続化給付金の対象とならない市内中小企業者

等に対して補助金（一律 10 万円）を給付し、事業継続を下支えした。 

  131 事業者に対し、13,100 千円を給付した。 

② ものづくり現場環境改善補助金 

  建設業又は製造業の現場等における熱中症対策に係る備品等の購入経費の一部を支援
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したもので、42 事業者に対し、7,770 千円を給付した。 

 

③ 宿泊喚起クーポン券発行 

 市内宿泊者に、1,000 円分/1 泊/1 人のクーポン券を配布した。市民が利用できるプレ

ミアム付クーポン券と同様の店舗で利用できるようにし、利便性を向上した。 

 22,858 枚（1 枚 1,000 円）が市内で使用された。 

 

④ デジタルスタンプラリー実施 

 市内の回遊性向上及び消費拡大につなげるため、デジタルスタンプラリー(ラリーポイ

ント計 43 カ所)を実施した。 

 

⑤ プレミアム付商品券発行事業費補助金 

  20％のプレミアム＋ダブルプレミアム（抽選で 1,000 名に 5,000 円分のクーポンが当

たる）付商品券を発行することで、市内の産業活性化と消費喚起を図った。発行総額は、

約 9 億 6,500 万円であった。 

 

⑥ 宿泊施設等事業継続支援業務委託 

  新型コロナによる旅行者等の減少により疲弊の激しい宿泊事業者の事業継続を支える

ため、早期の支援金給付事業を実施した。 

 

⑦ 地域飲食店等支援事業費補助事業 

  商工会議所主催により実施し、支援者数は延べ 1,991 人、寄付金総額：3,027 万円であ

った。 

 

⑧ リスタート支援事業費補助金 

 新たにテイクアウトやデリバリーを始めた飲食店に対して事業費の一部を支援した。

上限は、1 店舗 5 万円で 72 店舗に対し、3,376 千円を給付した。 

 

⑨ 美しい伊豆創造センター負担金 

 伊豆半島全体で観光誘客事業を実施することにより、新型コロナウイルス感染症によ

り危機的な状況の観光産業の回復を図った。 

 

⑩ 新型コロナウイルス感染症拡大防止支援金 

  市内宿泊施設並びに飲食店に対し、更なる感染症防止対策を講じながらの事業継続を

支援することを目的に、1 店舗あたり 10 万円（１事業者 5 店舗まで、上限 50 万円）を支

援したもので、612 事業者に対し、66,100 千円を給付した。 

 

【令和３年度実施事業】 

① テイクアウトオンライン化支援事業（令和２年度繰越明許事業） 



78 

 市内飲食店等のコロナ禍における事業継続のため、テイクアウトに関する WEB サービ

ス（飲食店のオンライン注文、決済アプリへの登録）の導入支援を行った。 

 

② 応縁袋販売支援事業（令和２年度繰越明許事業） 

 市内小売店等のコロナ禍における事業継続のため、小売店等のお得な商品詰合せをオ

ンラインで販売する「応縁袋」事業を実施した。 

 

③ ツアーバス誘客促進業務（令和２年度繰越明許事業） 

 新型コロナウイルス感染症拡大により、減少した観光事業の回復を図るため、本市を旅

程に含むツアーバスに対し助成した。 

 

④ 離職者等雇用奨励金（令和２年度繰越明許事業） 

 新型コロナウイルス感染症の影響で就労の場を失った方を 6 カ月以上雇用した中小企

業を支援することで、雇用の創出及び就労の促進を図った。 

 被雇用者 1 人あたり 30 万円 (1 事業者あたり上限 3 人まで)を支援するもので、１事業

者に対し、30 万円を給付した。 

 

⑤ PayPay 連携事業委託料（令和２年度繰越明許事業） 

  消費活性化を図ことで感染防止対策を取りながら事業継続している事業者を支援する

とともに、キャッシュレス決済促進のため、モバイル決済サービスを提供する PayPay 株

式会社と連携しキャンペーンを実施した。消費者への還元付与額は、約 256,000 千円で

あった。 

 

⑥ 中小企業者等応援補助金 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、厳しい経営状況にある事業者の事業継続を

支援するため、静岡県の｢中小企業等応援金｣等の給付を受けた事業者に対し、上乗せ給付

を行った。147 件に対し、14,821 千円を給付した。 

 

⑦ 観光関連事業者応援補助金 

  新型コロナウイルス感染症拡大の影響により経営上の影響が大きい市内観光関連事業

者に対し、市独自の支援策として給付した。 

 

【令和４年度実施事業】 

① 三島市キャッシュレス決済ポイントバック事業 

 コロナ禍で疲弊した市内経済を活性化させ、感染防止対策を講じながら事業継続して

いる市内事業者を支援するとともに、キャッシュレス決済のさらなる普及促進を目的と

して、４つの決済事業者（d 払い、auPAY、楽天ペイ、楽天 Edy）と連携し、キャンペー

ンを実施した。消費者への還元付与額は、約 66,000 千円であった。 
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② ブライダル需要喚起事業支援補助金 

 売り上げ減少に苦しむ市内結婚式場を支援するとともに、カップルの結婚式の希望を

後押しするための補助金を交付した。 

 

③ 観光客滞在促進事業 

  コロナ禍など社会情勢を見据えた観光戦略の推進を図るため、新しい時間市場を活用

した観光誘客や既存イベントを軸とした滞在促進企画を実施した。 

 

④ 三嶋大祭り補助金 

 三嶋大祭り実行委員会へ感染対策等を含めた補助金を交付した。 

 

⑤ 燃油価格高騰対策運送事業者支援補助金 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、燃油の価格高騰により厳しい状況にあ

る貨物自動車運送事業者に対し補助金を給付することで、経営に及ぼす影響を緩和し、社

会インフラとして重要な運送事業者の事業維持または継続を支援した。46 事業者に対し、

35,160 千円を給付した。 

 

⑥ 中小企業者等緊急支援補助金 

 コロナ禍の影響に加えて、原材料価格や燃料価格高騰によるあおりを受けている市内

の中小企業者を対象に、これらの影響を緩和するため補助金を給付した。161 事業者に対

し、16,035 千円を給付した。 

 

⑦ みしま応縁事業「まるごとマルシェ」 

 コロナ禍で減少した市内の小売店等の売上機会の創出と、市民参加型イベントの開催で

まちなかの賑わい創出を図った。来場者は延べ 1,900 人で、三島商工会議所への業務委託

料として 1,000 千円を支出した。 

 

⑧ 三島市大河ドラマトークイベント開催に係る負担金 

 コロナ禍で落ち込んでいる観光需要の回復を図り、本市の歴史文化資源を活用したさ

らなる誘客及び回遊性向上を図るため、大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」に出演する俳優を

招いたトークイベントを実施に際し、負担金を支出した。 

 

（２） その他、各課における支援事業 

【農政課】 

 事業者の支援として、新型コロナ感染症により売上げに大きな影響を受けた茶農家、花

き農家、肉牛農家、野菜農家の経営継続のため、農畜産物の消費、販売支援を実施した。

また、肥料価格の高騰に伴い、肥料の購入費用の一部を補助した。 
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① 「農畜産物消費回復支援事業」 

（ア）事業期間 令和 2 年 8 月 17 日から令和 3 年 3 月 16 日まで 

対象農家 茶農家、花き農家、肉牛農家 

概要 幼稚園、保育園児 2,566 名への粉末茶の配布や医療従事者への牛肉弁当の

提供 など 

（イ）事業期間 令和４年４月２６日から令和５年３月１５日まで 

対象農家 茶農家、肉牛農家、野菜農家 

概要 市内小学校 14 校の児童 5,397 名への粉末茶の配布や三島産の各種野菜の

冷凍商品開発業務 など 

  

② 「肥料等価格高騰対策事業費補助金」 

 新型コロナウイルス感染症の拡大及び世界情勢の影響により肥料価格が高騰、また対

象農畜産物価格の低迷並びに輸送費高騰等に起因する生産・出荷資材の値上げにより影

響を受けている農家等を支援した。 

  対象者は、三島市在住のＪＡ正組合員で補助額は、令和 4 年 6 月 1 日から令和 5 年 1

月 31 日までに購入した肥料等価格と令和 4 年 5 月 31 日時点との差額（値上げ分）。事業

期間は令和 4 年 6 月 1 日から令和 5 年 1 月 31 日まで。 

 

【地域協働・安全課】 

  事業者支援として新型コロナウイルス感染症により大きな影響を被ったバス、タクシ

ー及び鉄道事業者に対し報償金を支給した。また、市内の商店会が疲弊している状況及び

燃料費の高騰が商店会の経営をさらに圧迫していることから、防犯灯電気料補助割合の

引上げを行った。 

 

① 「三島市新型コロナウイルス感染症対策公共交通事業者緊急支援事業」 

 新型コロナの影響を大きく受けながらも感染防止に努めながら運行を継続しているバ

ス事業者、タクシー事業者及び鉄道事業者に対して報償金を支給した。事業期間は、令和

4 年 6 月 13 日から令和 4 年 8 月 10 日まで。 

 

② 「三島市防犯灯電気料補助金の増額」 

 コロナ禍による外出自粛等の影響や燃料費の高騰を受け、市内の商店会が疲弊している

状況を鑑み、防犯灯の役割を果たす商店会の街路灯を維持するため補助割合を引き上げ

た。(通常 1/3 補助。令和２年度、３年度は補助率を 1/2 へ引き上げた。令和４年度は新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し補助率を 2/3 へ引き上げた。) 

 

【文化振興課】 

  事業者支援としては、市民が文化芸術に触れることができる動画を作成した市内の文

化芸術団体に対し支援金を給付し、作成された動画を市民文化会館のホームページ等で

配信した。 
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また、文化施設応援事業として市内の美術館、博物館及び中心市街地への集客及び回遊

を目的に、市内の文化施設等を巡るスタンプラリーの実施や、佐野美術館での展覧会とコ

ラボレーション企画を実施することで、市内の美術館、博物館及び中心市街地への集客及

び回遊を図った。 

  さらに、市民文化会館で行う公演の施設利用料を追加で減免することで、文化団体の活

動支援及び施設の利用促進を行うため、追加減免相当額を市民文化会館指定管理者に協

力金として給付するとともに、市民文化会館自主文化イベント等の施設収容率が制限さ

れるなか、市民の文化芸術に触れる機会を確保するため、市民文化会館が実施する自主文

化事業を市の要請に応じた形で実施した場合に、協力金を給付した。 

 

① 「文化活動団体支援事業」 

  活動の場が制限されている市内文化芸術団体を支援するとともに、市民に文化芸術を

鑑賞する機会を提供し、「元気」や「安らぎ」を届けることを目的に、文化芸術をテーマ 

とした動画作品の制作を条件として報償金を支出した。 

     ・5 万円／1 団体  応募団体：27 団体 

    （第 1 次募集期間：令和 2 年 9 月 10 日～令和 2 年 10 月 12 日) 

    （第 2 次募集期間：令和 2 年 10 月 22 日～令和 2 年 11 月 13 日) 

 

② 「文化活動動画配信企画実施事業」 

  三島市文化芸術活動支援金給付の要件として制作された動画作品を、市民がインター

ネット上で視聴できるよう配信した。（三島市民文化会館が運営する YouTube 公式チャ

ンネルにて配信） 

 

③ 「文化施設応援スタンプラリー事業」 

  市内の美術館、博物館及び中心市街地への集客及び回遊を目的に、市内の文化施設等 

を巡るスタンプラリーを実施した。 

 

④ 「市民文化会館利用サポート事業協力金事業」 

  市民文化会館で行う公演の施設利用料を追加で減免することで、文化団体の活動支援

及び施設の利用促進を行うため、追加減免相当額を市民文化会館指定管理者に協力金と

して給付した。 

 

⑤ 「市民文化会館自主文化事業開催支援事業協力金事業」 

 イベント等の施設収容率が制限されるなか、市民の文化芸術に触れる機会を確保するた

め、市民文化会館が実施する自主文化事業を市の要請に応じた形で実施した場合に、協力

金を給付した。 
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【子ども保育課】 

「保育所等原油価格・物価高騰対策事業」 

  新型コロナウイルス感染症流行下における原油価格・物価高騰に対し、保育所等の安定

的な運営を支援するため、保育園、幼稚園に対し、光熱水費や給食費等、原油価格・物価

高騰の影響を受ける費用について支援を行った。 

 

【スポーツ推進課】 

「三島市体育施設等指定管理者支援事業」 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため、指定管理施設の利用人数制限を設定したこ

となどに伴う協力金を支給することにより事業者支援を行った。 

 

【水と緑の課】（現：みどりと水のまちづくり課） 

「水環境デジタル監視業務」 

  スマートシティ形成の基盤となる都市 OS 構築への第 1 歩として、本市を特徴づける

豊かな「水環境」に着目し、水系を構成する様々な水データを収集して、総合的に管理運

用を行い、リアルタイムでの遠隔監視、AI 予測や一般公開等を行うデータプラットフ 

ォームを構築した。 

 

【学校教育課】 

「学校給食費返還等事業」 

 令和２年３月の全国一斉の学校臨時休業に伴う学校給食の休止により影響を受けた学

校給食関係事業者に対し、キャンセルに伴う食材費分を支援した。 

 また、感染拡大防止を目的とした衛生管理の徹底及び改善を図ることにより、安全、安

心な学校給食を提供するため、衛生管理改善事業を行う学校給食調理業者に対し補助金

を交付した。 

 

【広報情報課】（現：広報課） 

① 「みしまファンネット推進事業」（動画制作業務委託） 

 デジタルマーケティング実施に伴う動画制作業務として、動画コンテンツを本編及び

短編を各 1 本制作した。 

 

② 「みしまファンネット推進事業」（YouTube 配信広告料） 

  独自に制作した動画コンテンツを YouTube 広告で配信した。 

 

【都市整備課】 

「三島駅北口広場使用料免除」 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け業績が悪化した公共交通事業者（バス事業者 3

社とタクシ－事業者 5 社）に対し、三島駅北口広場使用料を年額免除した。 
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【障がい福祉課】 

① 「三島市内授産所マップ作成業務委託事業」 

 コロナ禍の影響で、各種販売会等のイベント中止により、売り上げの落ちた市内障害福

祉サービス事業所の周知と福産品等の売上額の向上を目的に、市内障害福祉サービス事

業所や福産品等の情報を掲載したチラシ「みしま福産品事業所マップ・みしま福産品

Collection」を作成し、広報みしま１月１日号と同時配布による全戸配布を行う等、広く

市民や企業の担当者への周知・啓発を行った。 

 

② 「障害福祉サービス事業者等物価高騰対策支援事業」 

新型コロナウイルス感染拡大の状況下で、物価高騰の影響を受けながらも、安定的にサ

ービス提供を継続している市内障害福祉サービス事業所を支援するため、支援金を支給

した。 

  ・障害福祉サービス事業所等 57 事業所 

 

【介護保険課】 

「介護サービス事業所等物価高騰対策支援事業」 

新型コロナウイルス感染拡大の状況下で、物価高騰の影響を受けながらも、安定的にサ

ービス提供を継続している市内介護サービス事業所を支援するため、支援金を支給した。 

  ・介護サービス事業所等 142 事業所 

 

４ 新たな生活様式に対応した対策 

 

（１） スマート市役所推進事業  

【広報情報課】（現：デジタル戦略課） 

  新型コロナウイルス感染症が拡大しても市の業務が停滞することが無いようにするた

め、職員のテレワーク環境や市民とのオンライン会議を推進し、業務継続の環境を構築し

た。 

  また、超高速通信回線未整備地域における、新型コロナウイルス感染症への対応など新

たな日常に必要な情報通信基盤の整備を行った。 

 

① 「スマート市役所推進事業」 

 行政手続きのスマート化・デジタル化による市民サービスの向上を目的として、庁内向

けテレワーク環境の整備、会議録作成のための音声認識システムやペーパーレス会議シ

ステムの導入、窓口・相談業務におけるオンライン化を推進した。 

 

② 「高度無線環境整備推進事業費補助金」 

  超高速通信回線未整備地域において、新型コロナウイルス感染症への対応など新たな

日常に必要な情報通信基盤の整備を行った。 
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③ 「みしまファンネット推進事業」 

  LINE を活用した情報発信等サービス機能拡充業務委託し、市公式 LINE の機能拡充を

図った。 

 

（２） 教育支援事業 

 

【教育総務課】 

 新たな生活様式に対応した学校運営のため、国の GIGA スクール構想を受け、全児童

生徒及び教員への１人１台端末の配布と、校内ネットワークの増強を行ったほか、小中学

校において臨時休業等の緊急事態に対応し、オンライン授業等が行えるよう、遠隔学習用

Web カメラを購入した。さらに、ICT 機器を活用した授業の支援、研修、教材作成等の

支援を行うため ICT 支援員を配置した。 

 

① 三島市における GIGA スクール構想実現に向けた取り組み 

  情報端末を配れば良いというものではなく、情報端末が活用される『文房具』として身

近な存在になることが必要との考えのもと、きめ細かな対応に努めた。 

      ・高速大容量通信ネットワーク 

      ・１人１台端末（iPad セルラーモデル 予備機含め 9,030 台） 

      ・児童生徒及び教職員のサポート体制の整備 

  

≪GIGA スクール構想≫ 

 １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支

援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別

最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育整備の実現に努めた。 

 

  ≪三島市のこれまでの教育 ICT 機器整備≫ 

       ・電子黒板を全普通教室に整備 

       ・普通教室 Wi-Fi 整備率 100％ 

    ・指導者用デジタル教科書の導入 

   県内トップレベルの ICT 環境整備を実施 

 

② 「小中学校臨時休業に伴う遠隔学習支援事業」 

   (小中学校)  臨時休業等の緊急事態に対応するため遠隔学習用 Web カメラを購入 

 （中学校）   受験を控える中学３年生を対象としたモバイルルーター賃借 

 

③ 「小中学校情報機器運用管理事業」 

  (小中学校)  1 人 1 台端末環境を実現するため情報端末や付属機器等の導入、各種 

               設定、研修、運用保守等を包括的に委託 
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④ 「小中学校 GIGA スクールサポーター運用事業」 

  (小中学校)  1 人 1 台端末環境を実現するため、導入研修の実施、マニュアル作成及

び運用サポート等を実施 

 

⑤ 「小中学校 ICT 支援員配置事業」 

  (小中学校)  ICT 機器を活用した授業の支援、研修、教材作成等の支援を行うため 

               ICT 支援員を配置 

 

【図書館】 

 図書館を利用しやすい環境づくりを推進するため、「デジタル活用による図書館のオン

ライン化・自動化事業」を展開し、市民の利便性の向上を図った。 

 

「デジタル活用による図書館のオンライン化・自動化事業」 

図書館を利用しやすい環境づくりを推進するため、下記の新機能を導入した。 

   ・自動貸出機・・本の貸出手続きを利用者自身で行うことが可能 

           ※本館と中郷分館に設置 

   ・自動返却機・・借りた本を 1 冊ずつ返却口に入れるだけで、返却手続きが完了。 

                   ※本館に設置 

     ・デジタルアーカイブ・・デジタル化した地域資料を、ホームページ上で閲覧する

ことが可能 

   ・学習室・座席管理システム・・学習室の座席予約を導入するとともに、入室時の

手続きを専用端末によるセルフサービスに 

   ・混雑度表示・・入口に設置した IC ゲートで館内の混雑度を自動計測し、ホー 

           ムページ上にリアルタイムで表示 

 

【生涯学習課】 

 生涯学習センターの WEB 環境整備のため４K ディスプレイ等の導入や各種電子申請

等に対応できるよう要望の多いスマホ講座開催ため、４つの公民館で Wi-Fi 設備を整備。

WEB 等を活用した講座に対応できるよう Wi-Fi 整備等とあわせプロジェクターを錦田公

民館と北上文化プラザで導入した。 

  

① 「生涯学習センターWEB 環境整備事業」 

 生涯学習センターに４K ディスプレイ等を導入、Wi-Fi やコラボレーションデバイス等

を整備した。 

 

② 「公民館プロジェクター整備事業」 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止を目的として、WEB 等を活用した講座に対応で

きるよう Wi-Fi 整備等とあわせプロジェクターを錦田公民館と北上公民館に導入した。 
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③ 「公民館 Wi-Fi 整備事業」 

 コロナ禍で増えた各種電子申請等に対応できるよう要望の多いスマホ講座開催ため、

４つの公民館で Wi-Fi 設備を整備した。 

 

④ 「中郷文化プラザ Wi-Fi 整備関連消耗品購入事業」 

 スマホ講座運営等に必要なルーター機器を購入した。 

 

（３） その他、各課における支援や対策 

 

【地域協働・安全課】 

「地区集会所 Wi-Fi 環境整備費補助金」 

  ウィズコロナにおける新しい生活様式に対応したコミュニティ活動の継続・活性化を

図るため、地域コミュニティの拠点である地区集会所等コミュニティ施設に Wi-Fi 環境

を整備する事業を実施する自治会・町内会に対し、補助金を交付した。 

 

【子ども保育課】 

「市立保育園 ICT 化推進事業」・「市立幼稚園 ICT 化推進事業」 

園児の登降園や保護者との連絡を、スマートフォンを利用し非接触式で行えるように、

公立保育園及び公立幼稚園に ICT を活用したシステムを導入した。 

 

【地域包括ケア推進課】 

 各種事業における講座や教室等において、新たな生活様式を導入しつつ、事業の一部中

止や人数を制限、感染リスクを回避した内容へ変更して実施したほか、開催時間や回数を

調整して対応した。高齢者支援にあたる専門職対象の自立支援サポート会議や地域包括

支援センター各部会、三島南地区介護支援専門員連絡会等は、感染対策のためリモートに

て開催し、在宅医療・介護連携推進事業においては、オンラインを用いた研修会及び会議

を開催した。 

   

「オンラインを活用した高齢者相談支援事業」 

  新型コロナ感染症の影響により対面接触ができない高齢者の家族等との相談対応及び

地域包括支援センター・病院・施設等間の協議や会議についてオンラインを介して実施す

るための環境整備及び通信料の支援を行った。 

 

【健康づくり課】 

「電子母子手帳「みしまっこ」テレビ電話機能拡充事業」 

  コロナ禍での三密を避けるため、電子母子手帳アプリに個別相談機能を設定した。 

 

【商工観光課】 

  市内事業者等が店舗等の魅力発信に繋げるため、ウェブ対応をスタートする際の登録 
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支援を行い、デジタル化を推進した。 

  さらに観光における新たな生活様式として感染リスク回避のため、多言語観光スマホ

サイトに観光スポットの混雑レーダーを搭載するほか、360 度カメラを利用した VR 動画

を制作し、YouTube で公開した。 

 

① 「ウェブ対応スタート支援事業」 

  市内事業者等が店舗等の魅力発信に繋げるため、ウェブ対応をスタートする際の登録

支援を行い、新しい生活様式の一環としてデジタル化を推進した。 

 

② 「観光スマホサイト混雑レーダー等追加事業」 

 感染リスク回避のため、多言語観光スマホサイトに観光スポットの混雑レーダーを搭載

するほか、360 度カメラを利用した VR 動画を制作し、YouTube で公開した。 

 

【市民課】 

  市民課窓口には窓口発券機受付機器の導入、非接触型 POS レジの購入を行い、またワ

ンストップ窓口事業を推進した。 

 

① 「非接触型レジ」の導入 

  手数料の支払いから、つり銭の返却まで、来庁者とレジ担当職員が直接金銭のやり取り

をすることがなくなり、接触機会の軽減等による感染防止効果があった 。 

 

② 「窓口発券機」の改修と「呼出し番号表示機」の増設 

 マイナンバーカード関連来庁者の誘導がスムーズに行われるようになったため、混雑

解消の効果があった。 

 

【政策企画課】 

「移住定住ホームページ作成業務」 

  コロナ禍において対面での相談などが実施できないため、移住に関する各種情報をき

め細かに、分かりやすく提供できるよう移住定住のホームページを再構築した。 

 

【健幸政策戦略室】 

「健幸 DX 推進事業」 

  スマートウエルネスみしまを推進するため、新たに健幸づくりアプリ「KENPOS」を

導入した。 

 

【楽寿園】 

「楽寿館内案内ビデオ放映事業」 

  楽寿館内ガイドツアー中止による代替措置として、楽寿館内案内ビデオ放映のための

ビデオ放映用棚及び DVD プレーヤーを導入し対応した。 
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第５章 その他の対応等 

 

１ 小・中学校における対応【学校教育課】 

 

 2020（令和２）年 2 月 27 日に開催された政府の新型コロナウイルス感染症対策本部に

おいて，感染の流行を早期に終息させるため，子供たちの健康・安全を第一に考え，感染

リスクに予め備える観点から，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校における全国

一斉の臨時休業を要請する方針が内閣総理大臣より示され、同年 3 月 2 日から臨時休業

が実施された。 

この臨時休業が実施されて以降、学校現場ではコロナ禍においても、子ども達の学びを

止めず、コロナ以前と同様の学校生活を過ごすことができるよう、教職員をはじめ、学校

関係者が一丸となって様々な対策を行った。 

 

 (1) 対応の経過  

  ① 2020（令和２）年 3 月から 5 月 「全国一斉臨時休業」 

    ・子ども達は学校に通うことが出来ず、友達とも会えずに自宅で過ごす。 

    ・卒業式や入学式、始業式等の学校行事は、各学校で規模の縮小や感染症対策を工夫      

して実施（運動場で入学式を実施した学校もあり）。 

    ・保護者が就業等により自宅に不在となる児童のため、放課後児童クラブは時間拡大      

や受入する児童の要件を緩和し、可能な限り開館に努める。 

 

 ② 2020（令和２）年 6 月から 「学校再開」 

   ・5 月末の分散登校を経て、学校が再開した。 

    ・マスク着用、手洗いやうがい等の対策をして、子ども達は友達と会い、給食を食べ、

少しずつ日常を取り戻し始めた。 

 

 ③ 2020（令和２）年 7 月から 8 月 「小中学校夏休み」 

   ・春の一斉臨時休業による学習の遅れを取り戻すため、夏休みを短縮した。子ども達

は猛暑の中、学校に通うものの、すでに普通教室へのエアコン設置が済んでおり、

影響を低減させることができた。 

 

  ④ 2020（令和２）年度の学校生活 

    ・コロナ禍の様々な制約を受けた中においても、各学校が工夫を凝らし、運動会や合      

唱コンクール、修学旅行等の学校行事を可能な限り実施した。 

 

 ⑤ 2021（令和 3）年２月から 「iPad の導入」 

   ・文部科学省のＧＩＧＡスクール構想の前倒しにより、市では小中学校の児童生徒へ

の１人１台端末の貸与と校内における学習系ネットワークの増強を進めた。非常

時においても子ども達の学びを保証するために、教職員が研修に取り組むととも



89 

に、様々な場面での活用を推進した。 

 

  ⑥ 2021（令和 3）年 8 月 20 日から 9 月 30 日 「緊急事態宣言発令下の対応」 

   ・デルタ株による感染拡大を受け、静岡県でも緊急事態宣言が発令され、やむを得ず

登校することのできない児童生徒が自宅から授業に参加できるよう、リアルとオ

ンラインを併用したハイブリット授業を実施した。 

 

 ⑦ 2022（令和 4）年 「学校活動の継続」 

  ・新型コロナウイルス感染者数は増減を繰り返しながら続き、三島市においても児

童・生徒の感染者がみられ、部分的な臨時休業や学級閉鎖を実施する学校も見られ

た。そのような中においても、新型コロナウイルス感染症対応マニュアルに基づき、

感染症対策を実施したうえで、学校の教育活動を継続した。 

 

 (2) 臨時休業の状況 

 

     ・2021（令和３）年 9 月        小学校 1 学年 計 3 日間 学年閉鎖 

   ・2022（令和４）年 1 月   小学校 3 学級 のべ 9 日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年２月  小学校 3 学級 のべ８日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年４月        小学校 ２学級 のべ３日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年５月        中学校 １学級 のべ４日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年７月        小学校 ３学級 のべ８日間 学級閉鎖 

              中学校 ３学級 のべ３日間 学級閉鎖 

     ・2022（令和４）年 10 月 中学校 １学級 のべ１日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年 11 月 小学校 ３学級 のべ５日間 学級閉鎖 

   ・2022（令和４）年 12 月 小学校 ５学級 のべ８日間 学級閉鎖 

              中学校 １学級 のべ２日間 学級閉鎖 

   ・2023（令和 5）年 1 月     小学校 ２学級 のべ６日間 学級閉鎖 
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２ 市議会における対策【議会事務局】 

  市議会では各派代表者会議及び議会運営委員会において協議の上、「議会としての新

型コロナウイルス感染症対策」として各種の対応策を取りまとめ、これを感染の拡大状

況等の社会情勢を踏まえて適宜改正していった。主な取組は以下のとおり。 

 

 ⑴ 議会の各種会議の運営における対策 

  ① 本会議や各委員会の会議などは中止せず、必要な対策を講じた上で実施するこ

とを基本方針とした。 

  ② 会議の開催場所について、三密を避ける観点から、なるべく広い会場での会議開

催が望ましいため、従来議長応接室で開催していた各派代表者会議などは常任委

員会室で開催することとした（令和２年４月から）。これは新型コロナウイルス感

染症が５類移行となった後も続けている。そのほか、従来常任委員会室で開催して

いた予算審査と決算審査の常任委員会は、議場で開催することとした（令和３年３

月から）。 

  ③ 会議の出席者について、なるべく少ない人数で会議を開催するため、一般質問に

おける市当局の出席者について、特別職と答弁予定のある部長級職員のみでよい

こととした（令和２年６月定例会及び同年１１月定例会以降）。これは新型コロナ

ウイルス感染症が５類移行となった後も続けている。また、令和２年５月開催の所

管事項説明のための常任委員会では、従来係長職以上の職員が出席していたが、部

長と課長のみの出席とした。そのほか、常任委員会の予算審査・決算審査において、

従来複数の課が同時に会議室に入ることがあったが、原則として１課ずつの入退

室に改めた。 

  ④ 一般質問について、令和２年６月定例会に限り、市当局の負担を軽減し新型コロ

ナウイルス感染症対策に注力しやすい環境を作ることと、感染拡大防止の観点か

ら開議時間を極力短縮することを目的に、発言時間を通常より１０分短縮し、答弁

を含めて４０分以内とした。また、演壇を使わず最初から質問席で発言することと

した。 

  ⑤ マスクの着用について、令和２年２月２８日より会議への参加者はマスクを着

用することとしたが、感染状況によって、発言の際はマスクを外してもよいとする

ほか、議長席及び演壇で発言する際に限ってマスクを外してもよいとしていた時

期もあった。なお、令和５年３月１３日からマスクの着用は各個人の判断によるこ

ととした。 

  ⑥ 議場や会議室の入口に消毒液を設置し、入室時に消毒を行うこととした（令和２

年４月から）。 

  ⑦ 会議の休憩時間中に窓を開けて換気を行うこととした（令和２年４月から）。 

  ⑧ 会議の休憩時間中にマイク等の消毒を行うこととした（令和２年４月から）。 

  ⑨ 議長席前にアクリル板を設置した（令和２年９月から令和５年３月まで）。 
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 ⑵ 傍聴に関する対策 

  ① 原則公開としている会議について、傍聴の禁止はしなかったが、感染状況等を鑑

み傍聴の自粛のお願いと、本会議のインターネット中継の利用の呼びかけを行っ

た（令和２年２月２８日から令和４年７月まで）。 

  ② 令和２年２月２８日から傍聴者にはマスク着用のお願いをした。また、令和２年

１２月から、マスクを着用されない方について、傍聴規則で規定される「傍聴席に

入ることができない者」に該当するものとして傍聴をお断りすることとしたが、実

際に傍聴をお断りするような例はなかった。令和５年３月１３日からマスクの着

用のお願いは行わないこととした。 

  ③ 傍聴席入口に消毒液を設置した（令和２年２月２８日から）。 

  ④ 傍聴者入口に体温計測カメラを設置した（令和３年９月から令和５年３月まで）。 

  ⑤ 議場の傍聴席について、１席ごとに間隔を空けて、定員を半数の１６人とした

（令和２年１２月から令和４年７月まで）。 

  ⑥ 常任委員会室の傍聴席について、定員を半数の３人とした（令和２年９月から令

和４年７月まで）。 

 

 ⑶ 市当局に対する要望 

① 令和２年４月２３日に、各会派から出された新型コロナウイルス感染症対策に関

する要望を取りまとめて、特に重要な４点に絞って議長から市長に要望書を提出し

た。要望項目は以下のとおり。 

・総合相談窓口の設置と積極的な情報提供 

・経済対策の強化 

・学校休業への対応 

・市職員の感染防止と危機管理体制 

  ② 令和２年１０月８日に、同年８月に開催した市内各種団体との意見交換会でい

ただいた新型コロナウイルス感染症対策に関する意見のうち、特に重要な７点に

ついて議長から市長に要望書を提出した。要望項目は以下のとおり。 

・三島駅北口広場バス・タクシー乗り合い所使用料の減免 

・防災訓練や居場所づくりなどの自治会活動ごとの指針やルールの明確化 

・新型コロナウイルス感染症に関する県、市、医師会の情報共有の推進 

・幼稚園、保育園及び認定こども園の現場職員へのＰＣＲ検査や処遇改善、園内で

の感染者発生時の対応方針を明確にするガイドラインの策定 

・高齢者施設及び障がい者施設に対する防護用品、衛生用品等の現物支援、医療・

検査体制に対する情報提供、施設内での感染者発生時の対応等を定めたガイドラ

インの策定 

・商店会街路灯電気料補助金の拡充 

・全業種を対象とするなど条件を緩和した市内中小企業者に対する新たな支援制度

の創設 

  ③ 令和４年５月２４日に、ロシアのウクライナ侵攻による原油価格等の高騰を受
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けて国が新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を拡充し、新たに「コ

ロナ禍における原油価格・物価高騰対応分」を創設したことを受け、市民及び事業

者への支援として特に重要と思われるものについて、議会としての要望を取りま

とめて議長から市長に提出した。要望項目は以下のとおり。 

   ・給食費の値上げ抑制と学校給食の質の低下防止に向けた支援の強化 

・これまでに充分な支援が行き届いていない中小企業・小規模事業者への支援の 

強化 

・公共交通事業者及び中小規模の運送業者等への支援の強化 

・農畜産業者への支援の強化 

 

 ⑷ その他の議会・議員活動における対策 

  ① 行政視察について、感染拡大状況を勘案して令和２年度と令和３年度は現地を

訪問する行政視察は行わなかった。また、令和３年１０月にＺｏｏｍを利用したオ

ンラインの視察を福祉教育委員会が行った。 

  ② 議会報告会について、感染拡大防止の観点から、令和２年度は市民を広く対象と

した対面式での報告会は開催せず、市内団体を対象として新型コロナウイルス感

染症対策をテーマに意見交換会形式で行った。令和３年度からは市内団体との意

見交換会形式に加え、市民向けにＹｏｕＴｕｂｅによる動画配信方式による議会

報告会を開催している。令和４年度は令和３年度の実施方法に加え、従来行ってい

た対面式での市民向けの議会報告会も再開した。 

  ③ 例年小中学校の卒業式、入学式に議員が来賓として出席していたが、令和２年３

月から令和４年４月までは出席を自粛した。このほか、例年各種のイベントや会議

に議長が来賓として出席していたが、令和２年から令和４年までは多くのイベン

トや会議が中止や書面開催となったため、これらへの出席が激減した。 

 

 ⑸ 議員等の感染時の対策 

   県が示す感染時の対応を基に、令和３年１月に「議員が新型コロナウイルスに感染

した場合等の対応基準」を定め、議員や同居家族が感染又は濃厚接触者になった場合

等の具体的な対応を定めた。この基準は県が示す感染時の対応の変更に合わせて随

時改定した。 

この基準において、議員に感染者が発生した際の公表手続きを規定していたことか

ら、令和４年２月と５月に議員が感染した際は、その旨を個人が特定できない形で公

表した。 
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３ 商工会議所における対策 

                三島商工会議所より資料提供 

 

 

三島商工会議所　新型コロナウイルス感染症対策
N0. 年(和暦) 月 類型 タイトル(20文字以下) 内容(１～３行程度) 備考

1 2 2 経営支援 事業継続力強化支援計画

令和元年度の小規模事業者支援法の改正に伴い、静岡県知事から事業継続力強化
支援計画の認定を受けた。本計画に基づき、職員の支援スキルのアップに努め、事業
者の新型コロナウイルス対策を加味したBCP計画の策定支援を進めた。

2 2 4 経営支援
専門家派遣事業

(市補助)

三島市の補助を受けて専門家派遣を実施した。「雇用保険助成金」申請方法、事業計
画策定方法に関する相談に社労士、診断士が対応した。R2年度は20社に対し33回の
派遣、。R3年度は18社に対し40回の派遣を実施した。

3 2 4 経営支援 マル経融資

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた三島市内の小規模事業者に対し、マル経融
資による資金繰り支援を行った。令和2年度で69件、529,300千円の貸付を斡旋した。例
年(平成30年度)に比べ、金額ベースで218%となった。

4 2 4 まちづくり 三島応縁飯

飲食店60店のテイクアウト商品を商工会議所ホームページ、Instagramで発信した。

5 2 5 経営支援 ＧＷ期間中の相談窓口

5月4日～6日のゴールデンウィーク期間中に経営指導員が、持続化給付金、休業補
償、融資、雇用調整助成金等、33件の相談に対応した。

6 2 5 経営支援
持続化補助金

コロナ特別対応型

従来から行われていた小規模事業者持続化補助金に「コロナ特別対応型」枠が設けら
れた。5回の公募に対し139件の申請を支援し、76件が採択された。 ～R2/12

7 2 5 経営支援
危機克服チャレンジ

事業費補助金

静岡県がコロナ禍で打撃を受けた中小企業・小規模事業者の新たなビジネスモデルへ
の挑戦を支援するため「危機克服チャレンジ支援事業費補助金」を創設した。3回の公
募に対し7件の申請を支援し、6件が採択された。

～R3/2

8 2 5 まちづくり
クラウドファンディング事業

みらい飯

新型コロナウイルス感染角地の影響により、地域のにぎわいや交流を支えてきた多くに
飲食店が経営悪化に直面し、運転資金の一部に充ててもらうようクラウドファンディング
を実施。目標額を大きく上回る3,027万円を集めた。

～R3/2

9 2 5 まちづくり
お家時間を楽しもう
「応縁袋」販売

三島市内店舗の選りすぐり商品を組合わせた「応縁袋」を販売した。注文は事前予約制
を取り入れ、商品の受け渡しは、3密を避けるために三島市施設の駐車場にてドライブス
ルー方式で行った。販売実績は1回目（5月）11商品927個、2回目（6月）12商品273個。

10 2 7 経営支援
経営相談体制強化

(日商委託)

日本商工会議所の委託を受け、各種補助金(ex.持続化補助金)申請等の相談対応を行
うため相談員（三島信用金庫OB)を配置した。Ｒ2年度は95件、R3年度は77件の相談対
応を行った。

～R4/1

11 2 8 経営支援
ウィズコロナ時代の
労務管理 冊子作成

コロナ禍における労務管理のポイントや今後想定される対応・取り組みをまとめた小冊
子を200部発行した。(希望に応じて窓口配布や郵送)

12 2 8 経営支援
オンライン経営相談窓口

(県補助)

静岡県の補助を受け、Zoomによるオンライン相談窓口を開設した。経営指導員や専門
家が遠隔・非接触で事業者からの経営相談に応じることが可能となった。令和2年度で
25件の相談対応を行った。

13 2 9 経営支援 個店魅力アップセミナー

飲食・観光業界向けにコロナ禍でもできる販売戦略や成功事例を学び、即実践につな
げ売上増加を図った。10名が受講した。

14 2 10 経営支援
タックス・オンデマンド事業

(日商委託)

会員限定で時間や場所を選ばず研修できるオンデマンド体制を整備した。「新型コロナ
ウイルス対策、従業員の雇用維持対策セミナー」「新型コロナウイルス対策の様々な支
援制度」等のコンテンツを配信した。

～R3/1

15 2 10 まちづくり
三島市プレミアム付
商品券発行事業

三島市の緊急経済対策として20%のプレミアムが上乗せされた商品券「あきんどくん元気
クーポン」を発行した。652店が参加した。 ～R3/2

16 2 12 経営支援
コロナ対策セミナー

(日商委託)

「コロナ禍で成果を上げるための接客・商談の進め方」というタイトルでセミナーを実施し
た。15名の参加者のうち、ZOOMで受講した方が10名であった。

17 3 1 まちづくり
三島応縁飯

みんなｄｅデリ弁

大型飲食施設18店ののデリバリー弁当の情報を取りまとめ、チラシ、商工会議所ホーム
ページ、SNS等に加え、主に企業向けに情報発信し注文を受け付けた。
注文実績は18店1,186個。

～R3/2

18 3 3 経営支援
一時・月次・事業復活支援金

の事前確認

国が予算措置した一時支援金・月次支援金・事業復活支援金について、受給希望者の
不正受給等を防ぐための事前確認を実施した。一時支援金については313件、月次支
援金については197件、事業復活支援金については486件の確認を行った。

～R4/6

19 3 4 まちづくり
オンラインショップ
みしま応縁袋事業

三島市内店舗の選りすぐり商品を組合わせた商品セットを「応縁袋」としてオンライン上
で販売した。販売実績は、第1回(5月）31商品241個、第2回(8月)35商品252個、第3回
38商品306個。

～R3/6

20 3 5 経営支援
持続化補助金

低感染リスク型ビジネス枠

令和2年度に実施した小規模事業者持続化補助金に「コロナ特別対応型」枠が改編さ
れ、「低感染リスク型ビジネス枠」が設けられた。6回の公募に対し40件の申請を支援し、
31件が採択された。

～R4/3

21 3 5 経営支援
中小企業デジタル化
業種転換等促進補助金

令和2年度に静岡県が実施した「危機克服チャレンジ支援事業費補助」に引き続き、令
和3年～4年度にかけて「中小企業デジタル化・業種転換等促進事業費補助金」が実施
された。5回の公募に対し16件の申請を支援し、10件が採択された。

～R4/7

22 3 5 まちづくり
オンラインｄｅテイクアウト

事業

飲食店にテイクアウト・デリバリーメニューアプリ「ｍｅｎｕ」した販促を促進し、注文すると
300円割引の特典が付いたキャンペーン事業を展開した。23店が参加した。 ～R4/1

23 3 5 経営支援 事業再構築補助金

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社
会の変化に対応するために中小企業等の事業再構築を支援する「事業再構築補助金」
について認定経営革新等支援機関として、計画策定支援や確認書発行等を行った。

24 3 9 会員サービス ワクチン職域接種

ワクチン接種を推進するため会員を対象に職域接種を三島市医師会の協力により三島
共立病院で実施。1回目2170名、2回目2156名が接種した。また令和4年6月には3回目
のワクチン接種を実施。748名が接種した。

～R4/6

25 3 11 まちづくり
リモート版

みしまなりわい体験塾

お店のなりわいを実店舗での体験に加えて、自宅に居ながらお店のコト体験ができるハ
イブリッド版として開催した。11店の15講座に56名が参加した。
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第６章 市職員の奮闘記集  

  ※ 新型コロナウイルス感染症に対応した当時の所属及び役職を記載 

① 新型コロナウイルス感染症対策室 室長 山口 誠 （令和２年～４年度に担当） 

自身が令和 2 年 4 月に広報情報課に異動となったころ、国では新型コロナウイルス感

染症による緊急事態宣言が発出され、同時に「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」

閣議決定の情報が流れてきた。記憶が定かではないが、4 月中旬に当時の杉山企画戦略部

長から、平成 21 年のリーマンショック後の緊急経済対策「定額給付金」対策室に参加し

ていたことから、今回の対策室の兼務を受けてほしいとの要請があり、4 月 27 日に兼務

辞令をいただいた。 

新型コロナウイルス感染症対策室は、企画戦略部直下に置かれ、各部署から兼務にて

14 名が配属され、当初のメンバーは感染症発生時対策本部、特別定額給付金給付及び中

小企業応援金給付の対応をとる体制をとった。 

 

まず初めに必要となったのは、感染予防のため市民との対面ではなく、電話等での対応

を基本にすることであった。そのため、各課の理解と協力をいただき本庁舎３階の第一会

議室を借り、新型コロナウイルス感染症対策室の業務の運用を開始、同時にコールセンタ

ーを設置し特別定額給付金や感染症等に関する電話やメールでの対応を行った。また、中

小企業者等応援補助金関係は、商工観光課とのつながりが深いため大社町別館１階の災

害対策本部室を借り、新型コロナウイルス感染症関連業務の運用を行った。 

当初、特別定額給付金に関する給付受付システム及び PC 等の電子機器の用意、申請書

の作成、送付用及び返信用封筒等の調達が必要となったが、とにかく時間が不足していた

上に、上層部からは早期の給付を目指すようにとの指示を受けた。平成 21 年の給付金シ

ステムは、時の流れから陳腐化により使用ができず、システム委託会社との丁々発止のや

り取りもあったが、なんとか５月上旬には給付金対応のシステムを用意することができ

た。申請書の折り込みや案内資料の封入封緘作業を各課職員の流動による協力も得られ、

5 月中旬には郵送を完了した。また、当対策室の杉山主査が静岡電子申請システムを使用

した仕組みを用意したことにより早期の申請を受け付けることが可能となった。 

特別定額給付金事業においては、新たなシステム機能として「RPA（ロボティック・プ

ロセス・オートメーション）」などの仕組みを導入し、作業の省力化をすることができた

が、特別定額給付金給付当時においては、マイナンバーカードの普及や電子申請利用状況

が低調なままであり、郵送での申請がメインであったため、ヒューマンエラーも少なから

ず発生し、給付が遅れ、市民の皆様にご迷惑をおかけした部分もあった。市民の皆さまか

らお叱りの電話やメールも多数いただいたが、時にはお礼の手紙やメールもいただき、心

が和むこともあった。また、特別定額給付金の申請期間終盤には、未申請の単身世帯や高

齢者世帯などへ直接出向いて申請を促すことも行ったが、「詐欺では？」と疑われること

もあり、今後のためにも何か違う方策を見つけなければと感じた。 

なお、約５カ月間続いた特別定額給付金事業は、新たな仕組みを取り入れた結果を残し、
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109,056 人（99.8％）に給付を完了したが、市民の生活をどのように潤せたのかは疑問が

残った。 

また、中小企業者等応援補助金関係は、当初の配属に兼務職員３名を増員し、令和２年

７月１日から９月 30 日までの申請受付を行い、131 件への補助金を給付した。 

 

次に感染症対策においては、令和 2 年 5 月に市内で初めての感染者が見つかり、コー

ルセンターには、お怒り口調の多数の問合せ電話が入ったが、当対策室において感染の詳

細情報は掴んでおらず「わかりません」の情報を繰り返し答えるだけであった。市内にお

いて 8 月に 2 例目、9 月に 3 例目、11 月に保育園関係者、12 月にクラスターの発生があ

ったが、感染症予防を呼びかける対策のみの状況であった。 

また厚生労働省において、令和 2 年 10 月 23 日付け事務連絡「新型コロナウイルスワ

クチン接種体制確保事業に係る留意事項について」資料や令和 2 年 12 月 18 日 Zoom に

て開催の「新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業に関する自治体向け説明会」に

参加したが、“シリンジ”などの言葉も初めて耳にしたように、自身の感染症等に関する知

識があまりにもない状態であった。また、給付金給付事業が完了し、自身の役目も終わっ

たと勝手に解釈していたことにより健康づくり課における「予防接種チーム」に頼る状況

となり、かつ本業の情報システム係の業務も滞っていたこと、更に政府が打ち出した「住

民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」対応で福祉総務課兼務を命じられたこと等、

一時、新型コロナウイルス感染症対策室から足が遠のいたことがあった。 

しかしながら、健康づくり課の「予防接種チーム」において着々とワクチン接種の方向

性が整い始め、令和 3 年 3 月に行われた錦田小学校でのワクチン接種シミュレーション

「三島モデル」の実施及び 4 月の市内医療従事関係者へのワクチン接種へ参加したこと

により、「やらねばいけない」と感じるようになった。 

令和 3 年 6 月から、各小学校での集団接種が始まり、私自身は「錦田小学校」の担当

となり、初回は必要書類を運び忘れるなどの失敗もあり、反省することが多々あった上

に、錦田小学校体育館は他校の体育館と違い、２階が集団接種会場であったことにより、

車いす使用の方や階段を利用できない方などが１階の狭い部屋で接種を待つこととなり、

接種担当の医師には、蒸し暑い中、何度も１階２階の往復をしていただき誠に頭が下がる

思いであった。集団接種会場では、市民から「親切丁寧な対応してもらって、よかったよ。」

など、ありがたい言葉を何度かいただいた。 

その後、ワクチン接種は市内医療機関における個別接種をメインに委ねられたが、３回

目以降の接種については国の方針が、ぎりぎりまで示されないなど、振り回された感が否

めなかった。しかし、国が打ち出した事業に対し、その時々に医師・看護師等の皆さま、

各部署の職員の皆さまのお力添えにより難局を乗り越えられたと感謝の念に堪えない。 

 

また、令和３年８月８日には、静岡県が「まん延防止等重点措置区域」に追加され、県

の監視巡回の準備が間に合わないこともあり、５日間ほどではあったが、当対策室及び産

業文化部の協力職員にて、夜間 20 時から 21 時に市内飲食店の状況確認で巡回した。当

時市内の状況は、飲食店の電気が消え、歩く人も車もまばらで人の声もほとんどない状態
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で街全体が死んでしまったようであり、巡回時に「この状況がいつまで続くのか、楽しい

お酒を飲んで騒いでの昔のように戻ることは、いつになるのか。」と不安になったことを

思い出す。 

 

現在、感染が収束したわけではないが、2 年連続で中止となった「三嶋大祭り」が令和

4 年 8 月に感染対策を施して開催され、自身が祭りに参加して感じたことは、大勢の人々

が一方通行を守って、決められた場所で飲食をして、しゃぎりの勇壮な音が聞こえた「祭

り」の光景をみて、「皆さんの抑制された生活が、少しでも発散。心底、祭りに飢えてい

た。」と感じた。開催について反対の声も多数あった状況において、開催決定を判断して

いただいた関係者の皆さまの決断には感謝の念に堪えない。最近では、少しずつ街中を歩

く人も増え、他県ナンバーの車も多数見かけるようになり、市内全体においてコロナ前以

上の活気が戻ることを願っている。 

 

 

② 危機管理課 危機対応係長 大橋 慎一 （令和２年～４年度に担当） 

● 新型コロナウイルス感染症対策本部会議等による情報共有・意思決定 

 

初期段階における情報共有体制 

 中国武漢市において、新型コロナウイルス関連肺炎が発生して以降、関係部署による必

要な情報共有を早期の段階から開始した。副市長をトップとする「新型コロナウイルス感

染症対策連絡会」を随時開催し、厚生労働省からの情報等をはじめ、静岡県の対応等の情

報を庁内関係部署で共有するとともに、市の対応についても早期に協議を開始した。 

 

市対策本部の設置 

 令和 2 年 2 月 27 日開催の部長会議において、「三島市新型インフルエンザ等対策行動

計画」を準用し、市長を本部長とする「三島市新型コロナウイルス感染症対策本部」を設

置することを決定した。同日、第 1 回本部会議を開催し、新型コロナウイルスによる健康

被害や生活への影響を最小限に抑えるための対策を定めた、「三島市新型コロナウイルス

感染症対策」を審議し、決定した。 

 その後、国が緊急事態宣言を行った際には、対策本部を新型インフルエンザ等対策特別

措置法第 34 条に基づくものに位置づけることとした。 

 第 1 回本部会議以降、令和 5 年 5 月 10 日までに延べ 28 回の会議を開催し、市の対応

方針や施設の休館、主催事業の中止・延期等について協議するとともに、市内の陽性者発

生状況等の情報共有を行った。 

 感染拡大初期の段階にあっては、感染症に関する情報や知見が不足する状況であった

が、早期に対策本部を設置したことにより、市長のリーダーシップのもと対策本部会議内

で速やかに市の対応方針等を決定することができ、対策本部の決定事項は庁内イントラ

ネットシステムにより、全庁的な情報共有が図られたと考えられる。 
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 一方、市の対応方針等の決定にあたっては、国の基本的対処方針を踏まえた県の対応方

針の決定を待つ必要があったが、県の方針の決定から市の対策本部会議開催までの限ら

れた時間的制約の中で、資料作成、取りまとめを行う必要があった。特に、法律に基づき

知事の権限で行われる休業・営業時間短縮要請については、市に対する事前の情報提供が

乏しかったことから、要請内容の関係部署内での情報共有、関係団体・事業者への情報伝

達に非常に苦慮した。次なる感染拡大や新たな感染症の発生に備え、限られた時間の中

で、国及び県の方針等を速やかに情報共有できる仕組みの構築が求められる。 

 

 

③ 健康推進部 参事 兼 健康づくり課 課長 水口 国康 （令和３年度に担当） 

 

● コロナワクチン接種に従事した１年間を振り返って 

 

前置き・・・本稿作成のスタンス 

新型コロナウイルス感染症対策として三島市が実施したことを取りまとめた冊子を作

成するにあたり、実際に業務に従事した職員の生の声も掲載するとのことで、原稿作成を

求められた。私の従事期間はわずか１年であり、内容もワクチン接種業務のみであったが

感想などを書かせていただく。 

ただし、ワクチン業務については、既に三島市と三島市医師会によって令和 5 年 3 月

に刊行された「新型コロナウイルス感染症と予防接種への対応 記録と検証」で詳述され

ているので、なるべく重複を避け、観点を変えるよう心がけたので、市が取り組んだ記録

としてはそぐわない部分もあるかもしれないがご容赦いただきたい。 

 

初めてのワクチン対策会議に出席して 

私は令和 3 年 3 月に、健康推進部参事の肩書で、健康づくり課長、健幸政策戦略室長、

及び企画戦略部新型コロナウイルス感染症対策室副参事の内示をいただいた。席は保健

センターの 1 階である。健康づくり課への配属は初めてであることに加え、当課は専門

的知識が必要な多くの業務を保健師等が行っており大変な部署という認識があったので、

関係業務の勉強をしなければならないと思っていたところ、着任前の 3 月 26 日に顔合わ

せの意味で夜のコロナワクチン対策会議に出席したことで、その余裕がまったく無くな

ってしまった。 

この会議はワクチンチームの本部である保健センター２階で毎週行われており、三島

市医師会からの感染症担当医師と、コロナワクチンチームとして兼務になっている保健

師や市役所各課の職員 10 数人が集まってワクチン接種の検討をするもので、この頃は海

外の一部の国ではかなり接種が進んでおり、国内でも 2 月中旬から一部の医療従事者へ

の接種が始まり、大半の国民が一刻も早くワクチンを打ちたいと願っている時期であっ

た。 

国は可能な限り早期に接種するよう自治体に再三要請しており、市としてどうすれば

市民に早く安全に接種できるか、12 月から検討してきた方策を具体化している段階であ
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ったが、国からの情報が少なく、ワクチンがいつどの程度届くかも分からず、決めなけれ

ばならないことや課題が山積で、ワクチン接種が喫緊の業務であり、健康づくり課の通常

業務については優先度をつけて対応せざるを得なかった。 

 

高齢者へのワクチン接種方針と接種開始時期 

この時、既に三島市では医療従事者への接種を 4 月下旬から主に集団接種で実施し、

高齢者施設入所者は各施設で 5 月上旬から開始し、ボリュームゾーンとなる 65 歳以上の

高齢者は 6 月上旬から集団接種で実施する方針が決まっていた。集団接種は高齢者がで

きるだけ近所で受けられるよう、市内全小学校の体育館を会場に、三島モデルで実施する

こととなっていた。 

つまり、4 月時点で圧倒的に不足するワクチンを、三島市はクラスターリスクの高い施

設入所者に先に使用し、一般高齢者はワクチンが一定数確保できる時期に実施するとい

う理にかなった方針であった。しかし、これにより、一般高齢者接種の開始時期としては

遅くなり、4 月 16 日付けの静岡新聞に、県内全市町の高齢者接種の開始時期一覧が掲載

されたが、5 月中に接種が開始できなかった市町は三島市だけであった。 

当然反響は大きく、それまでも市民から毎日たくさん来ていた問合わせの電話やメー

ルが過激な内容になり、大変強い口調での苦情を沢山いただくこととなった。納得しても

らえず、苦情 1 件で 30 分以上受けることも多かった。 

 

三島にワクチンが来た 

そのように多くの市民が求めているワクチンとはどんなものだろうか？既に保健セン

ターにディープフリーザーが２つ配置され、配線工事も終了しマイナス 75 度に保たれて

いたところ、4 月 14 日に初めてワクチンが三島に届いた。 

私は、映画の一場面、極低温で管理されるウイルスを、白く濁る空気の中、分厚い手袋

で扱う物々しいイメージ持っていたところ、実際に大きなディープフリーザーの一番底

に小さな箱が１つ、菓子箱のように鎮座していたのを見た時は、こんなものかと拍子抜け

して思わず笑ってしまったのを覚えている。 

 

接種券の発送と接種開始時期の前倒し 

4 月 23 日に、65 歳以上の高齢者 33,334 人に接種券を一斉に発送し、5 月 7 日（金）

から１回目接種のみを予約できるようにしたところ、奇しくも同日に首相から「高齢者接

種を 7 月末までに完了させる」旨の発言があった。 

この頃、三島市では 9 月までに高齢者接種を完了させる計画であり、これでも人的資

源やワクチン・会場等の物的資源を可能な限り確保し、三島市医師会や関係者と協議の上

決定したものであったため、当初、職員は 7 月までの完了は無理だろうと思っていた。 

しかし、ワクチン配布量がはっきりしない状況であるにも関わらず、県からは進捗状況

や完了見込みの調査が毎週のように行われるとともに、テレビや新聞等では県内市町の

完了見込み時期の一覧表や、完了見込み時期で色分けした地図が示されるなど、各市町は

色々な場面で競争を強いられ、かなり無理をして前倒しを進めることになった。 



99 

三島市でも各種関係機関等になんとかお願いし、集団接種の枠を増やすとともに、市内

５病院の協力を得て、個別接種が実施される運びとなり、5 月 17 日の市議会で 9 月まで

掛かると答弁した接種完了時期を、5 月 28 日の記者会見では「７月末までに概ね完了す

る」と答えられるまでに前寄せすることができた。 

 

接種予約の一斉開始と大混乱 

さて、高齢者が待ちに待った予約開始日である 5 月 7 日（金）が来た。先行して予約

が行われていた全国の状況はどこも大混乱したことが報道されていたため、電話とネッ

トと LINE の３種類の予約方法を用意し、聴覚や言語発声に障害を抱える方には FAX で

送ってもらい職員が予約を取るという体制も整えた。また、電話予約のコールセンターは

近隣市町より若干多く回線を確保するとともに、「お助け隊」を配置し、スマホでの予約

が苦手な高齢者を支援していただいた。 

しかし、と言うか予想通り三島市でも大混乱となった。健康づくり課とその 2 階のコ

ロナ室は「コールセンターに電話がつながらない」「ネット予約ができない」等の苦情の

電話が鳴りっぱなしで、通常の業務ができず、市役所の代表電話もつながらず、つながっ

たとしても取継ぎ先がないという状況が続いた。パソコンでインターネットエクスプロ

ーラーを使った場合は予約できないということを市もこの時初めて知った。17,640 回分

の予約枠が一杯になったのは、翌 8 日（土）16:30 で、正直、初日だけで一杯にならなく

てよかったと感じた。 

翌々日の月曜日以降も「100 回以上電話予約を掛けたがつながらず、受付終了時刻にな

った」等の苦情が続いた。やはり、スピーディーで夜中でも可能なネット予約がほとんど

を占め、電話予約しかできない方には大変申し訳なかった。 

３週間後に接種する２回目の予約でも同じ状況に陥る訳にはいかないので、急遽、２回

目は市が会場と日時を指定することにした。システムへの大量の 2 回目の予約入力は機

械的な反映ができず、職員が手作業で行った。5 月下旬に２回目接種日時・会場を記載し

た葉書を出し、都合の悪い人は電話をしてもらうこととした。会場の都合で、2 回目が 4

週間後や 5 週間後に割り当てられた人から多くの苦情があったが、事情を説明して何と

か納得していただいた。 

 

反省とその後の改善 

次からの予約開始時は、対面での予約ができる窓口を設置するとともに、１回目同様、

お助け隊に活躍していただいた。お助け隊の中には、何人もの高齢者宅に伺って操作を教

えてくれた民生委員さんもいたと伺っており、大変感謝している。コールセンターの回線

数も費用をかけ、急遽増やしてもらった。この時期のコロナ業務はスピードと安全と高齢

者の負担軽減が最優先だったので仕方がなかった。この対面窓口の設置は職員の流動も

増え大変であったが、比較的スムーズにいったため、基本的に後々まで続くこととなっ

た。 

接種券の送り方については、予約枠が不足しており、誰もが接種したいと思っている状

況で、対象者全員に一斉に接種券や通知を出すととんでもない混乱を招くことが身に染
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みたので、以後は、ワクチンの見込み量と予約状況を見て、予約枠を少しずつ開きながら

年齢が高い順に接種券等を送ることとなった。また、1、２回目接種については、３週間

空けてのセットになるので、今回のことを教訓に、次の予約からは２回セットでの予約方

法へと変更した。 

接種券は接種対象年齢が示される前に印刷したため、0 歳からの全市民分を印刷済で、

生年月日順に並べてあった。しかし、基礎疾患のある方を優先に接種してもらう必要があ

るため、障害者手帳を持つ人等の接種券を抜き出して先に送付したかったのだが、個人情

報保護の制限で、ワクチンチームの職員は障がい者情報をもらうことができず、個人情報

保護審議会に諮る時間的余裕もなかったため、障がい福祉課の職員に土日（ちょうど県知

事選挙投票日で職員が手薄）に封入作業をしてもらい 1,623 人に接種券を送付してもら

った。私としては、コロナを災害と考え緊急的措置としてワクチン担当が取り扱うことを

認めてもらいたかったところである。 

 

体育館での集団接種が始まった 

いよいよ 6 月 2 日、高齢者への集団接種が三島モデルでスタートした。4 月の医療従事

者の接種時に練習し、従事者を増やすなど改善をしておいたため、接種自体はスムーズに

いった。 

ただし、予約時間は 15 分ごとに区切っていたところ、高齢者は時間に余裕を持ち過ぎ

る方が多く、中には 1 時間以上前から会場に来る人もおり、当初は会場入口が大変混雑

し、整理が大変であった。そのうちに、早く来ても早く接種できるわけではないことが周

知されたためか、次第に落ち着いていった。 

三島モデルについては、既刊の「～記録と検証」に記載があるため、詳細はそちらをご

覧いただきたいが、医師会の担当医師と検討する中で、ゲームのドラゴンクエストの主人

公が壁に囲まれている状況からヒントを得て、パーティションで囲う案が出たと聞いて

いる。普通のパーティションでは費用が高すぎる上、重くて大量には扱えないので困って

いたところ、丁度良い大きさのダンボールを作ってくれる企業が近くにあり解決するこ

とができた。 

この三島モデルは、高齢者が歩く距離を極力減らすことで、転倒リスクの低減や時間短

縮、ミス防止、感染対策等を狙いとするもので、実際その効果は高かったと考えている。

先行していた他市の接種時のインタビューで、周囲の人に肌を見せたくないという女性

もいたので、それにも対応できたことになる。 

この集団接種は週４日実施し、最大１日 6 会場、合計で 1 日 1,500 人以上接種した。

この規模は、当時としては、ちょっとした大規模接種会場に匹敵する人数であり、6 月 7

日からは病院での個別接種も加わり、猛烈な勢いで接種率を上げることができた。また、

時間とともに医師や従事者も慣れ、接種スピードが上がり、1 日の接種可能人数を増やす

ことができていった。 

 

暑さと従事者の努力 

しかし、その反面、集団接種は朝早くに必要機材を運び込んで会場設営し、夕方には撤
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去するという大変な作業を毎回行う必要があり、安全な接種のために多くのスタッフが

必要で、職員の流動や民間事業者も含めた人材確保、そして付随する業務が膨大で、全て

の業務が初めてのことで非常に大変であった。また、6 月 7 月の体育館はとんでもなく暑

く、従事者にとって過酷な環境であった。接種を受ける人は滞在時間が 30 分程度で済む

が、従事者は 1 日中である。医師には保冷剤を体に巻いて接種していただいた。 

保健師や担当者も前日の夜の多くの機材の準備が大変で、準備不足で忘れ物があると、

土日は皆接種会場に出払っていて保健センターにいる職員も１～２名なので、問合せ対

応で不在にできず大変困ったことになる。やはり人が常に不足していた。 

ファイザー製ワクチンは扱いが難しく、解凍してから２時間以内に希釈し、６時間以内

に使用しなければならず、再凍結不可である。1 本たりとも無駄にしないよう、体育館で

のワクチンの減り具合を見ながら早めに解凍しなければならないうえ、体育館でのワク

チン希釈の時間に追われ保健師等はてんてこ舞いであった。従事した方は皆、暑い時期の

体育館でのこの体制での実施は二度とやりたくないと思っているはずである。従事して

いただいた医師や薬剤師等の専門職の皆様、市職員には心から感謝している。 

 

接種会場でのホッとするエピソード 

このように体育館での接種は大変な業務であったが、今となっては面白い出来事、向山

小学校での弁当事件を１つ紹介させていただく。 

集団接種に医師会から派遣された医師や看護師等の従事者の弁当は、医師会が費用を

出していたが、発注や管理は会場に従事していた市職員が行っていた。ある日、配達され

た弁当を体育館の舞台上ではなく、隅の床の上に置いておき、昼食時間になり開けたとこ

ろ、１０個ほどの弁当全てに蟻がたくさん入っていて、食べられる状態ではなかった。 

医師の先生方は、蟻じゃしょうがない、と笑って許してくれて、各自外へ食べに行って

いただいた。先生方には、余剰接種等の際に先生からアイスクリーム等の差し入れをいた

だくこともあり、普段からの顔の見える関係、信頼関係があってのことだと感謝してい

る。 

 

ドライブスルー接種 

集団接種では、体育館の中に来られない人を対象に、屋外で車に乗ったまま接種できる

ドライブスルー接種も行った。施設入所者や在宅医療を受けている人には医師が訪問し

て接種していたが、体は不自由だが何とか外に出られる人には良い方法であった。 

対象者には、主にケアマネジャーさんから案内をしていただいた。ドライブスルーは何

回か実施したが、ひどい雨に降られることはほとんどなくラッキーであった。 

 

余剰ワクチンによる接種 

ファイザー製ワクチンは１バイアルで６回（当初は 5 回であったが途中から変更され

た）接種でき、集団接種では必ず欠席者が出るため、毎回余剰ワクチンが発生する。 

これを無駄にしないよう国から指示があったとともに、エッセンシャルワーカーや各

種団体等から優先接種を受けたい旨の要望が多数出ていたため、一石二鳥ということで、



102 

この余剰を使うこととした。優先順位を決めリスト化し、集団接種終了後に電話連絡し直

ぐに保健センターに来てもらい、そこに医師やスタッフ、各会場からの余剰ワクチンを集

め接種することになった。 

ただし、余剰ワクチンは、全ての会場の接種が終わるまで数が判明しなかったので、分

かったら直ぐに、手分けしてリスト掲載者に順番に電話をかけまくることになったが、つ

ながらない人も多く非効率的なことも多かった。 

ワクチンに余裕が出てきた頃になると、エッセンシャルワーカーに早く接種するため、

余剰接種と言いながら、新しいバイアルを開けて接種するようになった。また、ファイザ

ー製ワクチンは、希釈してから 6 時間以内に使用しなければならず、解凍後は振動を与

えてはならないとされていたため、保健センターへの運搬はスピーディーかつ慎重に行

うことが求められた。 

 余剰接種者リストには、学校の先生も入っていたので、体育館での接種の際に学校の先

生も一緒に接種してもらうなどの工夫も必要であった。 

 

ワクチンが足りない・・・個人医院での個別接種の頓挫と予約の中止 

接種を更に加速するため、個人医院で個別接種をしてもらえるよう、６月２３日に市内

医院の先生方に集まってもらい、説明会を開催し、希望調査を実施した。協力できるとい

う 30 近い医院から、何曜日に何人接種できるか等の情報をいただいた。 

しかしワクチンが確保できず、これが無駄になってしまった。ワクチン量の確保見込み

があって初めて予約枠を設定し、その接種に従事する必要な医師・スタッフ等の配置が決

められ、予約も開始できるが、国に 20 箱を要求していたところ６箱しか来ないことが判

明した。せっかくご協力をいただいたのに白紙に戻させていただき大変申し訳なかった。

お詫び文を出させていただいた。 

また、市民の予約も 7 月 2 日（金）に急遽ストップし、すぐ報道依頼をした。国やメデ

ィアからなぜ止めたのか問合せがあり、三島市議会の会派代表にも説明したが、ワクチン

の配分は接種の進んだ市町に優先して配布されており、三島市は大量に接種を進めてい

る割には当初ワクチンが不足していた。 

その理由が、接種してもＶＲＳという接種記録システムに入力されなければ接種済に

計算されず、そのためワクチンも十分に来なかった。これが判明してからは、溜まってい

た入力を数日で処理するよう流動職員に従事してもらうとともに、各医療機関等に接種

したら直ぐ入力をするよう依頼した。 

 

保健師の前向きな姿勢 

予約を止めた翌日 7 月 3 日（土）は熱海市で痛ましい伊豆山土石流災害が起きた日で、

私は保健センターでそのニュースを知った。その後、保健師には、災害対応として毎日１

人ずつ熱海に応援に行っていただいた。 

当時の健康づくり課はワクチン業務を兼務している職員が多く、本来の通常業務まで

手が回らなかったため、各種健康づくり事業や法定ではない２歳児健診、パパママセミナ

ー、食育関連事業、その他各種啓発事業など、必須事業以外は業務を中止したり、開催回
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数を減らすなどの対応をせざるを得ない大変な状況であった。 

そのような忙しい状況にも拘わらず、その後、業務が逼迫した東部保健所への応援派遣

についても率先して手を挙げていただいた。職員のそのバイタリティーと前向きな考え

方に驚くとともに感謝している。 

 

子どもへの接種と市民のご協力 

8 月９月は暑さのため体育館での接種は不可能と判断し、集団接種は生涯学習センター

や公民館等のエアコンが効く施設での接種とした。その接種会場の確保については、どの

程度の人数が接種を受けるか不明であったため、多くの施設で長期間市民の予約を制限

させてもらったり、市民団体が既に予約してあった会場を、後からワクチン会場として使

用させていただくこととなり、移動してもらった。ご迷惑をお掛けしてしまい申し訳なか

った。 

大人の接種対象年齢が下がっていくとともに、12 歳～18 歳の接種も行われることにな

ったが、この頃の感染状況は 8 月 20 日から 9 月３０日まで緊急事態宣言が出される状況

で、対象者 7,100 人に対し、最初の 8 月 19 日からの 3 日間の予約枠は 240 人分しかな

く、一瞬で一杯になった。当然多くの苦情をいただいたが、親たちはスマホを使っている

世代であることと、毎週予約枠が追加されるという情報を提供できたことで大きな混乱

はなく、その後、多くの小児科医院にご協力をいただき、毎週 700 人程が受けられるよ

うになった。 

市民へご迷惑をかけた例としては、予約済の日時・会場を変更していただいたことが何

回かあった。前述のワクチンが不足した際と、逆にワクチンや予約枠不足が概ね解消され

た 9 月下旬以降、予約枠に空きが出てスカスカになった枠を詰める必要が生じた。電話

やメールで説明して 90 人に納得してもらい、電話が通じない 40 人には手紙を出して変

更させてもらった。その後約 400 人に異動していただいたこともあった。ご協力いただ

いた市民の皆様にはお礼を申し上げたい。 

また、一度は白紙に戻させていただいた小児科以外の個人医院での個別接種を 10 月か

ら始めていただいたおかげで、公民館等での集団接種は一旦秋で終了することができた。 

 

高齢者への 3回目接種 

令和 4 年 2 月からの高齢者の 3 回目接種では、公民館等での集団接種を再開するとと

もに、かかり付けの先生に接種してもらえることとなった。高齢者なので、対面での予約

窓口を１か所増やし５か所に設置した。 

この３回目接種の際も、国が当初は 2 回目接種から 8 ケ月経過後に 3 回目が接種でき

るとしていたところ、急遽 6 ケ月後に接種できることに変更され、ここでも自治体は翻

弄された。 

その頃になって初めて 1、2 回目の接種を受ける気になった方等も一定数いるため、保

健センターで定期的に接種を継続することとなったが、ほとんどが病院や医院での個別

接種となり、市の労力が大幅に軽減され大変助かることになった。私が従事していたの

は、この高齢者への３回目接種が終わりかけた令和 4 年 3 月までである。 
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複雑であった仕組みや手続きへの思い 

その他、記憶に残った大変困ったトラブルの一つとして、医療機関でのワクチン接種に

係る諸経費が請求対象となるか否かが不明確であったことが挙げられる。ワクチン接種

の契約方法や実施方法の仕組みは大変複雑で、当市の体制も効率的な登録状況ではなか

ったことが後に判明したが、当初国が示したマニュアルやＱＡは精度が低く、解釈の幅が

広かった。 

自治体としては、国には最初からきちんとした要綱を示してほしいところだが、国も初

めてのことで短期間に手探りで進めてきたので仕方がなかったと思っている。また、当

時、マイナンバーカードはあまり普及していなかったが、マイナンバー自体は全国民に割

り振われていたので、緊急事態として、積極的に使用して効率的に接種を進めるべきだっ

たということと、仕組みや手続きをもっと単純にしてもらいたかったと感じている。 

 

定期発行である広報みしまの制約 

また、今回は、市民への情報提供、特にネットを見ない高齢者へのタイムリーな情報提

供が大変難しかった。高齢者への情報提供は広報みしまが主になるため、最初の頃は毎号

１、２ページ目にワクチン関連掲載用のスペースを確保していただいていたが、国が方針

を頻繁に変えたことや、ワクチンの見込みが不確実だったこと、接種関連業務が混乱した

こと等により、広報に掲載した後に実施方法等を変えたことが度々あり、次号で訂正記事

を載せたこともあった。 

そのうち細かい内容は載せることができなくなり、「詳細はホームページをご覧くださ

い」や、あらかじめ「接種方法等は変更になることがあります」という文章も載せるよう

になった。ＤＸを進めようという現代に月１回～２回発行の紙媒体を自治会の皆さんに

配っていただいている広報紙に迅速な情報提供を求めることは難しいことを痛感した。 

 

しっかりした組織体制の必要性 

以上のように、原稿作成依頼が感想で良いとのことだったので、記憶に残っていること

を思い出すままに書かせていただいた。これを読むと私が色々やったように思われるか

もしれないが、私が全体の指揮を取れた訳ではなく、そもそも接種業務に直接は従事して

おらず三島モデルでのブース設営も 5 回程携わったのみである。 

コロナウイルス感染症対策室の職員全員が兼務であったため、その中のワクチンチー

ムも兼務職員だけであった。県や他市では課や専任の係を年度途中から作ったところも

あり、当市もせめて１人は専任の職員が配置され、その職員が指揮を取れる体制が必要で

あったと感じている。そのような指揮命令系統が不明確な中、関係業務は苦労しながら担

当職員が全て進めてくれたことに感謝している。 

 

終わりに 

また、私もワクチン業務については、なるべく全体を把握しようと努めてはいたが、

様々なことが同時並行で行われ、一度決めた方針も頻繁に変更されたこともあり、把握で

きないことも多かった。 
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そのため、本来ならここに書くべき多くの事、例えば、三島市医師会に実施していただ

いたＰＣＲ検査のことやピーク時に歯科医の先生方に接種していただいたこと、高齢者

施設・障害者施設等での接種、ご協力いただいた民間事業者のこと、病院・医院への毎朝

のワクチン配達、基礎疾患のある方の申請による接種券郵送、異物混入が確認されたワク

チンと同じロットのワクチンが市内病院に配達されていることが分かった際の対応、国

県とのやりとり等は載せておらず、私が知らない苦労話やエピソードも各担当は山ほど

あると思われるが、ここには記載することができなかった。  

また、今は令和 5 年 4 月中旬でコロナ業務から離れ１年余りが経過しており、その間

の出来事も入っていない。何とぞご理解いただきたい。 

 

収束への希望とお礼 

さて、5 月 8 日からコロナも 5 類に変更され、マスクも更に自由になっていく。市民も

報道関係者もワクチンへの興味はかなり減ったようであるが、今年もワクチンは春接種

と秋接種が予定されているところ、この 4 月からワクチンチームは無くなり、感染症・保

健衛生係が通常業務の中で接種を進めていくこととなった。 

是非この体制のままでワクチンを進められるよう、このままコロナ禍が収束し、以前の

生活が完全に戻っていくことを祈るとともに、万が一新たに脅威となる感染症が発生し

た場合には、今回のように関係団体との連携を密にし、改善すべきところは改善し、迅速

的確に効果的な対策が取れることを願っている。 

最後に、三島市医師会の皆様を始めとした関係者の方々、教育委員会、学校関係者、ご

協力いただいた民間事業者の皆様、度重なる流動に従事していただいた他課の職員、そし

て、何より本来業務と兼務で激務を担っていただいたコロナワクチンチームの職員に心

からお礼を申し上げる。 

 

 

④ 健康づくり課 主任 神戸 幸代 （令和２～４年度に担当） 

 

健康相談            

 健康づくり課保健師 1 名が、新型コロナウイルス感染症対策室に兼務となり、本庁の

対策室にて市民からの相談対応をすることとなった。当初は 10 万円の給付金の質問が多

く、健康相談はあまりない状況ではあったが、三島市内で感染者が発表されると、問い合

わせの連絡が健康づくり課にも入るようになった。患者の地域を発表してほしい、声の広

報で伝えてほしい等外出への不安を訴える声が多かった。また、新幹線の出入りの場所で

検温をすべきだ等水際対策への意見も多く聞かれた。 

発熱外来の医療機関が少ない時期には、受診可能な医療機関への問い合わせが多かっ

た。濃厚接触者の定義や療養期間の確認・保健所からの調査の連絡がこないなど、患者発

生数の増加に伴い、相談の内容は多岐にわたるようになり、健康づくり課の電話が鳴りや

まない状況が続いていた。 

感染拡大時は、東部保健所の健康観察業務支援のため三島市の保健師を毎日派遣した。
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直接健康相談ではないものの、感染者の置かれている状況に合わせ、できうる限りのサー

ビスにつなげる業務を実施した。 

今回のコロナウイルス感染症に関する業務を実施する中で、情報を入手できない方が

多くいることを実感した。情報発信の方法は増えているが、タイムリーに伝えていく方法

について対策が必要であると感じた。 

 

社会的抗原抗体検査 

市では、感染への不安のある方 65 歳以上の方やエッセンシャルワーカーへの社会的検

査を実施した。自己負担単価の設定や実施方法等他市町の状況を確認しながら、週 1 回

メディカルセンターの駐車場を利用しながら実施してきた。健康づくり課保健師が防護

服を着て検体採取業務を実施した。 

感染リスクのある業務に携わるため、再度感染症対策について学ぶ機会を設け、職員が

感染することなく実施することができた。県のＰＣＲ無料事業も始まり、市としての事業

は中止するなど、事業開始まで短時間で事業実施方法を構築しなければならず、又、状況

に応じて中止するなど状況変化に合わせて事業を変化させていく難しさがあった。 

 

自己検査用抗原抗体検査キットの配布 

県から自己検査用抗原抗体検査キットの配布が行われ、保健センターを会場としてド

ライブスルー方式で配布を実施した。LoGo フォーム（LGWAN 対応の電子申請システ

ム）による予約システムを独自作成し、健康づくり課職員で土日・年末年始等希望者数が

多い場合には対応を行った。市町の状況に合わせた対応を求められたが、近隣市町との対

応の違いなどでご意見をいただくことも多かった。 

三島市においては、発熱外来等実施医療機関のご協力により、医療機関で濃厚接触者へ

の検査キットの配布を実施していただくことができた。 

医師会との連携を図り、協力を得ながら事業を行ったことは、今後の保健事業を行う上

でもかけがえのない経験となったと感じた。 

 

 

⑤ 健康づくり課 主任 千葉 牧子 （令和２～４年度に担当） 

 

● ワクチンの配送について 

 

ワクチンの配送について（業者→市） 

コロナワクチンが初めて三島市に配送されたのが２０２１年４月１４日。すでに、全国

でも配送が始まっていたため、テレビ映像では配送の様子を見ていたが、実際に届いてみ

ると、予想以上に大きく重たかった。大きな箱の中に入っているワクチンの箱そのものの

大きさは約２０㎝四方で高さが４㎝ほどのものであり、いかに厳重に梱包されていたか

が想像できると思う。ドライアイスが約３０キロ入っているため、ワクチンを冷凍庫に保

管した後、このドライアイスを保健センターの敷地内（ただし、危険物であるため市民が
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容易に入れないところ）に捨てる作業がかなり大作業であった。特に高齢者接種の最大時

にはこのような箱が１０箱以上一度に届くことがあり、しかも、ワクチンの受け入れは平

日土日を問わず業者が指定してきた日に受け入れなければならず、休日に職員２人で朝

から出勤し（何時に届くかは当日にならないと分からないため）、３０キロあるワクチン

入りの段ボールを１０箱受け入れ、汗だくになりながらー７５℃のドライアイスを外に

運んで捨てたこともあった。 

 

ワクチンの配送について（市→集団接種会場） 

高齢者の集団接種を市内小学校で行っていた時期は、日曜日は朝９時３０分から接種

を行うために、保健センターを職員が７時３０分には出発をすることから、朝６時台には

保健センターにきてワクチンの準備をしていた。 

ワクチンを冷凍庫から出し、会場ごとに必要な本数を数え、保冷バッグに保冷剤をいれ

て準備をするのだが、ワクチンは温度管理が大事となるため、真夏の作業は室内を冷房で

冷やし、畜冷剤を敷いた上で作業を行った。多いときは日曜日に５会場で合計約２７００

人に接種を実施したため、用意するワクチンも４５０バイアルとなり、一つ一つ数えつつ

専用のホルダーに移し替えた。 

また、-７５℃のワクチンは素手で触ると低温やけどをしてしまうため、専用の分厚い

耐冷手袋等を使うが、小さいワクチンのバイアルを適切につかむことができず、朝早い時

間からのワクチン準備は大変な作業だった。 

 

ワクチンの配送について（市→医療機関） 

３回目の接種より、市内医療機関を主体とした個別接種を実施した。 

それに伴い、集団接種会場へのワクチン配送から、市内各医療機関へのワクチン配送が

主体となった。市内約４０の協力医療機関を４グループに分け、各医療機関に２週間に１

回ずつ配送を行った。 

配送は委託をしたものの、ワクチンの準備は市で行ったため、配送日の朝は医療機関ご

とに必要ワクチン数を数えつつ専用のホルダーに移し替え、保冷バッグに入れて準備を

するという作業を行った。この頃にはワクチンの取り扱いにも慣れ、-７５℃のワクチン

を素手で触っていた。 

接種が進むにつれ、ワクチンの種類も増えていき、最初はファイザー社製の従来株対応

ワクチン１種類であったが、モデルナ社製のワクチンが追加され、小児用のワクチン、フ

ァイザー社製オミクロン対応ワクチン、モデルナ社製オミクロン対応ワクチン、武田社製

ノババックスワクチン、乳幼児用ワクチン、小児用オミクロン対応ワクチンと種類が増え

ていった。ワクチンごとに保管方法が異なり、ロット番号や使用期限も異なるため、在庫

管理や使用期限の管理も大変だった。 
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⑥ 地域包括ケア推進課 課長 佐野 文示 （令和２～３年度に担当） 

 

● 高齢者支援の立場から 

 

 新型コロナウイルス感染症の出現は、重症化のリスクが高い高齢者にとって非常に脅

威であり、罹患による急激な悪化や ECMO の使用などが頻繁に報道される中、必要な検

査や治療であっても受診控えが見られる状況であった。また、店舗や公共施設のみなら

ず、居場所やサロン等の集いの場も閉鎖になるところが多く、街から高齢者の姿を見かけ

なくなる状況が続いた。要介護認定者においては、デイサービス等の通所やヘルパーによ

る訪問介護の利用控えも見られ、また、緊急事態宣言下には遠方在住の家族の帰省が困難

であったため、高齢者の孤立による認知症の進行や運動機能の低下など様々な問題が懸

念された。 

 

お助け隊の結成 

 諸外国の新型コロナワクチン接種が進む中、令和３年になって日本でもようやくワク

チン接種のスケジュールが示された。高齢者については令和３年４月 12 日に開始すると

通達があったが、自治体においてはワクチン確保が不透明な状況が続いた。本市において

は、ある程度まとまったワクチン確保の見通しが立った時点での接種開始としたため、県

内では若干遅れての予約受付開始となったが、先に開始した各自治体においては大混乱

と苦情対応に追われる様子が各メディアで報道された。他の自治体より多くの予約枠を

用意していた本市においても、コールセンターや市役所、保健センターに電話が集中する

ことによる混乱が予想された。 

 連休が明けて５月 7 日（金）からの予約受付開始であったが、そのちょうど３週間くら

い前だったと記憶しているが、市長室に呼ばれ、豊岡市長から「お助け隊のようなもの」

による高齢者支援ができないかという話があった。内容は、地域包括支援センターを中心

に、高齢者のスマホ等による予約支援を手伝ってあげられないかというものであった。当

課においては、既に同年２月から介護支援専門員連絡協議会や各地域包括支援センター

とともに、要支援・介護認定者のワクチン接種支援について協議を重ねていたため、ワク

チン接種に関する支援協力体制は整っていたが、認定を持たない高齢者の支援まで広げ

ることについてはマンパワー不足であると感じた。そのため、民生委員児童委員協議会の

宮川会長に依頼し、地域の高齢者の支援について、協力いただけることとなった。 

また、当課では以前から高齢者のスマホによる仲間づくり事業を実施していたため、その

ノウハウを活かし、職員やスマホタブレットアドバイザー（職員 OB）を中心に予約支援

を実施することとした。 

 これらの様々な支援を「お助け隊」と総称して呼んだが、振り返ってみれば、名づけ親

は市長であったことに今、執筆しながら気がついた。    

 5 月 7 日と 8 日の２日間で予約枠は埋まったが、その間、多くの高齢者が予約支援会場

に駆け込むとともに、地域においては民生委員、ケアマネジャー、地域包括支援センター

職員が訪問による支援を行い 1,100 人以上の高齢者の予約を支援した。この時のコール
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センターを通じた予約人数が 1,291 人であったため、同等の人数を「お助け隊」が支援し

たこととなる。 

 地域のために尽力してくださった民生委員をはじめとする総勢 362 名の「お助け隊」

の皆様には頭が下がる思いであり、心よりお礼を申しあげたい。また、急な実施にもかか

わらず、「お助け隊」の実現に向け、夜間、休日も準備等、頑張ってくれた当時の原理絵

係長や伊藤里⾹係長をはじめとする地域包括ケア推進課職員には感謝の気持ちでいっぱ

いである。 

 

バリアフリー接種と訪問接種 

 集団接種における「三島モデル接種」や

「ドライブスルー接種」は報道等で多くの人

に知られることとなったが、ここでは、「バリ

アフリー接種」と「訪問接種」について記録

しておく。 

 

大規模集団接種を実施するにあたり、

懸念されていたのは体が不自由な高齢者

の集団接種会場での移動である。本市で

は三島モデル・ドライブスルー接種等、高

齢者や障がい者に優しい接種体制を整えていたが、大規模接種においてはタクシー確保が困

難であり、接種に一定の時間を要するドライブスルー接種については家族等による支援が必要

であった。 

 当課では、体育館での集団接種に困難を要する高齢者を把握するため、介護支援専門員を

配置する居宅介護支援事業所及び地域包括支援センターに調査を実施したが、予想外の結果

となったことに驚いた。ドライブスルー接種に希望が集中するものと想定していたが、バリアフリ

ー会場を希望する人が意外に多く、また、自宅から外に出ることが困難な人が、ドライブスルーと

同等数いることがわかった。 

  調査結果への対応として、当時の感染症担当理事であり、現医師会長の吉冨雄治医師と協

議し、保健センターを会場とした「バリアフリー接種」の回数を増やすとともに、外出困難な人へ

の「訪問接種」を実施することとなった。 

  「訪問接種」については、１バイアルで６本できる貴重なワクチンを１本も無駄にできないことや、

当時、希釈後６時間以内の使用が求められたファイザーワクチンの取り扱いが難しいこと、ワクチ

ンの運搬に注意を要することなどから、実施には高い壁があったが、これらに対応できると手上

げしてくださった３つの医療機関から開始した。 

  県内では初の実施となり、全国的にも珍しいということで、「訪問接種」の実際の様子をＮＨＫ

全国版で放送していただいたが、その後の反響が大きく、他自治体等からの問い合わせに追わ

れることとなった。 

 

 

    要配慮高齢者把握調査 設問  人 数 

要支援（事業対象者を含む）及び要介護高齢

者の人数 

  

 3,073 

体育館での接種は困難だが、バリアフリー会場

であれば接種が可能な高齢者 

   

  356 

バリアフリー会場での接種も困難であり、ドライ

ブスルーであれば接種が可能な高齢者 

  

  127 

在宅医療の利用者で、自宅から外に出ることが

困難な高齢者 

   

  111 
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コロナの遺産 

  新型コロナウイルス感染症により様々な面において苦難を強いられてきたが、わずかではある

が、前進した高齢者施策もあった。 

  １つ目はスマホを活用した事業である。「お助け隊」による支援を実施して分かったことだが、

スマホを持っていても電話機能しか使ったことがない高齢者が多く、電子申請に必要なメールア

ドレスを探すことに時間を取られた。緊急事態宣言や災害等により、孤立状態となった時の安否

確認において、LINE 等のスマホ活用は有効であり、また、スマート市役所を進めるうえで、デジ

タルデバイド対策は欠かせないものである。「お助け隊」による支援が、後に「スマホ・タブレットキ

ャラバン隊」の結成に発展し、地域の居場所等における LINEの普及に繋がった。 

  ２つ目として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した居場所・地域

サロン支援金事業により、市が把握する居場所等が 89か所から 180か所に増え、コロナ禍にお

いては多くの居場所等に新型コロナに関する情報提供を行うことができた。現在、これらの居場

所等についてはマップ化し、高齢者の通いの場の周知に活用している。 

 

  新型コロナウイルスにより、当たり前の生活が当たり前ではなくなった時、普段の生活のありが

たさに気づく人も少なからずいたのではないかと思う。コロナ禍においては人と人とのコミュニケ

ーションや会話の大切さを実感するとともに、今後も地域コミュニティ豊かで元気な三島の街で

あり続けることを願っている。 

 

 

⑦ 介護保険課 副主任 若狹 大二郎 （令和３～４年度に担当） 

 

●高齢者施設におけるワクチン接種 

 

接種体制構築 

高齢者施設におけるワクチン接種に具体性を帯びたのは、令和３年１月２８日付の厚生労働

省４課長による連名通知「高齢者施設への新型コロナウイルス感染症に係る予防接種を行う体

制の構築について」からである。これを受けて、高齢者施設における接種の調整のため、令和３

年２月１日付で、前任者である介護保険課主任保健師が新型コロナウイルス感染症対策室に兼

務着任し、高齢者施設との連絡調整や、医療機関への協力依頼を行った。同年４月１日付兼務

辞令により、業務を引き継いだ。 

４月上旬、初回配送分ワクチンが少量と分かり、対象の多い在宅高齢者の集団接種ではなく、

初回配送分で対応可能な高齢者施設での接種にワクチンを配分することになる。ワクチン確保

量を鑑み、当面は施設従事者を対象外とし、入所者のみの対応とした。 

新型コロナウイルス感染症対策室の保健師を頼り、４月２２日に高齢者施設向けの説明会を開

催した。また、医師会によるワクチン希釈・吸い上げの練習会（４月２１日）への施設看護師の参

加や、デモンストレーションとして実施した医療従事者等の集団接種（４月２４日）への施設関係

者や介護事業者の見学を調整した。 

接種を行う医療機関には、国から接種記録用のタブレット端末が配布されたが、接種開始前
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日となってようやく配布が完了した医療機関もあった。 

感染対策の中、５月から順次接種開始という短期間の調整に尽力いただいた、高齢者施設や

関係医療機関の皆さまには、改めて感謝申し上げたい。 

 

初回接種開始 

多方面の協力を得て高齢者施設での接種は５月６日から開始となった。調整ではワクチンの

余剰廃棄０の対応を求められた。国から供給される注射器等により１バイアルで接種できる人数

が異なるため、1 回当たりの接種予定数を設定したうえで、体調不良等で急遽接種できない場

合も想定し、余剰となったワクチンを接種する従事者等も含めた調整をお願いした。５月下旬に

はワクチンの配送量の見通しが立ち、施設従事者の接種の調整を改めて行った。６月以降、１

回目接種の施設、２回目接種の施設、施設内での１回目と２回目の混在等、状況がより複雑とな

ることに加え、施設や協力医療機関の感染状況により延期となることもあり、当初計画から遅れ

てしまったが、８月２１日をもって市内高齢者施設における初回接種は完了することができた。 

 

３回目接種～オミクロン株対応 

３回目接種では、急遽初回接種（２回目）から必要な間隔が短縮された。接種券発行やワクチ

ン配送の準備期間を考慮し、令和４年２月開始予定とした。三島市では、接種券担当の協力に

より、施設の接種予定日に合わせ可能な限り対応できたが、市外自宅に住民票があり、接種券

の発行元が三島市ではない入所者も多く、自治体ごとに対応は異なった。国は接種券のない場

合の対応も示したが、管理面から接種券の確認を求めることが一般的であり、施設では接種計

画に苦慮していた。このような状況であったが、また、1 月中に接種を開始する市町に限り、県か

らのワクチン引き渡しが１月上旬に可能となり、ワクチン担当が県に受け取りに行くことで、１月に

対応可能な施設から接種を開始することができた。 

3 回目接種以降は、入所者の入れ替わりにより接種時期を絞れないことや、施設や協力医療

機関の感染状況等により、接種計画を立てられないケースもあった。令和４年の春の４回目接種

を実施できずに秋のオミクロン株対応ワクチンの接種を実施した施設もあった。急な方針の変更

等に振り回されるなど、混乱について記述してきたが、高齢者施設での接種は、状況に応じて

施設単位で粛々と実施できており、安堵している。 

 

継続対応 

多くの自治体で、高齢者施設との調整を介護保険担当課で担っていたが、兼務辞令が出て

いたのは周辺自治体では三島市だけであったと記憶している。ワクチンチームとして情報を共有

でき、主体的に対応できた点は良かったのではないだろうか。 

令和５年３月には、厚生労働省から５月８日以降の春開始接種と９月以降の秋開始接種につ

いてアナウンスされ、今後も継続して対応が必要となった。医療機関、高齢者施設等や介護保

険事業所の皆さまのこれまでのご協力にお礼を申し上げるとともに、引き続きのお力添えをお願

いしたい。 
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⑧ 商工観光課 課長 畠 和哉 （令和２～３年度に担当） 

 

令和 2 年３月下旬、国内の感染者が増え始め、飲食店を中心に不安が広がってきた。す

ぐにできる経済対策として既存の『マル経』に対する利子補給制度を感染症に対応できる

よう例規改正を行い、４月１日付けの専決処分で予算を確保した。この段階では国の制度

融資は機能しておらず、市内事業者には一定の安心感を与えられたのではないかと思う。 

その後、ゴールデンウィークに行動制限がかかることになり、県は感染拡大防止のため

にバー、スナック、キャバレー等に休業要請を行い、応じた店舗には 20 万円の休業協力

金を支払うことを決めた。これに合わせて三島市でも県の要請の対象店舗に 20 万円の上

乗せ支給を行い、対象とならない市内の飲食店に対しては独自に１店舗当たり 40 万円の

協力金を支給することとした。連休直前の決定だったため、補助要綱などは後回しにして

概要のみを作り、飲食店組合と食品衛生協会の協力で休業してもらえるよう懸命に周知

した。公表と同時に電話が鳴り続け、先の見えない状況に職員も不安を感じていることが

よくわかった。連休明けには大量の申請に対応するため、他課から応援職員をもらい災害

対策本部室に審査チームを編成して業務にあたった。また、危機管理課から災害対策用の

電話回線を借り受け、炊き出し訓練室を臨時のコールセンターにしつらえた。 

また、県の制度融資を受けるためには、市町による売上減少の認定が必要となることか

ら、金融機関が顧客の手続きのため市役所を連日のように訪れ、大社町別館の廊下にでき

た行列は階段を下り 1 階の玄関先まで続いた。そして、イベント系の予算は全て減額す

る一方で、経済対策に係る補正予算をほぼ全ての議会に提出し続け、経済対策事業を年間

で 13 事業を実施し、5 事業を繰越しとした。これらの事業は効果があったと実感できる

ものもあれば、期待ほど執行率が上がらなかったものもあった。しかし、経済の血流を止

めないために考え得るアイデアを絞り出し、経済対策事業を繰り出す姿勢こそ、コロナに

負けないという市のファイティングポーズだと職員を激励し続けたことを鮮明に覚えて

いる。 

 

 

⑨ 教育推進部 部長 鈴木佳憲 （令和２～４年度に担当） 

 

● コロナ禍における教育委員会の対応 

 

臨時休業下の学校活動 

令和２年２月 27 日、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、3 月 2 日から春休みま

で、学校を臨時休業するよう国及び県から要請が出された。それを受け、三島市では市立

小中学校を臨時休業することとした。この期間内に予定されていた卒業式は、義務教育の

重要な節目であり、コロナ禍においても必須の行事と判断し、各校では保護者や地域の皆

様にご理解いただき、式典の時間短縮や人数制限などの感染予防策を講じた上で開催を

した。また、令和 2 年度入学式も同様、保護者には校庭でのパブリックビューイングをご

覧いただくなど、学校の規模に応じ様々な感染予防対策を講じ開催した。なお、入学式翌
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日からは再び臨時休業を余儀なくされ、本格的な学校の再開は 6 月１日からとなった。

この期間中、児童生徒は、友達と一緒に外遊びもできない日々が続いており、各校では子

ども同士で居る時間の創出や、教員とのつながりの時間を持つことを目標に、学年毎に登

校日を変えたり、学級を２つに分けたりして試験登校日を設ける中で再開に漕ぎつけた。 

 

学校再開にあたって 

 文部科学省が発出したマニュアル「学校の新しい生活様式」に基づき、学校活動が開始

された。 

感染症対策のポイントとしては、 

・感染源を絶つこと ・感染経路を絶つこと ・抵抗力を高めること の３つが示された。 

その中でも特に、「感染源を絶つ」ことを重視し、各学校は国及び県の感染レベルに基

づく市のレベルに応じて、児童生徒はもとより教職員に対しても対策を講じた。 

レベル１・・・本人に風邪症状がある場合は出席停止。 

レベル２・・・同居の家族に風邪症状が見られる場合も出席停止とし、自宅で休養す

る。 等                              

また、このマニュアルをもとに、学校独自のマニュアルを作成し感染症対策に取り組ん

(でいる)だ学校もある。 

なお、再開にあたり感染予防対策のため、国の新型コロナウイルス感染予防対策の補助

金をフル活用し消耗品や物品等を購入し各校に配布した。具体的には、マスクやアルコー

ル消毒液、非接触体温計、また、熱中症対策として、エアコンの導入が難しい場所へのス

ポットクーラー、英語の授業等でマスクと使い分けるためのフェイスシールド、換気対策

として特別支援学級等扇風機未設置の教室への設置や体育館への大型サーキュレーター

など、各校の要望に応じた環境整備を行った。 

 

給食の再開 

給食当番はマスクをし、給食着や手袋を着用するなど万全な状態で配膳に取り組んだ。

また、給食時間は「学校の新しい生活様式」に基づき前向きでの黙食とするなど、寂しさ

を感じる時間となった。 

 

コロナ禍の消毒作業と保護者や地域住民の協力 

コロナ禍での学校再開後は、消毒という新たな作業が加わり、教職員にとってはそれが

大きな負担となった。「一日に何回、どこまで消毒をすればいいのか」を悩みながらも、

できる限り取り組んだ。 

このような教職員の負担を軽減するため、地域学校協働本部をはじめ、保護者や地域の

皆様が、放課後等の消毒作業へ率先して協力してくれたことは、地域の支えのもとに学校

があることを再認識する機会ともなり感謝に堪えない。 
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再開後の学校行事 

 中体連 

全国大会・県大会の中止の発表を受け、市内大会の開催は微妙な状況だったが、３年生

のこれまでの頑張りを発揮する機会を何とか設けてあげたいと考え、市中体連事務局や

各中学校が協議を重ね、感染症対策(検温、応援制限など)を講じるなかで行われた。 

合唱コンクール 

クラスが一丸となって取り組んだ練習の成果を発表する場であり、中学校生活の思い

出の一コマとなる大切な行事である。例年であれば、保護者をはじめ多くの皆様が応援に

来るところを、生徒と関係教職員のみでの開催となった。合唱コンクールの終了後、開催

できたことに対し感謝の涙を流しながら校長先生に伝える生徒の姿も見られた。 

運動会 

種目数の縮小や学年ごとの異なる日程、応援制限など、各校が様々な感染予防対策を工

夫し行われた。 

修学旅行 

感染拡大の恐れを避け、従来とは異なる目的地を選択し行われた。様々な制約はあった

が、児童生徒は、例年では得られない経験をすることが出来た。 

(小学校)日光や信州、浜松市などで行われた。浜松市を選択した学校では、マスコットキ

ャラクター「家康くん」が歓迎セレモニーに登場し、代表児童がテレビの取材を受けた。

また、夕食でテーブルマナーを学ぶなど新たなスタイルも取り入れられた。  

(中学校) 令和 2 年度は中止。令和３年度は、山梨や長野など近隣県を目的地として行わ

れた。 

いじめゼロ集会 

コロナ禍では、感染者への誹謗中傷が社会問題となったことから、学校によっては学年

ごとに「いじめゼロ集会」を開催した。この集会では、学年の発達段階に応じた題材を選

択し、いじめについて考えた。 

生徒会の取組 

コロナに負けない、誹謗中傷を許さないという思いから、生徒会が主体となって動画を

作成し全校生徒に発信。「自分たちにできること、するべきこと」を考える取り組みもあ

った。 

参観日 

令和２年度は、多くの学校で開催中止。令和３年度からは、人数制限をしたり検温をし

たりするなど、保護者の理解と協力により行われた。 

発育測定 

密にならないよう、感染症対策を施したうえで行われた。 

学校における集会 

学年全体、学校全体で集まることが非常に難しい状況もあり、電子黒板、ウェブカメラ、

パソコン等を活用してのオンライン集会がスタンダードになった。 
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学びの保障 

コロナ禍においても、学びを止めない学習環境を構築するため、文部科学省のＧＩＧＡ

スクール構想が前倒しされた。このことから、三島市では小中学校の児童生徒への一人一

台端末の配付、校内の学習系ネットワークの増強を最短期間で実施すべく事業に着手し、

令和 3 年 3 月末までに完了した。令和 3 年度からは、学びの道具として、これら機器を

小中学校の授業で積極的に活用するよう努めた。 

持ち帰り前提の環境整備 

 学校再開後も、感染症の拡大等により再度学校が臨時休業になった場合や、児童生徒が

感染した等により自宅待機となった場合にも、学びを継続させるため、Wi-Fi 環境がない

家庭でもオンライン授業が受けられるなど、単独で通信可能なＬＴＥ機能付きタブレッ

ト端末を選択し児童生徒に貸与した。 

また、一人一台のタブレット端末は、県内他市町に先駆けて導入早期から児童生徒によ

る家庭への持ち帰りを進めた。教育委員会では、教員のタブレット端末活用スキルの難易

度レベルを設定し、年度ごとに市内教員全体の取得目標レベルを掲げ、それを目標に取り

組んでもらうことで、教員の活用スキルの平準化を図っている。 

さらに各教員は、臨時休業や児童生徒の病休等に備えたオンライン授業の試行や、より

効果的な授業を進めるための活用方法の工夫など、積極的な活用に努めており、今後は効

果的な活用事例の共有化を進めるべく取り組んでいる。このような取り組みにより、現

在、一人一台タブレットを先進的に活用している自治体として県内では高い評価を受け

るまでになっている。 

 

放課後児童クラブの対応 

 コロナ禍において学校が臨時休業等となった場合にも、子育て世帯が働くことができ

る居場所となるよう、可能な限り開所に努めた。 

 令和２年３月から５月にかけて、全国の学校が一斉に臨時休業となった際には、学校の

教職員等(学校支援員、給食調理員含む)との連携・協力いただき、必要に応じて、普段、

児童クラブを利用していない児童にも受け入れ対象を拡大したほか、開所施設を絞った

センター方式等により、子どもたちの受入れ体制を維持した。 

 また、学校が再開されて以降も、「三密」になりやすい放課後児童クラブの環境下にお

いて、クラブ内での感染リスクの軽減や三密回避のために、おやつの休止や隣接する教室

等の借用により児童が分散した状態で保育できるよう、各小学校に協力を求め感染症予

防に配慮した運営を行った。 

 

コロナ禍での社会教育事業 

イベント・講座等の開催 

常に新型コロナの感染レベルに応じた実施方法などを数パターン用意することが必要 

だった。しかしながら、様々なパターンを用意しても開催中止になることが多く、職員の

モチベーションを維持させることが課題であった。 

・市主催の女性学級や実年学級等の学級生は高齢者が多く、学級活動はフレイル対策とし
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ての社会参加にも寄与していたが、コロナ禍により学級活動が出来ないことでフレイ

ルが進んだ者がいたのではと推測される。 

・宿泊を伴う青少年健全育成事業は、これを機にスクラップ&ビルドも視野に実施方法の

見直しが必要と考え、新たな開催方法を検討するきっかけとなった。 

 

感染予防対策 

・静岡県が定めた公共施設の新型コロナウイルス感染症予防対策基準に基づき、感染レベ

ルに応じた各施設の定員に対する入場制限を実施した。 

・市民生涯学習センター、市立各公民館、市立図書館、市郷土資料館、学校施設開放等の

外部施設の運営等やイベント・講座については、三島市新型コロナウイルス感染症対策

の意思決定機関である、「三島市新型コロナウイルス感染症本部会議」で決定した対策

内容に基づき、中止・延期・規模縮小等の措置を講じた。 

・館運営に当たっては、国のコロナ対策交付金を活用し、感染予防対策用の手指消毒用の

アルコール液の設置や、各館入口付近に来館者の体温センサーカメラの測定結果をモ

ニター画面に表示させる機器を設置し、来館者の入場制限や体調管理に活用したり、空

調設備の外気取り入れ比率を最大限に設定変更したりし館内の換気に努めた。 

・貸室の使用後は、部屋や貸出し物品の消毒作業を館内スタッフのルーチン作業とした。 

 

施設のキャンセル等の対応 

・休館を決定したときは、無料・有料に関わらず利用申請者に連絡し、開催日までに使用

中止申請書又は使用変更申請書を総合窓口まで提出して欲しい旨、依頼した。また、そ

の内容を館内に掲示した。有料貸室未使用時の納付済み使用料の還付については、個々

の事情に応じて弾力的に対応した。 

・利用者が新型コロナウイルス感染の懸念からキャンセルを申し出たときは、納付済みの

使用料については還付をした。また、館内にもその旨の表示をした。 

 

 

⑩ 政策企画課 兼 福祉総務課 主任 杉本 哲也  （令和２～４年度に担当） 

   

● 特別定額給付金の支給にあたって 

 

市民１人あたり 10万円を支給する「特別定額給付金」の円滑な支給及び新型コロナウ

イルス感染症対策本部の機能を拡充するため、企画戦略部の部内室として「新型コロナウ

イルス感染症対策室」が令和２年４月 27日より設置された。それに伴い、平成 21年に緊

急経済対策のために支給された定額給付金の支給事務の経験を買われ、「新型コロナウイ

ルス感染症対策室」のメンバーに選出されることとなった。 

 当初は、国からの事務連絡が連日送付されるような状態であったことから、手続き方法

や給付時期等について詳細な情報を市民の皆様にお伝えできなかったことが残念に思う。

しかし、この非常事態に対し、部署の垣根を越えて準備を進めることで、国の補正予算成
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立直後に総合相談窓口の設置と給付金の申請受付開始が可能となった。 

 特別定額給付金を支給するにあたり、多くの苦労があった。まず、４万件を超える申請

書を市内全世帯に送付するため、相当数の関係書類の印刷と封入封緘作業が必要であっ

た。全ての業務を業者に依頼した場合、当時は多くの自治体から同様の依頼があると想定

されたことから、納品までにかなりの期間が必要であると言われていた。一刻も早く給付

金をお届けしたいとの思いから、職員動員での作業が実施できないかと上司に相談した

ところ、1 日につき 20 名以上の流動による職員の協力を得ることができ、予定どおりの

発送が可能となった。 

 さらに、返送された申請事項の確認作業も必要であった。受付開始当初は１日に数千件

の申請書が返送されたこともあり、作業人員だけではなく広い作業場所が必要なことに

気づいた。市役所内で数十人規模の作業ができる場所の確保に頭を悩ませたが、建物内で

は議場が一番広いことに思い至り、無理を承知で議場の借用をお願いしたところ、快く承

諾いただいた。休日の議場での作業中に、市長が激励に来ていただいたことを今でも覚え

ている。 

 また、当市ではマイナンバーカードの有無に関わらず電子申請を可能としたことから、

比較的若い世代の申請の利便性の向上に寄与できたと自負している。続いて、電子申請が

難しい世帯からの画期的な申請手段についても熟考したが、お恥ずかしながら良い方法

が思いつかず、最終的には地道に足を使って申請のお手伝いをするのが一番と考え、室員

の皆で未申請者のお宅を訪問してまわったこともあった。 

 以上のような苦労を乗り越え、早期に特別定額給付金を支給することができた。この難

局に対し、チーム三島であったからこそ、実現できたと感じている。新型コロナウイルス

感染症の影響は未だ残っているが、市民の皆様が安心して生活できるよう、引き続き最善

を尽くしていきたい。 

 

 

⑪ 広報情報課 デジタル戦略室 主査 杉山 翔一朗  （令和２～３年度に担当） 

 

新型コロナウイルス感染症対策室兼務の正式な辞令を頂戴したのは令和２年４月２７

日（月）。当時の所属は広報担当部署であったため、主にコロナ対策に係る情報発信を担

当すると想定していたが、成り行きで特別定額給付金の事務に深く携わることになった。 

 着任直後、政府により全国統一の電子申請システム「ぴったりサービス」を利用するオ

ンライン申請方式が整備されており、これを使って給付金申請書の一斉発送前にオンラ

インで申請受付を開始するという状況を聞いた。この方式ではマイナンバーカードによ

る本人確認が必須であり、当時のマイナンバーカード普及率（13％程度）では申請できる

市民ごく少数と見込まれていたため、よりハードルが低い電子申請でなければ導入する

意味がないと考えた。 

 たまたま令和元年度に市の電子申請システムを管理する業務を担当していたため、そ

れを活用すればマイナンバーカードなしに「ぴったりサービス」同等の申請を受付できる

と感じ、２８日（火）から申請フォーム作成に着手、２９日（祝・水）に完成させて動作
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確認を行った。３０日（木）に室内で協議した上で部長と市長に諮り、独自電子申請シス

テムでの受付開始を決定し、１日（金）から受付を開始した。システムの許容量を超える

申請により一時停止や受付数を制限するといった課題があったものの、ぴったりサービ

ス受付数約 1400 件に対して独自申請受付数約 7000 件と５倍の利用があり、大きな導入

効果を得られた。 

 オンラインでの申請受付を開始したものの、受付後の処理について事前に熟慮できな

かったため、事務を進めながら考えていく事態となった。当面の課題は、オンライン申請

に添付される画像の印刷処理であり、当初は１件１件手動でマウス操作して印刷したが、

膨大な時間を要していた。これの省力化のため、こちらもたまたま前年度に携わっていた

RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）に活路を見出した。実証実験で面識

がある業者があったため、RPA を動作させるためのシナリオの基礎部分を担当者が自ら

作成し、最適化を業者に委託することで導入時間短縮を図ることができた。印刷処理の後

も、給付状況を管理するシステムへの膨大な入力が待ち構えていたが、こちらも RPA に

より省略化することに成功し給付までの処理時間を削減できた。 

 この給付金の取り組みは多くの報道や国会でも取り上げられる程の注目度があり、一

定の効果があったと考えるが、後から総括すると「アジャイル」や「DX（デジタル・ト

ランスフォーメーション）」の要素が強かったと感じる。２日程度で構築した独自電子申

請というデジタルツールの導入を先立って決定し、後の処理はやりながら考えていった

点が該当し、それを許容した新型コロナウイルス感染症対策室の組織体制も有用であっ

た。多くの奇跡的要素が重なったことに加えて、前例踏襲や周辺自治体に倣う傾向が強い

公務員らしからぬ体制が、成功を生んだと言える。 
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【 資料編 】 
 

資料１ 市長メッセージ集 

 

① 令和２年 4月 9日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

市民の皆さま、市長の豊岡武士でございます。市民の皆さまには、新型コロナウイルスの感染

拡大防止にご協力いただきまして、誠にありがとうございます。これまでも、小中学校の臨時休校、

公共施設の臨時休館や地域活動の自粛などに大変ご不便をおかけしております。本市では、2

月 27 日「三島市新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置いたしまして、市長が先頭に立っ

てチーム三島で、市民の皆さまの生命と健康を守るため、全力で感染予防対策に取り組んでい

るところでございます。さて、4月 7日に政府が 7都府県を対象に「緊急事態宣言」を発令いたし

ましたことは、皆様もご承知のことと思います。そこで、この緊急事態宣言を受けて、私から市民

の皆さまに大切な人や自分自身を守るため、そして一日も早く新型コロナウイルスの感染を終息

させたいとの思いをこめて、改めてお願いがございます。 

1 つ目は、不要不急の外出は控えるようにお願いをいたします。医療機関への通院や食品の

買い出し、職場への通勤など、生活の維持に必要な場合を除き外出を控えていただきたいと思

います。また、これまで集団感染が確認された場に共通する３つの密、「1.換気の悪い密閉空間」

「2.多数が集まる密集場所」「3.間近で会話や発声をする密接場面」を極力避けていただきます

ようにお願いいたします。 

2 つ目は、感染拡大地域からの感染を抑えていきたいということであります。日頃、通勤・通学

をされている方は、緊急事態宣言を受け感染症予防に、より一層留意されていることと思います。

今後も、基本的な感染予防対策を徹底し、感染拡大地域での不要な場所に立ち寄ることはやめ

ていただけますようお願いいたします。また、企業の皆様には感染拡大地域への出張等は極力

控えていただけますようにお願いいたします。それと同時に、感染拡大地域に現在お住いの方

は、緊急事態宣言の趣旨を踏まえ、三島市へ帰省するなどの移動は控えていただきますよう是

非ともお願いをいたします。生活上やむを得なく戻られる方については、潜伏期間である二週間

程度、症状の有無を確認し、自宅待機されますようお願いいたします。 

3つ目は、国・県・市から発信される正確な情報をもとに、冷静な対応と行動を心掛けていただ

くことです。特に食品をはじめとする生活に必要な物資については、今まで通り物流がしっかり

確保されておりますので、買いだめに走るようなことはせず、是非とも落ち着いた消費行動をお

願いいたします。 

市民の皆さまにはご不便をおかけしたり、寂しい思いを抱かれたり、また、ご不満を持たれるこ

ともあるかと思いますが、すべては市民の皆さまご自身と、大切なご家族や友人などを守るため

のお願いであることをご理解いただきたいと思います。新型コロナウイルス感染症が終息するま

で苦しい日々が続きますが、一日も早くこの難局を乗り超えるためには、皆さまのご理解とご協

力が不可欠であります。三島市民一丸となってこの難局を乗り切りましょう。よろしくお願いいたし

ます。 
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② 令和２年 4月２４日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

市民の皆さま、市長の豊岡武士でございます。市民の皆さまには、新型コロナウイルスの感染

拡大防止にご協力いただき、誠にありがとうございます。皆様ご承知のとおり、新型コロナウイル

スの感染拡大を受け、4 月 16 日に政府が静岡県を含む全国を対象に「緊急事態宣言」を発令

いたしました。都市部からの移動により全国的に感染が拡大していることから、「移動の自粛」を

始めとする感染拡大防止を徹底し、爆発的な発生を、食い止めていかなければならないというこ

とであります。当市においても、より一層感染が拡大しないよう努めていきたいと思います。そこ

で、これから大型連休を控え、この緊急事態を乗り越えるために市においても新たな対策を含め

て取り組みを強化してまいります。 

１つ目は感染症予防・拡大防止対策として小中学校、公立幼稚園、放課後児童クラブですが、

5月 6日まで休業としております。ただし、放課後児童クラブにおきましてはやむを得ない理由で

使用を希望する家庭のみ、臨時受け入れを実施しております。また、保育所等については、登

園自粛をお願いしたうえで感染症対策を講じ、開所しております。公共施設の休館・利用制限

につきましては、随時更新しておりますので、ホームページをご覧いただきたいと思います。また、

新たな取り組みとして、医療機関・社会福祉施設等へのマスク等衛生用品の配布、新型コロナウ

イルスへの予防への有用性が期待できる「微酸性電解水」を市内事業所より無償提供いただけ

ることになりましたので、小中学校等で活用してまいります。また、市職員の時差出勤・交代制勤

務を実施しております。 

２つ目は緊急経済対策です。人の移動に伴う感染拡大を防ぐために、市内の飲食店などに

は 3 つの密を防ぐため、休業をお願いしなくてはなりません。そのため、飲食店などを３つの対

策で支援してまいります。 

1つは 4月 29日から 5月 6日まで休業にご協力いただいた飲食店等の店舗に 40万円の協

力金を交付いたします。また、市内に本店もしくは主たる事業所を置く宿泊施設には、40万円の

事業支援金を交付いたします。 

次にテイクアウトやデリバリーなど新たなサービスを提供する飲食店に環境整備の支援として、

5万円を補助いたします。 

さらに、飲食店など応援したい人が、２０％の特典を市が上乗せした食事クーポンをクラウドフ

ァンディングで先払いし、感染症終息後にお店でお得に飲食できる事業を実施します。 

3 つ目は市民生活の緊急支援対策です。国では、国民一人に 10 万円の「特別定額給付金」

と児童手当を受給する世帯の児童一人につき１万円の「子育て特別給付金」が支給されますの

で、皆様にできる限り速やかにお届けできるよう努めてまいります。また、市では子育て世帯への

支援対策として、児童扶養手当の受給者であるひとり親家庭等に、子ども１人当たり 2 万円を上

乗せして支給いたします。 

最後に、市民の皆様の不安や心配ごとに迅速に対応するため、「新型コロナウイルス感染症

対策室」を新設し、（１）総合相談窓口の開設や（２）特別定額給付金の支給事務など、支援対策

の一元管理と組織体制の強化を図ってまいります。総合相談窓口は５月１日より開設し、専用電

話番号は 055-975-3201となります。何かおわかりにならないようなことがありましたらお問い合わ



121 

せください。 

東京都などの特定警戒都道府県では、感染者や死亡者の増加が報告されております。幸い、

現在のところ、三島市からの感染者は出ておりません。ぜひ、感染者を出さないためにも、市民

の皆さまには、「不要不急の外出は控える」、「３つの密を避ける」ことをお願いします。特に、ゴ

ールデンウィーク中は（１）「不要不急の帰省、旅行、都道府県をまたいでの移動は自粛する」、

（２）「マスクの着用とこまめな手洗い、適度な運動、栄養や睡眠をとり、免疫力を高める」（３）「正

しい情報のもと落ち着いた消費行動をする」など、是非お願いいたします。 

市民の皆さまにはご不便をおかけしたり、市内飲食店等の方には苦しい決断をお願いするな

ど、ご不満を持たれることもあるかと思いますが、すべては市民の皆さまご自身と、大切なご家族

や友人などを守るためのお願いであることをご理解ください。新型コロナウイルス感染症が終息

するまで厳しい日々が続きますが、一日も早くこの難局を乗り超えるためには、皆さまのご理解と

ご協力が不可欠です。三島市民一丸となってこの難局を乗り切りましょう。よろしくお願いいたし

ます。 

 

 

③ 令和２年５月１日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

市民の皆様、市長の豊岡武士でございます。大型連休を迎えているなかで、市民の皆様には

不要不急の外出は控えていただいており、毎日の生活に不安やストレスを感じておられることと

思います。 

そのような中、４月３０日、国では緊急経済対策を定めた補正予算が成立いたしました。これに

より、全ての市民の皆様に１０万円を支給する特別定額給付金と児童手当に加えて１人１万円を

支給する子育て特別給付金などが決定いたしました。これを受けまして、三島市では、本日５月

１日から特別定額給付金の電子申請を開始することといたしました。市民の皆様に一刻も早くお

届けできるよう、市の独自の取り組みといたしまして、マイナンバーカードをお持ちでない市民の

皆様でもオンライン申請ができるよう、三島市のホームページから手続きができる独自の電子申

請システムをご用意いたしましたので、ぜひご活用ください。また、オンライン以外での申請につ

きましても、申請書用紙を 5 月中旬ごろまでに皆様へ郵送にてお送りいたしますので、ご記入の

上、申請いただけますようお願いいたします。 

また、4 月 30 日、三島市議会臨時議会におきまして、三島市独自の生活及び経済支援策、

感染防止策の予算をお認めいただきました。 

１つは、ひとり親家庭への支援といたしまして、児童扶養手当受給者に対して児童１人につき

２万円の臨時特別給付金を支給いたします。 

２つ目は、経済と感染拡大防止対策といたしまして、飲食店や宿泊施設を経営されている事

業主の皆様に対して、４月２９日から５月６日までの期間、休業にご協力をいただいた場合、４０

万円を支給させていただきます。 

３つ目は、飲食店等が店内の飲食を休業し、テイクアウトやデリバリーに業態を変えて事業を

継続する取組みを支援するリスタート支援事業費補助金や三島商工会議所と連携して、先払い
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特典クーポンによる飲食店応援事業を実施いたします。 

４つ目は、医療機関や福祉施設などへ消毒剤やマスクなどの衛生用品を配布いたします。さ

らに、売上が減少している事業主に対しまして個人には１００万円、中小企業には２００万円を上

限に支給する国からの持続化交付金につきましては、三島商工会議所で対応いただいておりま

すので、ご相談やお問合せをいただきますようお願い致します。 

このほか、様々な支援策がございますので、詳細につきましては、市のホームページにてご確

認いただけますと幸いです。なお、お問合せの窓口は下記のとおりです。 

・ 三島市コロナウイルス感染症対策について総合相談窓口電話 975-320 

・ 協力金についてのお問合せ電話 983-2055 

大型連休を迎えておりますが、新型コロナウイルスの早期終息に向けて、引き続き「密閉」「密

集」「密接」の「3つの密」を避け、不要不急の外出は控えていただくようお願いいたします。 

すべては市民の皆さまご自身と、大切なご家族や友人などを守るためのお願いであることをご理

解ください。 

新型コロナウイルス感染症が終息するまで厳しい日々が続きますが、一日も早くこの難局を乗

り超えるためには、皆さまのご理解とご協力が不可欠です。三島市民一丸となってこの難局を乗

り切りましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

④ 令和２年５月７日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

市民の皆様、市長の豊岡武士でございます。大型連休中は不要不急の外出を控えていただ

くなど、感染拡大防止にご協力をいただき、感謝申し上げます。そのような中で、国の緊急事態

宣言が５月３１日まで延長されることが決定いたしました。これを受け、三島市では、新型コロナウ

イルス感染症対策本部会議を開催し、三島市の対応を協議し、 以下のように決定いたしました

ので、市民の皆様にお知らせいたします。なお、今回の対策は５月３１日までとしておりますが、

感染の状況や国、県の対応を見ながら、適宜、見直しを行ってまいります。 

まず、外出の自粛につきましては、従来と変わらず、不要不急の帰省や旅行、県外移動を避

けるようお願いします。 

次に、経済活動の再開ですが、市内の飲食店等につきましては、休業のお願いは延長いた

しませんので、各店舗において、小まめな消毒をはじめ、入場人数や滞在時間の制限、座席間

隔の配慮、頻繁に換気を行うことなど、密閉、密集、密接の「３密」をつくらないよう感染拡大を予

防する対策についてご配慮いただきますようお願い致します。なお、静岡県が休業要請を延長

しているキャバレーなどの遊興施設、パチンコ店などの遊技施設、スポーツジムなどの屋内運動

施設については、引き続き１７日までご協力をお願いいたします。 

次に市の施設の使用制限についてですが、引き続き５月３１日まで、月曜休館の施設につい

ては６月１日まで現在の対応を延長させていただきます。個々の施設の対応につきましては、市

のホームページ等でご確認ください。 

次に、学校の対応でありますが、国が示した方針では、地域の感染状況に応じ段階的に再開
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できる環境をつくるとされております。まずは、５月３１日まで休校、また、幼稚園は休園としており

ますが、再開に向けた準備を進めてまいります。 

次に、全国民に一律１０万円を支給する特別定額給付金につきまして、三島市では５月１日

から市の公式ホームページにおいてマイナンバーカードを不要とする市独自の電子申請を開始

しております。連休中は、大変多くの皆様にご利用いただき、申請が集中するなど大変ご迷惑を

おかけいたしましたが、本日からは、通常の受付体制が復旧いたしております。一刻も早く市民

の皆様に給付金をお届けできるよう引き続き全力で対応してまいります。 

また、飲食店等を経営されている方で、市の休業要請にご協力いただけた皆様には４０万円

の協力金の支給の申請を、本日５月７日から郵送または市のホームページにて受け付けており

ます。こちらも受付開始から数日間は申請が集中し、ご迷惑をおかけすることもあるかと思われま

すが、何卒、ご理解とご協力をお願いいたします。 

最後に、市民の皆様からのご意見やご要望のなかに、いわゆる転勤族で、県外ナンバーのま

ま市内に在住している方から、嫌がらせを受けるのではないかと心配する声がございました。三

島市では、このようなことが絶対に起きないよう強く願っております。厳しい状況が続くなかでも、

心にゆとりをもって、この困難を乗り切っていきましょう。 

 

 

⑤ 令和２年５月２１日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

本日、三島市で初めてとなる新型コロナウイルスの感染症患者が確認されましたので、ご報告

いたします。感染が確認された方は、（市外の医療機関）国際医療福祉大学熱海病院の職員の

方で高齢でない成人男性です。同居の家族はなく、市内にお住まいの方であります。病状は比

較的安定しており、医療機関に入院されているとのことです。まずは、心からお見舞いを申し上

げるとともに、一日も早い回復をお祈り申し上げます。現在、県保健所において、感染経路や濃

厚接触者等の把握に努め、適切な対応がされていると伺っております。 

本市におきましても、引き続き県をはじめとする関係機関との連携を図り、正確かつ迅速な情

報提供に努め、感染拡大防止と市民の皆様の不安解消に向けて全力で取り組んでまいります

ので、市民の皆様はぜひとも冷静に受け止めていただき、過度に不安を抱くことのないようお願

いいたします。ＪＲ東海道線で通勤以外の外出や立ち寄り先はないこと、同居の家族はいないこ

となどから、小中学校、放課後児童クラブ、幼稚園、保育園は感染症対策を十分にとった上、予

定どおり授業等を行います。 

改めて私から市民の皆様に感染拡大防止に向けてお願いがございます。１つ目は、こまめな

手洗いと消毒、マスクの着用、人と人との距離の確保など、厚生労働省が公表している「新しい

生活様式」の実践をお願いいたします。また、これまで集団感染が確認された場に共通する３つ

の密、「１．換気の悪い密閉空間」「２．多数の人が集まる密集場所」「３．間近で会話や発声をす

る密接場所」を徹底的に避けていただきますようお願いいたします。 

２つ目は、冷静な対応と行動を心がけていただきたいということです。感染の不安から、症状

がないのに医療機関をむやみに受診しないようにお願いいたします。一方、息苦しさや、強いだ
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るさ、高熱等の強い症状のある場合や、ご高齢の方や基礎疾患があるなど重症化しやすい方で、

発熱や咳など比較的軽い風邪の症状がある場合、また、それ以外の方でも比較的軽い風邪の

症状が続く場合は、速やかにかかりつけの医療機関や、「帰国者・接触者相談センター」にご相

談ください。なお、感染者や関係事業所等に対する風評、偏見や差別につながるような行動は

厳に慎んでいただきますようお願いいたします。 

３つ目は、市外・県外からの感染を抑えなければならないということです。首都圏や北海道へ

の訪問は、徹底して回避していただきますようお願いいたします。その他の県についても、できる

限り訪問を回避してください。やむを得ず行かれる場合は、基本的な感染予防対策を徹底し、

不要な場所に立ち寄ることは、やめていただきますようお願いいたします。 

市民の皆様にはご不便をおかけいたしますが、すべては市民の皆様ご自身と大切な家族や

友人などを守るためのお願いであることをご理解いただきたいと存じます。新型コロナウイルス感

染症が収束するまで苦しい日々が続きますが、三島市民一丸となって感染予防に努めてまいり

ましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

⑥ 令和２年８月１日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

令和 2年８月１日、静岡県より連絡があり、本市在住で２０代の男子学生が新型コロナウイルス

に感染していることが確認されましたので、ご報告いたします。現在、県では同居家族などを濃

厚接触者として PCR 検査を実施中と聞いております。本市におきましても引き続き、県をはじめ

とする関係機関との連携を密にし、感染拡大防止と市民の皆様の不安解消に向けて全力で取り

組んでまいります。 

今後、市内において感染者が増加しないためにも私から市民の皆さまに感染拡大防止に向

けて引き続きお願いがございます。現在静岡県の警戒レベルは４で県内警戒、県外も警戒です。

新型コロナウイルスに感染しないためには、感染していても無症状や軽症で、自分が感染してい

ることに気づいていない人、すなわち見えない感染者に、「近づく可能性をどうすれば減らせる

のか」、「知らずに出会っても、うつらないようにできるのか」が大切です。 

そのためには、まず 1 つ目は、密閉、密集、密接の状況になる場所を避けることなど、「新しい

生活様式」を徹底してください。人との間隔は２ｍ開けていただき、外出や人と話すときはマスク

をしてください。そして、家に帰ってきたらしっかり手を洗うことを今一度心がけてください。県内

のクラスターが発生した地域の施設では、マスク非着用で歌唱や大声での会話など、感染リスク

の高い行動があったと言われています。 

２つ目は、県外特に感染拡大地域への外出は控えるようにお願いいたします。東京都では感

染者が急増しており、見えない感染者がいる可能性が非常に高くなっています。不要不急の往

来、帰省、旅行などは回避してください。また、東京都以外でも感染が拡大している地域へは、

訪問等の必要性を今一度検討するなど、感染防止に向けて慎重な行動をお願いいたします。 

３つ目は、冷静な対応と行動を心掛けていただきたいということです。感染しているのではな

いかとの不安から、症状がないのに医療機関をむやみに受診しないようにお願いします。また、
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感染症は誰もがかかる可能性がある疾患です。感染者、そのご家族、関係事業所等に対する偏

見や差別につながるような行動は慎んでいただきますようお願いします。 

市民の皆さまには、ご不便をおかけしますが、すべては皆さまご自身と、大切なご家族や友人

などを守るためのお願いであることをご理解ください。 

市では、感染拡大に備えて三島市医師会の協力のもと、8 月中に、三島市地域外来・検査セ

ンターを設置することとしました。発熱など症状があり不安がある方は、かかりつけ医を通して

PCR検査を受けることができるようになります。 

なお、小学校、中学校につきましては、消毒、マスクの着用、手洗いなど感染予防対策をあら

ためて徹底し、通常どおり授業を行います。詳しくは、市のホームページをご確認下さい。 

新型コロナウイルス感染症が終息するまで三島市民一丸となって感染予防に努め、この難局

を乗り切りましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

⑦ 令和２年１１月２７日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中、市民の皆様におかれましては、密閉、密集、

密接の３つの密を避け、マスクの着用やこまめな手洗い、換気など、新しい生活様式にあわせた

感染症対策にご尽力いただき、ありがとうございます。 

このような中で、まずは、本日、公立保育園関係者の感染が判明し、当該保育園を休園措置

といたしました。現在、感染が拡大しないよう保健所の指導のもと濃厚接触者の PCR 検査を実

施しているところです。市民の皆様には多大なご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上

げます。市関係機関につきましては、これまで以上に、職員及び施設利用者の感染拡大防止に

努め、市民サービスの提供に支障をきたすことのないよう努めてまいります。 

さて、全国的な感染拡大にともない、本市での感染者も増加傾向にあり、11月 27日の時点で

２０人に達しております。これから年末に向けて、忘年会やクリスマスなど、何かと交流機会が増

える季節でございますが、これ以上の急激な感染拡大を防ぐためにも、「大人数での会食を避

け」、「外出や人と話すときはマスクの着用」、「こまめな手洗い」、「体調が悪いときは、学校や会

社を休む」など感染対策の徹底をお願いいたします。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大で大変心配されますのが、感染者やそのご家族、関係

事業者等に対する不当な差別や偏見でございます。感染症は、誰もがかかる可能性がある疾患

です。感染された方やそのご家族が、感染症だけでなく、不当ないじめや差別に苦しむようなこ

とがあってはなりません。市民の皆様の温かい心遣いを切にお願いいたします。 

市では、感染拡大に備えて三島市医師会の協力のもと三島市地域外来・検査センターを設

置しております。発熱などの症状があり不安がある方は、かかりつけ医を通して PCR 検査を受け

ることができるようになっております。今まで県が行ってきました帰国者・接触者外来に加えて検

査を受けられる体制を整備しました。また、1 月からは、社会福祉施設などに勤務されている方

や 65才以上の方を対象に、無症状であっても希望する方には PCR検査が受けられる体制も整

備してまいります。 
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新型コロナウイルス感染症が終息するまで厳しい日常が続きますが、三島市民一丸となって

感染予防に努め、この難局を乗り切りましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

⑧ 令和２年１１月２８日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

 

昨日 11 月 27 日に、ご報告させていただきました公立保育園関係者の新型コロナウイルス感

染につきまして、その後の状況についてご報告いたします。当該保育園を 27 日から休園とさせ

ていただき、保健所の指導のもと園内の消毒を行うとともに濃厚接触者の PCR 検査を実施しま

したところ、本日 28 日、全員が陰性であるという検査結果となりました。この結果を受けまして、

11月 30日（月）より当該保育園を通常開園いたします。市民の皆様には多大なご心配をおかけ

しましたことを、深くお詫び申し上げます。 

市関係機関につきましては、引き続きこれまで以上に、職員及び施設利用者の感染拡大防

止に努め、市民サービスの提供に支障をきたすことのないよう努めてまいります。 

市民の皆様におかれましても、「大人数での会食を避け」、「外出や人と話すときはマスクの着

用」、「こまめな手洗い」、「体調が悪いときは、学校や会社を休む」など感染対策の徹底をお願

いいたします。 

また、感染者やそのご家族、関係事業者等に対する不当な差別や偏見、あるいは新型コロナ

ウイルスに対する不安を煽るような言動は慎み冷静で良識のある対応をお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症が終息するまで厳しい日常が続きますが三島市民一丸となって感

染予防に努め、この難局を乗り切りましょう。 

 

 

⑨ 令和２年１２月２８日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」※年末年始の対応について 

 

年の瀬の何かと慌ただしい季節となりました。これから年末年始に向けて、人の往来が増える

時期でございます。そのような中で、新型コロナウイルスは、連日、全国で過去最多の感染拡大

が続いております。本市におきましても、10月末で４名であった感染者が、12月 2７日時点で５７

名に達しております。 

そこで、皆様に年末年始 12月 29日から年明け 1月 3日の医療機関の受診方法についてご

案内いたします。まず、風邪症状や発熱等がある方は、医療機関に必ず事前に連絡をしてから、

指示に従って受診してくださいますようお願いします。内科、外科、小児科につきましては、午前

９時から午後９時までは三島メディカルセンターを受診してください。三島市医師会のご協力に

より、医師１名を増員して発熱者診療を実施いたします。なお、午後６時から翌日午前７時まで

の間は沼津夜間救急医療センターが開院しております。耳鼻科、眼科、産婦人科につきまして

は、三島消防署にお問い合わせいただければ当番医をご案内いたします。また、相談窓口とし

て２４時間対応の発熱等受診相談センターを県が設置してございますので、そちらもご利用くだ
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さい。 

全国的な感染拡大をここで何としても食い止めなければなりません。改めて春先の緊急事態

宣言の頃を思い出していただき、密閉、密集、密接を避け、不要不急の外出や大人数での飲食

を伴う会合を控えていただきますようお願いします。また、飲食店等の事業者の皆様におかれま

しても引き続き十分な感染防止対策をお願いします。 

お正月３が日の三嶋大社の参拝客は例年６０万人に達します。来年はできるだけ、混雑する

時間帯をさけ、少人数で速やかに参拝いただきますようお願いいたします。また、誠に残念では

ございますが、来年の成人式の式典につきましては中止とさせていただきました。これに代わる

事業といたしまして、Ｗｅｂ配信による交流事業などを予定しておりますので、ご理解ください。 

それでは、新型コロナウイルスだけでなく、体調管理に十分ご留意いただき、良いお正月をお

迎えください。 

 

 

⑩ 令和３年１月８日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

※首都圏に発出された緊急事態宣言を受けて 

 

市民の皆様三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症の爆発的な感染

拡大を受け、東京都をはじめとする首都圏 1 都 3 県に、本日から 2 月 7 日まで、緊急事態宣言

が発出されました。この宣言を受け、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、三島市

においても直ちに対策本部を設置し、今まで任意であった新型コロナウイルス感染症対策本部

を、法律に基づく本部といたしました。 

1月 8日現在の三島市の感染者数は、87名で、11月以降徐々に感染者数が増加し、1月に

入ってからは 8 日間で 29 名感染しており、この状況を人口 10 万人当たりで換算しますと「ステ

ージⅣ」の一つの指標である 25名を超過している状況となっております。ここで感染拡大を食い

止めなければ、社会経済と教育活動等に大きな支障が生じる危険性があります。 

県から公表されております感染者の状況を見ますと、陽性者の多くが飲食を伴う集まりに参加

され、ご家族へと感染が拡大している例が多く見受けられます。目に見えないウイルスがまん延

している現況では、人が移動すること自体が高いリスクであることを強く意識していただき、特に

首都圏への不要不急の往来を極力控えるとともに、他者との接触機会を減らすことが重要であり

ます。 

感染予防の観点からも、飲食は同居のご家族や極力 4 人以下の少人数で、マスクを外しての

会話を控えるなど飛沫が飛ばないよう努めていただきますようお願いいたします。また、マスクの

着用、うがい、手洗いや今まで以上に三密を避けるなど、感染予防対策の徹底もお願いいたし

ます。ご家族や会社の同僚の方に感染の疑いがあり PCR 検査を受けた場合や、濃厚接触が疑

われる方はぜひ会社等をお休みいただくよう、ご協力をお願い致します。 

感染症は誰もがかかる可能性がある疾患です。感染者、そのご家族、関係事業所等に対する

偏見や差別につながるような言動は絶対にあってはならないと考えます。市民の皆様の温かい

心遣いを切にお願いします。 
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皆さまには、ご不便をおかけしますが、すべては皆さまご自身と、大切なご家族や友人などを

守るためのお願いであることをご理解ください。新型コロナウイルス感染症が終息するまで三島

市民一丸となって感染予防に努め、この難局を乗り切りましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

⑪ 令和３年１月２０日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

※感染拡大緊急警報の発令を受けて 

 

市民の皆様、市長の豊岡武士でございます。全国 11の都府県に緊急事態宣言が発令される

中、変異型の新型コロナウイルス感染者が東部保健所管内で確認されたことを受け、19 日には、

県知事による臨時記者会見が行われ、静岡県に「感染拡大緊急警報」が発令されました。 

感染者が東部保健所管内ということで、ご心配やご不安に思われる方も多くいらっしゃることと

思いますが、知事の会見によると、変異株の感染者の方は不特定多数の方との接触はなく、濃

厚接触者は特定されており、今後、国のモニタリング等の追加的情報が明らかになるまでの間

は、これまで以上に感染防止対策を徹底していただきたいとのことであります。三島市において

は、1 月に入ってから感染者が急増し、1 月 19 日現在 131 名に達しました。また、18 日には、ク

ラスターが発生するなど、大変厳しい状態となっております。 

これまで発表されている情報によりますと、感染経路は家庭内や職場、友人からの感染に加

え、経路がわからない方も増えております。県の新型コロナ感染症対策本部会議からの情報に

よりますと、PCR検査は 1日 2000人にせまる状況で、直近の陽性率は 6.8％となっており、また、

東部地域における病床占有率は現時点で 72.7％と、深刻な状況であるとのことです。このような

状況であることを改めてご理解いただき、市民の皆様には、一層の感染防止のための行動の徹

底をお願いしたいと思います。 

1 つ目は、県境を跨ぐ往来は自粛していただき、県外からの訪問についても自粛をお願いい

たします。三島市には、緊急事態宣言地域へ通勤・通学者が多くいらしゃいますが、可能な限り

在宅ワークを取り入れ 7割削減にご協力いただきたいと思います。 

2 つ目は、人が移動することや人に会うこと自体が感染のリスクとなりますので、不要不急の外

出を控え、意識的に外出する機会を減らしてくださるようご協力をお願いいたします。 

3つ目は、人と接する場合は、必ずマスクの着用をお願いいたします。 

4つ目は、飲食店や職場の休憩室などにおいて、会話をしながらの食事は避けてください。会

話をする時は必ずマスクの着用を徹底してください。 

5 つ目は、家庭内においても、重症化しやすい高齢者がいらっしゃる家庭などでは、同居家

族であってもマスクの着用、十分な換気、食事を別にして食べるなどの感染防止対策を取って

いただきたいと思います。 

6 つ目は、クラスターの発生しやすい飲食店や職場内において、各種業種組合や事業所等

のガイドラインに基づき、感染防止策の徹底をお願いいたします。 

市民の皆様には、また、事業者の皆様などには、すでに精神的にも経済的にも大きなご負担

となっていると思いますが、爆発的な感染拡大地域となるか感染者の減少局面に行けるか、大
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きな分岐点に立っております。ご心配事や相談したことがある場合には、三島市保健センターへ

お問い合わせください。ワクチンの接種に向けて準備を進めておりますので、もうしばらくの間、  

市民一丸となって感染終息に向けて頑張ってまいりましょう。 

なお、感染者等に対する心ない誹謗中傷や差別的な対応は、決してあってはなりません。市

民の皆様の温かいお心づかいをお願いいたします。 

 

 

⑫ 令和３年４月１９日 

「新型コロナウイルス感染症に対する市長からのメッセージ」 

※ワクチン接種の予定について 

 

皆様ご存じの通り、関西圏や首都圏など、新型コロナウイルスの感染者が、ふたたび増加して

いるとの報道が連日されており、第 4波と言われる感染拡大が、大変心配されているところです。

市民の皆様一人ひとりが、感染予防に心がけていただいていることに、感謝申し上げます。 

さて、感染症収束の切り札と期待されているワクチン接種についてですが、一部の自治体で

は高齢者等の接種が始まったとの報道がされており、市民の皆様も、三島市ではワクチン接種

がいつ開始されるのかご心配の方も多いことと思います。そこで、私から現在の三島市のワクチ

ン接種の予定について、お知らせいたします。 

まず、三島市では、4月 19日にワクチン接種に関するコールセンターを開設いたします。この

コールセンターでは、ワクチン接種の実施に関することや接種による副反応のことなど、日ごろ

疑問に思われていること関して、ご相談に対応いたします。接種時期につきましては、まずは医

師などの医療従事者に接種していただき、その後、高齢者の接種を５月から始めますが、当初

は国から届くワクチンの量が限られているため、集団感染が危惧される高齢者施設から進め、十

分なワクチンの確保が見込まれる６月２日から予約された６５歳以上の方への集団接種を行って

いきます。 

その後、基礎疾患のある方、介護施設等の施設従事者、６４歳以下の方と国が定める順位に

従って接種を進めてまいります。６５歳以上の方には、4 月 26 日から随時、接種券（クーポン券）

を発送してまいります。3 万人以上の方に発送するため、全員の方のお手元に届くには、10 日

間程度かかることが予想されますので、今しばらくお待ちいただきますようお願い申し上げます。 

発送に時間がかかることを考慮し、5 月 7 日から予約の受付を開始いたします。予約の方法

は、先ほどのコールセンターへお電話いただくか、専用のウェブサイトや市公式 LINE（ライン）ア

カントからも予約できます。コールセンターの電話は１０回線を用意しておりますが、特に初日は

大変込み合い、つながらないことも予想されますので、時間をおいて電話していただけますよう

お願い申し上げます。電話の受付は午前８時３０分から午後５時１５分までとなっておりますが、

ウェブサイトや LINE は２４時間申し込むことができますので、日ごろパソコンやスマートフォンを

使用されている方は、できるだけこちらをご利用いただければと思います。 

接種会場は、皆様のより身近なところでの接種を行うため市内小学校の体育館としましたが、

会場まで歩くことが困難で７５歳以上の方には、接種券と一緒にタクシー券を同封しましたので、

ご利用いただきたいと思います。また、車いす等で体育館内での接種が困難な方には、ドライブ
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スルー方式の接種も検討しておりますので、コールセンターにご相談ください。耳の不自由な方

につきましては、保健センターに FAX で申し込んでいただければ、職員が代わりに予約をいた

します。今後もワクチン接種については、広報みしまやホームページ等で随時情報を発信してま

いります。 

既に予約を始めている自治体では、予約時の混乱が報道されておりますが、スムーズなワク

チン接種となるよう市民の皆様のご協力をお願いいたします。接種券と合わせてお手元に郵送

する説明書を十分お読みいただき、さらにご不明な点などがございましたらコールセンターへお

問い合わせいただき、是非、ご納得のうえ接種をしていただきますようお願いいたします。 

 

 

⑬ 令和３年４月３０日 

「新型コロナワクチン接種「お助け隊」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルスのワクチン接種につき

まして、４月２６日（月）から市内の全ての６５歳以上の方に、ワクチンの接種券を郵送させていた

だいておりますが、ワクチン接種の予約開始にあたり、「お助け隊」を設置し、支援を行うこととい

たしましたのでご案内させていただきます。このコロナワクチンの接種につきましては、皆様に予

約をしていただいた上で接種をしていただくこととなり、予約開始日は５月７日（金）となります。 

申込み方法につきましては、コールセンターへの電話予約の他に、専用ＷＥＢサイトや市公

式ＬＩＮＥからも予約が可能となります。電話回線には限りがございますので、できる限り専用ＷＥ

ＢサイトやＬＩＮＥをご利用いただけるよう、これまでもご案内をさせていただいているところです。 

しかしながら、高齢者の皆様の中には、スマートフォンなどの操作に不安を感じる方もいらっしゃ

ることと思います。そこで、市では「地域のお助け隊」として、地域包括支援センター職員やケア

マネジャー、民生委員が高齢者の皆さまの支援をさせていただきます。 

高齢者の中には「予診票の書き方がわからない」、「自分の携帯からインターネットを使って申

込みをしたいけれど、方法がわからない」など、予約や接種に関して様々な心配があることと思

います。そのように不安を感じていらっしゃる方に対しては、市内に５か所設けております「地域

包括支援センター」の職員が訪問等により支援をさせていただきますので、お困りの際には、各

地区の地域包括支援センターまたは地域包括ケア推進課（電話９７３－７４７４なやみなしなし）ま

でご連絡をお願いいたします。 

※電話連絡が困難な場合には、FAX（９７５－３１５９）へご連絡ください。 

なお、要支援・要介護認定をお持ちの方につきましては、ケアマネジャーがお助け隊として支

援いたしますので、直接、担当のケアマネジャーさんにお声がけください。また、地域の民生委

員さんにもお助け隊としての協力をお願いしておりますので、身近な相談役としてご相談いただ

きますようお願いします。 

なお、スマートフォンの操作が不安な方に、操作方法や予約方法を支援する「スマホタブレッ

トアドバイザーによるお助け隊」を併せて実施します。ワクチンの予約開始日の前日５月６日（木）

と予約開始日の５月７日（金）に、市役所本館第 3会議室にて、スマホタブレットアドバイザーによ

るスマートフォンでの操作方法の支援を実施いたします。また、５月８日（土）には、中央町にござ
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います街中ほっとサロンを会場に同様の支援をさせていただきます。時間は全て午前９時から午

後４時までとなります。予約は不要となりますので、お気軽にご利用いただきたいと思います。 

最後になりますが、三島市では、十分なワクチンの確保が見込まれる６月２日（水）から６５歳

以上の方へ集団接種を行っていきます。多くの予約枠を用意してありますのでワクチン接種の

予約に際しましては、焦ることなく予約いただきますよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

⑭ 令和３年６月１９日 

「新型コロナワクチン接種「三島市の現在の状況と今後の予定」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症につきまして、

皆様には、日頃からまん延防止対策などに取り組んでいただきありがとうございます。これから東

京オリンピック・パラリンピックを控えていることもあり、再び蔓延しないよう、三島市では、切り札と

言われるワクチン接種をできるだけ早く、多くの市民の皆様に受けていただけるよう三島市医師

会など関係機関と連携しながら鋭意努力をしているところでございます。 

今回は、そのワクチン接種について、三島市の現在の状況と今後の予定について、市民の皆

様にお知らせとお願いを申し上げます。 

【予約がお済みでない方への案内ハガキ（６５歳以上の方）】 

まず、６５歳以上の方のうち、ワクチン接種予約がお済みでない方に順次発送しておりました

案内ハガキは、６月１６日で完了をいたしております。 

【予約枠について（６５歳以上の方）】 

予約枠につきましては、小学校等での集団接種と病院での個別接種を合わせますと、６５歳

以上の希望する方全員が、おおむね７月末までに接種を受けられるものと考えておりますので、

ハガキが届きましたら慌てずに安心して予約をしていただきたいと思います。 

【予約方法について（６５歳以上の方）】 

予約方法につきましては、ハガキを受け取られましたら、インターネット、またはコールセンタ

ーへの電話でご予約ください。また、社会福祉会館や保健センターなどの窓口でも日を決めて

予約を受け付けております。この窓口予約の日程は、６月２２日（火）、２５日（金）、２７日（日）、２

８日（月）となっています。このうち、２７日、２８日は、市民ボランティアなどのお助け隊によるネッ

ト予約の支援も行う予定です。時間や会場などにつきましては、広報みしま６月１５日号をご覧い

ただけますと幸いです。 

【現在の予約状況（６５歳以上の方）】 

６月１７日午前１０時の時点での予約状況につきましては、約２万５千人の方にご予約をいた

だいております。これは、６５歳以上の人口３２,２１３人の約７８％の方が予約をされたということに

なります。 

【高齢者（６５歳以上）の接種状況】 

６５歳以上の方々の接種状況でありますが、６月２日から始めました小学校体育館での集団接

種では、６月１６日までに、延べ３８会場で、１０,８４１人の方が接種を受けられており、また、病院

での個別接種では、約１,１８０人の方が受けられておりますので、高齢者施設で受けられた方、
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約９００人を加えますと、約１２,９００人の方が、少なくとも１回目の接種を受けられておりますので、

６５歳以上の接種率では４割程度の方が接種済となっております。 

【６４歳以下の方への接種券の送付】 

次に、６４歳以下の方への接種券の発送についてお知らせいたします。 

まず、６０歳～６４歳の方には、基礎疾患の有無にかかわらず、６月中に接種券を発送いたし

ます。続いて、５９歳以下で、基礎疾患のない皆様には、７月１日から年齢の高い方から順次、

接種券をお送りいたします。 

この中で特に、国の定める基礎疾患により障害者手帳等をお持ちの１６歳から５９歳の方には、

６月２１日から接種券をお送りいたします。 

また、５９歳以下の方で、基礎疾患があり、通院や入院されている方につきましては、保健セン

ターに申請していただければ、接種券を送付いたしますが、その申請の受付は、６月２２日から

開始いたします。電子申請か郵送で申請をお願いします。詳しくは、三島市公式ホームページ

または広報みしま７月１日号をご覧ください。 

【予約方法について（６４歳以下の方）】 

予約方法につきましては、接種券が届きましたらインターネット、またはコールセンターへの電

話で予約をしていただきますようお願します。その際は、２回分の予約をとってくださるようお願

いいたします。 

【接種会場・時期（６４歳以下の方）】 

次に、予約ができる接種会場と時期ですが、病院での接種をご希望される場合には、今のと

ころ６月、７月は、若干の空きがある状況です。また、８月、９月は、生涯学習センターや北上・中

郷文化プラザ、保健センターでの接種となります。８月以降における病院での接種につきまして

は、現在、調整を図っているところであります。 

【自衛隊大規模接種センターで受けられる方】 

次に、自衛隊大規模接種センターでの接種をご希望され、先に接種券が必要となる方は、事

前に保健センターに申請をしていただければ、接種券をお送りいたします。申請方法は、電子

申請または郵送でお願いいたします。ただし、東京の大規模接種センターは、１７日の夕方に予

約枠が一杯となり、１８日現在、一旦終了となっておりますので、キャンセル待ちなど、その動向

を見極めて申請してくださるようお願いします。 

【職域接種会場で受けられる方】 

次に、企業・大学等で行われる職域接種会場で受けられる方には、保健センターに申請して

いただければ、接種券を送付いたします。申請方法は、電子申請または郵送でお願いいたしま

す。詳しくは、それぞれの職場のご担当者の方にお聞きいただきたいと思います。なお、ご注意

いただきたい点として、職域接種と三島市の接種では、使うワクチンの種類が異なるということで

あります。現在、三島市で使用しているワクチンはファイザー製ですが、職域接種ではモデルナ

製を使用しておりますので、１回目と２回目を異なるワクチンで接種を受けることがないように、注

意してくださるようお願いいたします。 

今後におきましても、ワクチン接種につきましては、刻々と変わる国の方針に対応しつつ、市

民の皆様には、できる限り迅速、正確に情報をお伝えできるよう努めてまいりますので、ご理解と

ご協力をいただけますよう、お願いいたします。 
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⑮ 令和３年７月２６日 

「新型コロナウイルス感染者増加に対するさらなる感染予防対策に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。まず初めに、今月３日に熱海市で発生しま

した土石流により犠牲となられました方々のご冥福を心よりお祈りいたしますとともに、被災され

た皆様にお見舞いを申し上げ、１日でも早く、日常生活を取り戻すことができますよう、お祈り申

し上げます。 

三島市としましても、発生当日から消防署職員を派遣し、翌日には給水車、19 日からは保健

師や土木技師などの職員を、ほぼ毎日派遣するなど、できる限りの支援を行っているところでご

ざいます。また、7月 12日からは三島市民の想いを熱海市に届けるため、三島市独自の義援金

を募りましたところ、皆様から温かいお志をいただきました。厚くお礼を申し上げます。皆様から

の浄財は、7月 28日に熱海市にお届けする予定でございます。 

さて、新型コロナウイルス感染症につきまして、皆様方には、日頃から感染予防に取り組んで

いただき、感謝申し上げます。感染状況につきましては、全国的に、6 月中旬頃から増加し、第

5 波が指摘される中、首都圏などでは、8 月下旬まで緊急事態宣言が発出されているところであ

ります。 

三島市の感染状況でありますが、皆様のご協力により、7月上旬までは、比較的落ち着いてい

る状況が続いておりましたが、報道されておりますように、先週は当市でも 1日に 12人の新規感

染者が発生するなど、連日感染者が発表される厳しい状況になってきております。さらに、県東

部においては、一部の市町で飲食店への営業時間の時短要請がされるなど、顕著に増加して

おります。現在、オリンピックが開催されており、また、夏休みやこれからのお盆も控え、予想され

る人流の増加に伴う感染拡大を、大変危惧しているところでございます。 

そこで、本日は、皆様に、感染予防対策のこれまで以上の徹底について、改めてお願いをさ

せていただきたいと思います。まず、これまで取り組んでいただいております、密接・密集・密閉

を避ける三密の回避、そして手洗い、手指の消毒、マスク着用の徹底を引き続きお願いいたしま

す。マスクは、連日、猛暑日が続いていますので、熱中症に気を付けながら、着用をお願いいた

します。また、飲食店等の利用についてでありますが、飲食時は感染が起きやすいことから、お

店を選ぶ際は感染対策をしっかり行っている店舗を選んでいただき、混雑しない時間帯に、でき

るだけ少人数での利用、または、テイクアウトの利用をお願いいたします。 

昨年に続き、残念ではありますが、三嶋大祭りも中止され、オリンピックの自転車競技でも直

行直帰が呼び掛けられており、他県からの人の流入をできるだけ抑えるよう対策が取られており

ますので、市民の皆様にも、県をまたいでの移動、特に、首都圏など、緊急事態宣言地域への

移動はできる限り控えていただき、外からウイルスを持ち込まないようお願いいたします。また、

発熱など、少しでも体調不良の症状がある場合は、休んでいただいて、医療機関を受診するな

ど、早めに対策を取っていただくようお願いいたします。 

お願いばかりで心苦しいところでございますが、現在広がりを見せているコロナウイルスは、感

染力が強いデルタ株が多くを占めてきているとのことでありますので、是非、それぞれの皆様が

更なる感染予防対策の徹底をしてくださるよう重ねて、そして強くお願いいたします。なお、感染

者の年代が、50歳代以下の方が多くなってきており、高齢者の方の割合は減ってきております。
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これは多くの 65 歳以上の方がワクチンを既に接種された効果と考えられており、今後さらに多く

の方に受けていただくことが重要となります。 

当市の７月２６日現在のワクチン接種の状況につきましては、65 歳以上の方で、一回以上接

種された方は、26,955 人、約 83.7％で、そのうち、2 回接種された方は、20,685 人、約 64.2％と

なっており、64歳以下から 50歳までの方などへの接種も進んできております。また、接種券につ

きましては、7 月 25 日までに 38 歳以上の方に発送が済んでおり、本日、16 歳～37 歳までの方

に発送いたしますが、到着まで１週間程度かかる場合がありますので、ご了承いただければ幸

いです。 

なお、当市のワクチン接種の予約につきましては、7 月 26 日現在、予約の受付を停止してお

りますが、国からのワクチンの入荷量が判明次第、市公式ホームページや LINEなどで速やかに

情報提供し、随時受け付けてまいりますので、今しばらくお待ちくださるようお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症が収束するまで厳しい日常が続きますが三島市民一丸となって感染

予防に努め、この難局を乗り切りましょう。 

 

 

⑯ 令和３年８月７日 

「新型コロナウイルス感染症「まん延防止等重点措置」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、事業者及び団体の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイル

ス感染症につきましては、日ごろから皆様方には、感染予防に取り組んでいただき、感謝申し上

げます。 

昨日、静岡県から新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づくまん延防止等重点措置とし

て飲食店及び大規模集客施設に対し営業時間の短縮などの要請がございました。要請期間は、

8 月 8 日（日）から 8 月 31 日（火）まで、対象地域は、静岡市、浜松市と三島市を含む県東部の

市町となっております。新型コロナウイルス感染者は、ここ１ケ月ほど、全国的に急拡大し、８月７

日現在で、緊急事態宣言が首都圏を中心に６都府県で発出されており、まん延防止等重点措

置につきましても、ここで静岡県を含む１２道府県に拡大されました。 

三島市の感染状況も、この１ケ月間で、感染者が急増してきており、最近は１日の感染者が２

桁となることも珍しくなく、国のステージⅣの判断基準となる過去１週間における１０万人当たりの

感染者数の目安である２５人を遥かに上回る５０人を超えるという大変厳しい状況となっておりま

すので、まん延防止等重点措置の対象となることは残念ではありますが、やむを得ないものと考

えております。 

新型コロナウイルス感染の急激な拡大は、以前に比べてなかなか人流が抑えられないという

事情があるとともに、現在流行しているコロナウイルスが、従来型より非常に強い感染力を持った

デルタ株という、ウイルスであることが原因と言われております。一方、最近の感染者には高齢の

方が大きく減少していることから、ワクチンの接種は大変効果があると考えられます。 

現在、三島市におきましても、接種を進めているところでございますが、8 月 5 日現在の状況

につきましては、65歳以上の希望されている方への 2回の接種が概ね完了し、全人口でみます

と、一回以上接種された方は、約 36％で、そのうち、2 回接種された方は、約 29％となっており
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ます。 

今後につきましては、ワクチンに限りがありますが、８月１０日に高校生中学生の予約を開始す

るなど、希望する全ての皆様に対してできるだけ早期の接種を進めてまいります。つきましては、

市民の皆様、事業者及び団体の皆様には、感染拡大の状況が悪化していることをご理解いた

だき、これから申し上げますまん延防止等重点措置の県知事からの要請内容に従い、更なる感

染対策の強化と、徹底した取り組みへのご協力を強くお願いいたします。 

まず、市民の皆様には、３密の回避、手洗い、マスクの着用、ソーシャルディスタンスの確保な

ど、従来からの感染対策を徹底していただくとともに、生活に必要な場合を除き、日中を含めた

外出の自粛をお願いいたします。特に、人の動きが活発となりますお盆休みを含む措置の期間

中は、不要不急の外出や県境をまたいでの移動を、自粛していただくようお願いいたします。ま

た、発熱等の症状が見られる場合には、早めに休んで、医療機関を受診していただきたいと思

います。 

次に、市内の飲食店の皆様と 1,000 ㎡以上の大規模集客施設におかれましては、２０時まで

の時短営業が要請されております。ただし、スーパーなど、日常生活に不可欠な施設につきまし

ては、時短要請の対象とはなっておりません。また、飲食店などにおきましては、終日、酒類は

提供しないよう要請されております。この時短要請に応じていただいた飲食店及び大規模集客

施設には、協力金が支給されることとなっております。こちらの手続きにつきましては、県のホー

ムページをご覧いただくか、県のコールセンターにお問合せください。公民館や体育施設など、

市の公共施設につきましても、２０時までの時短利用とさせていただきます。詳しくは、市のホー

ムページをご覧ください。飲食店など事業者の皆様には、これまでもコロナ禍により大変厳しい

状況が続いておりますが、この難局を乗り切るために格別のご理解、ご協力をいただけますよう、

忠心よりお願い申し上げます。 

拡大しているデルタ株は、若年層でも重症化リスクが高いと指摘されています。市民の皆様に

は、少人数だから、屋外だから、若いから大丈夫と考えずに、改めて、マスクの着用、手指消毒、

三密の回避など、基本的な感染防止対策と不要不急の外出の自粛などの徹底を重ねてお願い

いたします。ご自身だけでなく、家族や友人など身近な人達の命と健康を守るために、行動して

まいりましょう。よろしくお願い致します。 

 

 

⑰ 令和３年８月７日 

「新型コロナウイルス感染症「緊急事態宣言」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症につきましては、

デルタ株による急速な感染拡大を受け、これまで、「まん延防止等重点措置」適用を受け、市民

の皆様、飲食店事業者の皆様には、一層の感染予防に取り組んでいただき、感謝を申し上げま

す。デルタ株は大変感染力が強く、全国的に感染が急拡大し、１９日には１日の新規感染者が

初めて全国で２万５千人を超えるなど、危機的な状況となっております。これを受け、本日、8 月

20 日から静岡県を含む 7 府県が国による緊急事態宣言の対象に追加されました。本県におい

ては、昨年 4月 7日の全国一斉適用以来、2回目となります。 
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現在はワクチン接種も進んでおり、接種済の方は重症化しにくいという面もありますが、昨年

初めて緊急事態宣言が出された時に比べ感染者数は比較にならない程急速に増加しておりま

す。当市の新規感染者も 19 日には、過去最多の 25 人となるなど、歯止めが掛からない状況と

なっております。県全体の病床使用率も約 6 割と逼迫しており、このまま悪化が続くと当市にお

いても、在宅のまま手遅れになる事態が発生するのではないかと大変危惧しております。このよ

うなことにならないよう、市民、そして事業者の皆様には今回の緊急事態宣言に基づき要請され

た内容に従い、感染拡大防止の行動をとっていただけますよう、改めて強くお願いいたします。 

まず、市民の皆様にお願いすることは、既に取り組んでいただいている感染防止対策の徹底

であります。具体的には、人流を減らすことが重要ですので、不要不急の外出や県境を跨ぐ移

動の自粛をお願いします。そして、従来から言われている「密集・密接・密閉」という三密の回避、

できれば、「1 密」も回避していただくようお願いします。また、飲食時は感染のリスクが大変高く

なりますので、家族以外の人と食事をする際は、しゃべらないで食べる「黙食」をお願いします。

特に会話をする時は、面倒でもマスクを付けることを徹底していただきたいと思います。その他、

混雑する場は避ける、手指の消毒の徹底など、基本的な対策をとっていただくとともに、体調不

良を感じたら、仕事や学校を休み、速やかに医療機関を受診していただくようお願いいたします。 

次に、事業者の皆様へのお願いでございます。既に、飲食店の皆様には、午後８時までの時

短営業をしていただいているところでありますが、酒類やカラオケを提供している事業者には、

休業が要請されました。感染症のまん延で、客足が遠のいている厳しい状況が続いている中、

大変心苦しいところではございますが、休業に対する協力金も用意されておりますので、対象事

業者におかれましては、要請にご協力いただけますようお願いいたします。その他の酒類を提

供しない飲食店や、大規模集客施設につきましては、午後 8 時までの時短営業をお願いすると

ともに、アクリル板の設置等、感染対策の徹底をお願いいたします。休業や時短要請に応じてい

ただいた事業者への協力金につきましては、県のホームページまたはコールセンターでご案内

がされておりますのでご確認いただきたいと思います。一般の事業者におかれましては、テレワ

ークや時差出勤等、人と人の接触を減らす取り組みにご協力をお願いいたします。 

三島市では、切り札と言われるワクチンを 1 回以上接種している方が、8 月 19 日時点で全市

民の 42.1％となっております。市としましては、できる限り早期に希望される全ての方が接種でき

るよう、順次、ワクチンが確保でき次第、予約できるよう進めております。 

なお、現在実施している PCR 社会的検査については、無症状でも身近に感染者がいた方を

対象に 9 月から拡大いたします。これまでは、65 歳以上の方などを対象としておりましたが、感

染者や濃厚接触者と接したことにより不安をお持ちの方は、ご利用いただきたいと思います。9

月 1日から受付を開始いたしますので詳しくは、市のホームページをご覧ください。 

また、県から周遊の促進につながる観光施設について原則休館とする旨要請されております

ので、楽寿園などの施設を休園するとともに、市民文化会館や市民体育館など、公共施設につ

いても、利用時間短縮などの対応を取らせていただきます。詳しくは、市のホームページをご覧

ください。 

一方、市立小中学校は、これまで以上に感染症対策を徹底した上で、現時点では、夏季休

業終了後の 8月 26日(木)から再開する予定であります。なお、状況が変化した場合の対応につ

きましては、それぞれ校長から保護者の皆様へ連絡をさせていただきます。 
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皆様には、大変なご負担をお願いすることとなりますが、この危機的状況から一刻も早く抜け

出し従来の生活を取り戻せるよう、お一人お一人が適切な行動をとっていただけますよう重ねて

お願い申し上げます。ご自身だけでなく、家族や友人など身近な人達の命と健康を守るために、

行動してまいりましょう。よろしくお願い致します。 

 

 

⑱ 令和３年９月１４日 

「新型コロナウイルス感染症「緊急事態宣言（延長）」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。皆様方には、日ごろから新型コロナウイル

ス感染症予防に取り組んでいただき、感謝申し上げます。おかげ様で、三島市の新規感染者数

は、８月１９日の２５人の発生をピークに、少しずつ減少してきているところですが、９月１２日まで

を期限に発令されていた緊急事態宣言が、静岡県を含む 19 都道府県で今月 30 日まで延長さ

れています。市民、事業者の皆様には引き続き、不要不急の外出の自粛や三密の回避、マスク

の着用、手指の消毒など、緊急事態宣言に基づき要請された内容に従い、感染拡大防止の行

動をとっていただけますよう、お願いいたします。 

市としましては、ワクチンを、希望される全ての方が接種できるよう、進めているところでありまし

て、9 月 23 日に開始する１０月から１１月中旬の接種の予約で、市民の 8 割以上の方への接種

ができる見込みとなりました。１１月中旬以降の集団接種は、規模を縮小し、保健センターで実

施していく予定でございますので、まだ予約を取られていない人や、これから 12 歳になられる方

は、こちらで接種していただくようお願いいたします。詳しくは、市のホームページをご覧いただ

きたいと思います。 

また、事業者の皆様方などには、今後、経済的な支援策などを検討しているところです。いず

れにいたしましても、市民の皆様、事業者の皆様には、大変なご負担をお願いすることとなりま

すが、この緊急事態宣言が再度延長されることなく、今月末で終了し、従来の生活を取り戻せる

よう、皆様にご協力いただきますよう重ねてお願い申し上げます。 

 

 

⑲ 令和３年９月３０日 

「新型コロナウイルス感染症「緊急事態宣言終了および今後の支援策」に関する市長のメッセー

ジ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症対策につきまし

ては、本日（９月３０日）を期限に、１９都道府県に発出されておりました緊急事態宣言などが解

除されることとなりました。市民の皆様方には、これまで、マスク着用や三密回避等の基本的な

感染対策に加え、不要不急の外出や県境を跨ぐ移動の自粛などに取り組んでいただきまして厚

くお礼を申し上げます。 

また、飲食店など、事業者の皆様におかれましては、事業に大きな影響があるにも関わらず、

休業や時短営業、アルコール提供の自粛等にご協力いただき、厚く感謝申し上げます。おかげ
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様で、当市においても第５波は下火となり、９月下旬の当市の新規感染者の発生は、かなり抑え

られております。９月１日に７０％を超えた県東部地域の病床占有率も１０％を切り、落ち着いた

状況となっております。この緊急事態宣言の解除により、経済活動や生活上の制約が段階的に

緩和されますので、今後はこれまで自粛されていた様々な活動を徐々に再開し、従来の日常生

活に近づけていくことが可能になるものと考えられます。 

市としましては、自粛していただいた事業者の皆様等への支援のため、市議会９月定例会に

補正予算を上程し、お認めいただきましたので、その追加の支援策についてご説明します。今

回の補正予算では、国から臨時交付金の事業者支援分として追加交付を受けたこと、また、市

議会において、「緊急事態宣言下における中小企業等への支援強化を求める決議」が議決され

たことを受け、国からの交付金約 8,500万円及び、市の予備費からも約 1,500万円を投じて追加

の支援事業を実施するものです。 

まず、国の交付金を活用した事業でございますが、１つ目は、売上減少により、静岡県が実施

する「中小企業等応援金」等の給付を受けた事業者に対して、三島市独自の「中小企業等応援

補助金」として上乗せを実施します。法人に対しては１０万円、個人事業主に対しては５万円を

上限といたしますが、特に大きな影響を受けている酒類販売事業者及び運転代行事業者に対

しては、法人の場合は２０万円、個人事業主に対しては１０万円を上限として支援いたします。 

次に、市内観光事業者に対する三島市独自の「観光関連事業者応援補助金」を実施いたし

ます。具体的には、「旅館・ホテル」「旅行代理店」「レンタカー業」「土産物店」「文化・娯楽・サー

ビス業」などの事業者に対して、売上減少額の補填として、宿泊事業者は法人に一律６０万円、

個人事業主に一律４０万円、その他の旅行関連事業者は、法人に一律４０万円、個人事業主に

一律２０万円を支援いたします。 

３つ目といたしまして、公共交通事業者に対する支援でございます。バス、タクシー、鉄道事

業者に対して、緊急支援事業を実施します。また、せせらぎ号、なかざと号、大場分譲地線の３

路線において、バスロケーションシステムの整備による IT化の支援を行います。 

次に、三島市単独の支援策でございますが、新型コロナの陽性者で自宅療養を余儀なくされ

ている方、及び濃厚接触者の方にご自宅への給食サービスを実施いたします。さらに、感染拡

大の防止対策として、ワクチン接種を受けられない、12 歳未満の児童等が在籍する、市内の保

育園 29 園、幼稚園 11 園、小学校 14 校について、抗原検査キットを配備いたします。なお、

個々の事業の詳細につきましては、様々な条件等がございますので、市ホームページをご覧い

ただき、不明な点は担当課にお問合せください。 

９月３０日で緊急事態宣言は解除されますが、ウイルスのまん延が収束した訳ではなく、専門

家の意見ではこの冬にも第６波が到来するのではないか、という見方が大半を占めているようで

すので、皆様には引き続き、基本的な感染対策に取り組んでいただけますようお願いいたしま

す。 

市といたしましては、全力でワクチン接種を進めているところでございまして、接種済の方と予

約済の方に加えて、職域接種を受けた方を合わせますと、９月２８日現在で対象者の８３．８％と

なっており、11 月上旬には、12 歳以上で希望された方の接種を完了する見込みとなっておりま

す。なお、現在受け付けておりますワクチン接種の予約枠に余裕がある状況でございます。大

規模な集団接種としてはこの予約枠を最後とする予定でおりますので、接種をご希望の方は、
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早めに予約を取っていただけますようお願いいたします。特に 40 歳以下の若い世代では、他の

年代に比べて全国的にも低い接種率になっておりますので、ぜひこの機会に予約をお願いしま

す。なお、国から３回目の接種を行うよう通知がありましたので、今後準備を進めて参ります。具

体的な日程等は、広報みしまや、市のホームページに掲載してまいります。 

また、公共施設の利用制限につきましては、基本的には、10 月 1 日より通常通りの利用となり

ますが、一部施設につきましては、静岡県の警戒レベルに合わせて人数などの制限がございま

すので、市ホームページでご確認いただきますようお願いいたします。 

いずれにいたしましても、市民の皆さまの命と健康を守っていくこと、市内の経済を支えていく

ことは市政の使命でありますので、引き続き、感染症拡大防止対策と事業者への支援や、経済

対策にもスピード感をもって全力で取り組んでまいります。市民、事業者の皆様には引き続きご

協力いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。 

 

 

⑳ 令和３年１２月１７日 

「子育て給付金 10万円の一括給付及び新型コロナウイルスに関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。18 歳以下の子どもへの臨時特別給付金に

ついては、心待ちにされている方も多くいらっしゃるかと思います。三島市では、10 万円分のす

べてを、現金で一括給付することといたしました。国が給付金の対象としている申請不要な中学

生以下の児童手当の受給世帯には、12月 24日に振り込みます。 

対象となる方に対しましては、すでに現金 5 万円での給付の通知を差し上げておりましたが、

改めて 10 万円を現金で一括給付する旨の通知を 17 日に郵送でお送りしておりますので、ご確

認くださいますようお願いいたします。また、中学生以下の兄弟姉妹がいる世帯の高校生相当

年齢のお子様にかかる給付金につきましても、手続き不要で、1 月中に振込みをいたします。な

お、高校生のみの世帯と公務員の世帯につきましては申請手続きが必要となりますので、年明

けとはなりますが、申請にかかる事務手続きの準備ができ次第、市のホームページなどでご案内

いたします。 

市民の皆様方には、これまで、マスク着用や三密回避等の基本的な感染対策に取り組んで

いただきまして厚くお礼を申し上げます。おかげ様で、当市の新規感染者につきましては、10月

19日以降、発生しておりません。 

また、新型コロナワクチン接種の状況でございますが、皆様のご協力によりまして、１２月１６日

現在で、２回目の接種が完了した方は、対象者の８６．３％となっております。なお、３回目の接

種につきましては、２回目の接種をされた方に順次、接種券を送付しており、１月から接種できる

よう、準備を進めております。詳しくは広報みしま１月 1日号をご確認ください。ワクチン接種に関

しましては、国の動向が不確定なこともあり、最新情報は市のホームページでご確認くださいま

すようお願い申し上げます。 

市民の皆さまの命と健康を守っていくこと、市内の経済を支えていくことは市政の使命でありま

すので、引き続き、感染拡大防止に市民の皆さまのご協力をお願いいたしますとともに、事業者

への 支援や、経済対策にもスピード感をもって全力で取り組んでまいります。また、年末年始も
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決して油断せず、基本的な対策の徹底に、ご協力を重ねてお願いいたします。 

 

 

㉑ 令和４年１月１４日 

「新型コロナウイルス感染症に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、新年おめでとうございます。三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイ

ルス感染症対策につきまして、皆様には、一昨年から感染拡大防止に取り組んでいただき、誠

にありがとうございます。 

しかし、皆様ご存知のとおり、全国的に年明けから急激に感染が拡大しており、静岡県におき

ましても、１月１１日に警戒レベルを「２」の「警戒を強化すべきレベル」に引き上げられました。三

島市の状況を申し上げますと、昨年の１０月１９日以降、市民の新規感染者は発生しておりませ

んでしたが、１月７日から、連日、新規感染者の確認が続いており、１月１４日までの８日間で、累

計５０人に達している状況です。このような感染者の急増により、ご自身が感染していないか、と

いう不安を感じている方もいらっしゃるかと思います。 

現在、県では、感染に不安を感じていらっしゃる無症状の方を対象に、無料のＰＣＲ検査等を

実施しております。詳しくは、県や市のホームページをご覧いただきたいと思います。また、PCR

検査等は、市内の薬局等でも受けることができますので、感染に不安をお持ちの方は、ぜひ、

利用していただきたいと思います。なお、発熱等の症状のある方は、これらの薬局等では検査で

きませんので、速やかに医療機関を受診していただくようお願いします。 

現在主流となりつつあるオミクロン株は感染力が強いと言われておりますので、今後、これ以

上感染を拡大させないために、市民、事業者の皆様に、改めて、一層の感染対策をお願いした

いと存じます。具体的に申し上げますと、既に取り組んでいただいている「基本的な感染対策」

の一層の徹底ということになりますが、「混雑している場所や時間を避けて、少人数で行動する」、

また、「県境を跨ぐ移動は、慎重に判断した上で行動」していただきますよう、お願いいたします。 

また、「密の回避」としまして、「３密」だけでなく、「１密」であっても感染予防の徹底をお願いい

たします。そのほか、飲食時は感染のリスクが大変高くなりますので、黙食や、会話時のマスク着

用などの基本的感染対策を守っていただき、少人数・短時間で、極力、普段一緒にいる人との

利用をお願いいたします。その他、手指の消毒やマスク着用などの、基本的な対策を継続して

いただき、もし体調不良を感じましたら、仕事や学校を休み、速やかに医療機関で受診していた

だくようお願いいたします。無症状であっても、身近に感染者が出たなど、不安をお持ちの方は、

先ほどご紹介した薬局等での無料の検査を早めに受けていただくなど、早期検査、早期受診が

極めて重要となっております。 

なお、市では、３回目のワクチン接種につきまして、一般の高齢者の方は、２月１日から、病院、

医院、集団接種会場で、順次接種できるよう接種体制を整えたところでございますが、１３日に

国から、接種間隔の短縮の方針が示されましたので、さらなる接種の前倒しに向けて、準備して

まいります。３回目用の接種券は、２回目の接種が終了した順にお送りしておりますので、接種

券がお手元に届きましたら、ご予約をお願いします。 
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市民の皆様には、引き続き、ご負担をお願いすることとなりますが、ここで感染拡大を食い止

めるべく、お一人お一人の感染予防対策を徹底していただきますよう重ねてお願い申し上げま

す。 

 

 

㉒ 令和４年１月２７日 

「新型コロナウイルス感染症「まん延防止等重点措置」に関する市長のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症につきましては、

日ごろから皆様方には、感染予防に取り組んでいただき、感謝申し上げます。 

しかしながら、現在、感染力が非常に強いオミクロン株が全国で猛威を振るっており、昨日２６

日現在で、１６都県に出されていた「まん延防止等重点措置」が、本日２７日からは静岡県をはじ

めとする１８道府県にも適用され、全国の７割を超える３４都道府県で適用されることとなりました。 

実施期間につきましては、本日１月２７日（木）から２月２０日（日）まで静岡県全域が対象となって

おります。 

三島市の感染状況を申し上げますと、このところ連日、二けたの新規感染者が報告されており、

直近１週間における１０万人当たりの感染者数は、１７０人を超える状況となっております。昨年

夏の第５波のピークが、約１００人でしたので、その１.7 倍という大変厳しい状況となっております。 

つきましては、市民の皆様、事業者の皆様には、まん延防止等重点措置の要請内容に従い、更

なる感染予防対策の強化と徹底を強くお願いいたします。市民の皆様へは、２週間程前の１月１

４日に感染対策の強化をお願いしたばかりでございますが、状況が悪化していることをご理解い

ただき、これから申し上げます取り組みを要請いたしますので、ご協力をお願いいたします。 

まず、市民の皆様には、３密の回避、手洗い、マスクの着用などの基本的な感染対策を徹底

していただくようお願いいたします。その着用していただくマスクは、より感染防止効果の高い不

織布製のマスクを使用していただくようお願いいたします。 

また、必要な場合を除き、県境をまたいでの移動は極力控えていただくとともに、混雑した場

所や感染リスクが高い場所への外出は自粛していただきますようお願いいたします。特に、大人

数での行動は注意が必要で、会食等は、なるべく家族や日頃行動を共にしている少人数に限り、

黙食を徹底していただきたいと思います。なお、発熱等の症状が見られる場合の対処について、

国からは、４０歳以下で基礎疾患がなくワクチンを２回接種している方は、医療機関を受診せず

に自宅療養することも可能と発表されたところですが、現在のところ、静岡県では従来通りの方

針をとっておりますので、症状のある方は、速やかに医療機関を受診していただき、職場への出

勤、学校への登校、クラブ活動等の参加はおやめいただきますようお願いいたします。 

次に、市内の飲食店の皆様への要請でございますが、まん延防止等重点措置に基づき、ふ

じのくに安全・安心認証店に認証されている飲食店の営業時間につきましては、酒類の提供を

終日停止する場合には２０時まで、酒類の提供を行う場合には酒類の提供は２０時まで、営業時

間は２１時までとする時短営業をお願いいたします。認証されていない飲食店につきましては、

酒類の提供を終日停止していただき、営業時間を 2０時までとしていただくようお願いいたします。

なお、時短要請に応じていただいた事業者の皆様には、第５波の際と同様に、県から協力金が
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支給される予定となっております。詳しくは、市のホームページ、または、静岡県のホームページ

をご覧いただきたいと思います。 

次に、公民館や体育施設など市の公共施設につきましては、利用人数の制限などをさせてい

ただきます。詳しくは、市のホームページをご覧ください。 

次に、３回目の新型コロナワクチン接種についてお知らせいたします。三島市では２回目の接

種が終了された方へ、３回目用の接種券を順次発送しておりますので、お手元に届きましたらご

予約をお願いいたします。接種会場につきましては、集団接種会場や病院、医院に加えて、２

月からお近くのクリニックなどでも接種が受けられるよう接種体制を整えました。また、ワクチンに

つきましては、会場と日にちにより、ファイザーかモデルナか異なりますので、選んでいただいて

ご予約をしていただきたいと存じます。また、移動が困難な方のために、３回目もドライブスルー

での接種を実施しますので、ご希望される方は、コールセンターまでお問合せください。 

なお、現在、急激な感染者や濃厚接種者の増加により、自宅療養者も爆発的に増加しており

ます。自宅療養者への支援については、第５波の際には急激に重症化する事例がありましたの

で、現在、保健所と連携をとり、三島市から保健師を毎日１人、３月まで、東部保健所に派遣し、

安否確認等の業務に従事しているところでございます。 

また、三島市では、新型コロナウイルス感染症陽性者及び濃厚接触者のうち、自宅療養期間

中に親族等の支援が受けられない方に対し、「緊急食料支援事業」として、朝、昼、夜の３食の

お弁当を宅配にて、無料でお届けするとともに安否確認をしております。この支援事業の１月の

申請者は、自宅療養者の急増に伴い、２４日時点で、１００人に達している状況でございます。 

いずれにいたしましても、第６波というこの難局を力を合わせて乗り切るために、改めて市民の

皆様への基本的な感染対策の徹底と事業者の皆様へのご協力をお願い申し上げます。 

 

 

㉓ 令和４年２月２１日 

「新型コロナウイルス感染症「まん延防止等重点措置の延長」及び「ワクチン接種」に関する市長

のメッセージ」 

 

市民の皆様、三島市長の豊岡武士でございます。新型コロナウイルス感染症につきましては、

日ごろから皆様方には、感染予防に取り組んでいただき、感謝申し上げます。本日は、２月２０

日を期限とする静岡県に実施されていた「まん延防止等重点措置」が３月６日まで延長されまし

たので、改めて感染防止のお願いと、新型コロナワクチン接種の今後の予定をお知らせいたし

ます。 

まず、本市の感染状況でございますが、オミクロン株の拡大により、１月中旬から１日の新規感

染者が急増し、２月１１日には、過去最多となる５５人となりました。本年になって初めて発生した

１月７日から２月２０日までの４５日間に、合計、1,183 人と、千人を超える感染が確認されており

ます。特に、三島市では、学級閉鎖したクラスもあるなど、児童生徒の感染報告も相次いでおり

ます。児童生徒等の感染経路については、「家庭内感染」に加えて「感染経路不明」のものが増

えてきておりますことから、本日、教育委員会より保護者の皆様に各ご家庭での対策の徹底につ

きまして改めてご協力のお願いをさせていただきました。 
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現在、増加スピードは鈍化傾向にあり、２月１６日の厚生労働省の専門家会議では、「地域に

よりばらつきがあるが、全国的には２月上旬にピークを迎えた」という見解が示されたところでござ

いますが、静岡県では依然として多くの新規陽性者が確認されており、社会機能の維持への影

響が出ることも危惧されるため、まん延防止等重点措置が延長されたところでございます。このよ

うな状況の中、市民の皆様、事業者の皆様には、引き続き、飲食店の時短営業など、まん延防

止等重点措置の要請内容に従い、更なる感染対策の強化と徹底をお願いいたします。 

次に、市としましては、まん延防止、特に、未就学児、小学生、高齢者などの感染を何とか食

い止めるため、新型コロナワクチン接種を全力で進めているところでございます。ワクチン接種に

関しましては、既に６５歳以上の方々などへ３回目の接種を進めておりますが、更に接種券発送

の前倒しを図り、2回目の接種から概ね 6か月後には、お手元に届くよう発送しておりますので、

接種券が届き次第、ご予約することができる状況でございます。また、接種会場は、３９の医療機

関の個別接種に加えて、４つの集団接種会場でも実施しておりますので、できる限り多くの皆様

が早期に接種できるよう進めているところでございます。なお、３回目接種では、ファイザーとモ

デルナの２種類のワクチンがございますが、1・2 回目で接種したワクチンの種類に関わらず、ど

ちらのワクチンでも十分な効果と安全性が確認されております。より早く接種できるワクチンで接

種していただくことが、感染予防の観点からも重要と考えますので、ご検討をお願いいたします。 

また、５歳～１１歳の子どもへのワクチン接種が１月２１日に特例承認されました。三島市では、

３月中旬から８か所の小児科で接種を開始いたします。さらに、４月中旬からは東、南、北、長伏

の小学校４校の体育館でも、１、２回目の接種を実施できるよう準備を進めております。接種券は、

２月２８日に発送する予定となっております。予約受付は、３月１０日（木）からとなります。子ども

の接種は、大人の場合とは異なり、努力義務は規定されておりませんが、子どもの感染が多くな

っておりますので、接種券が届きましたら、ご検討のうえ、ご予約をお願いいたします。 

いずれにいたしましても、まん延防止等重点措置が延長され、市民の皆様、事業者の皆様に

は大変なご不便をお掛けしますが、一日でも早く感染が収束いたしますよう、ともに感染防止に

取り組んでまいりましょう。ご協力をお願い申し上げます。 
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資料２ 新型コロナウイルスの感染状況 

 

 

 

 

月／年 2020 2021 2022 2023 月／年 2020 2021 2022 2023

1 12 154,700 1,082,695 3,317,270 1 0 1,908 20,173 134,936

2 193 41,838 2,106,113 668,882 2 1 551 39,037 27,656

3 1,930 42,300 1,475,036 249,850 3 7 577 31,326 7,195

4 12,089 117,482 1,249,639 265,404 4 62 749 23,071 5,231

5 2,511 153,674 940,734 81,761 5 5 1,933 22,061 1,402

6 1,747 52,977 469,555 ー 6 6 924 8,785 ー

7 17,373 126,687 3,463,299 ー 7 188 1,575 81,839 ー

8 31,981 567,572 6,173,065 ー 8 214 11,635 164,237 ー

9 15,045 208,068 2,322,548 ー 9 63 4,113 66,001 ー

10 17,529 17,385 1,031,436 ー 10 115 156 26,495 ー

11 47,158 4,375 2,487,609 ー 11 1,012 41 56,675 ー

12 86,541 5,816 4,425,244 ー 12 1,013 110 120,659 ー

計 234,109 1,492,874 27,226,973 4,583,167 計 2,686 24,272 660,359 176,420

全国合計 33,537,123 静岡県合計 863,737

2023/5/8 までの感染者数

年月別（全国） 年月別（静岡県）

月／年 2021 2022 2023 月／年 2021 2022 2023

1 2,261 400 10,825 1 35 3 316

2 2,165 4,897 4,296 2 17 123 113

3 1,274 4,499 1,521 3 25 41 38

4 1,067 1,472 634 4 3 26 8

5 ※２ 279 2,819 1,049 152 5 ※２ 0 16 7 2

6 81 1,731 571 ー 6 0 13 12 ー

7 37 409 1,304 ー 7 0 7 27 ー

8 285 849 7,295 ー 8 0 16 211 ー

9 275 1,607 4,923 ー 9 1 32 87 ー

10 195 619 1,864 ー 10 0 4 21 ー

11 373 92 2,985 ー 11 9 0 40 ー

12 1,321 33 7,622 ー 12 30 0 124 ー

計 3,459 14,926 38,881 17,428 計 41 168 722 477

全国合計 静岡県合計

※2：2020/5/10からのコロナ感染による死亡者数

74,694

2023/5/9 までの死亡者数

年月別（全国）

2020

※１ 613

2020

※１ 1

1,408

※1：2020/5/9までのコロナ感染による死亡者数

年月別（静岡県）
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令和4年9月26日 現在

●感染者

10歳
未満

10歳
代

未成
年者

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

高齢
でない
成人

60歳
代

70歳
代

80歳
代

90歳
代

100歳
代

高齢
者

年齢
不明

計 取下げ 除外 誤り

感染者数 2,092 1,926 194 1,734 2,052 2,096 1,415 383 808 513 294 117 10 66 17 13,717 4 2 0

感染者数比率 15.3% 14.0% 1.4% 12.6% 15.0% 15.3% 10.3% 2.8% 5.9% 3.7% 2.1% 0.9% 0.1% 0.5% 0.1% 100.0%

不明

感染者数 17

感染者数比率 0.1%

●月別感染者

10歳
未満

10歳
代

未成
年者

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

高齢
でない
成人

60歳
代

70歳
代

80歳
代

90歳
代

100歳
代

高齢
者

年齢
不明

計 累計 年

令和2年5月 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

令和2年6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

令和2年7月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

令和2年8月 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

令和2年9月 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

令和2年10月 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4

令和2年11月 0 1 1 0 0 1 1 8 3 0 0 0 0 4 0 19 23

令和2年12月 0 0 4 3 2 0 1 20 1 0 0 1 0 3 0 35 58 58

令和3年1月 0 10 7 13 10 7 3 37 3 2 0 0 0 8 0 100 158

令和3年2月 0 0 1 0 4 0 0 4 0 0 0 0 0 1 0 10 168

令和3年3月 0 0 0 1 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 6 174

令和3年4月 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 6 180

令和3年5月 0 2 0 0 0 0 1 6 0 1 0 0 0 4 0 14 194

令和3年6月 0 0 1 0 2 1 2 4 1 1 0 0 0 0 0 12 206

令和3年7月 2 2 17 12 1 6 7 53 1 0 0 0 0 5 0 106 312

令和3年8月 3 23 70 45 49 30 30 101 10 2 0 0 0 6 0 369 681

令和3年9月 11 11 22 14 16 11 7 34 1 0 0 0 0 3 0 130 811

令和3年10月 0 0 1 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 5 816

令和3年11月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 816

令和3年12月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 816 758

令和4年1月 29 39 61 70 30 43 26 89 17 17 2 0 0 17 0 440 1,256

令和4年2月 164 126 9 151 161 178 122 19 64 51 24 19 1 13 0 1,102 2,358

令和4年3月 132 147 0 117 115 102 70 0 31 17 26 12 0 0 0 769 3,127

令和4年4月 126 130 0 90 113 118 52 0 21 13 13 9 2 0 0 687 3,814

令和4年5月 57 108 0 88 84 72 43 0 20 8 20 9 0 0 0 509 4,323

令和4年6月 25 24 0 23 31 36 25 0 10 13 4 3 0 0 0 194 4,517

令和4年7月 374 433 0 293 383 408 274 0 157 84 24 7 1 0 2 2,440 6,957

令和4年8月 734 659 0 645 704 812 574 0 366 232 144 45 4 0 12 4,931 11,888

令和4年9月 435 211 0 166 343 270 176 0 102 72 37 12 2 0 3 1,829 13,717 12,901

三島市感染者数

56.0% 13.2%

未成年者 成人 高齢者 三島市の感染数累積

4,212 7,680 1,808
13,717人

30.7%
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資料３ 新型コロナウイルス感染症関連寄付・寄贈一覧 

順不同・敬称略 

 

  

寄贈者 寄付金額・寄贈物品等 寄贈の目的

三島市老人クラブ連合会　錦田地区有志一同 手作りマスク　220枚 三島市民のために

渡辺晃司 不織布マスク　5,000枚 救急活動のために

株式会社ジョイランド 不織布マスク　1,000枚 医療や介護関係者、放課後児童クラブなどのために

株式会社東陽社 不織布マスク　5,000枚 医療や介護関係者、放課後児童クラブなどのために

株式会社万福 不織布マスク　1,500枚 医療や介護関係者、放課後児童クラブなどのために

静岡福祉医療専門学校学生　近藤沙紀 手作りマスク　110枚 三島市民のために

リヴ・よしだや　原晴之 医療用(N95)マスク　201枚 医療従事者などの感染予防のために

たいよう 手作りマスク　100枚 妊婦さんの感染予防のために

米良道子 手作りマスク　50枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

松本しゃぎり保存会 手作りマスク　100枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

ふじのくに三島かがやきネット 蜂蜜（100ml）100本 医療関係者のために

エーザイ株式会社

抗菌スプレー（250ml）　３本

栄養補給飲料（100ml）　300本

ハンドクリーム（48g）　300本

不織布マスク　400枚

高齢者など市民の健康保持などのために

大場商工店会　青年部 空気清浄機　7台 大場地区周辺の幼稚園・保育園のために

YS KIT マスク　300枚・ゴム手袋　300組 保育園のために

三島中央病院 次亜塩素酸水　20リットル 保育園のために

三丸機械工業株式会社 微酸性電解水 公共施設の除菌用のために

桜ヶ丘こどもクリニック 高濃度アルコール消毒液　32リットル 未来ある子どもたちのために

株式会社八木繊維 不織布マスク　10,000枚 高齢者介護のヘルパーさんのために

第一生命保険株式会社 不織布マスク　1,000枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

加和太建設協和会 ノンアルコール除菌水　250本 幼稚園・保育園・認定こども園などのために

土佐谷薬局 使い捨てゴム手袋　700枚 小中学校養護教諭のために

芹澤 不織布マスク　2,000枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

静岡県飲食業生活衛生同業組合　三島支部 不織布マスク　2,000枚 医療や介護関係者、放課後児童クラブのために　

フロンティア・ヒューマン株式会社 不織布マスク　200枚 錦田保育園のために

北上小学校　卒業生 不織布マスク　500枚 北上小児童とスクールガードさんのために

GORILLA TEA 不織布マスク　10,800枚　 医療や介護関係者など必要な方のために

川村尚伸 不織布マスク　300枚 必要な方のために

株式会社ENEOSウイング 各園に不織布マスク　50枚入り2箱 保育園のために
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順不同・敬称略 

 

  

寄贈者 寄付金額・寄贈物品等 寄贈の目的

深澤智春 子ども用手作りマスク　109枚 児童センター利用者のために

有限会社メガネの三島・こどもメガネ専門店

Jack-o_o-
フェイスシールド　100枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

東京電力労働組合　静岡地区本部 不織布マスク　10,000枚 市内医療機関に従事する関係者のために

レマコム株式会社 不織布マスク　10,000枚 市内の高齢者施設や介護施設等の従事者のために

住まい工房とうくり 手指消毒用アルコールジェル　4本 医療機関に従事する関係者のために

青木保育園保護者　水口いづみ 手作りマスク　85枚 青木保育園のために

在仙台カンボジア王国名誉領事館

名誉領事　田井進
手づくりマスク　1,000枚 三島市の国際交流関係者や子供たちのために

第一生命保険株式会社沼津支社

三島第一営業オフィス
各園に不織布マスク　50枚入り2箱 保育園、認定こども園などのために

三島建設業協力会 業務用肌荒れ防止クリーム　24本 公立幼稚園・保育園のために

株式会社東平商会 接触冷感マスク　200枚 公立保育園のために

米良道子 手作りマスク　45枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

国際ソロプチミスト駿河 防護用使い捨てエプロン　300枚 放課後児童クラブのために

Dazzle

除菌ウェットティッシュ　20袋

布ガーゼマスク　10枚

不織布マスク　50枚

ハンドジェル　120㎖1本

加茂川町保育園のために

関野あつ子

マスク　50枚

ハンドジェル500㎖　1本

アルコール手拭き　8袋

加茂川町保育園のために

米良道子 手作りマスク　35枚 加茂川町保育園のために

森本正美
マスク　70枚

ハンドジェル500㎖　５本
三島市のために

有限会社フォーション アルコール消毒液　300本 新型コロナウイルス感染症対策のために

株式会社アイティエス サーマルAIカメラ　８台 新型コロナウイルス感染拡大防止のために

株式会社東陽社 マスク（不織布）　10,000枚 新型コロナウイルス感染拡大防止のために

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 ペットボトル飲料　24本×50ケース ワクチン接種に協力する医療従事者等のために

セキトランスシステム株式会社 トイレ紙ホルダーと杖置き　各28台 新型コロナウイルス感染症対策のために

日本生命保険相互会社沼津支社

三島営業部・長泉営業部
除菌ウェットティッシュ　600個 新型コロナウイルス感染拡大防止のために

芹澤匠 不織布マスク　2,000枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

桜ヶ丘こどもクリニック 手指消毒用アルコール　20ℓ 妊婦さんの感染予防のために

徳倉幼稚園保護者　渡辺尚美 子ども用不織布マスク　150枚 徳倉幼稚園のために

徳倉幼稚園PTA有志 子ども用不織布マスク　200枚 徳倉幼稚園のために

中華人民共和国　麗水市人民政府
普通マスク　45,000枚

Ｎ９５マスク　2,000枚
新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

特別養護老人ホーム北上の郷　職員 子ども用手作りマスク 北上保育園（年長児全員）のために
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順不同・敬称略 

 

※様々なルートを通じて、多くの企業・団体・個人の皆様から、貴重な寄付・寄贈をいただきました。 

 庁内において網羅的な調査に努めましたが、コロナ禍の混乱で把握が困難な面があり、掲載漏れ等がある可能性もございます。 

 また、「コロナ対策のために」と使途指定がなかった寄付・寄贈は、掲載されておりませんのでご了承ください。 

 

寄贈者 寄付金額・寄贈物品等 寄贈の目的

株式会社カツマタ 使い捨てエプロン　7着 市立幼稚園のために

株式会社八木繊維　三島営業所 不織布マスク　10,000枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

徳倉幼稚園保護者　栁澤洋子 子ども用手作りマスク　5枚 徳倉幼稚園のために

桜ヶ丘こどもクリニック 除菌用高濃度アルコール　8L 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

レマコム株式会社 不織布マスク　10,000枚 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

山本建設株式会社 不織布マスク　750枚 中郷南保育園、中郷西保育園のために

ニューデルタ工業株式会社 足踏式消毒液スタンド　5台 新型コロナウイルス感染症対策のために

平電機株式会社 フェイスガード　5枚 北上保育園のために

しらゆり幼稚園　保護者有志 子ども用手作り布マスク　220枚 しらゆり幼稚園のために

芙蓉台二丁目子ども会 34,000円 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

静岡県立三島南高等学校 子ども用手作りマスク　80枚 大場幼稚園のために

合同会社ヴィレッジサポート 除菌ウェットテッシュ　1,500袋 幼稚園・保育園・認定こども園などのために

合同会社ヴィレッジサポート アルクリウェットテッシュ　50枚入 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

三島年金事務所 不織布マスク　2箱 加茂保育園のために

株式会社サンリッチ三島 非接触自動水栓　18器 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

福家英也 自動除菌液噴霧器　7台 新型コロナウイルス感染症の感染予防のために

平電機株式会社 体温計測機付消毒液スタンド　21台 市立小中学校の感染症対策のために

株式会社BIRTH　佐藤信一郎 e-3X（水道水で作る除菌スプレー） まりあ保育園のために

エッグマート松本店 ハンドジェル500ml　３ケース まりあ保育園の職員・園児家族のために

明治安田生命保険相互会社 406,300円 新型コロナウイルス感染症対策のために

明治安田生命保険相互会社 200,000円 新型コロナウイルス感染症対策のために

明治安田生命保険相互会社 524,000円 教育環境の整備のために

明治安田生命保険相互会社 415,000円 地域住民の健康増進や子育て支援等のために

三島信用金庫 1,000,000円 新型コロナウイルス感染症対策のために

沼津信用金庫 500,000円 教育環境の整備のために

沼津信用金庫 500,000円 教育環境の整備のために

山本建設株式会社 100,000円 教育環境の整備のために
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資料４ 新型コロナウイルス感染症関連事業一覧  

 

 

 

  

三島市コロナ対策関連事業一覧（R5.3.31時点）

No 執行年度 会計区分 担当課※R4時点 事業名称 事業区分

1 R2 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

2 R2 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

3 R2 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

4 R2 一般 地域協働・安全課 自治会・町内会活動用新型コロナ対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

5 R2 一般 地域協働・安全課 三島市新型コロナウィルス感染症対策公共交通事業者緊急支援事業 経済対策/事業者支援

6 R2 一般 地域協働・安全課 路線バスIT化整備事業費補助金 感染症拡大防止

7 R2 一般 地域協働・安全課 三島市防犯灯電気料補助金の増額 経済対策/事業者支援

8 R2 一般 健幸政策戦略室 コロナに勝とうポイント事業 感染症拡大防止

9 R2 国保 保険年金課 傷病手当金支給事業 生活安定支援

10 R2 一般 健康づくり課 非接触型体温計の購入 感染症拡大防止

11 R2 一般 健康づくり課 自動体温測定カメラシステム　1式 感染症拡大防止

12 R2 一般 健康づくり課 妊婦特別支援給付金 生活安定支援

13 R2 一般 健康づくり課 三島市ＰＣＲ検査センター設置 感染症拡大防止

14 R2 一般 健康づくり課 コロナ対策用の消耗品の購入 感染症拡大防止

15 R2 一般 健康づくり課 社会的検査業務(疾病予防対策事業費等補助金と市単分） 感染症拡大防止

16 R2 一般 健康づくり課 電子母子手帳「みしまっこ」テレビ電話機能拡充事業 新たな生活様式

17 R2 一般 スポーツ推進課 三島市体育施設等指定管理者支援事業 経済対策/事業者支援

18 R2 一般 スポーツ推進課 三島市スポーツ少年団支援金事業 感染症拡大防止

19 R2 一般 スポーツ推進課 市民体育館・温水プール新型コロナ対策事業（修繕） 感染症拡大防止

20 R2 一般 スポーツ推進課 市民体育館・温水プール新型コロナ対策事業（物品購入） 感染症拡大防止

21 R2 一般 スポーツ推進課 学校体育施設開放事業用消耗品 感染症拡大防止

22 R2 一般 地域包括ケア推進課 老人福祉用居場所・地域サロン支援金事業 感染症拡大防止

23 R2 一般 地域包括ケア推進課 高齢者いきがいセンター研修室エアコン改修事業 感染症拡大防止

24 R2 一般 地域包括ケア推進課 オンラインを活用した高齢者相談支援事業 新たな生活様式

25 R2 一般 地域包括ケア推進課 感染症対策を徹底した上での介護サービス提供支援事業 感染症拡大防止

26 R2 一般 地域包括ケア推進課 在宅サービス事業所における環境整備への助成事業 感染症拡大防止

27 R2 一般 介護保険課 介護サービス事業者支援金事業 感染症拡大防止

28 R2 介護 介護保険課 介護保険料減免事業 生活安定支援

29 R2 一般 福祉総務課 自立相談支援事業 生活安定支援

30 R2 一般 福祉総務課 住居確保給付事業 生活安定支援

31 R2 一般 福祉総務課 老人福祉センター利用者送迎バス等感染予防対策事業 感染症拡大防止

32 R2 一般 子育て支援課 ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

33 R2 一般 子育て支援課 児童扶養手当臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

34 R2 一般 子育て支援課 子育て世帯臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

35 R2 一般 子育て支援課 子育て支援センター事業 感染症拡大防止

36 R2 一般 子育て支援課 地域子育て支援拠点外環境改善等事業費補助金 感染症拡大防止

37 R2 一般 子育て支援課 地域子育て支援拠点外環境改善等事業費補助金 感染症拡大防止

38 R2 一般 子育て支援課 臨時休業時利用助成金 生活安定支援

39 R2 一般 子ども保育課 保育環境改善等事業費補助金 感染症拡大防止

40 R2 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症拡大防止事業費補助金 感染症拡大防止

41 R2 一般 子ども保育課 公立保育園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

42 R2 一般 子ども保育課 公立幼稚園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

43 R2 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付 生活安定支援

44 R2 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付（認定こども園、小規模保育事業所） 生活安定支援

45 R2 一般 障がい福祉課 郵便申請奨励事業 感染症拡大防止

46 R2 一般 障がい福祉課 新型コロナウイルス感染拡大に伴う訪問入浴サービス等体制強化事業 感染症拡大防止

47 R2 一般 障がい福祉課 障害福祉サービス事業者支援金事業 感染症拡大防止

48 R2 一般 発達支援課 発達支援事業 感染症拡大防止

49 R2 一般 発達支援課 発達支援事業 感染症拡大防止

50 R2 一般 公共財産保全課 庁舎維持管理事業 感染症拡大防止

51 R2 一般 課税課 課税課窓口業務 感染症拡大防止

52 R2 国保 課税課 国民健康保険税減免事業 生活安定支援

53 R2 一般 政策企画課 移住定住ホームページ作成業務 新たな生活様式

54 R2 一般 政策企画課 基幹統計調査事業 感染症拡大防止

55 R2 一般 政策企画課 男女共同参画推進事業 感染症拡大防止

56 R2 一般 人事課 人財育成事業 感染症拡大防止

57 R2 一般 広報情報課 みしまファンネット推進事業（デジタルマーケティング実施に伴う動画制作業務委託） 経済対策/事業者支援

58 R2 一般 広報情報課 みしまファンネット推進事業（LINEを活用した情報発信等サービス機能拡充業務委託） 新たな生活様式

59 R2 一般 広報情報課 みしまファンネット推進事業（YouTube配信広告料） 経済対策/事業者支援

60 R2 一般 広報情報課 スマート市役所推進事業 新たな生活様式

61 R2 一般 広報情報課 高度無線環境整備推進事業費補助金 新たな生活様式

62 R2 一般 危機管理課 避難所用新型コロナ対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

63 R2 一般 危機管理課 新型コロナ対策備品購入事業 感染症拡大防止

64 R2 一般 危機管理課 要配慮避難者等宿泊施設利用補助事業 感染症拡大防止

65 R2 一般 危機管理課 新型コロナウイルス感染症対策消防施設整備事業 感染症拡大防止

66 R2 一般 危機管理課 避難所冷風機整備事業 感染症拡大防止

67 R2 一般 新型コロナウイルス感染症対策室 特別定額給付金給付事業 生活安定支援

68 R2 一般 新型コロナウイルス感染症対策室 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 感染症拡大防止

69 R2 一般 農政課 農畜産物消費回復支援事業 経済対策/事業者支援
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三島市コロナ対策関連事業一覧（R5.3.31時点）

No 執行年度 会計区分 担当課※R4時点 事業名称 事業区分

70 R2 一般 商工観光課 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 感染症拡大防止

71 R2 一般 商工観光課 中小企業者応援補助金事業 経済対策/事業者支援

72 R2 一般 商工観光課 ものづくり現場環境改善補助金 経済対策/事業者支援

73 R2 一般 商工観光課 宿泊喚起クーポン券発行事業 経済対策/事業者支援

74 R2 一般 商工観光課 ウェブ対応スタート支援事業 新たな生活様式

75 R2 一般 商工観光課 デジタルスタンプラリー実施事業 経済対策/事業者支援

76 R2 一般 商工観光課 観光スマホサイト混雑レーダー等追加事業 新たな生活様式

77 R2 一般 商工観光課 プレミアム付商品券発行事業費補助金事業 経済対策/事業者支援

78 R2 一般 商工観光課 宿泊施設等事業継続支援業務委託事業 経済対策/事業者支援

79 R2 一般 商工観光課 地域飲食店等支援事業費補助事業 経済対策/事業者支援

80 R2 一般 商工観光課 リスタート支援事業費補助事業 経済対策/事業者支援

81 R2 一般 商工観光課 美しい伊豆創造センター負担金 経済対策/事業者支援

82 R2 一般 商工観光課 テイクアウトオンライン注文事業 経済対策/事業者支援

83 R2 一般 商工観光課 応縁袋事業 経済対策/事業者支援

84 R2 一般 商工観光課 ツアーバス誘客促進業務 経済対策/事業者支援

85 R2 一般 商工観光課 離職者等雇用奨励金 経済対策/事業者支援

86 R2 一般 商工観光課 新型コロナウイルス感染症拡大防止支援金 感染症拡大防止

87 R2 一般 楽寿園 楽寿園サーモカメラ購入事業 感染症拡大防止

88 R2 一般 楽寿園 手指用消毒スプレー、マスク購入 感染症拡大防止

89 R2 一般 楽寿園 楽寿館内案内ビデオ放映事業　※楽寿館内ガイドツアー中止による代替措置 新たな生活様式

90 R2 一般 文化振興課 文化活動団体支援事業 経済対策/事業者支援

91 R2 一般 文化振興課 文化活動動画配信企画実施事業 経済対策/事業者支援

92 R2 一般 文化振興課 文化施設応援スタンプラリー事業 経済対策/事業者支援

93 R2 一般 文化振興課 市民文化会館利用サポート事業協力金事業 経済対策/事業者支援

94 R2 一般 文化振興課 市民文化会館自主文化事業開催支援事業協力金事業 経済対策/事業者支援

95 R2 一般 文化振興課 市民文化会館感染症対策資機材搬入事業 感染症拡大防止

96 R2 一般 文化振興課 市民文化会館サーモカメラ購入事業 感染症拡大防止

97 R2 一般 文化振興課 文化施設応援コラボ事業 経済対策/事業者支援

98 R2 一般 文化振興課 市民文化会館利用サポート事業 経済対策/事業者支援

99 R2 一般 文化振興課 市民文化会館自主文化事業開催支援事業 経済対策/事業者支援

100 R2 一般 水と緑の課 緑化推進感染症対策事業 感染症拡大防止

101 R2 一般 水と緑の課 公園緑地管理感染症対策事業 感染症拡大防止

102 R2 一般 教育総務課 小中学校フェイスシールド購入事業 感染症拡大防止

103 R2 一般 教育総務課 小中学校マスク等購入支援事業 感染症拡大防止

104 R2 一般 教育総務課 放課後児童クラブ感染症対策物品購入事業 感染症拡大防止

105 R2 一般 教育総務課 放課後児童クラブエアコン設置事業 感染症拡大防止

106 R2 一般 教育総務課 民間放課後児童クラブ感染症対策補助事業 感染症拡大防止

107 R2 一般 教育総務課 学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業 感染症拡大防止

108 R2 一般 教育総務課 感染症対策等の学校教育活動継続支援事業 感染症拡大防止

109 R2 一般 教育総務課 放課後児童クラブ使用料減免事業 生活安定支援

110 R2 一般 教育総務課 北上小学校エアコン設置事業 感染症拡大防止

111 R2 一般 教育総務課 臨時休校に伴う遠隔学習支援事業 新たな生活様式

112 R2 一般 教育総務課 臨時休校に伴う遠隔学習支援事業 新たな生活様式

113 R2 一般 教育総務課 小中学校情報機器運用管理事業 新たな生活様式

114 R2 一般 教育総務課 小中学校普通教室扇風機整備事業 感染症拡大防止

115 R2 一般 教育総務課 小中学校GIGAスクールサポーター運用事業 新たな生活様式

116 R2 一般 学校教育課 学校給食費返還等事業 経済対策/事業者支援

117 R2 一般 学校教育課 衛生管理改善事業 感染症拡大防止

118 R2 一般 生涯学習課 生涯学習センター空調フィルター・サーモカメラ等購入事業 感染症拡大防止

119 R2 一般 生涯学習課 生涯学習推進イベント用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

120 R2 一般 生涯学習課 青少年団体活動支援金事業 感染症拡大防止

121 R2 一般 生涯学習課 青少年団体活動支援金事業 感染症拡大防止

122 R2 一般 生涯学習課 坂公民館空調設備整備事業 感染症拡大防止

123 R2 一般 生涯学習課 中郷文化プラザ空調フィルター・サーモカメラ等購入事業 感染症拡大防止

124 R2 一般 生涯学習課 公民館Wi-Fi整備事業 新たな生活様式

125 R2 一般 生涯学習課 生涯学習センターWEB環境整備事業 新たな生活様式

126 R2 一般 生涯学習課 青少年相談室感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

127 R2 一般 生涯学習課 北上文化プラザ管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

128 R2 一般 生涯学習課 公民館プロジェクター整備事業 新たな生活様式

129 R2 一般 生涯学習課 錦田・坂公民館利用者・来館者感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

130 R2 一般 図書館 図書館事業 感染症拡大防止

131 R2 一般 選挙管理委員会事務局 投票用紙読取分類機購入事業 感染症拡大防止

132 R3 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

133 R3 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

134 R3 一般 市民課 戸籍住民基本台帳事業　ワンストップ窓口事業 新たな生活様式

135 R3 一般 地域協働・安全課 三島市新型コロナウィルス感染症対策公共交通事業者緊急支援事業 経済対策/事業者支援

136 R3 一般 地域協働・安全課 路線バスIT化整備事業費補助金 感染症拡大防止

137 R3 一般 地域協働・安全課 三島市防犯灯電気料補助金の増額 経済対策/事業者支援

138 R3 一般 地域協働・安全課 市民活動推進事業 感染症拡大防止
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三島市コロナ対策関連事業一覧（R5.3.31時点）

No 執行年度 会計区分 担当課※R4時点 事業名称 事業区分

139 R3 国保 保険年金課 傷病手当金支給事業 生活安定支援

140 R3 一般 健康づくり課 社会的検査業務(疾病予防対策事業費等補助金と市単分） 感染症拡大防止

141 R3 一般 健康づくり課 三島市ＰＣＲ検査センター設置 感染症拡大防止

142 R3 一般 スポーツ推進課 三島市体育施設等指定管理者支援事業 経済対策/事業者支援

143 R3 一般 地域包括ケア推進課 オンラインを活用した高齢者相談支援事業 新たな生活様式

144 R3 介護 介護保険課 介護保険料減免事業 生活安定支援

145 R3 一般 福祉総務課 緊急食料支援事業 感染症拡大防止

146 R3 一般 福祉総務課 緊急食料支援事業 感染症拡大防止

147 R3 一般 福祉総務課 住居確保給付事業 生活安定支援

148 R3 一般 福祉総務課 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業 生活安定支援

149 R3 一般 福祉総務課 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

150 R3 一般 子育て支援課 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 生活安定支援

151 R3 一般 子育て支援課 子育て世帯臨時特別給付金等給付事業 生活安定支援

152 R3 一般 子育て支援課 地域子育て支援拠点外環境改善等事業費補助金 感染症拡大防止

153 R3 一般 子ども保育課 保育環境改善等事業費補助金 感染症拡大防止

154 R3 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症拡大防止事業費補助金 感染症拡大防止

155 R3 一般 子ども保育課 公立幼稚園における感染症対策物品等の購入　(R2繰越分） 感染症拡大防止

156 R3 一般 子ども保育課 公立保育園における感染症対策物品等の購入　(R2繰越分） 感染症拡大防止

157 R3 一般 子ども保育課 市立保育所園ICT化推進事業事業 新たな生活様式

158 R3 一般 子ども保育課 保育環境改善事業費補助金 感染症拡大防止

159 R3 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症拡大防止事業費補助金 感染症拡大防止

160 R3 一般 子ども保育課 公立保育園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

161 R3 一般 子ども保育課 公立幼稚園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

162 R3 一般 子ども保育課 公立保育園での感染対策活動（時間外手当） 感染症拡大防止

163 R3 一般 子ども保育課 施設への抗原検査キット配布（保育園） 感染症拡大防止

164 R3 一般 子ども保育課 施設への抗原検査キット配布（幼稚園） 感染症拡大防止

165 R3 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付 生活安定支援

166 R3 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付（認定こども園、小規模保育事業所） 生活安定支援

167 R3 一般 障がい福祉課 郵便申請奨励事業 感染症拡大防止

168 R3 一般 障がい福祉課 手話通訳者、要約筆記者、ガイドヘルパー感染症対策事業 生活安定支援

169 R3 一般 発達支援課 発達支援事業 感染症拡大防止

170 R3 一般 公共財産保全課 庁舎維持管理事業 感染症拡大防止

171 R3 一般 課税課 課税課窓口業務 感染症拡大防止

172 R3 国保 課税課 国民健康保険税減免事業 生活安定支援

173 R3 一般 市税収納課 徴収事業 感染症拡大防止

174 R3 一般 政策企画課 移住定住ホームページ作成業務 新たな生活様式

175 R3 一般 政策企画課 男女共同参画推進事業 感染症拡大防止

176 R3 一般 広聴文書課 市民相談事業 感染症拡大防止

177 R3 一般 人事課 人財育成事業 感染症拡大防止

178 R3 一般 広報情報課 高度無線環境整備推進事業費補助金 新たな生活様式

179 R3 一般 広報情報課 みしまファンネット推進事業（YouTube配信広告料） 経済対策/事業者支援

180 R3 一般 危機管理課 新型コロナウイルス感染症対策消防施設整備事業 感染症拡大防止

181 R3 一般 新型コロナウイルス感染症対策室 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 感染症拡大防止

182 R3 一般 新型コロナウイルス感染症対策室 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 感染症拡大防止

183 R3 一般 商工観光課 テイクアウトオンライン注文事業 経済対策/事業者支援

184 R3 一般 商工観光課 応縁袋事業 経済対策/事業者支援

185 R3 一般 商工観光課 ツアーバス誘客促進業務 経済対策/事業者支援

186 R3 一般 商工観光課 離職者等雇用奨励金 経済対策/事業者支援

187 R3 一般 商工観光課 がんばれ三島！PayPayを使って市内事業者を応援しよう 経済対策/事業者支援

188 R3 一般 商工観光課 中小企業者等応援補助金 経済対策/事業者支援

189 R3 一般 商工観光課 観光関連事業者応援補助金 経済対策/事業者支援

190 R3 一般 楽寿園 手指用消毒スプレー、マスク購入 感染症拡大防止

191 R3 一般 文化振興課 文化施設応援コラボ事業 経済対策/事業者支援

192 R3 一般 文化振興課 市民文化会館利用サポート事業 経済対策/事業者支援

193 R3 一般 文化振興課 市民文化会館自主文化事業開催支援事業 経済対策/事業者支援

194 R3 一般 都市整備課 三島駅北口広場使用料 経済対策/事業者支援

195 R3 一般 教育総務課 感染症対策等の学校教育活動継続支援事業 感染症拡大防止

196 R3 一般 教育総務課 小学校抗原検査キット購入事業 感染症拡大防止

197 R3 一般 教育総務課 放課後児童クラブ感染症対策物品購入事業 感染症拡大防止

198 R3 一般 教育総務課 民間放課後児童クラブ感染症対策補助事業 感染症拡大防止

199 R3 一般 教育総務課 小中学校情報機器運用管理事業 新たな生活様式

200 R3 一般 教育総務課 小中学校ICT支援員配置事業 新たな生活様式

201 R3 一般 生涯学習課 公民館Wi-Fi整備事業 新たな生活様式

202 R3 一般 生涯学習課 生涯学習センターWEB環境整備事業 新たな生活様式

203 R3 一般 生涯学習課 生涯学習センター管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

204 R3 一般 生涯学習課 児童センター感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

205 R3 一般 生涯学習課 坂公民館空調設備整備事業 感染症拡大防止

206 R3 一般 生涯学習課 中郷文化プラザWi-Fi整備関連消耗品購入事業 新たな生活様式

207 R3 一般 生涯学習課 北上文化プラザ管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止
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208 R3 一般 生涯学習課 錦田・坂公民館利用者・来館者感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

209 R3 一般 図書館 図書館事業 感染症拡大防止

210 R3 一般 選挙管理委員会事務局 県知事選挙執行事業 感染症拡大防止

211 R3 一般 選挙管理委員会事務局 参議院議員補欠選挙執行事業 感染症拡大防止

212 R3 一般 選挙管理委員会事務局 衆議院議員選挙執行事業 感染症拡大防止

213 R4 一般 地域協働・安全課 三島市新型コロナウィルス感染症対策公共交通事業者緊急支援事業 経済対策/事業者支援

214 R4 一般 地域協働・安全課 三島市防犯灯電気料補助金の増額 経済対策/事業者支援

215 R4 一般 地域協働・安全課 地区集会所Wi-Fi環境整備費補助金 新たな生活様式

216 R4 一般 健幸政策戦略室 健幸DX推進事業 新たな生活様式

217 R4 国保 保険年金課 傷病手当金支給事業 生活安定支援

218 R4 一般 健康づくり課 社会的検査業務 感染症拡大防止

219 R4 一般 健康づくり課 三島市ＰＣＲ検査センター設置 感染症拡大防止

220 R4 一般 健康づくり課 保健センター施設感染予防対策 新たな生活様式

221 R4 介護 地域包括ケア推進課 オンラインを活用した高齢者相談支援事業 新たな生活様式

222 R4 一般 地域包括ケア推進課 介護予防支援事業 感染症拡大防止

223 R4 介護 地域包括ケア推進課 地域包括支援センター運営事業 感染症拡大防止

224 R4 介護 地域包括ケア推進課 認知症地域支援・ケア向上事業 感染症拡大防止

225 R4 介護 介護保険課 介護保険料減免事業 生活安定支援

226 R4 一般 福祉総務課 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

227 R4 一般 福祉総務課 緊急食料支援事業 感染症拡大防止

228 R4 一般 福祉総務課 住居確保給付事業 生活安定支援

229 R4 一般 福祉総務課 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業 生活安定支援

230 R4 一般 福祉総務課 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 生活安定支援

231 R4 一般 福祉総務課 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業 生活安定支援

232 R4 一般 子育て支援課 子育て世帯臨時特別給付金等給付事業 生活安定支援

233 R4 一般 子育て支援課 出産祝金支給事業 生活安定支援

234 R4 一般 子育て支援課 子ども配食支援事業 生活安定支援

235 R4 一般 子ども保育課 市立幼稚園ICT化推進事業 新たな生活様式

236 R4 一般 子ども保育課 公立保育園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

237 R4 一般 子ども保育課 公立幼稚園における感染症対策物品等の購入 感染症拡大防止

238 R4 一般 子ども保育課 三島市立北幼稚園遊戯室空調設備設置工事 感染症拡大防止

239 R4 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付 生活安定支援

240 R4 一般 子ども保育課 保育所等原油価格・物価高騰対策事業 経済対策/事業者支援

241 R4 一般 子ども保育課 新型コロナウイルス感染症にかかる保育料還付（認定こども園、小規模保育事業所） 生活安定支援

242 R4 一般 障がい福祉課 郵便申請奨励事業 感染症拡大防止

243 R4 一般 障がい福祉課 受付用感染症対策事業 感染症拡大防止

244 R4 一般 障がい福祉課 三島市内授産所マップ作成業務委託事業 経済対策/事業者支援

245 R4 一般 発達支援課 発達支援事業 感染症拡大防止

246 R4 一般 財政課 水環境デジタル監視業務 新たな生活様式

247 R4 一般 財政課 水道料金支援（減免）事業 生活安定支援

248 R4 一般 公共財産保全課 庁舎維持管理事業 感染症拡大防止

249 R4 国保 課税課 国民健康保険税減免事業 生活安定支援

250 R4 一般 政策企画課 基幹統計調査事業 感染症拡大防止

251 R4 一般 人事課 人財育成事業 感染症拡大防止

252 R4 一般 広報情報課 窓口業務デジタル化構築事業 感染症拡大防止

253 R4 一般 広報情報課 コミュニティＦＭ広報事業 感染症拡大防止

254 R4 一般 新型コロナウイルス感染症対策室 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 感染症拡大防止

255 R4 一般 農政課 農畜産物消費回復支援事業 経済対策/事業者支援

256 R4 一般 農政課 肥料等価格高騰対策事業費補助金 経済対策/事業者支援

257 R4 一般 農政課 水環境デジタル監視業務 新たな生活様式

258 R4 一般 商工観光課 ツアーバス誘客促進業務 経済対策/事業者支援

259 R4 一般 商工観光課 ブライダル需要喚起事業支援補助金 経済対策/事業者支援

260 R4 一般 商工観光課 観光客滞在促進事業 新たな生活様式

261 R4 一般 商工観光課 三島市大河ドラマトークイベント開催業務 経済対策/事業者支援

262 R4 一般 商工観光課 三嶋大祭り補助金 経済対策/事業者支援

263 R4 一般 商工観光課 運送事業者支援補助金 経済対策/事業者支援

264 R4 一般 商工観光課 中小企業者等緊急支援補助金 経済対策/事業者支援

265 R4 一般 商工観光課 みしま応縁事業「まるごとマルシェ」 経済対策/事業者支援

266 R4 一般 商工観光課 三島市キャッシュレス決済ポイントバック事業 経済対策/事業者支援

267 R4 一般 楽寿園 手指用消毒スプレー、マスク購入 感染症拡大防止

268 R4 一般 文化振興課 市民文化会館感染症対策資機材購入事業 感染症拡大防止

269 R4 一般 水と緑の課 水環境デジタル監視業務 新たな生活様式

270 R4 一般 都市整備課 三島駅北口広場使用料 経済対策/事業者支援

271 R4 水道 水道課 水道料金に係る基本料金の減免 生活安定支援

272 R4 一般 教育総務課 放課後児童クラブ感染症対策物品購入事業 感染症拡大防止

273 R4 一般 教育総務課 民間放課後児童クラブ感染症対策補助事業 感染症拡大防止

274 R4 一般 教育総務課 放課後児童クラブ感染症対策のための改修事業 感染症拡大防止

275 R4 一般 教育総務課 学校等における感染症対策等支援事業 感染症拡大防止

276 R4 一般 学校教育課 物価高騰による給食費緊急支援事業 生活安定支援
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三島市コロナ対策関連事業一覧（R5.3.31時点）

No 執行年度 会計区分 担当課※R4時点 事業名称 事業区分

277 R4 一般 生涯学習課 生涯学習センター管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

278 R4 一般 生涯学習課 児童センターパーテーション購入事業 感染症拡大防止

279 R4 一般 生涯学習課 中郷文化プラザ管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

280 R4 一般 生涯学習課 北上文化プラザ管理用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

281 R4 一般 生涯学習課 錦田・坂公民館利用者・来館者感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

282 R4 一般 生涯学習課 生涯学習センター料理講習室用感染症対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

283 R4 一般 図書館 図書館事業 感染症拡大防止

284 R4 一般 図書館 図書館利用促進事業 新たな生活様式

285 R4 一般 選挙管理委員会事務局 参議院議員選挙執行事業 感染症拡大防止

286 R4 一般 選挙管理委員会事務局 市長選挙執行事業 感染症拡大防止

287 R4 一般 選挙管理委員会事務局 県議会議員選挙執行事業 感染症拡大防止

288 R4 一般 選挙管理委員会事務局 市議会議員選挙執行事業 感染症拡大防止

289 R4 一般 障がい福祉課 障がいサービス事業所等物価高騰対策支援金事業 経済対策/事業者支援

290 R4 一般 子育て支援課 子育て世帯物価高騰特別給付金給付事業 生活安定支援

291 R4 一般 子育て支援課 ひとり親世帯就職活動応援金給付事業 生活安定支援

292 R4 一般 環境政策課 省エネ家電製品購入費補助金 生活安定支援

293 R4 一般 子育て支援課 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 生活安定支援

294 R4 一般 子育て支援課 出産・子育て応援事業 生活安定支援

295 R4 一般 子育て支援課 子育て支援センター事業 感染症拡大防止

296 R4 一般 危機管理課 避難所用新型コロナ対策消耗品購入事業 感染症拡大防止

297 R4 一般 教育総務課 小中学校情報機器運用管理事業 新たな生活様式

298 R4 一般 教育総務課 小中学校ICT支援員配置事業 新たな生活様式

299 R4 一般 教育総務課 小学校コンピュータ整備事業リース料 新たな生活様式

300 R4 一般 議会事務局 議会事業 感染症拡大防止

301 R4 一般 介護保険課 介護サービス事業所等物価高騰対策支援金 経済対策/事業者支援

302 R4 一般 市民課 マイナンバーカード普及事業 新たな生活様式

303 R4 一般 広報情報課 水環境デジタル監視業務 新たな生活様式
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資料５ 新型コロナウイルス感染症関連の写真・広報みしま記事・新聞記事 

 

（１）感染症予防対策 

  静岡新聞 令和 3 年 4 月 25 日（日）朝刊 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

 

 

 

肖像権の関係で写真掲載不可 

ワクチン集団接種 三島モデル 
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慎重な搬送・管理・取扱が必要なワクチン 
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  静岡新聞 令和 3 年 6 月 13 日（日）朝刊 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

 

 

 

肖像権の関係で写真掲載不可 

高齢者施設での集団接種 
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静岡新聞社編集局調査部許諾済 

スムーズなサポートを 

「お助け隊」の前日講習会 

静岡新聞 令和 3 年 5 月 8 日（土）朝刊 
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静岡新聞 令和 5 年 4 月 1 日（土）朝刊 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

医療スタッフが巡回してワクチン接種する 

「三島モデル」は各地から問い合わせが相次ぐ 
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静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞 令和 2 年 6 月 25 日（木）朝刊 

静岡新聞 令和 2 年 6 月 17 日（水）朝刊

16 ページ 
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  広報みしまで、情報提供に努める 

感染拡大期は、コロナ関連記事一色に 

インターネットやデジタルサイネージで 

市長のメッセージを発信 
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（２）生活安定対策 

 

  
伊豆日日新聞 令和 2 年 5 月２日（土）朝刊 

伊豆新聞本社許諾済 

一日も早い給付を 

オール市役所で給付金申請書類発送準備 

～独自の電子申請は全国的に注目を集める～ 
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（３）経済対策 

 

  
伊豆日日新聞 令和 2 年 5 月 3 日（日）朝刊 

伊豆新聞本社許諾済 

ドライブスルーマーケット 

～飲食店をお弁当購入で支援～ 
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静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞 令和 2 年 9 月 17 日（木）朝刊 

飲食店支援のクラウドファンディング「みらい飯」 

～全国 1 位の支援額を集める～ 
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（４）新しい生活様式への対応 

 

  

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞 令和 2 年 5 月 13 日（水）朝刊 

広報みしま 

令和２年 7 月１５日号 
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令和２年５月の分散登校 

 

令和２年６月１日 学校再開 

小学校でのオンライン集会 
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地域のボランティアによる消毒作業 

感染症対策を講じて授業参観を実施 
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静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞 令和２年 5 月 18 日（日）朝刊 

座席数を減らして、文化・芸術の灯を守る 

三島市民文化会館 
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静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 

静岡新聞 令和 2 年 6 月 20 日（土）朝刊 

静岡新聞 令和 2 年 6 月 26 日（金）朝刊 
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広報みしま 令和 2 年 9 月１日号 

～地域の絆を守る様々な取り組み～ 

徳倉第４町内会 オンラインイベント 



170 

（５）市民生活への影響 

  静岡新聞 令和２年４月 23 日（木）朝刊 

静岡新聞社編集局調査部許諾済 
広報みしま 令和 4 年 9 月１日号 

三嶋大祭り 3 年ぶりに開催 

 

 

肖像権の関係で写真掲載不可 
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伊豆新聞本社許諾済 

 

 

 

肖像権の関係で写真掲載不可 

伊豆日日新聞 令和 3 年１月 5 日（火）朝刊 

広報みしま 

令和 3 年 4 月 1 日号 

三島南高 センバツ出場 

声出し応援等の制限あるも 

明るい話題に 
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（６）支援の輪 

 

  

伊豆日日新聞 令和２年２月８日（土）朝刊 

伊豆新聞本社許諾済 

伊豆日日新聞 令和 2 年 5 月２3 日（土）朝刊 

伊豆新聞本社許諾済 
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感染対策物品の供給不足の中、多くの企業・団体等から寄贈をいただく 

サーマル AI カメラ 

消毒液スプレースタンド 

手作りのマスク 
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伊豆日日新聞 令和３年６月２5 日（金）朝刊 

伊豆新聞本社許諾済 
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